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　潮しお騒さいが聞こえる。

　夜の浜辺に打ち寄せる静かな波の音だ。

　頭上には、深い海に似た紺こん青じようの空。視界を埋め尽くす満天の星々。きめ細やかな白い砂浜を、銀色の月明かりが、音もなく照らし出している。

　吹きつけてくる湿った風は、夏の夕暮れの匂においがした。

　頰ほおを濡ぬらす海水は、鮮血のように生なま温ぬるい。

　その温ぬくもりに誘さそわれたように、彼はゆっくりと目を覚ます。強く握にぎり締しめた指の隙すき間まから、砕けた珊さん瑚ごたちの死し骸がいがこぼれ落ちていく。

　濡れたパーカーのフードをかぶった、ありふれた容姿の少年だった。

　年齢は十六、七歳というあたり。瘦やせた狼おおかみの体毛のように、前髪の色素がやや薄うすい。だが、それを含めても特別に目立つところはない。どこにでもいそうな男子学生だ。

　眠るように波打ち際ぎわに倒れたまま、少年は起き上がることができずにいた。

　濡れた衣服と夜風に体温を奪うばわれて、全身に力が入らない。冷え切った手て脚あしに感覚はなく、見知らぬ他人の肉体のようだ。ただ肌に触れる砂のざらつきだけが、妙に生々しく感じられる。

　打ち寄せてきた波に押し流されて、少年は仰あお向むけに転がった。

　顔にかかる水滴を振り払うように、彼は気け怠だるく首を振る。

　砂を踏む足音が聞こえてきたのは、その直後のことだった。

　瞼まぶたを開けると、ほっそりとした人影が視界に映る。丈長のコートを着た若い娘だ。

　人形のような端たん整せいな顔立ちと、印象的な大きな瞳ひとみ。修道女を思わせる長い頭巾ウインプルの隙間から、雪のような純白の髪がのぞいている。

　少女は少年のすぐ傍そばで足を止め、無言で彼を見下ろした。感情の籠こもらない冷めた眼まな差ざしだ。

「ようやく見つけましたわ、暁あかつき古こ城じよう」

　かすかに非難めいた口調で、少女が言う。警戒心を剝むき出しにした攻撃的な態度だ。だが、柔らかく澄すんだ声質のせいか、言こと葉ば遣づかいのわりに刺とげ々とげしい印象は感じない。

　そして少年は困惑したように彼女を見返した。

「……暁……古城？」

「もしかして、覚えていませんの？」少女が呆あきれたように眉まゆを上げる。「ご自分の名前なのでしょう？　〝第だい四よん真しん祖そ〟暁古城」

「第四……真祖？　俺が……？」

　少女が口にした物ぶつ騒そうな肩書きに、少年は怪け訝げんな表情を浮かべた。

　ええ、と少女は溜ため息いき混まじりに肩をすくめてくる。

「存在しないはずの四番目の〝始まりの〟吸血鬼。不死にして不滅。一切の血けつ族ぞく同どう胞ほうを持たず、支配を望まず、ただ災さい厄やくの化け身しんたる十二の眷けん獣じゆうを従え、人の血を啜すすり、殺さつ戮りくし、破壊する。世界の理ことわりから外れた冷酷非情な化け物──それがあなたですのよ、暁古城」

「俺が吸血鬼の真しん祖そ、か……そうか……」

　砂浜に寝転がったまま、少年は自分の掌てのひらを眺ながめた。意外にも冷静な反応だ。自分の正体が世界最強の吸血鬼だと聞かされても、不思議と動揺は感じない。

「思い出しまして？」

　白い髪の少女が、冷たく突き放すように訊きいてくる。ああ、と少年は投げやりに微笑ほほえんだ。

「真祖だなんだって言われても実感が湧わかねーけど、さすがに自分の名前には覚えがあるな」

「結構」少女が首しゆ肯こうする。

　暁あかつき古こ城じようと呼ばれた少年は、無言で上体を起こして彼女を見た。

「それで、ここはどこなんだ？　どうして俺はこんなところにいる……？」

「恩おん萊らい島とう、ですわ」

「……恩萊島？」

「東京の南方海上、三百三十キロ地点に浮かぶ絶海の孤島。日本で唯一の〝魔ま族ぞく特とつ区く〟──あなた方、魔族を管理する特別自治区ですの」

「管理？　隔かく離りの間違いじゃないのか？」

　古城は皮肉っぽく訊き返す。魔族の管理だけが目的なら、わざわざ本土から遠く離はなれた海の果てに自治区を造る必要はないだろう。この島は、明らかに魔族を閉じこめて、人間社会から隔離するために存在していると感じられる。

　挑ちよう発はつ的な古城の瞳ひとみを、少女は無感情に見返した。

　その刹せつ那な、コートに隠かくれていた彼女の右手が、なんの前触れもなく突き出される。

　彼女が握にぎっていたのは、深紅に輝かがやく長ちよう剣けんだ。炎のように波打つセレーションブレイドが、古城の首筋にピタリと押し当てられていた。

「おまえ、何者だ？」

　刃やいばの重みを肌に感じながら、古城が低い声で問いかける。

「わたくしの名は、香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラ──」

　少女は、長剣を古城に突きつけたまま、生き真ま面じ目めな口調でそう告げた。

「あなたの監視役ですわ」
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　廃工場を模もした古い建物には、潮しお風かぜの臭においが澱よどんでいた。

　割れた天てん窓まどから射しこむ午後の光が、漂ただよう土つち埃ぼこりを白く照らしている。

　薄うす暗ぐらい通路。錆さびた鉄製の柱の陰。ひび割れたコンクリートの床に屈かがみこみ、小柄な影が周囲の様子を窺うかがっている。悪戯いたずらっぽい子猫を思わせる、大きな瞳ひとみが印象的な少女だ。

　彼女が身に着けているのは、露ろ出しゆつ度ど高めの活動的なスポーツウェア。金属製の手て甲こうに覆おおわれた手袋グローブと、爪つま先さき部分を装そう甲こうで覆ったハイカットのシューズが妙に目立つ。そして頭に生はえているのは、尖とがった獣けものの耳である。

　闇やみの奥を見通すように、少女の虹こう彩さいが大きく広がった。ふわりとした栗くり色いろの癖くせ毛げを揺らして、彼女の耳がピクリと震ふるえる。建物の壁の向こう側に潜ひそむ、異物の存在を知覚したのだ。

「目標を捕捉したよ。隣となりの広間で待ち伏せしてるみたい。ルイルイ、わかる？」

　首にかけた通信機のマイクに向かって、獣の耳の少女が囁ささやいた。

　彼女の言葉にうなずいたのは、廃工場の外に待機していた少年だ。優等生然とした顔立ちに、穏おだやかな雰ふん囲い気きを漂ただよわせた彼は、構えた狙そ撃げき銃じゆうの光学照準器スコープをのぞきこんでいる。

「こっちでも捕捉したよ。あれは、真ま賀が斎とき先生の一いち四よん式しき装そう甲こう式しき神がみだ。二足歩行で最大装甲厚は九十ミリ。どうする、班長？　かなり手て強ごわいよ」

「──優ゆ乃のさん、周囲にほかの敵影は？」

　彼らの交信を聞いていた第三の人影が、獣けもの耳みみの少女に問いかける。

　金属製の肩当てのついたコートを羽は織おり、コバルトブルーの頭巾ウインプルを被かぶった白はく髪はつの少女。その名を香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラという。南欧の小国から派遣されてきた交換留学生──対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうの専門家たる修女騎士パラデイネスの候補生みならいだ。

「んー、いないみたいかな。少なくとも活動中の連中はね」

　柱の陰からそっと身を乗り出して、獣耳の少女が周囲を確認した。Ｌ種──いわゆる獣じゆう人じん族ぞくである天あま瀬せ優乃の視覚や聴覚は、常人の何十倍も鋭えい敏びんだ。

　そんな優乃の報告に、雫梨は満足げな微笑を浮かべる。

「よベしネ。では、目標に気づかれる前に奇き襲しゆうをかけますわ。優乃さんは目標の攪かく乱らんを。琉る威いさんには、援護をお願いしますの。わたくしは接近して直接打撃を担当いたします」

「りょーかーい」

　八重歯をちらりとのぞかせて、優乃が攻撃的に微ほほ笑えんだ。キュッと小気味よい音を立て、手袋グローブを嵌はめた手を握にぎり締しめる。

「こちらも了解。足止め用の術式を準備しておくよ」

　狙撃銃を持った少年──宮みや住ずみ琉威が、銃口に、魚ぎよ雷らい型の細い筒を装着する。着弾地点に魔ま獣じゆう捕ほ獲かくの術式を展開する軍用の呪じゆ術じゆつ榴りゆう弾だんだ。

「攻撃開始のタイミングは、優ゆ乃のさんにお任せしますの。よろしくてカピーシ？」

　班員なかまたちが準備を終えたことを確認して、雫しず梨りが告げた。「はーい」と無む邪じや気きに答えてくる優乃。そこに慌あわてて割りこんだのは、雫梨の後ろに立っていた四人目だ。

「ちょっと待て、俺は？　俺はなにをすればいい？」

「……そういえば、あなたもいましたのね、暁あかつき古こ城じよう」

　戸惑いを隠かくせずにいる少年を、雫梨が思い出したように振り返る。

　戦い慣れた雰ふん囲い気きの雫梨たちに比べて、少年の姿は隙すきだらけだった。銃器などの武装はもちろん、防具のひとつも身に着けていない。支給品の制服の上に、灰色の軍用パーカーを着ているだけだ。周囲を警戒するでもなく、無防備に立ち尽くす彼の姿は、戦場のド真ん中に迷いこんだ迷惑な民間人そのものだった。

「あなたの役目は、わたくしたちの援えん護ごですの。せいぜい邪じや魔まにならないように、大人しくしておいてくださいまし」

「だから援護って軽く言われても、具体的になにをすればいいんだよ!?」

　雫梨に冷たく突き放されて、古城はさらに途方に暮れる。困り果てた古城を見かねたように、琉る威いが狙そ撃げき姿勢のまま小さく眉まゆを寄せ、

「暁くん。ごめん。手が空いてたら、パンを買ってきて欲しいんだけど。今週は数量限定の、きなこ揚げパンが出てるはずだから」

「あたし、飲み物欲しいみたい。炭酸じゃない甘いやつ」

　四よつん這ばいで前進を続ける優乃が、真ま面じ目めな顔で続けてきた。お、おう、と古城は一いつ瞬しゆん、うなずきかけて、

「──って、それ、ただのパシリじゃねーか！」

　援護ってそういうことじゃねーだろ、と抗議の声を上げる古城。しかし優乃は、古城の訴えを無視して、コンクリートの床を荒っぽく蹴けりつけた。

　彼女の小柄な肉体が、一瞬の残像を残して、獲え物ものを見つけた猟りよう犬けんのように加速する。

　工場内に張り巡らされた鉄骨と壁を使って小刻みに角度を変え、優乃が向かった方向には、一体の巨大な装甲式神ドールが置かれていた。

　全高はおよそ四メートル。分厚い鋼板で覆おおわれたその姿は、人形ドールというよりも、四し肢しを持つ戦車という印象に近い。武装は特に見当たらないが、鋼鉄製の巨体そのものが十分な脅きよう威いである。その鋼色の騎き士し像ぞうが、優乃の接近を感知して動き出す。鈍どん重じゆうそうな外見とは裏腹の、異様になめらかで生物的な動きだ。

　それでも優乃は怯ひるまなかった。速度を落とすことなく、正面から装甲式神ドールへと接近し、鋼鉄の兜かぶとに覆われた頭頂部へと、前転しながらの踵かかと落おとしを叩たたきこむ。小柄な少女の一撃を喰くらって、装甲式神ドールの巨体がわずかによろめいた。

「行っくよー、白はく兎と脚きやく六番〝落らく月げつ〟！　か、ら、の──」

　踵かかと落おとしの反動を利用して優ゆ乃のは再び宙へと舞った。

　彼女を目がけて、装甲式神ドールが巨大な腕を伸ばす。しかし優乃は、その腕を、忍者めいた動きですり抜けた。そしてガラ空きになった装甲式神ドールの胸元へと、左右の掌てのひらを叩たたきつける。

「虎こ王おう拳けん四番〝爪そう星せい〟っ！」

　優乃の声が響ひびくと同時に、重々しい衝しよう撃げきが装甲式神ドールを貫いた。落下による加速と、装甲式神ドール自身の重心移動、そして獣じゆう人じん種しゆの筋力を利用した鮮やかな一撃だ。大きく体勢を崩くずした装甲式神ドールが、建物の壁をぶち抜いて仰あお向むけに転倒する。

「射しや線せんが通った。優乃、下がって」

「りょーかい！」

　飛び散る瓦が礫れきを避よけながら、優乃が後退して距離を取る。彼女を追撃するために、装甲式神ドールは信じられないほどの速さで跳はね起きた。そこに飛来したのは琉る威いの放った呪じゆ式しき榴りゆう弾だんだ。淡い輝かがやきを帯びた呪術結界が装甲式神ドールを押し包むように展開し、不可視の鎖となって鋼はがね色いろの巨体の動きを封じる。

「シズリン、あとよっろしく！」

「言われるまでもありませんわ──！」

　戦場から離り脱だつした優乃に代わって、正面に走りこんできたのは雫しず梨りだった。

　雫梨が構えているのは銀色の鎚矛メイス。長さ一メートル余りの棍こん棒ぼうの先端に、金属製の打だ突とつ部ぶを取りつけた近接武器だ。琉威の呪術で動きを封じられた装甲式神ドールの頭へと、雫梨は容よう赦しやなく鎚矛メイスを振り下ろす。その衝撃で鎚矛メイスに内蔵された爆ばく薬やくの信しん管かんが起動。轟ごう音おんとともに閃せん光こうが迸ほとばしり、装甲式神ドールが爆炎に包まれた。

　地面が波打つように揺れ、爆風が廃工場の屋根を軋きしませた。

　古城の立っている通路の奥まで、火ひの粉こを含んだ熱風が吹きつけてくる。

　装甲式神ドールは炎に包まれたまま動かない。砕けた装そう甲こうの破片が飛び散って、バラバラと雨のように降りそそぐ。

「まあ……こんなものですわね」

　地面に伏せて爆風を避けていた雫梨が、はためく頭巾ウインプルを押さえて溜ため息いきをついた。

　起爆前に鎚矛メイスの先端を切り離はなしていたとはいえ、至近距離で爆発に巻きこまれ、攻撃を仕掛けた側の彼女も、さすがに万全とはいえない状態だ。

　加護の呪術で肉体そのものは無傷だが、羽は織おっていたコートはずたずたに裂けて、その下の制服もあちこち傷ついている。破れたストッキングの隙すき間まから露ろ出しゆつした白い肌が痛々しい。

　それでも装甲式神ドールを倒したという手て応ごたえは感じていたのだろう。役目を終えた鎚矛メイスの柄つかを投げ捨てて、雫梨は乱れた衣服を直そうとする。

　それは致命的な隙すきだった。

「班長、まだだ！　装甲式神ドールの魔ま力りよくが消えてない！」

　呪じゆ式しき榴りゆう弾だんを再さい装そう塡てんしながら、琉る威いが叫んだ。

　地じ響ひびきに似た巨大な足音が再び響き渡ったのは、その直後。立ちこめる爆ばく煙えんを薙なぎ払はらうようにして、鋼はがね色いろの装甲式神ドールの巨体が雫しず梨りの眼前に現れる。

「な!?　そんなはずは……！」

　振り下ろされた装甲式神ドールの巨大な拳こぶしを、雫梨は、自ら地面に転がって、かろうじて回避した。爆薬の直撃を喰くらったはずの装甲式神ドールの頭部は、ほぼ無傷。ただ鋼色の甲かつ冑ちゆうだけが消滅し、その下の顔面が剝むき出しになっている。泥を焼き固めて造ったような粗雑な人形の顔だ。

「この装甲式神ドール、まさか装甲に身代わりの術式を刻印していたんですの……!?」

　己の攻撃が失敗した理由に気づいて、雫梨が強く唇くちびるを嚙かむ。

　護ご符ふや守護石、身代わり人形──本体が致命的な攻撃を受けたときに発動し、道具アイテムにダメージを肩代わりさせる呪術は、多くの流派に存在する、ごくありふれた技法だった。

　この装甲式神ドールは、装そう甲こうの各部にその術式を刻印し、雫梨の鎚矛メイスの攻撃に耐えたのだ。戦車の爆発反応装甲リアクテイブ・アーマーのように、身代わりの刻印が砕け散る反動すら利用して、爆発の衝しよう撃げきを無効化したのだろう。

　わかってしまえば単純な仕掛けだ。だが、そんな簡単なトリックのせいで、雫梨は、窮きゆう地ちに追いこまれている。人工物に過ぎない装甲式神ドールが、身代わりの術式を使うはずがない──そんな勝手な思いこみの裏をかかれたのだ。

「シズリンっ！」

　倒れた雫梨を援えん護ごするために、優ゆ乃のが再び装甲式神ドールへと殴りかかる。しかし彼女の渾こん身しんの打撃は、鋼色の巨体をわずかに揺らしただけだった。うー、と悔しげに唇を尖とがらせながら、優乃は装甲式神ドールの反撃を避よけて離脱する。

　獣じゆう人じん種しゆの筋力をもってしても、この巨大すぎる装甲式神ドールは破壊できない。それは最初からわかっていたことだ。だからこそ雫梨は、爆薬のような荒っぽい手段を使ったのだ。だが、その爆薬を内蔵した鎚矛メイスもすでにない。

「まずい……この装甲式神ドール、予想以上に高レベルだ。今の僕たちの装備じゃ手に負えない」

　琉威が撃ちこんだ新たな呪式榴弾が、装甲式神ドールの動きをわずかに鈍らせた。しかし彼の狙そ撃げき銃じゆうの威力では、それ以上の損傷を装甲式神ドールに与えることは不可能だ。

「いったん退ひいて態勢を立て直しますわ。優乃、先に撤てつ退たいしてくださいまし！」

「だけど、それじゃシズリンが……！」

　雫梨の言葉に、優乃がぎょっと目を見開く。だが実際、装甲式神ドールの巨体は予想以上に俊しゆん敏びんだった。おまけにさっきの爆発のせいで、脱出ルートのいくつかが瓦が礫れきに埋うもれている。誰かが囮おとりにならない限り、安全な撤退は不可能だ。

「この程度、わたくし一人でも余裕ですの！」

　口元に強気な笑みを浮かべて、雫しず梨りが腰の鞘さやから剣けんを抜く。刀とう身しんが炎のように波打つ美しい剣だが、分厚い装そう甲こうに覆おおわれた装甲式神ドールに通用するとは思えない。

　しかし雫梨は、堂々と装甲式神ドールの前に立つ。優ゆ乃のを脱出させるために、装甲式神ドールの注意を引きつけようとしているのだ。狭い廃工場内での雫梨のその行動は、当然、彼女を更さらなる危険に晒さらすことになる。その状況を頭で理解する前に、古こ城じようは無意識に走り出していた。

「え!?　暁あかつきくん……!?」

　想定外の古城の動きに、最初に気づいたのは琉る威いだった。存在すら忘れかけていた新入りが、戦せん闘とうの最前線へと突っこんでいくことに、さすがの冷静な彼も動揺を隠かくせない。

「あ、暁古城!?」

「コジコジ、なにやってんの!?」

　近づいてくる古城に気づいて、雫梨と優乃が動きを止めた。

　今の古城は完全な丸腰。装甲式神ドールに通用しそうな武器どころか、まともな防具すら身に着けていない。それでも古城は走るのをやめない。崩くずれた壁を乗り越えて、装甲式神ドールへと接近する。彼ひ我がの距きよ離りはせいぜい十四、五メートル。装甲式神ドールが彼の存在に気づけば、一いつ瞬しゆんで攻撃の間合いに捉とらえることができるだろう。

「焰光の夜伯カレイドブラツドの血けつ脈みやくを継ぎし者、暁古城が、汝なんじの枷かせを解き放つ！」

　立ち止まった古城が、右腕を高く頭上へと掲かかげた。彼の全身から噴ふき出したのは、暴風にも似た濃のう密みつな魔ま力りよくの奔ほん流りゆうだ。その凄すさまじい圧力に大気が震ふるえ、雫梨の頰ほおが青ざめる。

　暁古城は第だい四よん真しん祖そ。十二体もの強大な眷けん獣じゆうを従える、世界最強の吸血鬼なのだ。

　そして今、天災にも匹敵するといわれる第四真祖の眷獣を、古城は召しよう喚かんしようとしている。窮きゆう地ちの雫梨を救うために──

「やめなさい、暁古城っ！」

　悲鳴じみた声で雫梨が絶叫した。装甲式神ドールがゆっくりと古城に振り返る。死神を思わせる怪物の不気味な視線が、隙すきだらけの古城の全身を射貫く。

　そんな鋼はがね色いろの装甲式神ドールを睨にらみつけ、古城は伸ばした右手を突きつけた。

「疾きくや在がれれ、五番目の眷獣〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟！」

　獰どう猛もうに牙きばを剝むきだして、古城が吼ほえる。

　無差別に撒まき散らされていた魔力が一点に収束し、巨大な幻げん獣じゆうの姿を形成する──そう思われた瞬間、古城の目の前の空間が陽炎かげろうのように、ぐにゃりと歪ゆがんだ。

　ポン、と空気が抜けるような間抜けな音を立て、古城が放った魔力が消滅する。

　あとに残ったのは、寒々しい静せい寂じやくだけだった。

「って……あれ……!?」

　勇ましく右手を突き出した姿勢のまま、古城が困惑の声を出す。しかし眷獣の召喚が不発に終わったという事実は変わらない。

「なにをやっていますの、あなたは!?」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす古こ城じように向かって、雫しず梨りが怒ど鳴なる。

「い、いや、それは……」

　思わず視線を彷徨さまよわせながら、しどろもどろに言い訳しようとする古城。そんな古城の視界がふっと暗く翳かげった。気づけば鋼はがね色いろの装甲式神ドールの巨体が、古城の目と鼻の先まで迫っている。

「逃げなさい！　早く！」

「え!?」

　雫梨の叫びに衝つき動かされて、古城は慌あわてて装甲式神ドールに背中を向けた。

　だが、遅い。

　砲ほう弾だんめいた勢いで放たれた装甲式神ドールの拳こぶしが、古城の背中へと吸いこまれる。

「う……うおおおおおおおおおおおっ！」

　古城の悲鳴は最後まで声にならなかった。肉がちぎれ、骨が砕け、飛沫しぶきとなって鮮血が飛び散る。痛みすら感じる間もない一いつ瞬しゆんの出来事だ。

「あ……暁あかつき古城……」

　雫梨の唇くちびるから、呟つぶやきがこぼれる。しかし、その呼びかけに応こたえる者はいない。

　原型を留とどめぬまでに破壊され、彼の肉体は消滅している。暁古城は死んだのだ。

「い……やああああああああああああああっ──！」

　血けつ臭しゆうの立ちこめる廃工場に、雫梨の咆ほう吼こうが響ひびき渡る。

　雫梨が握にぎる長ちよう剣けんが、炎のように妖あやしく揺らめいた。美しく波打つ刀とう身しんが、深紅の輝かがやきに包まれる。雫梨の瞳ひとみもまた深紅に染まり、そして……そして…………
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　古城が再び目を覚ました場所は、糊のりの利きいた硬いシーツの上だった。

　消毒液の臭においに混じって、シャンプーの甘い香りがなぜか漂ただよってくる。

　横たわる古城の胸の上にうつ伏せて、寝息を立てている少女がいるのだ。

　ベッド脇わきの椅い子すに座ったまま、いつの間にか眠ってしまったのだろう。青い頭巾ウインプルの隙すき間まからこぼれ落ちているのは、混じりけのない雪のような純白の髪だった。

　状況を把は握あくできないまま、古城はぼんやりと周囲を見回す。

　殺風景な狭い部屋だった。部屋の中央にベッドが置かれており、窓辺には薄うす緑みどり色いろのカーテンが揺れている。ベッドサイドのテーブルに置かれているのは、ミネラルウォーターのボトルとグラス。そして得え体たいの知れない医療用の検査機器だった。

　よく見れば、検査機器から伸びているコードのいくつかが、古城の二の腕に巻きつけられている。どうやらここは病院か、それに準ずる医療施設らしい。

　窓の外はまだ暗い。夜が明けた直後といったところか。

「そうか……俺は……」

　意識を失う直前の光景を思い出し、古こ城じようはやれやれと息を吐く。一いち四よん式しき装そう甲こう式しき神がみとやらに殴られて、古城は一度死んだのだ。

　鋼こう鉄てつの塊かたまりにプレスされ、ズタズタの肉にく片へんと化した古城の身体が何事もなく復活しているのは、吸血鬼の真しん祖そだけが持つ驚きよう異い的な再生能力のせいだろう。

　世界最強の吸血鬼という馬鹿げた肩書きに、実感などまるでなかったが、少なくとも自分が不死身という事実は認めるしかないようだ。

「あ、コジコジ、気がついた？」

　古城の病室のドアが開き、購買部の紙袋を抱えた優ゆ乃のが入ってくる。

　ふわりとした栗くり色いろの癖くせ毛げはそのままだが、頭に生はえていたはずの獣けものの耳は消えていた。獣じゆう人じん化かを解といたのだ。服装も露ろ出しゆつ度ど高めの格かく闘とう服ふくではなく、学校指定の制服だ。

「さっすが世界サイキョーの吸血鬼。すっごい回復力だねえ。普通なら絶対死んでたよ……あ、さっきまで死んでたんだっけ」

　悪意のない口調でそう言って、優乃は朗らかに微ほほ笑えんだ。古城は文句も言えないまま、誰がコジコジだ、と拗すねたように呟つぶやくだけだ。

「そういえば、装甲式神ドールは？　あの怪物はどうなったんだ？」

　のろのろと包帯まみれの上半身を起こしながら、古城が訊きいた。

「シズリンが倒したよ」

　ベッドにうつ伏せたまま眠る雫しず梨りを指さして、優乃は事も無げに答えてくる。

「香か菅すが谷やが……カス子が、一人で？」

　古城は驚おどろいて眉まゆを寄せた。少なくとも古城が絶命する直前までは、雫梨は装甲式神ドールに追い詰められていたはずだ。たやすく逆転できる状況だったとは思えない。

「班長の〝炎喰蛇ハウラス〟は、斬きりつけた相手の魔力を喰くって威力を増す魔剣──聖団ギゼラの秘ひ蹟せき兵へい装そうだからね。模も擬ぎ戦せん用の装甲式神ドール程度じゃ相手にならないよ」

　古城の疑問に答えたのは、遅れて病室に入ってきた琉る威いだった。

　彼も制服に着替えていたが、戦闘時とあまり印象は変わらない。読書時にだけかける眼鏡めがねのせいで、より優等生っぽさが増しているだけだ。

「魔剣……か。まあ、たしかに高た価かそうな剣だったけど……」

「うん。とはいえ、戦闘実習の模擬戦でそんなものを使っちゃったから、うちの班チームは大幅減点で再試験だけどね。反省文の提出は今日の夕方までだってさ」

　苦笑混じりに肩をすくめて、琉威が運んできたプリントの束を置く。秘蹟兵装の無断使用に対する始末書と、訓練中の事故についての報告書。入院費の精算と傷病保険の申請。そして反省文のための原稿用紙。それら十数枚の書類すべてを今日中に書けということらしい。

　もっともその書類の何割かは、琉る威いがすでに書き終えてくれている。

「悪かったな……その、俺のせいで」

「仕方ないよ。眷けん獣じゆうが使えなかったのは、暁あかつきくんのせいじゃないしね」

「第だい四よん真しん祖その眷獣、ちょっと見てみたかった気もするんだけどねー、残念」

　殊しゆ勝しような顔で謝る古こ城じように、琉威と優ゆ乃のは笑って首を振る。

　古城が彼らと同じ班になって約半年──その間、二人には一方的に迷惑をかけっぱなしだった気がする。それでも仲間として気き遣づかってくれる彼らには、感謝してもしきれない。

「ああ、そうだ。班長には、あとでお礼を言ってあげて。彼女、きみが生き返るまで、ずっと付き添ってたんだ」

「……香か菅すが谷やが？」

　琉威の意外な報告に、古城は怪け訝げんな顔をした。生き真ま面じ目めな雫しず梨りのことだから、チームの足を引っ張った古城に対して、きっと腹を立てているだろうと思っていたのだ。

「シズリン、だいぶ落ちこんでたみたいだよ。コジコジが死んだのは自分のせいだって」

「なんか……意外だな、カス子のくせに。こいつが気にするようなことじゃねーだろ」

　古城が死んだそもそもの原因は、雫梨の指示を無視して、勝手に装甲式神ドールの前に飛び出したせいである。雫梨が責任を感じる理由はなにもない。

　だが、実際にベッドの隣となりで寝落ちしているところを見ると、雫梨が古城に付き添っていたという話は本当なのだろう。と、

「……カス子とはいったい誰のことですの？」

　その雫梨が、まだ少し寝ぼけたような低い声で訊きいてくる。いつから目を覚ましていたのか、古城たちの会話をしっかり聞いていたらしい。

「それが飛び散ったあなたの肉にく片へんを拾い集めて、医療棟まで運んできた恩人に対して言う言葉ですの!?　失礼極まりありませんわ、この無能吸血鬼！」

「いや、だけどさ、言いにくいだろ、香菅谷とかカステラとか」

「カスティエラですわ！　カ・ス・テ・ィ・エ・ラ！」

　古城の目の前に顔を近づけて、雫梨が自分の名前を連呼する。鼻筋の通ったノーブルな顔立ち。白い肌。切れ長の瞳ひとみを縁ふち取どる睫まつ毛げは長く、瞳の色は南国の海を連想させる濃こい碧あおだ。

　黙だまっていれば人形のようにも思えるはずの精せい緻ちな美び貌ぼうだが、柳りゆう眉びを吊つり上げ、白い歯を剝むく彼女の姿は、むしろ小動物めいていて見飽きない。気位の高い猫を相手にしている気分だ。

「そんなに言いにくいなら、雫梨と呼んでも構いませんわよ、暁古城──いえ、古城」

「あー……いや、それはちょっと……な」

「なにか不満がありますの!?」

　せっかくの譲じよう歩ほを台無しにされて、本気で怒りを炸さく裂れつさせる雫梨。

　そんな雫梨を興味深そうに観察しながら、優乃は愉たのしげに目を細める。

「んふふー」

「なんですの、優ゆ乃の」

「ううん。なんでもないみたい。まあ、たしかにコジコジの死体はグロかったよねー。骨とか内臓まで丸見えで。おかげで、あたし、焼肉が食べたくなっちゃったよ」

「おい、やめろ」

　不ふ謹きん慎しんな優乃の発言に、古こ城じようは思わず身み震ぶるいする。そんな古城の腹の虫が、ぐるぐると低い音を鳴らした。焼肉という単語を耳にしたせいか、空腹が刺激されてしまったのだ。

「さっきまで死にかけていたくせに、いきなりそれですの？」

　雫しず梨りが呆あきれたように息を吐き、蔑さげすむような眼まな差ざしを向けてくる。

「うっせーな、生き返るのに体力を消耗したんだよ！」

　古城は頰ほおを引ひき攣つらせて言い返した。実際、古城は昨日の昼から、なにも口にしていない。肉体の再生に使ったエネルギーを差し引いたとしても、空腹を覚えるのは当然だ。

「この時間なら学食が使えるよ。食べに行くかい？」

　琉る威いが穏おだやかな口調で言った。病室に置かれた時計の針は、間もなく午前七時になるところだ。眠い目をこすりながら起き出した寮生たちが、学食に向かい始める時間帯である。

「そうか。そいつは助かるな」

　古城は大きく背伸びをして、ベッドから降りようと被っていた毛布を撥はねのけた。

　その瞬しゆん間かん、妙にひんやりとした開放的な空気を素肌に感じる。

「わお！」

　黒目がちな大きな目を殊こと更さらに丸く見開いて、古城の下腹部を興きよう味み津しん々しんに凝ぎよう視しする優乃。雫梨は、表情を凍りつかせて、全身を石のように硬直させている。

　そんな彼女たちの反応で、古城は自分が素っ裸だという事実に今更気づく。全身に巻かれていた包帯のせいで、服を着ていると錯さつ覚かくしていたのだ。おそらく全身を装甲式神ドールに粉砕された時点で、古城がもともと着ていた制服は、駄目になってしまっていたのだろう。

「な……なにをやってるんですのっ！　この無能吸血鬼──っ！」

　至し近きん距きよ離りで古城の裸身を見せつけられた雫梨が、反射的に渾こん身しんの右ストレートを放つ。

　無防備な部分を殴られた古城と、その部位に素手で触れてしまった雫梨は、次の瞬間、そこが病室であることも忘れて、二人同時に絶叫した。
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　真夏の島──

　四方を、見渡す限りの大海に囲まれた小さな火山島だ。

　島の中央には岩肌を剝むき出しにした山岳地帯が広がっており、麓ふもとには樹海が広がっている。

　その孤し島まは、恩おん萊らい島とうと呼ばれていた。総人口はおよそ六千人ほど。その半数近くが魔ま族ぞくとその家族、あるいは魔族の研究者である。恩萊島は、魔族と人類が平和裏に共存するためのモデル都市。日本で唯一の〝魔族特区〟なのだ。

「おー……いい景色だなー……」

　そんな恩萊島の丘の上から海岸線を見下ろして、古こ城じようは吞のん気きな感想を洩らす。

　古城がいる展望台の標高は、海抜七百メートルほど。

　眼下には、港や商店、町役場、そして企業や大学の研究所を中心にした小さな集落が見える。

　そこから少し離はなれた場所にあるのは、周囲を高い塀へいに囲まれた教育施設だ。

　国営攻こう魔ま高等専門学校。通称〝攻魔高専〟──攻魔師を養成するための、全寮制の高等教育機関である。そこが古城の現在の居場所なのだった。

　時刻は午後二時を過ぎている。亜熱帯の陽ひ射ざしは強烈だが、吹きつけてくる海風が心地ここち好よい。

　古こ城じようは転落防止用の柵さくにのんびりともたれて、丘の上からの絶景を堪たん能のうしている。と、

　そんな古城を咎とがめるように、背後から怒ど気きを含んだ声がした。

「いつまでも姿が見えないと思ったら……暁あかつき古城っ！」

「げ!?　カス子……！」

「誰がカス子かっ!?　あなた、なぜこんなところで勝手に休憩してますの!?」

　攻こう魔ま高こう専せんの指定体操服に身を包んだ雫しず梨りが、古城を指さして乱暴に怒ど鳴なりつける。

　彼女の息が軽く弾はずんでいるのは、休みなく山道を走り続けていたせいだろう。

　攻魔高専における午前中の授業が終わったあと、雫梨は、体力作りのためと称して、古城を山頂までの野外ランニングに無理やり連れ出したのだ。

「仕方ねーだろ！　おまえみたいな体力馬ば鹿かについていけるか！　てか、これ、ランニングというよりほとんど登山だろ！　山頂までいったい何キロあるんだよ!?」

「た、体力馬鹿……!?　あなたがひ弱なだけではなくて!?　世界最強の吸血鬼の名が聞いて呆あきれますわ！」

「そもそも吸血鬼を真昼の炎天下に走らせるんじゃねーよ！」

　班ぶ員かを灰にする気か、と古城が逆ギレ気味に言い返す。雫梨は、唇くちびるを固く結んで古城をしばらく睨にらんでいたが、やがて諦あきらめたように大きく肩をすくめた。

「仕方ありませんわね。休憩は十分間だけですわよ」

「あ、ああ」

　めずらしく雫梨があっさり譲じよう歩ほしたことに、古城は驚おどろきつつも安あん堵どの息を吐く。

　古城がこの恩萊島に流れ着いたのは、半年前の夜のことだ。

　波打ち際ぎわで溺おぼれかけていた古城を発見し、救助したのが雫梨だった。

　それ以来、彼女は自称〝監視役〟として、古城の行動のすべてを管理している。古城を攻魔高専に編入させ、自分の班に入れたのも彼女だ。

　彼女が古城を監視している理由はふたつ。

　ひとつは古城が、恩おん萊らい島とうに来る前の記憶の大部分をなくしていることだ。古城が覚えていたのは自分の名前と、第だい四よん真しん祖そという肩書きだけ。どうやって世界最強の吸血鬼の力を手に入れたのか、なぜ恩萊島の浜辺で倒れていたのか──その答えを古城自身も知らない。

　強大な魔力を持ちながら、自分自身の過去も、目的もわからない危険な吸血鬼。監視対象になるのも当然だ。

　そして雫梨が古城を監視するもうひとつの理由。それは彼女が聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスだからだ。いまだ修行中みならいの身とはいえ、秘ひ蹟せき兵へい装そう〝炎喰蛇ハウラス〟を与えられた雫梨は、吸血鬼の真祖すら滅ほろぼしうる最強クラスの攻魔師なのだ。

　万一、古城が暴走しても、雫梨ならば古城を止められる。最悪の場合に備えての、古城の抹まつ殺さつ許可すら与えられているという。そんな彼女に、なんだかんだで古城は頭が上がらない。

「ていうか、ふと思ったんだが、ランニングや筋トレって吸血鬼にも効果あんのか？　不老不死の肉体ってことは、逆に言えば成長することもないんだろ？」

　一人で真ま面じ目めにストレッチを続ける雫しず梨りに向き直り、古こ城じようが気け怠だるい口調で訊きいた。

　こんなときでも雫梨は頭巾ウインプルを被かぶったままだ。清せい楚そな頭巾ウインプルと、活動的なＴシャツ短パンの組み合わせには、最初のうちこそ違和感があったが、古城が文句を言うようなことでもない。

　雫梨は古城の疑問に対して、少し怪け訝げんそうに目を瞬またたき、

「たしかに〝旧ふるき世代〟の吸血鬼の場合、身体からだを鍛きたえたからといって体力が向上するわけではありませんわね」

「やっぱりか!?　だったら、これって完かん璧ぺきに無む駄だじゃね？」

　古城は愕がく然ぜんとした表情で、苦労して登ってきた険しい山道を振り返る。

　身体を動かすことは嫌いではないものの、古城には山登りの趣味はない。トレーニングの意味がないと断言されてしまえば尚なお更さらだ。

　しかし雫梨は、なにやら厳おごそかな表情で首を振る。

「いえノ。重要なのは心の有あり様ようですの。修行を通じて精神を鍛きたえれば、それだけ魔ま族ぞくとしての力は増しますし、ひいては肉体にも影えい響きようが及びますわ」

「……自分のイメージに合わせて肉体も変化するってことか」

「ええ。それは吸血鬼に限った話ではありませんけれども。下げ賤せんな心の持ち主は、見てくれもいやらしくなりましてよ。悔い改めなさいな」

　じっと古城の下半身を半はん眼がんで睨にらみながら、恨みがましく雫梨が呟つぶやく。

　露ろ骨こつな嫌いや味みに、ヒク、と古城はこめかみを痙けい攣れんさせて、

「どんだけさっきのことを根に持ってんだよ!?　そもそも俺は見られた被害者側だからな！」

「あなたが勝手に見せつけてきたのでしょう!?」

「好きで見せつけたわけじゃねえ！　するとなにか、香か菅すが谷やの胸が貧相なのは、おまえの心が貧しいせいか!?」

「ひ、貧相ではありませんし！」

　Ｔシャツの胸元を押さえながら、顔を真っ赤にして憤ふん慨がいする雫梨。実際のところ、雫梨も決してスタイルが悪いわけではないのだが、小柄ながらメリハリの利きいた優ゆ乃のあたりと比べてしまうと、やや平坦フラツトな体型であることは否定できない。

「……どうしてあんなことをしたんですの？」

　深い溜ため息いきを洩もらしながら、雫梨が口調を変えて訊いてくる。

「だからワザとじゃねーって言ってんのに」

　しつけーな、と古城は顔をしかめた。しかし雫梨は、違う、と小さく首を振り、

「昨日の模も擬ぎ戦せん闘とうのことですわ。眷けん獣じゆうも喚よび出せないくせに、丸腰で装甲式神ドールの前に飛び出して。あれでは自分から殺してくれと言っているようなものですわ。たかだか戦闘実習の授業で死人が出るなんて、前代未聞でしてよ」

「自分でもどうしてかはわかんねーよ」

　無意識に雫しず梨りから視線を逸そらして、古こ城じようが困ったように吐き捨てる。

「ただ、あのときは身体からだが勝手に動いてたんだよ。おまえを見捨てて、あんなところに独ひとりで置き去りにするわけにはいかないだろ」

「それで自分が死んだら元も子もありませんわ」

　呆あきれたように古城を見返し、雫梨が無感動な口調で言った。

「まあ、それはそうなんだけどな。ただ……」

　言いかけた言葉を途中で切って、古城はバツの悪い表情でうなずく。

　たしかに古城の行動は、傍はた目めには無む謀ぼうに思えたはずだ。だが古城にはあのとき確信があった。第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうを喚よび出し、装甲式神ドールを破壊できるという確信が、だ。

　眷獣の召喚が不発に終わった原因はわからない。召しよう喚かんに失敗したというよりは、なにかに妨害されたような、不快な手て応ごたえがあったと思う。力を失ったわけではなく、本来の力を封じられているという感覚。古城の記憶が失われていることと、おそらく無関係ではないはずだ。

「この島に来る前の記憶は、まだ戻りませんの？」

　古城と同じことを考えていたのか、雫梨がぼそりと訊きいてきた。

「さっぱりだな」古城は投げやりに首を振る。「一度死んで生き返ったら、なにか変わるかと期待してたんだが」

「短絡的ですわね」

　大げさに目元を覆おおって、嘆たん息そくする雫梨。うっせーな、と古城は無言で唇くちびるを歪ゆがめた。

「己の力不足を認識したところで、訓練を再開しますわよ」

「へいへい」

　背後から雫梨にせっつかれて、古城は仕方なくランニングを再開する。

　古城たちが今いる場所は、山頂まで続く道のりのほぼ中間地点。この先は空気も薄うすくなり、道も険しさや勾こう配ばいもきつくなる。ここからが本当の地獄なのだ。

「古城」

　早くもうんざりした気分で砂の浮いた岩場を登り始めた古城を、雫梨が、唐とう突とつに呼び止めてくる。「あん？」と警戒しつつ振り返った古城が見たのは、なぜか緊張の面おも持もちで、頰ほおを赤らめながら立っている雫梨だ。

「わたくしを助けようとしてくれたこと、いちおう気持ちだけは受け取っておきますわ。Grazie……あ、ありがとう……」

　慣れない態度で一方的にそう言うと、雫梨は古城から、ふいと目を逸そらした。戸惑う古城をそのまま抜き去り、逃げるような勢いで走り出していく。

「あ……おい、待て、カス子！　俺一人じゃ帰り道がわからないだろ！」

「って、誰がカス子ですの!?」

　追いかける古こ城じように怒ど鳴なり返しつつ、雫しず梨りが走る速度を上げた。

　陽光が照りつける細い山道に、二人の怒ど声せいがいつまでも響ひびいている。

　　　　　　　　　　４

　大皿の上に盛りつけられていたのは、ガーリックバター醬しよう油ゆで炒いためた手羽先だった。つけ合わせはスパイシーに味付けされたキノコとジャガイモ、ブロッコリー。サイドメニューはシーザーサラダ。主食はパエリア風味の炊き込みご飯である。

「うっまーい！」

　豪快に手羽先にかぶりつき、優ゆ乃のが感嘆の声を出す。

　攻こう魔ま高こう専せんの敷しき地ち内ない。香か菅すが谷や班が寝泊まりしている古こ民みん家かの囲い炉ろ裏り端ばただった。全寮制の攻魔高専の生徒たちは、原則、班単位で割り当てられた宿舎で生活しているのだ。

　学生食堂が使えるのは朝食とランチの時間帯、それも平日だけなので、それ以外の食事は、学生たちが自じ炊すいで賄まかなうことになる。そして香菅谷班の本日の食事当番は、厳正な抽選の結果、古城が担当することになっていた。

「コジコジ、戦せん闘とう実じつ習しゆうでは役立たずだけど料理の腕はいけてるよね。皮がパリッパリで、中はしっとりジューシーで、ニンニクとお醬油の味加減が絶妙みたい」

「そんな大げさな料理じゃねーよ。ひと晩タレに浸つけ置おきして焼いただけだからな」

　役立たずで悪かったな、と顔をしかめながら、古城が冷えた麦茶を運んで来る。

「でも本当に美お味いしいよ。どこかで作り方を習ったのかな？」

　骨の隙すき間まについた肉を器用に削そぎ落としながら、感心したように訊きいたのは琉る威いだ。

　古城は、特に考えもせずに軽く首を振り、

「いや、べつに。凪なぎ沙さの手伝いをしてるうちに、なんとなく覚えたんだよな……」

「ナギサ？　誰のことだい？」

「え？」

　琉威の自然な問いかけに、古城は驚おどろいて顔を上げた。無意識に口を衝ついて出た名前だが、それがどんな人物なのか、思い出そうとした瞬しゆん間かんに記憶が薄うすれて消えてしまう。

「あ……いや、誰だろう？」

　古城は当惑しながら首を振る。普段、意識することはあまりないのだが、自分が記憶喪失という事実を、こんなふうに時折、嫌でも自覚させられる。ナギサという名前の響ひびきすら、今はもう見知らぬ他人のものとしか思えない。

「へえー、ふーん。コジコジの昔のオンナかな？　気になるねえ、シズリン」

　雰ふん囲い気きが暗くなることを嫌ったのか、優乃が愉たのしげに笑いながら雫梨に同意を求める。

　それまで無心に手羽先をかじり続けていた雫しず梨りが、ゲホッ、と激しく咳せきこんだ。

「は!?　わたくし!?　なんでですの!?　そんなのわたくしの知ったこっちゃありませんわ！」

「へえ……そうなんだ。なるほど、シズリンは彼氏の過去にはこだわらない、と」

「なんでそうなりますの!?」

　誰が彼氏かっ、と雫梨が顔を真っ赤にして叫ぶ。幼いころからひたすら真ま面じ目めに修女騎士パラデイネスを目指していた雫梨は、この手の恋愛がらみの冗談にまったく免疫がないのだ。

「わたくしは聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスとして、第だい四よん真しん祖そを監視しているだけですわ！　むしろ抹まつ殺さつの機会を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっておりますの！」

「抹殺ね……」

　炊き込みご飯の茶ちや碗わんを持ったまま、古こ城じようは、ずん、と落ちこんだ表情を浮かべた。もちろん雫梨の立場はわかっていたが、あらためて殺意を強調されると、さすがにつらい。

「そんなに気にすることはないよ。〝魔ま族ぞく特とつ区く〟に隔かく離りされた危険度Ⅵシツクス以上の魔族には、監視がつくのはめずらしくないから。さすがに抹殺対象になることは少ないけどね」

　露ろ骨こつにへこんでいる古城を見かねて、琉る威いが励ますように告げてくる。

「攻魔師免許を取って学院を卒業すれば、自動的に監視対象からも外れるみたいだしね」

　優ゆ乃のも、新たな手羽先をかじりながらそう言った。

　卒業か、と古城は口の中だけで独ひとりごちる。

　攻魔高専の生徒数は、全部で四百人ほどらしい。全体の約三割が、雫梨や琉威のような修行段階の見習い攻魔師。残りが獣じゆう人じんや吸血鬼などの魔族である。

　魔族の学生が多いのは、攻魔師免許を取得することで、本土への渡航許可が得られるようになるからだ。逆に言えば、正式な攻魔師になるまで、魔族は恩おん萊らい島とうを出られないということになる。人類との共存を図る、といえば聞こえはいいが、〝魔族特区〟の実態は、魔族を閉じこめておくための檻おりなのだ。

　もっとも、攻魔師候補といわれても古城には今ひとつ実感が湧わかない。

　古城は、第四真祖を野放しに出来ないという理由で、半ば強制的に入学させられただけで、攻魔師を目指しているわけではないからだ。

　そもそも記憶をなくしている古城には、島の外に出て行きたい場所も、会いたい知り合いの心当たりもない。攻魔高専のカリキュラムにあまり本気になれないのは、そのせいなのかもしれなかった。

「宮みや住ずみは、どうして攻魔師になろうと思ったんだ？」

　古城が真面目な口調で琉威に訊きく。琉威は普通の人間で、彼の両親も、攻魔師とは無関係の研究者だと聞いていた。攻魔師のような危なっかしい職業をわざわざ目指さなくても、普通に進学することもできたはずなのだ。

「僕は、もともと迷宮カルケリに興味があったんだ。一般人が迷宮カルケリの中に入るには、攻魔師になるしかないからね。そのための攻こう魔ま高こう専せんだし」

「迷宮カルケリ？」

「授業で何度もやってますでしょう？　もう忘れたんですの？」

　怪け訝げんな顔で訊きき返す古こ城じようを、雫しず梨りが呆あきれたように睨にらんでくる。古城は慌あわてて首を振り、

「あ、いや、覚えてる。覚えてるぞ。恩おん萊らい島とうの聖域ってやつだろ？」

　迷宮カルケリと呼ばれているエリアは、攻魔高専の管理下にある巨大な天然の洞どう窟くつだった。その内部は濃のう密みつな魔力に満たされており、多くの特殊な現象が発生するといわれている。

「ただ、よくわからないんだが、なんでこの学校は敷しき地ちのド真ん中に地下迷宮ダンジヨンなんかを造ろうと思ったんだ？　たしかに攻魔師の訓練には便利かも知れねーけど」

「それは順序が逆ですわ」

　雫梨がジャガイモを頰ほお張ばったまま、真ま面じ目めな口調で説明する。

「迷宮カルケリは学院が用意したのではなく、この地に最初から存在したのです。攻魔高専も、〝魔族特区〟も、迷宮カルケリを封印するために造られたものですの」

　なるほど、と古城は納得する。危険な場所を封印する施設で、封印に必要な人材を養成する。なかなか合理的な判断だ。

「迷宮カルケリには、怪物がうろついてるんだっけか」

　本当にゲームの地下迷宮ダンジヨンみたいだな、と古城が呟つぶやく。琉る威いは苦笑混じりにうなずいて、

「破獣デブリだね。そのうち嫌でも遭そう遇ぐうするよ。戦せん闘とう実じつ習しゆうでね」

「実習か……」

「次は死なないでね、コジコジ。昨日の式しき神がみなんかより、破獣デブリのほうが強敵だよ」

「俺だって死にたくて死んだわけじゃねーよ」

　優ゆ乃のに昨日のトラウマを刺激され、思わず渋じゆう面めんになる古城。

　それを見てクスクスと笑っていた優乃が、不意に真剣な表情を浮かべた。

「そういえば、聞いてる？　迷宮カルケリに出てくる幽ゆう霊れいの噂うわさ」

「……幽霊？」

　なにを今いま更さら、と古城は呆あきれ顔がおで訊き返す。怪物が出現するという地下迷宮に、幽霊の一体や二体増えたところで、騒さわぐほどのこととは思えない。

　しかし優乃は声を低くして、古城を脅おどすように続けてくる。

「なんかね、すっごく綺き麗れいな女の子の幽霊みたいだよ。先週、四班の男子が遭遇したんだけど、暗くら闇やみの中からジッと睨まれて、悲しげな顔で、ここじゃない、って言って消えちゃったみたい」

「なんだそれ……恐こえェな」

　古城は軽く身み震ぶるいした。知性を持たない死霊アンデツドの類たぐいならともかく、現世に未練のある地じ縛ばく霊れいとなると、古城としても苦手なジャンルだ。実際に危険があるかどうかは別として、迷宮の探索中にそんなものに遭遇したら、あまりいい気分はしないだろう。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。どうせ夢でも見たのでしょう。でなければ作り話かドッキリですわ」

　古こ城じようたちの会話を遮さえぎるように、雫しず梨りが強い口調で割りこんでくる。

　そんな雫梨の反応に、優ゆ乃のはニヤリとほくそ笑んで、

「あれ、シズリン、ビビってる？　もしかして幽ゆう霊れいとか恐こわい人？」

「ビ、ビビってなんかいませんわっ！　なんだったら、今から迷宮に乗りこんで、それを証明して差し上げましてよ！」

　青ざめた顔で立ち上がった雫梨が、近くに置いてあった〝炎喰蛇ハウラス〟の柄つかに手をかける。ほほう、と優乃は瞳ひとみをキラリと輝かがやかせ、

「あ、シズリン、後ろ！」

「にゃっ!?　にゃあああっ!?」

　恐怖に駆られて振り返った雫梨が、悲鳴を上げつつ、愛用の炎えん剣けんを振り回した。

　咄とつ嗟さに床に伏せて攻撃の巻き添えを逃れた古城は、涙目になっている雫梨を見上げて、勘かん弁べんしてくれ、とこっそり溜ため息いきをつく。

　　　　　　　　　　５

　消灯時間ギリギリになって、古城は自分の部屋を抜け出した。

　素足にサンダルを突っかけて、宿舎である古民家の外に出る。

　遮さえぎるもののない夏の空には、満天の星たちが輝いていた。街灯のない暗い道だが、吸血鬼である古城は夜よ目めが利きく。未み舗ほ装そうの細い坂道を鼻歌交じりに歩いていくと、坂を登りきったところで、ほっそりした人影の存在に気づいた。頭巾ウインプルを被かぶった白い髪の少女だ。

「あれ、カス子？」

「カス子じゃありませんしっ！」

　唐とう突とつな古城の呼びかけに、雫梨がビクッと肩を震ふるわせて振り返る。小豆あずき色いろのジャージを着た雫梨は、ひと気のない林の入り口で、途方に暮れたように立ち竦んでいたのだ。

「なにやってんだ、こんなとこで」

「な、なんでもありませんわ。ポストに用があっただけですの」

　答える雫梨の右手には、飾り気のない白い封筒が握にぎられている。封筒の宛あて先さきは外国語で書かれていた。海外にいるという彼女の家族に宛あてたものだろう。

「あなたこそ、どこに行く気ですの？」

「俺は飲み物を買いに行こうと思って」

　そう言って古城は、遠くに見える校舎の方角を指さした。恩おん萊らい島とうには二十四時間営業のコンビニなどという文明的な施設はない。学校の敷しき地ち内に置かれた自動販売機だけが、深夜の時間帯における学生たちのオアシスなのだ。

「なんか喉のどが渇かわいちまって。手羽先の味付け、濃すぎたかもな」

「そ、そうでしたの。でしたら、ポストに行くついでに、つき合って差し上げますわ！」

　雫しず梨りが妙に気合いの入った口調で告げてくる。どこか安あん堵どしたような表情の彼女を、古こ城じようは胡う乱ろんな目つきで見返した。たしかに、ついでと言えば言えなくもないが、ポストと自販機では方向がまるで違う。彼女にとっても、かなり遠回りになるはずだ。

　そもそも雫梨は、どうしてこんなところでぼんやり立っていたのか──

「カス子、おまえ、もしかして一人でポストに行くのが恐こわかったんじゃ……天あま瀬せに幽ゆう霊れいの話を聞かされたから……」

「な、なにを馬ば鹿かなことを言ってますの!?　修女騎士パラデイネスである私が、そんな作り話ごときに怯おびえるなど断じてありませんわ！　私はただ、第だい四よん真しん祖その監視役として──」

「わかった！　わかったから夜中に大声出すんじゃねーよ。近所迷惑だろ！」

「あ、あなたが的まと外はずれな指摘をするからですわ！」

　図星を衝つかれた焦あせりなのか、雫梨が必死に言い訳を続ける。とはいえ、鬱うつ蒼そうと茂る森林に囲まれた深夜の攻こう魔ま高こう専せんの敷しき地ち内は、実際、不気味ではあった。吸血鬼である古城ですら、そんなふうに感じてしまうのだから、雫梨が怯える気持ちもわからなくはない。

「そういえば、おまえって、夜中でもその頭のヤツを被かぶってるんだな」

　だらだらと林の中の砂じや利り道みちを歩きながら、古城が訊きいた。古城のＴシャツの裾すそをつかんで歩いていた雫梨が、少しムッとしたように頭巾ウインプルを押さえる。

「わたくしの服装になにか文句がありまして？」

「べつにいいけど、ジャージには似合わなくないか？　暑そうだし」

「余計なお世話ですの。この頭巾ウインプルは、私の修女騎士パラデイネスとしての証あかしなのですから」

「そうか。なんか、少し勿もつ体たいないよな。せっかく綺き麗れいな髪してるのに」

「は？」

　古城の何気ない呟つぶやきに、雫梨が驚おどろいたように目を見開く。

「綺麗……？　この髪が？」

「俺はそう思うけど。あー……もし気にしてるんだったら謝る。すまん」

「い、いえ……べつに気にしているわけでは……」

　雫梨が小声でそう呟いて目を伏せた。どう反応すればいいのかわからない、という表情だ。そんな雫梨が次の瞬しゆん間かん、古城の背中に激突して、にゃっ、と悲鳴を上げる。

「な、なんですの!?　急に立ち止まって!?」

　赤くなった鼻の頭を押さえて、雫梨が、足を止めた古城に抗議する。しかし古城はなにも答えない。視界の片かた隅すみに映った奇妙な景色に、意識を奪うばわれていたからだ。

　誰もいない夜の運動場の片隅。訓練施設を兼ねた古い木造校舎だった。攻魔高専の敷地内には、模も擬ぎ戦せんの舞台として、そのような無人の建物がいくつも残っているのだ。

　その校舎が眩まばゆい輝かがやきに染まった。校舎の内側を満たしていたのは、奇怪な紫色の炎だった。不気味に揺らめく魔ま力りよくの炎が、建物の地下から噴ふき出したのだ。

　窓の隙すき間まから洩もれ出した紫色の炎は、たちまち校舎全体を包みこむ。

「なんだ、あれは……!?」

　古こ城じようが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。轟ごう音おんで大地が揺れたのは、その直後だった。噴き出す炎の圧力に耐えきれず、校舎の壁が吹き飛んだのだ。

　梁はりや屋や根ね瓦がわらが崩くずれ落ちていく中、紫の炎が渦うずを巻き、やがて巨大な怪物の姿へと変わる。

「誰かが、この時間まで居残りで補習してるってことはないよな……？」

「そんなわけありませんでしょう！」

　吞のん気きな口調で呟く古城を、雫しず梨りが金かな切きり声ごえで怒ど鳴なりつけた。

「噂うわさに聞く第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうならいざ知らず、校舎を丸ごと吹き飛ばすような魔ま術じゆつ、攻魔高専わたくしたちの教官にだって使えませんわ！」

「だったらあの怪物はなんなんだよ!?」

　古城が苛いら々いらと歯を剝むいて訊きき返す。

　紫色の怪物は、獣けものとも蟲むしとも形容しがたい不気味な姿で、校舎の残ざん骸がいを蹴け散ちらしていた。

　その姿は吸血鬼の眷獣に似ていたが、桁けた外はずれに巨大で、凶暴だ。おまけに眷獣と違って、宿やど主ぬしたる吸血鬼はいない。制御不能の化け物ということだ。

「破獣デブリ……ですわ」

　雫梨が、声を絞り出すように弱々しく呟いた。古城がハッと息を吞のむ。

「あれが、破獣デブリ？　迷宮カルケリの奥にしか出現しないんじゃなかったのか？　どうやって地上に出てきたんだ？」

「わかりませんわ！　ですが、このままでは町が危険ですの──！」

「町……!?」

　追い詰められたような雫梨の言葉に、古城もようやく事態の深刻さを理解した。

　紫色の怪物が出現した場所は、攻魔高専の敷しき地ちの端だ。高さ六メートルの塀へいを乗り越えたら、その先は一般人が住む恩おん萊らい島とうの住宅街だった。

　攻魔高専を囲む塀には、侵入防止の結界が張り巡らされている。だが、あの怪物の攻撃力に、結界が耐えられるとは思えない。

「香か菅すが谷や……おまえの魔ま剣けんであいつを倒せるか？」

「魔剣？　〝炎喰蛇ハウラス〟のことですの？」

　雫梨が訝いぶかしむような表情で古城を見返した。短い沈黙を挟はさんで、うなずく。

「ええ。破獣デブリが魔力の塊かたまりである以上、〝炎喰蛇ハウラス〟なら確実に滅ぼせるはずですわ」

「わかった。だったら今すぐ宿舎に戻って取ってきてくれ」

「あなたはなにをするつもりですの？」

　破獣デブリを睨にらむ古こ城じようの横顔を、雫しず梨りが不安そうに見上げてくる。

　古城は気け怠だるげに肩をすくめて嘆たん息そくした。

「あの怪物を学校の外に出すわけにはいかないだろ。誰かがあいつを引きつけておかなきゃな」

「まさか……一人で破獣デブリとやり合うつもりですの!?」

　雫梨がギョッとしたように訊きき返す。あ、いや、と古城は曖あい昧まいに首を振り、

「あんだけ派手に暴れてるんだ。ほかの生徒や教官も、すぐに気づいて駆けつけてくれるだろ」

　多分な、と無責任な口調で言い放つ古城。雫梨はそんな古城に詰め寄って、

「ですが……！」

「こっちは世界最強の吸血鬼だぜ。心配は要らねーよ。バラバラになっても復活できるのは、昨日で証明されてるしな」

「あ、あなたはどこまで馬ば鹿かですの!?　一度や二度、肉体を再生できたからといって、破獣デブリに喰くわれても復活できるという保証にはなりませんのよ！」

「だからって島の人たちを見捨てるわけにはいかねーだろ！」

　ぐ、と雫梨が声を詰まらせた。古城は不死身の第だい四よん真しん祖そ、そして攻こう魔ま高こう専せんの学生だ。一般市民の生命と古城の安全、どちらが優先されるべきかは明白だった。

「ってことで、早いとこ剣を取ってきてくれ。それまでなんとか時間を稼いでやる」

　唇くちびるに不敵な笑みを浮かべて、古城が破獣デブリに向き直る。

「その言葉、忘れないでくださいまし！」

　雫梨は古城に背を向けて、宿舎である古こ民みん家かのほうへと駆け出した。

　任せろ、となんの根拠もなく言い放ち、古城は破獣デブリに近づいていく。

　炎に包まれた校舎までの距きよ離りはおよそ四百メートルほど。それだけの距離がありながら、破獣デブリが無差別に撒まき散らす魔力は、古城の肌をはっきりと震ふるわせる。眷けん獣じゆうすら使えない不完全な吸血鬼が、まともに立ち向かえる相手ではない。

「あいつの注意を引きつけて、逃げ回るしかない、ってことか」

　半ば自や棄けになった気分で、古城は自らの魔力を解放する。攻魔高専に来てからの約半年で、古城も、最低限の魔力を制御は身に着けているのだ。

　だからといって、なにかまともな魔術を使えるようになったわけではないのだが、破獣デブリを挑ちよう発はつするだけなら、それで十分なはずだった。が、

「な……!?」

　破獣デブリが巨大な頭部を巡らせて、古城たちの方角へと視線を向ける。そして次の瞬しゆん間かん、紫色の怪物は、古城の予想外の行動に出た。

　全身を紫色の閃せん光こうへと変えて、破獣デブリが跳んだのだ。

　古こ城じようではなく、宿舎へと急ぐ雫しず梨りを目がけて──

「馬ば鹿かな！　あいつ、なんでカス子を狙ねらって──!?」

　古城が愕がく然ぜんと振り返る。閃せん光こうと化した破獣デブリは、木々を薙なぎ倒し、地面を抉えぐりながら雫梨の背後へと迫っていた。古城にそれを止める手段はない。

「よけろ、カス子！」

「え!?」

　異様な気配を察知した雫梨が、古城の叫びが届く前に立ち止まる。

　再び獣けものの姿へと変わった破獣デブリが、そんな雫梨に巨大な前まえ肢あしを叩たたきつけた。

「カス子っ──！」

　絶望に顔を歪ゆがめて、古城が絶叫する。巨大な校舎を、瞬しゆん時じに爆ばく砕さいするほどの怪物の一撃だ。武器を持たない今の雫梨が、それに耐えられるはずもない。

「あ……」

　しかし紫色の炎が晴れて、古城の視界に映ったのは、呆ぼう然ぜんと目を見開いて立ち尽くしている雫梨の姿だった。紫の炎に包まれながら、彼女は無傷で立っていたのだ。

　破獣デブリの攻撃を斬きり裂さいて、雫梨を救ったのは小柄な影──

　銀色の槍やりを構えた、黒い髪の少女だ。

　その姿は神こう々ごうしいまでに美しく、同時にひどく恐ろしかった。この世のものならざる存在を目まの当たりにしている恐ろしさだ。

　彼女の槍に貫かれた破獣デブリが、純白の光の粒子を残して消滅していく。

　燃え残る紫の炎を透かして、少女の瞳ひとみが古城を見据えた。

『ヨウヤク……見ツケタ……』

　彼女の唇くちびるが、声にならない言葉を紡ぐ。その言葉に、古城はわけもわからず激しく動揺する。

　見知らぬ制服。見知らぬ少女。だがなぜか、彼女の存在はひどく懐なつかしい。

「おまえは……」

　誰だ、と古城が訊きき返そうとした瞬間、少女の輪りん郭かくが粗く歪んだ。

　霧きりのようにぼやけながら、彼女の姿は虚こ空くうに溶けこんで消えていく。

『…………』

　最後に短い呟つぶやきを残して、少女の姿は完全に消滅した。

　あとに残ったのは、いまだに燃えている校舎の残ざん骸がいと、破獣デブリに破壊された森の木々。そして古城と雫梨だけだ。

「生きてるか、カス子？」

　やれやれ、と古城は肩をすくめて、放心している雫梨に呼びかける。

　雫梨は肩を小刻みに震ふるわせながらも、気丈に呼吸を整えてうなずいた。

「ええ、わたくしは。ですが、今の女性はいったい……？」

「さあな。天あま瀬せが言ってた幽ゆう霊れいってやつかもな」

　古こ城じようが冗談めかした口調で答える。

　現れるはずのない破獣デブリが地上に出現し、存在するはずのない少女がそれを斃たおした。破獣デブリが雫しず梨りを襲おそおうとしたことも含めて、理解できないことばかりだ。

　唯一、救いがあるとすれば、雫梨が無事だったことだけだろう。

　その雫梨が、古城を冷たく見上げて、無機質な声で訊きいてくる。

「あなたは……あなたは彼女を知ってますの、古城？」

「いいや」

　わからないな、と古城は小さく首を振って目を閉じた。

　見知らぬ制服。見知らぬ少女。だが、幻げん聴ちようのようなかすかな声が、古城の耳に残っている。

　古城の胸をざわつかせているのは、聞き取れなかったはずのその声だ。

　彼女は完全に消え去る前に、たしかに古城を呼んだのだ。

　忘れたはずの、懐なつかしい声で。

　先輩、と。


　　　　幕間 ⅰ

　雨粒が、少年の頰ほおを濡ぬらしている。南国特有の温かな雨だ。

　吹きつけてくる強い海風が、マングローブの枝を大きく揺らしていた。

　夜の闇やみに似た漆しつ黒こくの海面と、砕いた骨のような純白の砂浜。その境界線上に倒れているのは、灰色のミリタリーパーカーを着た平凡な顔立ちの少年だ。

　彼の服装はあちこち擦すり切れ、引き裂かれたような大きな傷もある。うっすらと染しみついた赤黒い汚れは、流れ出した鮮血の痕あとだろう。

　しかし布地の下にある少年の肉体に、目立つ傷痕は見当たらなかった。再生を終えた直後のような真新しい素肌があるだけだ。

「う……ぐっ……」

　かはっ、と苦しげに海水を吐き出し、少年は激しく咳せきこんだ。

　涙で滲にじんだ視界に映るのは、見知らぬ孤島の景色だった。降り続く雨が勢いを増し、少年は焦りに表情を歪ゆがめる。

　自分がどうしてこんな場所にいるのか、その理由がわからない。自分自身の正体さえも、

　そしてふと、少年は本当に何気なく、視線を岬みさきの方角へと向けた。まるでその直後に起きる出来事を、最初から知っていたかのように。

「ようやく見つけましたわ、暁あかつき古こ城じよう」

　濡ぬれた砂を踏む足音とともに、少女の声が聞こえてくる。警戒心に満ちた冷たい声こわ音ねだ。

　瞼まぶたを開けると、ほっそりとした人影が視界に映る。修道女のような、騎き士しのような、奇妙な服装の若い娘だった。

　特徴的な大きな瞳ひとみは、かすかに青みがかかっているように見える。頭巾ウインプルの隙すき間まからこぼれた髪の色は、夜よ目めにも鮮やかな白だった。

「……暁……古城？」

　冷ややかに見下ろす娘の瞳を、少年は困惑して見つめ返す。それが自分の名前らしいという事実を、すぐには理解することができなかった。

「もしかして、覚えていませんの？　ご自分の名前なのでしょう、〝第だい四よん真しん祖そ〟暁古城？」

　少女が、少し苛いら立だったように眉まゆをひそめて訊きいてくる。

「第四……真祖？　俺が……？」

「ええ。存在しないはずの四番目の〝始まりの〟吸血鬼。不死にして不滅。一切の血けつ族ぞく同どう胞ほうを持たず、支配を望まず、ただ災さい厄やくの化け身しんたる十二の眷けん獣じゆうを従え、人の血を啜すすり、殺さつ戮りくし、破壊する。世界の理ことわりから外れた冷酷非情な化け物──それがあなたですのよ、暁古城」

「俺が吸血鬼の真祖、か……そうか……」

　砂浜に寝転がったまま、少年は自分の掌てのひらを眺めた。途切れたはずの記憶が、意識の奥底で、再び接続されていくような奇妙な感覚がある。

「思い出しまして？」

　白い髪の少女が、冷たく突き放すように訊いてくる。ああ、と少年は投げやりに微ほほ笑えんだ。

　動揺はなかった。ただ、飢うえに似た激しい焦しよう燥そうだけがある。自分がなにか大切なことを忘れているという、恐怖のような苛立ちだ。致命的なまでに大切ななにかを。

「おまえは、誰だ？」

　古城は無意識に訊いていた。その瞬しゆん間かん、既き視し感かんめいた強い目眩めまいに襲おそわれる。

　そう──その答えを古城は知っている。透明な雨粒を滴らせた、白い髪の修女騎士パラデイネスの名を。

「わたくしの名は、香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラ──」

　少女が引き抜いた剣の切きっ先さきが、古城の首筋に吸いつくように触れた。

　炎のように波打つ深紅の長ちよう剣けん。斬きりつけた相手の魔ま力りよくを喰くらって力と為なす、聖団ギゼラの秘ひ蹟せき兵へい装そう〝炎喰蛇ハウラス〟の刃やいばが。

「あなたの監視役ですわ」

　少女は、長剣を古城に突きつけたまま、生き真ま面じ目めな口調でそう告げてくる。

　古城は黙だまって瞼まぶたを閉じた。彼女の言葉がデジャヴュのように、頭の中で何度も反はん響きようする。

　しかし雨音にかき消されるように、その曖あい昧まいな感覚もすぐに消えた。

「……勘かん弁べんしてくれ」

　声にならない古こ城じようの呟つぶやきが、夜明け前の空に吸いこまれて消えていく。
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　強烈な陽ひ射ざしが降りそそぐ浜辺に、和わ傘がさ風の華やかなパラソルが濃こい影を落としている。

　パラソルの真下に置かれていたのは、ラタンで編んだ高価げなサマーベッド。その上に優雅に寝そべっていたのは、水着姿の若い女だ。

　髪の色はくすんだ金髪で、手入れの悪さゆえか、根本付近が微妙なグラデーションになっている。器量は決して悪くないが、誰もが振り返る美人というほどでもない。口元に張りついたような薄うすら笑いのせいで、どことなく信用のおけない雰ふん囲い気きがある。

　一方で彼女のスタイルのほうは抜群だった。豊満で、そのくせしっかりとくびれた肢し体たいを、周囲に見せつけるかのように原色の際きわどいビキニに包みこんでいる。肩に羽は織おった白衣がなければ、彼女が攻こう魔ま高こう専せんの教官という事実を信じる者はいなかっただろう。

　真ま賀が斎とき禍か子こというのが彼女の名だ。

　国営恩おん萊らい島とう攻魔高等専門学校十四班──通称、香か菅すが谷や班の担当教官である。

「失礼いたしますわ」

　その禍子に生き真ま面じ目めな口調で呼びかけたのは、制服姿の香菅谷雫しず梨りだった。禍子は顔の半分を覆おおうサングラスをヒョイとずらして、直立不動の雫梨を見返してくる。

「やあ、きみか。香菅谷雫梨・カスティエラ。相変わらず暑そうな頭巾ずきんだね。きみも水着に着替えたらどうだい？　ちょうどきみに似合いそうなヤツがあるんだが──」

「結構ですわ。まだ授業がありますので」

「それは残念」

　本気でがっかりしたような表情を浮かべて、禍子は、ほとんど紐ひもにしか見えないマイクロビキニを白衣のポケットに仕し舞まいこむ。なにゆえそんな破は廉れん恥ちな水着が自分に似合うと判断したのか、雫梨は、本気で担当教官を問い詰めたい衝しよう動どうに襲おそわれた。

　そんな内心の動揺をどうにか胸の裡うちに抑えこみ、雫梨は努めて無表情に質問する。

「真賀斎教官、今、少しお時間をいただいてよろしいでしょうか？」

「ああ、構わない。歓かん迎げいするよ。用件はなんだい？」

「昨夜の第八演習校舎の事件のことですわ。レポートをお送りしたはずですの」

「第八演習校舎……ああ、あれか」

　禍子はサイドテーブルの上から、冷えたトロピカルカクテルを手にとって一口すすった。

　うっすらと漂ただようアルコールの臭においに、雫梨は思わず顔をしかめる。

　それでも雫梨が文句を言わないのは、禍子の腕を認めているからだ。

　これほど不真面目な勤務態度にかかわらず、禍子の魔ま術じゆつ師しとしての実力は突出している。猛も者さ揃ぞろいの教官たちの中でも、文句なしに最強といっていいだろう。

　記憶をなくした暁あかつき古こ城じようが、恩おん萊らい島とうに流れ着くことを予言して、雫しず梨りに彼の回収と監視を命じたのも禍か子こだった。古城の攻こう魔ま高こう専せんへの編入がすんなり認められたのも、禍子が彼の担当教官に名乗りを上げたことと無関係ではないはずだ。

「もちろんレポートは読ませてもらったよ」

　カクテルグラスを傾けたまま、禍子が素そっ気けない口調で言う。

「地上に破獣デブリが出現したという情報、にわかには信じがたい話だね。おまけに幽ゆう霊れいの少女に救われた、と言われてはね」

「ですが……！」

　慌あわてて釈明しようとした雫梨を、禍子は、軽く手を上げて制止した。

「きみの報告を疑っているわけではないよ。生徒たちの間で幽霊の噂うわさが広まっていることは、我々も把は握あくしているさ。少なくとも演習校舎は実際に破壊されてるわけだからね」

「はスいィ……」

　雫梨は不ふ承しよう不ぶ承しよう、うなずいて引き下がる。禍子はそんな雫梨を眺ながめて、なぜか愉快そうに微ほほ笑えんだ。

「それに、あれだけの破壊力の魔ま術じゆつを使える学生は、現在の我が校には存在しない。香か菅すが谷や雫梨・カスティエラ──きみを含めてね。違うかい？」

「いえ」

　それはそうだろう、と雫梨は思う。年季の入った木造建築とはいえ、校舎は校舎だ。建物の大きさや頑丈さは並の民家とは比べようもない。それをたった一撃で吹き飛ばすような魔術は、人間の術じゆつ者しやには実行不可能だ。もちろん獣じゆう人じんや吸血鬼にも不可能だろう。

　そう、普通の吸血鬼には──

「唯一の例外は、暁古城、か。第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうの力なら、校舎のひとつやふたつ、簡単に消し飛ばすことができるだろうね」

「あ、暁古城は犯人ではありませんわ！」

　禍子の言葉が終わる前に、雫梨は反射的に叫んでいた。ふふん、と禍子はますます愉たのしげに目を細め、雫梨は赤面して首を振る。

「あ……つまり、破獣デブリ出現時、彼はわたくしの監視下にありましたし。今の彼にはそもそも眷獣の召しよう喚かんが出来ませんし」

「信用するよ、香菅谷雫梨・カスティエラ」

　カクテルグラスをテーブルに戻し、禍子はむくりと上体を起こした。これ見よがしに強調された豊かな胸の谷間に、雫梨は思わず圧倒される。

「しかし報告書によれば、事件が発生したのは深夜だったはずだけど、きみと暁古城は二人きりでなにをやっていたのかな？」

「は……？」

　担当教官の質問の意図を量りかね、雫しず梨りはきょとんと目を瞬またたいた。禍か子こは、ニヤニヤと人の悪そうな笑みを浮かべて、そんな雫梨を興味深げに見つめ、

「事件現場である演習校舎の付近は、暗くて人目につかない静かな場所だねえ」

　相手の質問の意図を理解して、雫梨は、な、と声を詰まらせた。

「わ、わたくしは監視役として暁あかつき古こ城じように同行していただけで、やましい行為など決して──」

「いやいや。任務に対するきみの熱意に感心しているのさ。なにも、きみたちの間に不純な行いがあったなどと疑っているわけではないよ」

「当然ですわっ！」

　雫梨が顔を真っ赤にして言い返す。修女騎士パラデイネスとして、女だらけの環境で育った雫梨には、この手の冗談に対する耐性が極端に乏しいのだ。

　禍子は、慌あわてふためく雫梨を眺ながめて、ひとしきり喉のどを鳴らして笑っていたが、

「よろしい。では、任務に忠実なきみたちに新しい課題を与えよう」

「課題……ですか？」

　ようやく教官らしいことを言い出した禍子を、雫梨は猜さい疑ぎ心しんも露あらわに見返した。

「先日の戦せん闘とう実じつ習しゆうの追試もまだ終わってなかったからね。その代わりだよ」

　禍子がもっともらしい口調で補足する。先日の戦闘実習というのは、古城が死んだ例の模も擬ぎ戦せんのことだろう。雫梨がうっかり規則レギユレーシヨン違反の秘ひ蹟せき兵へい装そう〝炎喰蛇ハウラス〟を使ってしまったせいで、実習の履り修しゆう単位が認められなかったのだ。

「はい。ですが、その課題というのは……」

　漠然とした不安を覚えて、雫梨が訊きく。

　禍子はだらしなく頰ほお杖づえを突きながら、人ひと懐なつこく笑って言った。

「迷宮カルケリの探査を」

「え!?」

　雫梨はぎょっと目を見開いた。

「待ってくださいまし。わたくしたちの班は、まだ迷宮カルケリに潜もぐれるほどのレベルには達していませんわ」

「謙けん遜そんだね。天あま瀬せ優ゆ乃のの斥候スカウトとしての能力はＡランク。格闘能力でも校内四位の実力者だ。宮みや住ずみ琉る威いは、宮住呪じゆ工こうの跡取りで学年首席の秀才。中等部時代を含めれば、すでに二十回以上の迷宮カルケリ探たん索さく経験を持つベテランでもある」

　禍子が、指折り数えながら指摘する。

「それに秘蹟兵装を持つ修女騎士パラデイネスのきみを加えれば、班としての実力は、我が校でも五ご指しに入ると思っているのだがね」

「わ、わたくしたちの班には、暁古城がいます。彼は攻こう魔ま師しとしてはまだ素人しろうと同然ですわ！」

「へえ。監視対象の吸血鬼の心配をするのかい？」

「か、監視対象に過ぎないとしても、今の彼はわたくしの班の一員ですし！」

　からかうような禍か子この質問に、雫しず梨りはどもりながらも即座に反はん駁ばくした。

　仲間想おもいだねえ、と禍子は大げさに感心して、

「心配は要らない。彼は死なないよ」

「彼が第だい四よん真しん祖そだから、ですか？」

「まあ、そうだね。それもある」

　禍子が曖あい昧まいに答えてくる。不死にして不滅と謳うたわれる吸血鬼の真祖の異常な再生能力は、雫梨自身も思い知らされていた。装甲式神ドールに潰つぶされて肉にく片へんと化した古城は、その日のうちに、あっさりと復活してみせたのだ。並の人間にはもちろん、〝旧ふるき世代〟の吸血鬼にすら、あんなことは真ま似ねできない。まさしく神々の呪のろいと呼ぶべき恐るべき光景だ。

「彼は世界最強の吸血鬼。本来なら、我が校の誰よりも上位に君臨すべき存在だからね」

　禍子が、どこか含みのある笑みを浮かべて言う。

「ですが、今の暁あかつき古こ城じようには過去の記憶がありませんわ。吸血鬼としての最低限の能力すら、ロクに発はつ揮きできない有あり様さまですのよ？」

「ならば、なおのこと、環境を変えて、新たな刺激を与えてみる必要があるのではないかな？　彼の記憶を取り戻すためにね」

「それは、そうかもしれませんけれども」

　否定の根拠を見つけられずに、雫梨の声が勢いを失った。

　雫梨が、暁古城と恩おん萊らい島とうの海岸で出会ってから、すでに約半年。彼について判明した事実は、あまりにも少ない。暁古城は、呪じゆ術じゆつや魔ま族ぞくに関して一般人と同じ程度の知識しか持っておらず、どうして自分が吸血鬼の真祖になったのか、呆あきれたことにそれすら理解していなかった。

　このまま監視を続けていても、古城の記憶は戻らないのではないか──雫梨自身、そんな疑問を感じたのは一度や二度ではない。

　禍子は冷ややかにうなずいて、声を低くした。

「考えようによっては、これは彼の正体を見極める好機だよ。あの暁古城が本物の第四真祖なら、迷宮カルケリに侵入することで本ほん性しようを露ろ呈ていするかも知れない。その結果、もしも彼の存在が、世界にとって危険だと判明したら──」

「そのときは、わたくしが彼を斬きりますわ」

　雫梨は感情のない声でそう答える。禍子は面白そうに目を細めた。

「そう、それがきみの任務だったね。だけど本当に斬れるかい？」

「愚ぐ問もんですわ。わたくしは〝炎喰蛇ハウラス〟を預かる聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスなのですから」

　雫梨は無意識に、腰の剣に手を触れていた。

　斬りつけた相手の魔力を喰くって威力を増すという〝炎喰蛇ハウラス〟は、吸血鬼の真祖を滅ほろぼし得る、おそらく唯一の武器である。それを受け継いでしまった雫梨には、危険な魔族を抹まつ殺さつする義務がある。たとえ相手が、大切な班員なかまだとしても、だ。

「いい返事だね」

　禍か子こが笑うように息を吐きだした。

「課題の詳しい内容は追って連絡するよ。本日中に迷宮カルケリ入りの準備を済ませておくように」

「承知いたしましたわ」

　雫しず梨りは真顔で敬礼すると、踵きびすを返して歩き出す。

　彼女の背中が見えなくなるのを待って、禍子は空中に掌てのひらをかざした。彼女の眼前に浮かび上がったのは、半透明のスクリーンだ。スクリーンに映し出されていたのは、雫梨の書いたレポートと数枚の写真。破壊された校舎と、妖あやしく発光する破獣デブリ。そして見慣れない制服を着た少女の写真だ。

「雪せつ霞か狼ろう……あの忌いまわしい槍やりの使い手が現れたか……思ったより早かったな……」

　幻げん影えいに似た不鮮明な少女の姿に、禍子は唇くちびるを片側だけ吊つり上げた。怒りとも嘲あざけりともつかぬ奇妙な感情が、一いつ瞬しゆんだけ彼女の瞳ひとみをよぎる。

「せいぜい無駄に足あ搔がくがいいさ。私の仕事の邪じや魔まだけはしてくれるなよ」

　眩まばゆい陽光に照らされた砂浜に、憎悪に満ちた小さな笑い声が洩もれる。

　やがて握にぎり潰つぶすような乱暴な仕草で、禍子は目の前のスクリーンを消した。
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「汎はん用よう呪じゆ符ふ、人工鬼火インスタントウイスプ、護ご身しん用結界、閃せん光こう弾だん、手しゆ榴りゆう弾だん、プラスチック爆ばく薬やく、起爆装置……」

　薄うす暗ぐらい倉庫に似た建物の中に、リストを読み上げる雫梨の声が響ひびく。

　兵器商人やマフィアの武器庫を連想させる、怪しげな造りの店だった。薄暗い通路の両側は壁一面の巨大な棚になっており、天井近くまでぎっしりと商品が並んでいる。

　陳ちん列れつされた商品は、物ぶつ騒そうな武器弾薬から、呪術に使用する特殊な触しよく媒ばい、そして日用品や衣類、食料まで。生活に必要なありとあらゆる物資が揃そろっていた。攻こう魔ま高こう専せんの購買部ＰＸだ。

「ナイフ、ロープ、カラビナ、ペグ、地図、コンパス、救護キット、通信機」

「…………」

　古こ城じようは雫梨に命じられるまま、商品を次々にカートへと放りこむ。すでに最初のカートは満杯になって、二台目のカゴにもぎっしりと荷物が詰まっていた。

　二人が購買部ＰＸを訪れたのは、明日の迷宮カルケリ実習に持ちこむ装備の調達が目的だ。広大な迷宮カルケリ内の調査は数日がかりで行われるのが通例で、そのぶん携けい行こうする荷物も多くなる。長期戦に備えた予備の武装だけでなく、食料や飲料水と、野営のための装備も必要になるからだ。だからといって、無計画に荷物を増やせば、そのぶん重量がかさんで機動性が低下する。運搬による体力の消耗も馬ば鹿かにならない。迷宮カルケリ実習に持ちこむ装備には、綿密な計算に基もとづく質と量のバランスが要求されるのだ。

　それでも雫しず梨りはリストをめくり続ける手を止めない。

「携帯食料、飲料水、ハンカチ、ちり紙、お手ふき、タオル」

「…………」

「おやつ、バナナ、のど飴あめ、紅茶、お薬缶、カップ、ティーポット──」

「っだああああああああ──っ！」

　商品探しを中断して、古こ城じようが大声を張り上げた。なんの前触れのない古城の奇行に、雫梨が、啞あ然ぜんと目を丸くする。

「い、いきなりなんですの!?」

「いくらなんでも荷物多すぎだろ！　これ全部、俺が一人で運ぶのかよ!?」

　商品満載のカートを指して喚わめく古城。雫梨は当然のように首しゆ肯こうして、

「そうなりますわね。前ぜん衛えいの優ゆ乃のやわたくしが荷物を抱えたまま戦うわけにもまいりませんし、宮みや住ずみさんはご自分の装備だけで手一杯のはずです。戦せん闘とう面で役立たずなあなたが全員の荷物を運ぶのは、論理的に当然の帰結ですわ」

「俺が荷物運び担当ってことには文句はねーよ！　だけどモノには限度ってもんがあるだろ！　これ全部入れたら六十キロ超えてるじゃねーか。下へ手たしたらおまえの体重より重いぞ！」

「へ、下手しなくても、わたくしの体重は六十キロもありませんわ！」

「服とか剣とかいれたら、それくらいは余裕で超えてるだろ！」

「こ、超えてませんし！」

　なぜかムキになって必死に反論してくる雫梨。古城はうんざりと首を振り、

「まあ、そんなのはべつにどうでもいいけど、荷物を減らせって言ってんだよ！」

「そ、そんなの!?　どうでもいい……!?」

「だいたいな、なんでおやつとバナナとのど飴が別々にリストアップされてんだ!?　そもそもティーポットとカップってなんだ!?」

「ご存じありませんの？　紅茶を淹いれるための調理器具ですわ」

　雫梨が、あらあら、と顎あごに手を当てて、蔑さげすむように古城を見下ろしてくる。そういうことを訊きいてんじゃねえよ、と古城は大きく唇くちびるを歪ゆがめて、

「だからなんでそんなものまで迷宮カルケリに持ってく必要があるんだ!?　水で我慢しとけ！」

「あり得ませんわ。作戦行動中といえども、リフレッシュの時間は大事にいたしませんと」

「なんだそりゃ!?　貴族か!?」

　主張を曲げない雫梨に対して、古城は文句をまくし立てようと息を吸う。その瞬しゆん間かん、

「伏せなさい！」

　雫梨に乱暴に押し倒されて、古城は硬い床の上に転がった。

「な、なんだ!?」

「しっ！　黙だまって！」

　起き上がろうとした古こ城じようの頭を、雫しず梨りが強引に押さえつける。彼女が見ていたのは購買部ＰＸの窓の外──屋外の飲食スペースだ。木こ立だちに隠かくれた目立たないベンチに、見知った顔の生徒たちが座っていた。共に小柄な男女の二人組だ。

「あれは……天あま瀬せと宮みや住ずみか？」

「……ですわね」

　同じ班パーテイの仲間である二人の姿を確認して、古城と雫梨は互いに顔を見合わせる。

　人ひと懐なつこい顔立ちの栗くり毛げの少女と、優等生然とした端たん整せいな顔立ちの少年。間違いなく優ゆ乃のと琉る威いだった。肩を寄せ合うように座った二人は、それぞれ手にしたソフトクリームを舐なめている。

　もちろん彼らの行動に、なにか問題があるわけではない。迷宮カルケリ実習の前日ということで、香か菅すが谷や班は授業を免除されている。実習の準備さえ済ませてしまえば、あとはどこでなにをしようと自由だ。もちろん公序良俗に反しない範囲であれば、の話だが。

「……っ!?」

　優乃の頰ほおについたクリームを、琉威が自分の人差し指でぬぐう。その指を、ぺろりと口に含んで舐なめたのは優乃だった。一部始終を目撃していた雫梨が、驚きよう愕がくに息を吞のんで肩を震ふるわせる。

「ソ、ソフトクリーム……クリームにほっぺたがついて……な、舐め……」

「そうか……あいつら、ああいう関係だったのか……」

　決して色いろ恋こい沙ざ汰たに敏感とはいえない古城だが、さすがに今の姿を見せつけられては、二人が親密な関係であると理解しないわけにはいかなかった。特に琉威の場合は、普段の言動がクールなだけに、イチャつかれたときの落差が大きい。むしろクールな彼だからこそ、臆おく面めんもなく屋外でイチャつけるのかもしれないが──

「……って!?　待て、カス子！　おまえ、なにする気だ!?」

　突然、勢いよく立ち上がった雫梨に気づいて、古城は咄とつ嗟さに彼女の手首を捕まえた。

　雫梨はその手を乱暴に振りほどき、

「不純異性交遊の阻そ止しですわ！」

「おい、馬ば鹿か、やめろ！　気まず過ぎるだろ、お互いに！」

　班パーテイ存続の危機になるぞ、と雫梨を羽は交がい締じめにする古城。

「優乃が妊にん娠しんしたら、どうするつもりなんですの!?　班長として見過ごせませんわ！」

「アホか！　指を舐めたくらいで、あり得ないだろ！　てか、おまえまさか、その歳としで、妊娠のメカニズムがわかってないとか……」

「性交の仕組みくらい知ってますわっ！」

　完全に頭に血を上らせた雫梨が、人目もはばからず絶叫する。彼女の怒ど声せいが通路に反はん響きようし、購買部ＰＸ内にいたほかの生徒と職員が、何事かと一斉に振り返った。

　彼らの視線に気づいた雫しず梨りは、ハッと我に返って硬直。古こ城じようは密着していた雫梨の身体からだから慌あわてて手を放した。

　なんとかこの場を取り繕つくろわねばと周囲を見回し、古城は、ふと目の前に陳ちん列れつされていた食しよく玩がんの箱に目を留める。アニメキャラを再現した可動式のフィギュアだった。

「い、いやー、精せい巧こうだなあ。最近の食玩は、ホントよく出来てるよな。細かいとこまで！」

「そ、そう、この関節の仕組みが精巧ですわね！　精密で、巧妙で！」

　食玩の箱を高々と掲かかげて、わざとらしく大声で褒ほめ称たたえる古城と雫梨。その甲か斐いがあってか、購買部ＰＸの客たちは、古城たちに興味を失ったようだった。

　購買部内ＰＸの空気が静かになるのを待って、古城は食玩の箱を棚へと戻す。雫梨もさすがに今の騒さわぎで、冷静さを取り戻したようだった。

「……おまえさ、天あま瀬せたちに嫉しつ妬としてるのか？」

　ぐったりと屈かがみこんだ雫梨を見下ろし、古城は怖おず怖おずと質問した。

　雫梨は少し呆あきれたように眉まゆを上げ、

「そんなんじゃありませんわ。ただ、お二人がわたくしに、なにも話してくれなかったのがショックだっただけですの」

　そう言って弱々しく嘆たん息そくする雫梨。古城は苦笑混じりに首を振り、

「まあ、それはしゃーねーだろ。おまえ、恋愛相談の役に立ちそうにないもんな」

「な、なぜですの!?」

　雫梨が愕がく然ぜんとした表情で古城を見る。修女騎士パラデイネスを名乗る彼女にとって、相談相手にならないという古城の評価は、存在基盤を揺るがす重大な指摘だったらしい。

「いや、なぜもなにも、おまえって恋愛経験とか全然なさそうだし」

「な!?」

「まあ、仮にあったとしても、せいぜい小学生レベルだろ」

　なるべくやんわりとした表現を選びつつ、雫梨の客観的な印象を述べる古城。雫梨は屈くつ辱じよくに頰ほおを引ひき攣つらせつつも、それを否定できなかったらしく、

「そ、そういうあなたはどうですの!?　誰かを好きになった経験があるとでも!?」

「誰かを好きに……か……」

　逆ギレ気味の雫梨の質問に、古城は軽い困惑を覚えた。

　ほんの一いつ瞬しゆん、懐なつかしい少女の面おも影かげが、閃せん光こうのように脳裏に蘇よみがえる。その幻はすぐに霧む散さんして、再び記憶の闇やみへと消えた。あとに残ったのはかすかな胸の疼うずきだけだった。

「……古城？」

　耳元で聞こえた雫梨の声に、古城の瞳ひとみが焦点を取り戻す。沈ちん黙もくを続ける古城の顔を、雫梨が不安そうに見上げていた。

「いや、ダメだ。やっぱりなにも思い出せねーわ」

　古こ城じようは笑って首を振り、殊こと更さらに気楽な口調で言った。

　しかし雫しず梨りの表情は晴れない。自らの言葉を後悔するように、唇くちびるを強く嚙かみしめている。

「ごめんなさい……記憶を失っているあなたに、酷ひどいことを言ってしまいましたわ」

「べつにカス子が気にすることじゃねーよ。でもまあ、ありがとな」

　古城はそう言って腕を上げ、うなだれている雫梨の頭に軽く手を置いた。落ちこむ子どもを慰なぐさめるような何気ない仕草。だが、その瞬しゆん間かん、雫梨はビクッと怯おびえたように全身を竦すくませる。

「……カス子？」

「な、なんでもありませんわ！」

　雫梨は頭巾ウインプルを押さえたまま後ずさり、震ふるえる声でそう言った。そして彼女は、蒼そう白はくな顔に強こわ張ばった微笑を浮かべると、古城の胸元に無理やり買い物リストを押しつける。

「あとのことはお任せしますの。わたくしは急な用事を思い出しましたので──」

「あ、おい……！」

　逃げ出すように走り去る雫梨を、古城は呆ぼう然ぜんと見送った。

　あとに残されたのは長い長い買い物リストと、カート二台に満載の商品。どうやっても一人で運べる量ではない。

「どうするんだよ、この荷物」

　ったく、と小さく舌打ちし、古城は頼りなく天を仰あおいだ。
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「というわけで、これが迷宮カルケリの全ぜん貌ぼうだ。あくまで、わかってる範囲だけだがね」

　水着の上に白衣を引っかけただけのふざけた服装で、真ま賀が斎とき禍か子こは大きな岩の上にあぐらをかいていた。彼女の膝ひざの上に広げられているのは、巻物スクロール型の古い電子端末だ。

　端末の画面には３Ｄで描かれた、洞どう窟くつの姿が映し出されている。

　洞窟の直径は、平均で八、九メートルほど。迷路というよりは、地下大空洞と呼んだほうが相応ふさわしく思える巨大な空間だった。洞窟の中は複雑に枝分かれして、総延長は百キロメートル以上ともいわれている。ある意味、この大空洞こそが恩おん萊らい島とうの本体といっても過言ではない。

　その大空洞の探たん索さくが、古城たち香菅谷班の四人に与えられた本日の課題だ。

「思ってたのとはだいぶ違うな」

　禍子の手元をのぞきこみ、古城が正直な感想を口にする。迷宮カルケリの全容については攻こう魔ま高こう専せんの中でも機密扱いになっており、古城自身、それを実際に見るのは初めてだ。

「だろうね。極東最大級の巨大洞窟と熱帯雨林、そして人工の地下建造物の複合物だ。なかなか壮そう麗れいな眺ながめだろう？」

　背後にある洞窟の入り口を振り返り、禍子は得意げに片かた眉まゆを上げた。

　大空洞の入り口は、恩おん萊らい島とうの中央にそびえ立つ火山中腹の一カ所だけ。岩肌に穿うがたれた巨大な裂け目は、地獄の門とでも呼ぶべき迫力に満ちており、たしかに壮観だ。

「観光客を呼んだら儲もうかりそうだよねえ」

　手甲グローブの紐ひもを結び直しながら、優ゆ乃のがのん気な口調で言う。

　今日の彼女の服装は、全身のあちこちを大胆に露ろ出しゆつした女忍者風の戦せん闘とう服ふくだ。布面積が少ないのは、防御力よりも獣じゆう人じん化かした際の動きやすさを優先した結果らしい。

「さすがにそれは無理だろうね」

　狙そ撃げき用ライフルを背せ負おった琉る威いが、柔らかく苦笑して首を振る。

　軽装の優乃とは対照的に、彼はかなりの重武装だった。近接戦闘用のアサルトカービンと大口径の拳けん銃じゆうが二に挺ちようずつ。いずれも訓練用の模も擬ぎ弾だんではなく、対魔ま族ぞく用の強装弾が装そう塡てんされている。近未来的なフォルムの戦闘服は、呪じゆ術じゆつ迷めい彩さいを刻印プリントした最新鋭の試作品らしい。

　一方、古こ城じようの服装は、いつもと同じ学校指定の制服と古着の軍用パーカーだ。同じ班の同僚とは思えない圧倒的な格差に、古城は釈然としない思いを抱えつつ、

「それって、ここが〝魔族特区〟だからか？」

「秘密保持という意味かい？　もちろんそれもあるけどね」

　古城が口にした素朴な疑問に、琉威は曖あい昧まいに言葉を濁にごす。彼の代わりに説明を続けたのは、端末を抱いた禍か子こだった。

「迷宮カルケリの最深部には正体不明の巨大な魔力源が存在してね、そこから洩もれだした魔力が内部に充満してるのさ。その結果、迷宮カルケリ内の生態系は異常な進化を遂とげて、我々の常識はほとんど通用しないといっていい。文句なしの危険地帯だよ」

「そんなところに生徒を放りこんでいいのかよ？」

「問題なく突破できるはずだよ。我が攻魔高専の学生ならね。そうだろう、香か菅すが谷やくん」

「え、ええ。当然ですわ」

　禍子に突然呼ばれた雫しず梨りが、焦あせったように早口で答える。昨日の購買部ＰＸでの一件以来、彼女はどことなくぼんやりとしていることが多かった。気にならないわけではないのだが、古城にも、彼女を気き遣づかうほどの余裕があるわけではない。

「その攻魔高専の実習で、俺は普通に死にかけたんだが……」

「たしかに、迷宮カルケリ内部には未知の部分が多い。絶対に安全とは言い切れないのも事実だ。無む謀ぼうな行動は厳げんに慎つつしんでもらいたい」

　不安げにぼやく古城を見返し、禍子はめずらしく表情を引き締める。

「便べん宜ぎ上じよう、我々は迷宮カルケリを七つの階層に分類している。第七階層は最深部。この階層に到達して生きて帰ってきた者はいない。今のところはね」

「……なるほど」

　禍子が指さした地図を見て、古城は小さくうなずいた。階段状に深くなっていく地下空洞の最下層は、ほとんどの部分が空白だ。攻こう魔ま高こう専せんの教官たちにとっても未知の領域なのである。

「第六階層は破獣デブリの巣だ。極めて高こう頻ひん度どで破獣デブリと遭そう遇ぐうすることがわかってる。魔ま力りよくの濃のう度ども桁けた外はずれに高く、意識を保ったまま近づくことすら難しい。そんなわけで第五階層が、実質的に人類の到達し得る最下層ということになる」

「第五階層には、なにがあるんだ？」

　説明を続ける禍か子こに、古こ城じようが訊きいた。雫しず梨りたちは過去に何度か迷宮カルケリ調査を経験済み。当然、迷宮カルケリに関する最低限の知識をすでに持っている。つまり禍子の説明は、古城ひとりに向けられたものだ。

「この階層は破獣デブリを封じるための防ぼう波は堤ていだよ。彼らの侵入を防ぐための結界が、城壁のように張り巡らされてる。〝魔族特区〟運営予算の六割近くが、この結界の維持に使われているはずだ。つまりはそれほど重要な施設ということさ」

　禍子がさらりと恐ろしい事実を口にする。迷宮カルケリ内部の結界は、〝魔族特区〟の予算の半分以上を喰くい潰つぶして維持されている。逆に言えば、それほど強力な結界を展開しなければ、破獣デブリは封印できない、というわけだ。

「当然ながら、この強力な結界は人体にも少なからず影えい響きようを及ぼす。特にきみのような魔族にとっては致命的だ。迂う闊かつに近寄らないことを推すい奨しようするよ」

「ありがたい忠告、痛み入るよ」

　禍子の素そっ気けない説明に、古城は皮肉っぽく礼を言う。いやいや、と禍子は満足げに笑い、

「その結界のおかげで地表から第四階層までの領域は比較的安全だ。企業の研究施設もあるし、常じよう駐ちゆうしている研究員もいる。魔ま導どう技術の研究者にとっては、夢のような環境だからね」

「……研究施設？　迷宮の中にそんなものがあるのか？」

「測そつ候こう所じよに毛が生はえた程度の、小さな観測基地だがね。それらの警備も攻わ魔れ高わ専れの仕事さ」

　驚おどろく古城に、禍子が告げた。ほとんどの基地は無人であり、生徒たちの避難所も兼ねているのだと、ついでのように補足する。

「第一階層から第四階層までの違いは、主に地形と、破獣デブリ出現率の差だ。それぞれの特徴は、実際に自分の目で確認するといい」

「それって、つまり第四階層より上にも、破獣デブリは出現するってことか？」

「第五階層の結界は、目の粗い網あみのようなものでね。小型の破獣デブリが洩もれ出すのを、完全に防ぐことはできない。網の目を細かくすれば、それだけ結界にかかる負荷が増すからね」

「そこで結界を突破した小型の破獣デブリを狩るのが、わたくしたちの課題というわけですわ」

　禍子の説明を引き継いで、雫しず梨りはそっと剣の鞘さやに触れる。少し気負い過ぎているような気もするが、生き真ま面じ目めな雫梨らしい誇ほこらしげな態度だ。

「そういうヤバげな仕事を学生に押しつけるのかよ……」

「攻魔高専の生徒は貴重な実戦の機会が手に入り、〝魔族特区〟にとっては経費削減になる。持ちつ持たれつというやつさ」

　うんざりと呟つぶやく古こ城じようを平然と説き伏せ、禍か子こは白衣のポケットをごそごそと漁あさった。やがて彼女が取り出したのは、掌てのひらにすっぽりと収まるサイズの電子機器だった。

　大きめの消しゴムを連想させる、丸みを帯びた直方体だ。黄色いプラスチック製の本体に、首にかけるためのストラップがついている。

「これは？」

「迷宮カルケリ専用の支給品だよ」

「なんか……小学生向けの防犯ブザーみたいだな」

　受け取った黄色い電子機器を眺めて、古城は落胆したように独ひとりごちる。攻こう魔ま師し候補の高専生が持ち歩くには、どことなく気恥ずかしいデザインだ。

　しかし禍子は、そうかい、と心外そうに首を振り、

「もし迷宮カルケリ内で身の危険を感じたときには、このストラップを強く引き抜きたまえ。アラーム音を聞いた教員が、すぐに現場に駆けつける」

「本当にただの防犯ブザーじゃねえか！」

　あまりにも見た目どおりの装置の機能に、思わず脱力する古城。この黄色いブザーを首にぶら下げて歩いていると、いかにも初心者丸出しという感じで異様に恥ずかしい。

　禍子はニヤニヤと人の悪そうな笑みを浮かべて、

「魔力の濃のう度どが高い迷宮カルケリ内では、複雑な魔術装置は誤作動の危険があるからね。これくらい単純な道具のほうが、むしろ信頼できるのさ」

「それはそうかもしれないけど……って、これ、一個だけなのか？　カス子たちのぶんは？」

「不要ですわ。あなた以外の班員は全員、自分の身くらいは自分で守れますし」

　冷たく突き放すような雫しず梨りの言葉に、うぐぐ、と古城は奥歯を嚙かむ。なんだかんだで雫梨も、この初心者向け防犯ブザーを恥ずかしく感じているらしい。

「こんなものを渡すってことは、真ま賀が斎とき教官は一緒には来ないのか？」

「私のことは禍子ちゃんと呼んでくれたまえよ」

　古城の疑問をはぐらかすように、冗談とも本気ともつかぬ口調で禍子が言う。

「教官が引率していたら、生徒の自主性を損なうからね。迷宮カルケリ実習は生徒だけで行うのが攻魔高専ウチの習わしだ。恐こわいかい？」

「いや……恐いというかなんというか……」

　そもそも迷宮カルケリとやらがどう危険なのか、それすらわからないのが問題なのだ、と古城は思う。とはいえ、水着に白衣とビーチサンダルという舐なめきった恰かつ好こうの禍子に一緒に来られても、それはそれで苦労が増えるだけという気がしなくもない。

「心配は無用でしてよ、古城。装備さえ万全なら、破獣デブリごときに後おくれを取る我が香か菅すが谷や班ではありませんわ」

　いちおう古こ城じようを気き遣づかっているつもりなのか、雫しず梨りが力強く言い切って胸を張る。

「そういうことだね。大丈夫。暁あかつきくんのぶんも僕がサポートするよ」

　さしたる根拠のない雫梨の発言に、力強く同意したのは琉る威いだった。いつもと同じ穏おだやかな表情のまま、琉威は古城に右手を差し出してくる。

　そんな琉威の行動に意外な心強さを覚えつつ、古城は彼の手を握にぎった。

　その上に両手を重ねてきたのは、優ゆ乃のだった。

「力を合わせていこうね。コジコジも、荷物持ちとしては期待してるからさ」

　あながち冗談とも思えない口調で言われて、古城は笑顔を凍らせる。この先、四人分の重い荷物を背せ負おって、迷宮カルケリに入らなければならないことを思い出したのだ。

　おかげで助かるよ、と琉威が現金な口調で告げ、仏ぶつ頂ちよう面づらの古城をながめて笑う優乃。

　そして仲間たちの輪に入りそびれた雫梨は、右手を中途半端に伸ばしかけたまま、所在なげに立ち尽くしていた。

　　　　　　　　　　４

　地ち下か洞どう窟くつの内部は平へい坦たんではなく、熔よう岩がんが冷えてそのまま固まったような、歪ゆがんだ地形になっていた。妙につるりとした地面は湿り気を帯びて、気を抜くとすぐに足を滑すべらせそうになる。

　そうかと思えば、尖とがった岩場や垂直に近い断だん崖がいが続くエリアもあって、それはそれで古城の神経を消耗させた。洞窟に入って三十分も経たたないうちに、古城は早くも汗だくになっている。

「遅いですわ！　いつまで待たせるつもりなんですの!?」

　パーティの先頭を歩いていたはずの雫梨が、立ち止まって古城に呼びかけてくる。

　暗くら闇やみで彼女たちの姿を照らしているのは、ゆらゆらと空中を漂ただよう青白い火の玉だ。人工鬼火インスタントウイスプと呼ばれる式しき神がみの一種らしい。ほとんど呪じゆ力りよくを消費することなく、長時間維持することができ、明るさも自在に調整できるという優すぐれものである。

　鬼火ウイスプを従え、地下迷宮ダンジヨンにたたずむ雫梨たちの姿は、実習中の攻こう魔ま師し候補生というよりも、オンラインゲームのキャラクターを見ているようだった。

「仕方ねーだろ！　文句があるなら、おまえも少しは荷物運びを手伝えよ！」

　巨大なリュックを背負った古城が、息を弾はずませながら言い返す。鬼火ウイスプではなく、普通の懐かい中ちゆう電でん灯とうを握にぎっているのは、初歩的な呪術すら使えないせいだ。そのせいか古城一人だけ、場違いな場所にいるという印象はぬぐえない。

「あれだけ荷物を減らしてあげたのに、なんですの、その言い草は？」

　ようやく追いついてきた古城を呆あきれ顔がおで眺めて、雫梨が腹立たしげに息を吐く。

「もともと無駄な荷物が多すぎたんだよ！　しかも全部おまえの私物だし！　健康グッズとか筋トレ器具とか紅茶セットとか」

「紅茶セットは無駄ではありませんし！」

「いちばん要らねー荷物じゃねーか！」

　ひとしきり不満をぶちまけたところで、古こ城じようは目の前にそそり立つ奇妙な柱に目を留めた。

　神社の鳥とり居いを連想させる二本の水晶柱だ。呪じゆ術じゆつ的な知識を持たない古城にも、それらが強い呪力を発していることは理解できる。おそらくそれが、破獣デブリを封じる結界の一部なのだろう。

「この先が……本当の迷宮カルケリってことか……」

「まだ第一階層の入り口ですわ。結界の門に触れないように気をつけてくださいまし」

　雫しず梨りがそう言って鎚矛メイスを構えた。琉る威いも無言で銃の安全装置セイフテイを解除する。優ゆ乃のはフードつきのコートを脱いで、隠かくしていた獣けものの耳を露ろ出しゆつした。いつでも戦せん闘とうに入れるように態勢を整えたのだ。表向き普段と同じように振る舞っているが、彼らの内心の緊張が、無意識に古城にも伝でん播ぱしてくる。

　その瞬しゆん間かん、古城は奇妙な感覚に襲おそわれた。以前にも彼らのこんな表情を、どこかで目にしたような気がしたのだ。

「古城？」

　眉み間けんにしわを寄せて黙だまりこむ古城を、雫梨が怪け訝げんそうに見上げてくる。

「ああ、いや……なんでもない」

　古城は慌あわてて首を振り、すでに歩き出していた優乃たちのあとを追いかけた。

　水晶の柱を超えてしばらく歩くと、迷宮カルケリ内の様子は一変した。

　天井の高さはそのままに、切り立った崖がけのように急激に洞どう窟くつが深さを増していく。

　もともと広大だった洞窟の横幅はさらに広がり、鬼火ウイスプ程度の光量では、対岸の様子はもうわからない。階段状の巨大な亀き裂れつは、大だい渓けい谷こくと表現したくなる絶景だ。

　その地下渓谷のあちこちで、ちらちらと光が瞬またたいている。雫梨たちと同じ鬼火ウイスプの輝かがやきだ。古城たちの班以外にも、迷宮カルケリに潜もぐっている生徒たちがいるらしい。

　渓谷内を漂ただよっている鬼火ウイスプの数は、古城の視界に映るだけでも六、七個ほど。予想外に多くの人々が、迷宮カルケリ内をうろついているらしい。

「あの光……あれって、全員、攻こう魔ま高こう専せんのパーティなのか……？」

「そうだね。そろそろ進級の査定が始まっているからね」

「査定？」

「卒業に必要な条件の中に、破獣デブリの撃破数が含まれているんだ。危険を冒おかしてでも迷宮カルケリに潜らないことには、単位が取れない」

　怪訝な口調で呟つぶやく古城に、琉威が淡々と説明してくる。なるほど、と古城は表情を渋くした。

　攻魔高専の授業のほとんどは自習で、統一的な履修科目カリキユラムは存在しない。所属している生徒が、種族も技能もバラバラなのだから当然といえば当然だ。

　校内で行われている模も擬ぎ戦せんは、あくまで訓練の一環であって、生徒の評価に直接結びつくものではないらしい。そうでなければ古こ城じようなど、とっくに成績不振で退学になっていただろう。

　それでは学校側は、どうやって生徒の成績を査定しているのか──迷宮カルケリの存在こそが、その疑問の答えというわけだ。

「ずいぶんエグいシステムだな」

「まあ、そうかもしれないね」

　学校批判とも取られかねない古城の言葉を、琉る威いはあっさりと肯定した。

「だけど実戦経験のない攻こう魔ま師しが任務に就ついても、待ってるのは悲ひ惨さんな結末だよ。この程度も乗り越えられないなら、最初から攻魔師なんて目指さないほうがいい」

「攻魔師……か」

　足場の悪い崖がけを下りながら、古城は苦々しい気分で沈ちん黙もくした。

　攻魔師とは、魔ま導どう犯罪に対処するための特殊な技能を身につけた人々の総称だ。時として、危険な魔族や魔術師と直接戦うこともあるだろう。当然、彼らの適性はペーパーテストの成績ではなく、実戦における戦果で語るべき──その理屈はよくわかる。

　それでも古城には、どこか釈然としない気分があった。

　古城は誰かと戦うために、攻魔高専に通っているわけではない。攻魔師資格がなければ〝魔族特区〟を出られないと言われて、仕方なく攻魔師を目指しているだけなのだ。

　それはおそらく獣じゆう人じんである優ゆ乃のや、研究者を目指しているという琉威も同じだろう。

　だとすれば、問題の本質は、攻魔高専の査定制度ではなく、魔族を隔かく離りする〝魔族特区〟という歪ゆがんだシステムそのものなのかもしれない。

「余計な私語はやめて集中なさいな。緊張感が足りませんわよ」

　ぼんやりと物思いに耽ふける古城を睨にらんで、雫しず梨りが辛しん辣らつな口調で言う。悪かったよ、と古城は両手を挙げた。たしかに〝魔族特区〟の問題点など、今ここで考えるべきことではない。

「だけど、第一階層じゃ、滅めつ多たに破獣デブリは出ないんだろ？」

「出現率が低いのは破獣デブリだけ、ですわ！」

　言い終える前に、雫梨は愛用の鎚矛メイスを高々と振り上げていた。そして眼前に立つ古城をめがけて、力任せに突き出してくる。

「え!?」

　鎚矛メイスの先端が潰つぶしたのは、硬直する古城の背後の岸壁──その隙すき間まから這はい出してくる不気味な影だった。大型のトカゲに似た粘液質の塊かたまりが、湿った嫌な音を立てて弾はじけ飛ぶ。

　まるでそれが合図になったように、岩場のあちこちから似たような影が現れた。

　大きさはいずれも小型犬程度。原ア生メ生ー物バと獣けものを融ゆう合ごうしたような、奇怪な魔法生物たちだ。その数は全部で十数体。古城たちの臭においに惹ひかれるように、周囲から続々と集まってくる。

「なんだ、こいつら!?」

　背筋が逆さか立だつのを感じながら、古こ城じようはふらふらと後退した。ぶよぶよと全身を震ふるわせながら、そのあとをついてくる魔ま法ほう生せい物ぶつたち。恐怖を感じるほどではないが、とにかく不気味だ。

「死霊アンデツドの一種だよ。恩おん萊らい島とうでは悪霊ラルヴアと呼ばれてる」

　琉る威いがそう言いながら拳けん銃じゆうを連射した。大口径の銃弾を喰くらって、魔法生物たちが四し散さんする。魔法生物の一体ずつは、やはりたいした脅きよう威いではないらしい。しかし圧倒的に数が多すぎる。

「……悪霊ラルヴア？」

「迷宮カルケリ内の魔力に当てられて、主に動植物の死し骸がいが怪物化してるんだ。いわば天然の動ゾ死ン体ビだよ。今のところ迷宮カルケリで死んだ生徒は多くないから、人間型の悪霊ラルヴアに遭そう遇ぐうすることは滅めつ多たにないのが救いかな」

「滅多にない……ってことは、たまにはあるのか……」

　嫌な天然モノだな、と古城は本気で顔をしかめた。腐敗した小動物の死体が動いているというだけで、これほど不気味な印象を受けるのだ。人間サイズの悪霊ラルヴアとやらが、もしも目の前に現れたら、平静でいられる自信はなかった。

「いくらコジコジが不死身でも、ここで死んだらなにが起きるかわからないからね。こないだみたいな無茶は駄目みたいだよ」

　古城の背後に隠かくれながら、優ゆ乃のが心配そうに告げてくる。主に手足の直接打撃で戦う彼女にとって、悪霊ラルヴアはなるべく触りたくない相手なのだろう。

「わかった。そうだな、さすがにあれはゾッとしねえ」

　古城は素直にうなずいた。ただでさえ今の古城は、世界最強の吸血鬼などという、わけのわからない肩書きで呼ばれているのだ。この上、動ゾ死ン体ビになったりしたら目も当てられない。もちろん古城とて死にたくて死んでいるわけではないのだが──

「で、どうやればあいつらを成じよう仏ぶつさせられるんだ？　死体が怪物化してるってことは、どんだけ倒しても無限に再生するんじゃ……？」

「悪霊ラルヴアというのは、死体が生き返ったわけではありませんの。一度死んだ肉体はモノと同じ。ただ生前の記憶に基もとづいて機械的に動いているだけですわ」

「意思があるように見えるだけで、実はただの人形と同じ、ってことか」

　悪あく霊りようなどと呼ばれていても、この世への未練で古城たちを襲おそってきたわけではない──雫しず梨りの説明でそれを理解して、古城は少しホッとする。

「正解ですわ。ゆえに原型を留とどめないまでに粉砕してしまえば、もはや復活はあり得ません」

　そう言って雫梨は、粘液で汚れた鎚矛メイスを構え直した。

「粉砕する──って、この数を全部潰つぶして回るのか？」

　雫梨の肩越しに周囲を見回して、古城は表情を硬くする。周囲をうごめく悪霊ラルヴアの数は、気づけば五十体を超えていた。これだけの数の怪物たちに一斉に襲ってこられたら、雫梨といえども、さばききれないのではないかと思う。

「悪霊ラルヴアにもいちおう活な動わ範ば囲りがあるから、これだけの数が一斉に出現するなんて、本当は滅めつ多たにあり得ないんだけどね」

　拳けん銃じゆうの弾倉マガジンを交換しながら、琉る威いが困ったように肩をすくめる。だったらどうして、と困惑する古こ城じように、にっこりと笑いかけたのは優ゆ乃のだった。

「たぶんだけど、コジコジの魔ま力りよくに引き寄せられて集まってきたみたい。悪霊ラルヴアの餌えさは迷宮カルケリ内に湧わき出だす魔力だから、より魔力の濃のう度どが高いところに集まってくる性質があるんだよね」

「ちょっと待て、これって俺のせいなのか!?」

　ギョッとしたように訊きき返す古城から、雫しず梨りと琉威がさりげなく目を逸そらす。彼女たちのその態度で、優乃の指摘が真実だと古城は直感した。

　比較的安全といわれる迷宮の第一階層で、いきなり窮きゆう地ちに陥おちいっているのは、古城の肉体から勝手に洩もれ出す第だい四よん真しん祖その魔力が原因だったらしい。

　馬ば鹿かげた話だが、笑い事では済まされない状況だった。悪霊ラルヴアの目当てが古城の魔力なら、たとえ逃げてもどこまでも追ってくるだろう。

　岩場の陰に潜ひそんでいる悪霊ラルヴアを、琉威の銃撃で仕留めるのは困難だ。そうかといってこんな崖がけっぷちで、爆ばく薬やくを使うわけにもいかない。

　自分が囮おとりになって悪霊ラルヴアを引きつけるというアイデアも浮かんだが、古城はすぐにその考えを振り払った。あの粘液質の塊かたまりにまとわりつかれるのを想像するだけで、悪お寒かんが走る。それに無茶をするなと優乃に釘くぎを刺された直後なのだ。

　だが、この状況を打開できる作戦を、ほかに思いつくわけでもない。

　どうすればいい、と古城は重いリュックの肩ベルトを握にぎりしめる。

　呵か々かという場違いな大笑いが響いてきたのは、その直後のことだった。

「呵かっ呵かっ呵かっ！　派手にやらかしている連中がいると思えば、カスティエラ嬢じようではないか。こんなところで奇遇であるな！」

　崖の上から古城たちを見下ろしていたのは、鋼はがね色いろの鎧よろいを身に着けた大男だった。

　大きいといっても特別に背が高いわけではない。身長だけなら古城よりも低い。だが、がっしりとした肩幅や胸板の厚み、全身を包む鋼のような筋肉の質量が、男を大きく見せていた。

　分厚い唇くちびるに野太い笑みを浮かべて、男は人ひと懐なつこく目を細めている。

「大おお倉くら山やま総そう代だい……！」

　疲労の色を浮かべていた雫梨が、鎧の男の名前を口にした。その声には、かすかな安あん堵どの響ひびきが混じっている。

「誰だ？」

　古城が困惑の表情で呟つぶやく。大量の悪霊ラルヴアの群れの中に、わざわざ突っこんでくる物好きがいるとは思っていなかったのだ。

「生徒総そう代だいの大おお倉くら山やま獅し堂どう先輩だよ。四回生だけど校内有数の実力者で、教官の代行も務めてる」

　反射的に鎧よろいの男に銃口を向けていた琉る威いが、警戒を解といて拳けん銃じゆうを降ろした。

「まだ学生だったのか……」

　琉威の言葉に、古こ城じようはべつの意味で驚きよう愕がくする。容姿や口調、そして並外れた貫かん禄ろくのせいで、鎧の男の年齢は三十歳前後だろうと予想していたのだ。あの外見で十八、九歳といわれても、騙だまされているような気がしてしまう。

「このような場所で会ったのも、なにかの縁。実習の趣旨には反するが、手を貸そう！」

　遠えん慮りよは無用、と豪快に吼ほえると、大倉山は背中から剣を抜いた。本人の身長にも匹敵する、両手持ちの大たい剣けんだ。幅広の刀とう身しんは重厚で、剣というよりは建築用の鋼こう材ざいそのものに見える。

　尋じん常じようではない重さのその剣を、大倉山は軽々と振り回し、眼下の悪霊ラルヴアへと叩たたきつけた。悪霊ラルヴアが潜ひそむ周囲の岩場ごと、問答無用で薙なぎ払う。もはやどちらが怪物だかわからないデタラメな光景だ。

　そんな大倉山の背後には、女子生徒が一人付き従っている。おそらく大倉山のチームメイトなのだろう。長い黒髪と、涙で濡ぬれたような黒い瞳ひとみ。おっとりとした雰ふん囲い気きの美しい少女だ。

　彼女が着ているのは攻こう魔ま高こう専せんの女子の制服だが、スタイルが良すぎるせいか、妙に色っぽく感じられる。ブラウスの襟えりは第二ボタンまで開いているが、それでも胸元が窮きゆう屈くつそうだ。

「希のぞ未みせんぱーい」

　嬉うれしそうに両手を振って、彼女に呼びかけたのは優ゆ乃のだった。黒髪の女子生徒も微ほほ笑えんで、小さく右手を振り返してくる。その姿に古城は目を奪うばわれた。

「あの美人は神かみ木き庭ば希未さん。去年のミス攻魔高専で、Ｄ種だよ」

　振り返った優乃が、古城を見上げて悪戯いたずらっぽく笑う。興味あるでしょ、と言わんばかりの口振りだ。古城はそれを否定できなかった。

「Ｄ種……！」

　動揺を誤ご魔ま化かすことも忘れて、古城がうめく。Ｄ種とは、第だい一いち真しん祖そ〝忘却の戦王ロストウオーロード〟の末まつ裔えい──一般的に知られた吸血鬼のことだ。すなわち希未は、古城の同類ということになる。

　自分以外の吸血鬼が攻魔高専にいることは聞いていたが、こんなところで遭そう遇ぐうするとは、さすがに思っていなかった。もちろん、その相手が、これほどの美人というのも想定外だ。

「そっちの少年が、噂うわさの第四真祖であるな」

　悪霊ラルヴアたちを一方的に蹂じゆう躙りんしながら、大倉山が平然と声をかけてくる。

「暁あかつき古城ッス。どうも」

　大倉山の迫力に気け圧おされながらも、古城は負けじと大声で名乗る。過去の記憶をなくしていても、身体からだに染しみついた体育会系気質は失われていないらしい。

「うむ。こちらこそ頼りにしているのである！」

　満足そうにうなずいた大おお倉くら山やまが、剣を構えたまま雫しず梨りに向き直る。

「ときにカスティエラ嬢じよう。汝なんじらの行き先も第一階層ＯＳ基地ということでよろしいか？」

「もちろんセルタメンテ、その予定ですわ」

　大倉山を援えん護ごしながら、うなずく雫梨。ＯＳ基地というのは、迷宮カルケリ内に設置された観測基地のひとつらしい。実習に訪れた攻こう魔ま高こう専せんの生徒たちは、特別な事情がなければ、そこに立ち寄り、休息するのが通例になっているのだそうだ。

「ならば、我らも同行させてもらうのである。神かみ木き庭ばくん」

　重々しくうなずいた大倉山が、傍かたわらに立つ希のぞ未みに呼びかけた。

「はい、総そう代だい」

　希未が長い髪をなびかせ、前に進み出る。

　古こ城じようたちの前方には、いまだ生き残った無数の悪霊ラルヴアたちが、行く手を阻はばむように蠢うごめいている。しかし希未は、恐れることなく彼らを無感情に睥へい睨げいし、

「──お願い、テレース」

　伸ばした彼女の右腕から、魔力を帯びた鮮血が霧きりのように広がった。

　その深紅の霧が陽炎のように揺らめき、炎に包まれた召しよう喚かん獣じゆうの姿へと変わる。巨大な翼つばさと猛もう禽きんの脚、そして人間の上半身を持つ妖よう鳥ちよう──ハルピュイア。吸血鬼である神木庭希未の眷けん獣じゆうだ。

　眷獣。そう、吸血鬼は自らの血の中に、眷けん属ぞくたる獣けものを従える。

　それは自らの意志を持つほどの、濃のう密みつな魔力の集合体。より強力な魔力をぶつけない限りは、傷つけることすらできない怪物。その眷獣の存在ゆえに攻魔師たちは、吸血鬼を魔族の王として恐れるのだ。

　希未が喚よび出した妖鳥ハルピユイアが、灼しやく熱ねつの炎の翼を広げて地面を薙ないでいく。

　数十体の悪霊ラルヴアたちは、その一いつ瞬しゆんで爆ばく発はつ四し散さんし、跡あと形かたも残さず消滅した。岩の隙すき間まに隠かくれた個体も同じだった。妖鳥ハルピユイアの炎は、巨大な岩をも熔とかし、奥に潜ひそむ悪霊ラルヴアごと焼やき焦こがしてしまったからだ。

「これが……吸血鬼の眷獣、か……」

　希未が操る恐ろしくも美しい召喚獣を見つめて、古城は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　あらゆる敵を打ち倒し、愛する者を護まもるための吸血鬼の武器。異界からの召喚獣。

　あるいはすべてを破壊する、世界の理ことわりから外れた禍まが々まがしき権けん能のう。

　それは世界最強の吸血鬼──第だい四よん真しん祖そたる古城がかつて手に入れ、そして記憶とともになくした能力ちからなのだった。

　　　　　　　　　　５

「ＯＳ基地っていうからなにかと思えば……温泉OnSenかよ……」

　白い湯ゆ気げが立ちこめる、広々とした地ち下か洞どう窟くつ。岩風呂の縁へりに顎あごを載せて、水着に着替えた古こ城じようが疲れた表情を浮かべている。

　迷宮カルケリ突入後、四時間ほどかけて古城たちが辿たどり着いた最初の観測基地は、山小屋風の古びたログハウスだった。食堂と簡易的な医療施設、三十人程度の学生が寝泊まりできるベッドを備え、強力な結界と、企業に雇われた常駐の警備員に護まもられているという。

　ただの山小屋と違うのは、魔力計測用の高価な機材が、屋内にいくつも設置されていること。そして地下にある広い洞窟の中に、天然の温泉が湧わいているということだ。基地到着後、食事と装備の手入れを終えた香か菅すが谷や班の面々は、休息を兼ねてその温泉を訪れていたのだった。

「攻こう魔ま高こう専せんの生徒だけが入れる秘ひ湯とうなんだ。対外的には療養施設ということになってるけどね」

　お湯の中で手首のストレッチをしながら、琉る威いが苦笑混じりに答えてくる。

　ちなみにこの温泉の泉質は、軽度の火傷やけどや切り傷、疲労回復に効果があるといわれる二酸化炭素泉。さらには消耗した呪じゆ力りよくの回復効果があると主張されたら、古城としても、風ふ呂ろに入ってる場合じゃないだろ、とは言えなかった。それに、あんな粘液質の怪物と戦った雫しず梨りたちが、身体からだを清めたいと考える気持ちもよくわかる。

「カス子のやつが、やたら水着選びに時間をかけていたのは、これが理由か」

　昨日の購買部ＰＸでの出来事を思い出し、古城は気け怠だるく溜ため息いきをついた。

　買い出しの途中で水着コーナーを見つけた雫梨は、古城に荷物を持たせたまま、一時間近く水着の試着を繰り返していたのだ。今にして思えば、彼女はあのときから、この地下温泉を愉たのしみにしていたのだろう。

「──なにか文句がありますの？」

　湯気の中から現れた雫梨が、古城の呟きを聞いて不機嫌そうに睨にらみつけてくる。ＯＳ基地の岩風呂は、更衣室だけ別々で中は男女共用なのだ。水着着用が義務づけられていることもあり、イメージとしては混浴というより、温水プールの雰ふん囲い気きに近い。

　雫梨が身に着けているのは、髪の色に合わせた、シンプルな白いビキニだった。特に大胆なデザインというわけではないが、古城の予想よりも露ろ出しゆつ度どが高い。

「いやべつに。常識的な恰かつ好こうでむしろ安心してる。なんていうか、香菅谷のことだから、囚人服みたいなレトロ水着を着てくるかと思ってた」

「わたくしをなんだと思ってますの」

　古城の冷淡な反応に、雫梨がどこかむくれたように頰ほおを膨ふくらます。

　いつも被かぶっている頭巾ウインプルの代わりに彼女の髪を隠かくしているのは、ターバン風に巻いたバスタオルだった。耳やうなじを露ろ出しゆつしている雫しず梨りの姿は新鮮で、古こ城じようはむしろ彼女の水着姿より、そちらに注目してしまう。

「お待たせしたみたい？　うわあ、温泉の臭においだあ……！」

「こ、こら、優ゆ乃のさん！　押さないで──ひゃっ!?」

　背後から現れた優乃に背筋を撫なでられて、雫梨が可愛かわいらしく悲鳴を上げる。

　優乃が着ているのは、カラフルなチェック柄の三角ビキニ。水着を縁ふち取どる控えめなフリルが、小柄だがメリハリの利きいた彼女のボディを強調している。

「昨日の夜、雫梨ちゃんと一緒に選んだの。可愛い？　可愛い？」

　温泉に勢いよく飛びこんだ優乃が、琉る威いの前で水着を見せつけるようにくるくると回る。

「そうだね。よく似合うよ」

　琉威はいつものように穏おだやかに微ほほ笑えみ、歯の浮くような台詞せりふをさらりと言ってのける。えへへへ、と嬉うれしそうに照れる優乃。

　つき合いきれるか、と古城は口の中で呟つぶやいて、イチャつく二人からそっと距きよ離りを置く。

　岩陰でくつろいでいた大柄な男と目が合ったのは、その直後だ。

　頭に手ぬぐいを載せた大おお倉くら山やまが、白い歯を剝むいて古城に笑いかけてくる。

「どうした、第だい四よん真しん祖そ殿。浮かぬ顔だな」

「いや、大丈夫ッスよ。ただちょっと、この迷宮カルケリのことが気になってて」

　意外に鋭い大倉山の観察眼に驚おどろいて、古城は思わず本音を口にする。

　大倉山はかすかに目を細め、うむ、と鷹おう揚ようにうなずいた。

「お主ぬしは今回の遠征が初の迷宮カルケリ入りだそうだな。ならば戸惑うのも無理はなかろうて」

「ええ、まあ。そのはずなんスけどね……総そう代だい、ひとつ訊きいていいッスか？」

「もちろんだとも。後進を教え導みちびくのも我が務め。なんなりと質問するがよい」

　張りのある大倉山の声を聞きながら、古城はこっそりと苦笑した。やはりこの生徒総代は、とても十代の少年とは思えない。禍か子こなどよりもよっぽど教官らしい。

「つまり、その……総代は、どうして攻こう魔ま師しになろうと思ったんです？」

　古城の不ぶ躾しつけな質問に、大倉山が興味深そうに眉まゆを上げる。

「第四真祖殿は攻魔師を目指すことに迷いがあるようだな」

「魔ま導どう犯罪者やら魔ま獣じゆうやらに対抗するプロフェッショナルが必要ってのは、いちおう理屈ではわかるんですけどね。俺にはあんまピンと来ないっていうか。少なくとも迷こ宮こにいる悪霊ラルヴアやら破獣デブリやらをぶっ殺して回るのは、なんか違うっていうか」

　上う手まく言葉に出来ないことを、もどかしく思いながら古城は答える。それは迷宮カルケリの第一階層で、琉威と話していたときにも感じたことだった。

　今の〝魔族特区〟の在り方は、なにかがおかしい。迷宮カルケリや破獣デブリの存在も含めて、ひどく歪いびつなのだ。間違った場所に閉じこめられている──そんな奇妙な感覚すらある。

「お主ぬしの言わんとすること、わからんでもない」

「え？」

　思いがけない大おお倉くら山やまの返事に、古こ城じようはぽかんと口を開けた。

　戸惑う古城を愉たのしげに見返し、生徒総そう代だいは不敵に微ほほ笑えんでみせる。

「意外か？　だが、我わが輩はいとて時には疑問を覚えることがある。特に神かみ木き庭ばくんのような者を間近で見ているとな」

「神木庭……先輩？」

「吸血鬼に生まれついたというだけの理由で、彼女は、攻こう魔ま師しにならぬ限り、このちっぽけな島の外にも自由に出られない。そんな世界は、間違っているのではないか、とな」

「……そうっすね」

　古城はうなずいて唇くちびるを嚙かむ。大倉山の指摘はまさしく古城が抱いていた疑問そのものだった。

「しかしな、力を持つ者は、それに見合うだけの重責に耐えねばならんのだ。月並みな言葉で、我ながら尻しりこそばゆいがな。汝なんじが、その大おお仰ぎような肩書きに見合うだけの責任を果たせる男であることを願っているぞ」

「だといいんですけどね」

　古城はそう言って気け怠だるく首を振った。

　世界最強の吸血鬼。第だい四よん真しん祖そ。古城は、自分がそういう存在であることを知っている。誰に教えられたわけでもなく、最初からそれを理解していた。記憶をなくした今の古城にとって、自らの肩書きだけが唯一の揺るぎない真実なのだ。

　しかし異常な再生能力を別にすれば、古城に吸血鬼としての力はない。雫しず梨りたちに庇かばってもらわなければ、悪霊ラルヴアの一匹すら始末できないのが現実だ。

　そんな自分に〝魔族特区〟の歪ゆがんだ現実を変えられるのか──おそらくその葛かつ藤とうこそが、古城の迷いの本質なのだ。

　そんな古城の内心を知ってか知らずか、大倉山は一人で勝手に笑い出す。

「だが、我が輩は安心したぞ」

「……は？」と古城は首を傾かしげた。

　厚い胸板の前で腕組みし、なにやら満足げにうなずく大倉山。

「誰よりも強大な力を持つはずの汝が、正しき力の使つかい途みちを模も索さくしているという事実にだ」

「いや、そんな大げさな話じゃないんスが……」

「聞けば、汝は吸血鬼としての力をほとんど失っているそうではないか。それは、この迷いを乗り切るための試練やも知れぬ。うむ、間違いあるまい」

「はは……」

　古城は大倉山につられて弱々しく笑う。苦笑混じりではあったが、少しばかり愉快な気分になっていたのも事実だった。どうやら大おお倉くら山やまは最初から、古こ城じようの苦悩の原因を見抜いていたらしい。豪快に見えて案外、繊せん細さいな男だ。生徒総そう代だいというのも伊だ達てではないらしい。

　古城は大倉山に礼を言って、湯から出た。ごつごつとした足場に気を遣つかいながら、男子更衣室のほうへと向かう。温泉の中で考え事をしていたせいが、頭の中に霞かすみがかかったような感覚がある。早いところ外に出て、水分補給をしたほうが良さそうだ。

　そんなことを考えながら、背後を振り返った瞬しゆん間かんだった。

　なにかが一瞬、ふっと古城の脳裏をよぎった。

　白い湯ゆ気げに遮さえぎられた視界の向こうに、閃せん光こうのように記憶の断片が浮かぶ。青い空。強い陽ひ射ざし。カーボンファイバーと樹脂と金属と、そして魔ま術じゆつによって造られた人工の都ま市ち。手を伸ばせばすぐに届くはずなのに、実際に手た繰ぐろうとすると遠ざかる。そんな頼りない光景だ。

　だがそれは、しょせん束つかの間まの幻だった。

　つかみかけた記憶は指先をすり抜け、霧きりのように消えてしまう。

「大丈夫、暁あかつきくん？」

　立ち尽くす古城の背後から、おっとりとした声が聞こえてきた。

　なにも考えず無防備に振り返った古城は、危うく声を上げそうになる。

　予想外の至近距きよ離りから、心配そうに古城を見上げていたのは神かみ木き庭ば希のぞ未みだった。潤うるんだ瞳ひとみと艶つやっぽい唇くちびる。長い黒髪を結い上げているせいで、細い首筋が余計に強調されている。白い肌はほんのりと赤く上気して、表情が妙に色っぽい。

　しかしなによりも古城を驚きよう嘆たんさせたのは、剝むき出しになった彼女の細い肩だった。

　希未が身体からだに巻きつけているのは、白いバスタオルが一枚きり。本来そこにあるべき水着の肩かた紐ひもは見当たらない。水着よりも肌の露ろ出しゆつは少ないはずなのに、遥はるかに扇せん情じよう的てきな恰かつ好こうだ。

「あ、ええ。ちょっとのぼせただけだと思います」

　古城はそう言って希未から目を逸そらそうとした。だが彼女は、それより早く古城の前に回りこんでいる。密着する寸前のギリギリの距離感だ。

「そう？　だったら良かった」

　ナチュラルに前まえ屈かがみの姿勢を取りながら、希未が古城を見上げてくる。彼女が巻いたバスタオルの下には果たして水着が存在するのかどうか、古城にはそれを確かめるすべはない。かろうじて古城が確認できるのは、希未の豊かな胸が作り出す深い谷間だけである。と、

「ごめんね、暁くん」

「え？」

　物もの憂うげに目を伏せる希未を見て、古城は硬直したまま首を傾ける。

「盗み聞きするつもりじゃなかったんだけど。さっきの獅し堂どうくんとの話、少し聞こえちゃって。吸血鬼としての力が使えないって話──」

「ああ……いや、べつにそれは隠かくしてるわけじゃないんで」

　古こ城じようはぎこちなく苦笑して、彼女の横をすり抜けようとした。しかし希のぞ未みは、古城の動きを読んでいたように移動して、逆に古城との距きよ離りを詰めてくる。

「もしよかったら、試してみる？」

「……試す？」

　なにを、と思わず訊きき返す古城。希未は唇くちびるの端を挑ちよう発はつ的に吊つり上げて、白い喉のどを古城の前に晒さらしてみせた。

「吸血行為」

「……は!?　はあっ!?」

　希未の意図していることに気づいて、古城は声を上うわ擦ずらせた。

　吸血鬼が異性の血を求める行為──吸血衝しよう動どうの引き金となるのは、食欲ではなく、性欲だ。つまり希未は、古城を誘惑しているのだ。

　奇くしくもここは温泉だった。互いに肌も露あらわな状態であり、濃のう密みつな湯ゆ気げにより周囲の視線を気にならない。ましてや相手は、ミス攻こう魔ま高こう専せんの美女。およそ最高の条件が揃そろっている。

「あなたは行為がきっかけで、吸血鬼の力が覚かく醒せいするかもしれない。私は、第だい四よん真しん祖そと血の記憶を共有することで、より強い力を手に入れられるかもしれない。悪い話じゃないと思うんだ。お互いにね。どうかな、試しに一度だけ」

「い、いや、だけど……」

　煮え切らない古城を弄もてあそぶように、希未がバスタオルに包んだ胸を押しつけてくる。その蠱こ惑わく的てきな感触に、古城はぐっと喉を鳴らした。希未は鋭い犬けん歯しをのぞかせて微ほほ笑えみ、濡ぬれた舌先でちらりと唇を舐なめる。

「ふふっ、それとも私が相手じゃ不満かな？」

「いや、そんな……べつに不満ってことは──」

「不満ってことは、なんですの？」

　後ずさりする古城のすぐ耳元で、冷え冷えとした声がした。ぎくっ、と固まる古城を乱暴に引き寄せたのは、白いビキニ姿の女性生徒だった。

「カ、カス子……!?」

「あら」

　希未がぱちぱちと目を瞬またたいて雫しず梨りを見た。雫梨は古城の右腕を容よう赦しやなくねじり上げながら、殺意に満ちた視線を向けてくる。

「ついに本性を現しましたのね、古城！　わたくしがちょっと目を離はなした隙すきに、神かみ木き庭ば先輩となにをするつもりだったんですの!?」

「ば、馬ば鹿か！　俺はまだなにもしてねーだろ！」

「……まだ？」

　雫梨は抑よく揚ようのない声で呟つぶやくと、古城の腕を握にぎる手に力をこめた。脳を突き抜けるような激痛に、古こ城じようは声にならない悲鳴を上げる。
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　その様子を見ていた希のぞ未みは、あらあら、と他ひ人と事ごとのようにのんびりと首を振り、

「駄目よ、香か菅すが谷やさん。お風ふ呂ろで暴れるのはマナー違反」

「マナーとかそんなこと言ってる場合じゃありませんわ！　神かみ木き庭ば先輩も、香菅谷班の班員を誘惑しないでくださいまし！」

「あら、誘惑なんてしてないわ。ね？」

「そう言いながら胸を押しつけているのはなんですの!?　そんなだから先輩は味方殺しとか、サークルクラッシャーなどと呼ばれているのではありませんか！」

「やだ、香菅谷さん、恐こわぁい」

　甘えたような声で大げさに怯おびえながら、希未は古城の左腕に自分の胸を強く押しつけてきた。

　ムキになった雫しず梨りが負けじと古城を引き寄せようとする。限界を超える負荷に古城の右腕の関節が嫌な音を立て、それでも雫梨たちの攻防は終わらない。

　そんな中、水みず飛沫しぶきとともに風呂の中に立ち上がったのは大おお倉くら山やまだった。

　彼はゆったりと風呂場を見回して、揉もみ合う雫梨たちに目を留める。そして満足そうにひとつうなずくと、

「うむ。皆、打ち解けたようでなによりである」

　そう言って豪快に声を上げて笑った。

　なんだそれは、と古こ城じようが疲れたように肩を落とし、希のぞ未みも苦笑しながら古城を解放する。

　古城を誘惑するのを諦あきらめたわけではないのだろうが、とりあえず大おお倉くら山やまの登場によって、色っぽい雰ふん囲い気きがぶち壊しになったのは事実だった。また今度ね、と希未が意味ありげに片目を瞑つむり、それに気づいた雫しず梨りが頰ほおを引ひき攣つらせる。

「さて。疲れも癒えたところで、行くとしようか」

　雫梨と希未の間に流れる微妙な空気をきっぱり無視して、大倉山がのんびりと言い放った。

　希未は小さく苦笑しただけで、すぐに彼の言葉に従った。更衣室へと戻っていく黒髪の少女と大男を見送って、古城は深々と息を吐く。

「大倉山総そう代だいって、すげえな、あの人。いろんな意味で……」

「神かみ木き庭ば先輩と平気で班を組んでいられるのは、あの方だけですわ」

　雫梨も、毒どく気けを抜かれたような表情で呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　大倉山班が、二人パーティという変則的な編成になっているのは、大倉山ではなく、希未の素行に問題があったせいらしい。もちろん二人で迷宮カルケリを踏とう破は可能な、圧倒的な実力あってのことではある。

「ところで、そろそろ離はなしてもらっていいか？　意外にけっこう気になるっていうか……」

「……はい？」

　なんのことですの、と雫梨は訝いぶかしげに顔を上げ、その頰が突然、羞しゆう恥ちに染まった。自分が古城の右腕に、水着の胸を押し当てていたことに気づいたのだ。

　ほっそりとした体つきの雫梨だが、伝わってくる感触は意外なほど柔らかい。優ゆ乃のや希未に比べれば控えめだが、そのぶん肌に吸いつくような密着感がある。

「な……な……あ、あなた……なにを……」

「あー……こないだは貧相とかいって悪かったな。あれは取り消すわ。まあ、さすがに天あま瀬せや神木庭先輩には及ばないけど、カス子も案外──」

　真面目くさった表情でうなずきながら、謝罪の言葉を告げようとする古城。

　しかし言い終える前に、雫梨の身体からだが低く沈みこみ、お手本のような見事な一本背負いで、古城はふわりと宙を舞った。

「おおおおお──っ!?」

　頭から温泉に放りこまれた古城の悲鳴は、自らが立てた水みず柱ばしらの音にかき消される。

　湯の中に沈んでいく古城にとどめを刺すべく、巨大な岩を投げこもうとする雫梨を、優乃と琉る威いが慌あわてて止めた。

　　　　　　　　　　６

「今日はこのまま、第二階層のＢＢ基地に向かいますわ。明日以降、そこを拠点に第二階層と第三階層の調査を行います。よろしくて？」

　いつもの騎き士し装しよう束ぞくに着替え終えた雫しず梨りが、地図を広げながらそう言った。ＯＳ基地を出て、約二時間。間もなく迷宮カルケリの第二階層に到着するころだ。

　彼女が指し示した基地までは直線距きよ離りで約五キロ。しかし地図上に描かれた地形は、迷めい宮きゆうの名に相応ふさわしく複雑に曲がりくねっていて、古こ城じようは早くもうんざりする。

　対する優ゆ乃のは、ＢＢ基地という単語に劇的に反応して身を乗り出し、

「おおっ、今夜は焼肉みたい？」

「……焼肉？　ＢＢ基地って、まさかバーベキューのＢＢかよ……」

　なんなんだこの学校、と古城は軽く頭を押さえた。温泉の次はバーベキュー。実習の緊張感もなにもあったものではない。

「本格的な食堂施設を迷宮カルケリ内部に造るのはさすがに困難だからね、学生たちに自じ炊すいさせるための学校側の苦肉の策だよ」

「本当に……？」

　苦笑しながら言い訳する琉る威いを、古城は疑わしげに見つめ返す。

　たぶんね、と肩をすくめた琉威は、ふと真顔になって独ひとり言ごとのように続けた。

「それに魔ま術じゆつ戦せんというのは、ある意味、裏のかき合い、だまし合いだからね。真ま面じ目めなだけじゃ、攻魔師の任務は果たせない。ふざけて見えるくらいがちょうどいいんだよ」

「そうか……そういや那な月つきちゃんも、いつも冗談だか本気だかわかんねー態度で……」

　無意識に自分自身が洩もらした呟つぶやきに、古城は驚おどろいて動きを止めた。

　見覚えのない無数の光景が稲妻のように脳内を駆け抜け、強烈な頭痛が襲おそってくる。長い黒髪と豪ごう奢しやなドレス。人形のような精せい緻ちな美び貌ぼうの幼い女性。だがその幻影はすぐに記憶の底へと沈み、不快な違和感だけを残して消えた。

　突き刺さるような視線を感じて、古城はハッと顔を上げる。すると半はん眼がんで古城を睨にらんでいる雫梨たちと目が合った。ナツキとは誰だ、と疑っているような表情だ。

　もちろんそんなことを訊きかれても、古城には答えようもない。また違う女の子の名前だねえ、と優乃が悪気なく呟いて、なんともいえない微妙な空気が香か菅すが谷や班の間に流れる。

　そんな空気を歯し牙がにもかけずに、呵か々かと大声で笑ったのはもちろん大おお倉くら山やまだった。

「我々の目的地は第四階層であるゆえ、次の基地から先は別行動ということになるな。残りの道程、短い間だがよろしく頼む」

「よろしくね」

　希のぞ未みが艶えん然ぜんと微ほほ笑えみながら、古城にそっと寄り添ってくる。彼女を牽けん制せいするように、古城の隣となりに無理やり割りこんだのは雫梨だった。互いに満面の笑みを浮かべたまま、殺意に満ちた瞳ひとみで睨み合う二人。古城は彼女たちからそっと離はなれて、気づかれないように歩き出す。これ以上、彼女たちの諍いさかいにつき合わされてはかなわない。

　第一階層と呼ばれる渓谷地帯の出口は、亀き裂れつのような狭い通路になっていた。

　大柄な大おお倉くら山やまがかろうじて通れる程度の窮きゆう屈くつな道だ。それが延々とどこまでも続いている。

　その息苦しい地形をどうにかくぐり抜け、開けた場所に出た瞬しゆん間かん、古こ城じようは驚おどろいて目を細めた。

　眼前に広がっていたのは、密林だった。

　苔こけむした岩肌。密生した緑の木々。頭上から降りそそいでいるのは、眩まばゆい午後の陽光だ。

　古城は一瞬、自分たちが地上に戻ってきたのかと錯さつ覚かくした。

　だが、違った。古城たちは今も地下迷宮の中にいる。おそろしく巨大な井戸のような縦たて穴あな。直径一千メートル近い垂直の空洞の底にいるのだ。

　地下空洞の天井が崩ほう落らくして、遥はるか頭上に澄すんだ青空が見えている。

　そこから射しこむ陽光を浴びて、植物が繁はん殖しよくしたのだろう。地下空洞の底は、熱帯雨林のような深い森になっている。

「これが迷宮の第二階層……だと……」

「ええ。第二階層は樹海エリア。地下空洞の中に森林が広がっているのですわ」

　表情をなくして立ち尽くす古城に、雫しず梨りが得意げに告げてくる。

「あらかじめ警告しておきますけど、樹海の中を流れている川には気をつけてくださいまし。地下水路のいくつかは、海まで続いていると言われてますの」

「地下……水路……」

　古城の声がはっきりと震ふるえた。猛もう烈れつな悪お寒かんが腹の底からこみ上げて、心臓が大きく撥はねるのを自覚する。目の前に広がる密林に驚いているわけではない。その逆だ。恩おん萊らい島とう地下迷宮第二階層──古城は初めて訪れたはずの、この密林の景色を知っていたのだ。

「そういえばコジコジって、泳ぐの苦手な人だっけ？」

　青ざめた古城の顔を見上げて、優ゆ乃のが心配そうに訊きいてくる。古城の動揺の原因を、溺おぼれるのを怖がっているせいだと誤解したらしい。

　しかし今の古城には、優乃の誤解を解く余裕はなかった。

「違う……水路……そうか……だから、俺は……」

　これまで感じたことがないほどの、激しい目眩めまいが襲おそってくる。奔ほん流りゆうとなって押し寄せてくる無数の既き視し感かん。ない交ぜになった過去と現在の記憶が、古城の意識を激しく翻ほん弄ろうする。

「大丈夫だよ。あたしやルイルイやシズリンやシズリンも一緒だし」

「なんでわたくしの名前だけ二回言いましたの？」

「まあ、それくらい頼りになるってことで」

　冗談めかした朗らかな口調で古城を励ます優乃。腕を組んで不満げに溜ため息いきをつく雫梨。二人の声が古城の脳内で幾度も反はん響きようする。そう、古城は彼女たちの会話を知っている──

「じゃあ、あたしは偵てい察さつに行くね」

　耳を伸ばし、猫のように虹こう彩さいを細くした優ゆ乃のが、キュッとブーツの靴底を鳴らした。常人を遥はるかに凌しのぐ身軽さと鋭敏な感覚器官を備えた彼女は、この密林の偵てい察さつにはうってつけの人材だ。

　一人で先行して安全なルートを確保する。それが香か菅すが谷や班における優乃の役割なのだ。

「お願いしますわ」

「任せて！」

　班長である雫しず梨りの許可を得た優乃が、タン、と軽い足音を残して跳ちよう躍やくした。

　密林の木の上に舞い降りた彼女は、しなる枝の反動を利用して再び跳躍。新しいオモチャを与えられた子猫のような愉たのしげな姿だ。視界の利きかないこの密林も、獣じゆう人じん種しゆである優乃にとっては、快適な遊び場も同然なのである。

　密生した木々の影に溶けこんで、優乃の小柄な身体からだはすぐに見えなくなる。

　その瞬しゆん間かん、古こ城じようは激しい焦しよう燥そうに襲おそわれた。

「──駄目だ、天あま瀬せ！」

「あ、暁あかつきくん？」

　絶叫する古城の横顔を見上げて、琉る威いが困惑に目を見張る。大おお倉くら山やまと希のぞ未みの二人も、めずらしく戸惑ったような表情を浮かべていた。

「宮みや住ずみ、今すぐ天瀬を止めろ！　呼び戻せ！」

「いったいどうしたんですの、暁古城？」

　興奮する古城を落ち着かせようと、飼い犬をなだめるような仕草で雫梨が詰め寄ってくる。

　そんな彼女の姿に既き視し感かんを覚えて、古城は顔を歪ゆがませた。これからなにが起きるのか、古城はすでに知っているのだ。

「退どけ、カス子！　このままじゃ天瀬がヤバいんだ！」

「あ、暁古城!?」

　誰がカス子か、と眉まゆを吊つり上げる雫梨を古城は乱暴に押しのけた。背負っていた重い荷物を投げ捨てると、すでに見えなくなった優乃を追って密林へと飛びこんでいく。

　生おい茂しげる樹木の枝葉のせいで、森の中は暗かった。生々しい樹液の臭においが鼻を衝つく。どろりと湿った濃のう密みつな大気が、パーカーの隙すき間まから肌にまとわりついてくる。

　行く手を阻はばむ木々の枝を払いのけながら、古城はひたすら走り続けた。植物の根に覆おおわれた地面が、天然の罠トラツプとなって古城の足を搦からめ捕とろうとする。肌には無数の切り傷が刻まれ、手脚の打撲は数え切れない。

　それでも常識的に考えて、古城が優乃に追いつくのは難しい。吸血鬼化した古城と比べても、敏びん捷しようさや体力では圧倒的に優乃のほうが上なのだ。

　だから古城は最初から、優乃に追いつこうとは考えていなかった。

　彼女を追跡する必要はない。なぜなら古城は、優乃がこれから訪れる場所を知っているからだ。古城は、優乃の目的地に先回りするために走っていたのだった。

「天あま瀬せ！」

　獣じゆう人じんの少女の背中を認めて、古こ城じようが叫ぶ。

　尖とがった獣けものの耳を動かしながら、優ゆ乃のがゆっくりと振り向いた。

「あれえ、コジコジ？　いったいどうやってあたしに追いついたの？」

　優乃が目を大きくして訊きいてくる。

　彼女が立っている場所は、密林内にある大きな沼のほとり。水辺に群生するマングローブの木の上だ。陽光を浴びて樹上にたたずむ彼女の姿は、映画の一場面を見ているようで、どこか幻想的ですらあった。

　だが、そんな優乃に見とれている余裕は、古城にはなかった。

　古城が密林の切れ間に出ると同時に、優乃の背後で大気が揺らいだからだ。

「逃げろ、天瀬！」

　古城は息を切らせたまま絶叫する。

　優乃の左肩が深々と切り裂かれ、鮮血を噴ふいたのはその直後だ。虚こ空くうから撃ち放たれた紫色の炎が、刃やいばと化して優乃の肉体を抉えぐったのだ。

「え……！」

　優乃の小柄な身体が宙を舞い、木々の枝にぶつかりながら地上に落下する。飛び散った大量の鮮血が、彼女の周囲を深紅に塗り替えた。

　古城は必死でその場に駆け寄り、柔らかな腐ふ葉よう土どに沈む彼女の身体からだを抱き上げる。

「天瀬！　しっかりしろ、天瀬っ！」

「痛い……みたい……なにこれ……？」

　自らの血で濡ぬれた掌てのひらを眺ながめて、優乃が頼りなく笑ってみせた。古城はなにも答えられずに、奥歯を無意味に嚙かみ鳴らすだけだ。

　そんな古城の左ひだり頰ほほに、禍まが々まがしい魔ま力りよくの波動が吹きつけてくる。優乃を襲おそった存在が、沼の上に実体化しようとしているのだ。

　虚空に生じた大気の揺らぎが、巨大な獣の輪りん郭かくを描き出す。

　獣とも蟲むしとも見分けのつかない、無数の触手を持つ異い形ぎようの怪物だ。

「破獣デブリ……なんで、こんなところに……」

　呟つぶやく優乃の口から鮮血がこぼれた。

　彼女の出血は想像以上に酷ひどい。普通の人間ならとっくに意識をなくしているはずの重傷だ。

　獣じゆう人じん種しゆといえどもこのままでは長くは保もたないだろうと、医療の知識を持たない古城にも、はっきりと言い切れる。

　しかし彼女を止血する余裕すら、古城たちには与えられなかった。

　炎に包まれた異形の怪物が、再び優乃を襲ってきたからだ。

　魔力で紡がれた巨大な触手が、刃と化して密林を斜めに薙なぎ払う。

　優ゆ乃のの身体からだを抱き上げた古こ城じようは、触手の下に滑すべりこんで、その攻撃をギリギリでかわした。攻撃に巻きこまれた無数の樹木が引き裂かれ、次々に炎を噴ふき上げる。

「コジコジ、先に逃げて……あたしは……大丈夫だから……」

　優乃がか細い声で古城に呼びかけた。

「逃げるぞ、一緒にな！」

　古城は優乃の懇こん願がんを無視して、一方的に言い放つ。

　彼女を見捨てるつもりはなかった。それではなんのためにここまで来たのかわからない。

　問題は、仮に古城一人でも無事に逃げられるかわからない、という事実だった。

　すでに密林のあちこちは炎に包まれ、残された逃げ道は多くない。そしてなによりも破獣デブリの攻撃力は圧倒的だった。あの紫色の炎の刃やいばは、至し近きん距きよ離りをかすめただけでも、古城たちに致命的なダメージを与えるだろう。それでは優乃も助からない。

　眷けん獣じゆうが使えれば──と古城は唇くちびるを強く嚙かみしめる。

　話に聞く第だい四よん真しん祖その眷獣の力なら、破獣デブリごとき一いつ瞬しゆんで滅ほろぼせるはずだった。しかし今の古城には、眷獣を喚よび出すことはできない。破獣デブリに対抗できる力はない。

　破獣デブリが再び、ゆらめく炎の触手を振り上げた。

　優乃を庇かばうように抱いたまま、古城は表情を凍らせる。左右から、同時に二本。この触手はよけきれない。刹せつ那な、絶望が古城の心を支配し、その瞬しゆん間かん──

　無数の弾丸を浴びた破獣デブリの触手が四し散さんした。

「暁くん！」

　氷の結界で全身を覆おおった琉る威いが、燃えさかる炎の壁を突き破って現れる。

　彼が構えたアサルトカービンが、轟ごう音おんとともに弾丸を吐き出した。高速ライフル弾を使用する琉威の愛銃は、拳けん銃じゆう弾だんを使う一般的な短機関銃サブマシンガンに比べて威力が高い。その発射速度は毎分七百五十発。瞬まばたきするほどの一瞬に、大量の銀イリジウム弾頭弾を撃ちこまれ、破獣デブリの巨体がぐらりと揺れる。

「宮みや住ずみ！　天あま瀬せが──！」

「わかってる。それよりも、後ろを警戒して！」

「後ろ……!?」

　琉威に促されて振り向いた古城は、吹きつけてくる魔ま力りよくの波動に気づいて絶句した。まるで古城たちを包囲するように大気を歪ゆがめて、密林の中に二体目の破獣デブリが出現したのだ。

　だが、それ以上に古城を困惑させたのは、新たな破獣デブリの背後に立つ、小さな影の存在だった。全身を漆しつ黒こくのローブに包んだ、見知らぬ人影だ。

　ほっそりとした女性的なシルエットは、美しい死神の姿を連想させた。

　影の左手に握にぎられているのは、鞘さやに収められたままの一ひと振ふりの剣だ。

　まるで破獣デブリを操るように、漆黒の影は、その剣を頭上へと掲かかげてみせる。

「また……おまえか！」

　自分自身が何気なく洩もらした呟つぶやきに、古こ城じようは激しく戦せん慄りつした。

　かつてなく激しい目眩めまいに襲おそわれて、古城はたまらず膝ひざを突く。

　古城は、この人影の存在を知っていた。彼女は、これまで幾いく度どとなく古城たちの前に立ちはだかり、古城に絶望を植えつけたのだ。

「まさか、おまえが操ってるのか……!?　破獣デブリを……」

　苦しげに叫ぶ古城を見返し、ローブ姿の影はふっと笑った──ような気がした。

　二体目の破獣デブリが咆ほう哮こうし、古城に向けて突進を開始する。立ちはだかる密林の木々を脆もろい砂糖細工のように薙なぎ払い、巨大な前まえ肢あしが古城たちを押し潰つぶす──そう思われた瞬しゆん間かん、上空から舞い降りてきた灼しやく熱ねつの閃せん光こうが、破獣デブリを地上へと叩たたきつけた。

　閃光の正体は吸血鬼の眷けん獣じゆう。神かみ木き庭ば希のぞ未みが〝テレース〟と名づけた妖鳥ハルピユイアだ。

「貪むさぼりなさい、〝炎喰蛇ハウラス〟！」

　希未の眷獣に遅れること一瞬、波打つ炎のような長ちよう剣けんを掲かかげて、飛び出してきたのは雫しず梨りだった。荒れ狂う手負いの破獣デブリに向かって、雫梨は、光り輝かがやく刃やいばを容よう赦しやなく叩きつける。

「神木庭先輩……カス子……」

　かすれた声を洩らしながら、古城は、戦う雫梨の背中を眺ながめた。

　秘ひ蹟せき兵へい装そう〝炎喰蛇ハウラス〟は、斬きりつけた相手の魔ま力りよくを喰くらって、自らの威力を増していく。魔力の塊かたまりである破獣デブリにとっては、天敵ともいえる致命的な武器だ。雫梨が剣を振るうごとに、破獣デブリの巨体は引き裂かれ、細こま切ぎれの魔力の塊へと変わっていく。

　その間に希未の眷獣は、琉威の援えん護ごに回っていた。

　威力の大きいグレネード弾や、攻撃系の呪じゆ符ふを惜しげもなくばらまくことで、琉威は破獣デブリを圧倒している。そこに希未の眷獣が加わることで大たい勢せいは決した。触手のほとんどを失った破獣デブリは、一方的に蹂じゆう躙りんされていくだけだ。

「よくぞ、仲間の窮きゆう地ちに気づいたな、第だい四よん真しん祖そ殿。流石さすがである！」

　豪快な笑い声を上げながら、最後に姿を現したのは大おお倉くら山やまだった。彼の背後に飛び散っているのは、破獣デブリ数体分の残ざん骸がいだ。大倉山は、たった一人でそれらを屠ほふってきたらしい。この地に召しよう喚かんされた破獣デブリは、古城たちを襲おそった二体だけではなかったのだ。

「そして破獣デブリを操る女によ性しようよ──汝なんじが噂うわさの迷宮カルケリの幽ゆう霊れいであるか？」

　身みの丈たけほどもある両手剣を軽々と振り回し、彼はその切きっ先さきをローブの人影に向ける。

　傷ついた優ゆ乃のを抱えたまま、古城は頰ほおを引ひき攣つらせた。

　今の大倉山の姿と既き視し感かんが重なる。こみ上げてくる猛もう烈れつな恐怖に吐き気を覚える。

　ローブの人影が短く息を吐く。嘲ちよう笑しようにも似たかすかな吐息。

　次の瞬間、彼女の足元から出現したのは、ひときわ巨大な漆しつ黒こくの破獣デブリだった。

　これまでのものとは明らかに違う、完全な獣けもの型がたの怪物である。

「呵かっ呵かっ、無駄よ！　攻こう魔ま高こう専せん生徒総そう代だいの力、侮あなどるな！」

　猛たけ々だけしい咆ほう哮こうとともに、大おお倉くら山やまが疾走した。

　彼の大たい剣けんに浮かび上がったのは、幾き何か学がく的な魔ま術じゆつ紋もん様ようだ。攻魔師候補生なのだから当然だが、彼は単なる力自慢ではなく、優れた魔術師でもあったらしい。魔術によって強化された大剣を振りかざし、大倉山は轟ごう然ぜんと破獣デブリに斬きりかかる。

「駄目だ、総そう代だい！　そいつは──！」

「ぬ……!?」

　古こ城じようが恐怖に駆られて叫ぶのと、大倉山が表情を歪ゆがめたのは同時だった。

　漆しつ黒こくの破獣デブリが口を開け、そこから吐き出したのは闇やみ色いろの閃せん光こう──

　その閃光は大倉山の剣を音もなく切り裂き、鎧よろいの防御すら貫いて、彼の胴体に風かざ穴あなを開けた。

「ぐ……不覚……！」

　凄すさまじい勢いで鮮血を撒まき散らし、大倉山が仰あお向むけに倒れていく。その光景を古城は呆ぼう然ぜんと見つめた。頭の芯しんが焼けるように痛む。記憶が強引に上書きされていく感覚がある。

「総代──！」

　悲鳴じみた声で叫んだのは希のぞ未みだった。彼女の眷けん獣じゅうである妖鳥ハルピユイアが、灼しゃく熱ねつの流星と化して漆黒の破獣デブリへと飛んだ。同時に琉る威いも動いていた。背中から降ろした巨大な狙そ撃げき銃じゆうで、破獣デブリの背後に立つローブの女を狙ねらい撃うつ。

「やめ……ろ……！」

　古城の呟つぶやきは琉威たちではなく、ローブの女に向けられたものだった。

　だがその呟きが届く前に、ローブの女は声もなく笑い出す。

　黒い破獣デブリが妖鳥ハルピユイアに向けて、鬱うつ陶とうしげに前まえ肢あしを振るった。

　眩まばゆい閃光と火花を散らして、希未の眷獣が爆ばく散さんする。より巨大な魔力をぶつける以外に決して傷つけられないはずの眷獣を、漆黒の破獣デブリは易やす々やすと破壊してみせたのだ。

　そして琉威が放った必殺の弾丸は、ローブの女の心臓へと精確に吸いこまれ、そのまま彼女の身体からだをすり抜けた。着弾の衝しよう撃げきも、ダメージも、弾道の変化すら発生しない。銃弾は女の肉体に触れることができなかったのだ。まさしくそれは、幽ゆう霊れいを狙撃したとしか思えない光景だ。

「テレース……！」

「そんな、まさか……」

　自らの攻撃の予期せぬ結末に、希未と琉威が動きを止める。

　彼らの意識の間かん隙げきを衝ついて、漆黒の破獣デブリが閃光を吐いた。その輝きは闇色の刃やいばと化して、希未と琉威ごと、広大な密林を薙なぎ払う。

　あまりにも一方的で残酷な光景。古城はそれを声もなく眺ながめる。

「これは、なんなんですの……いったいどうして!?」

　雫しず梨りが悲壮な表情で叫んだ。彼女が構えた長ちよう剣けんの刃が、燃えさかるように深紅に輝かがやいている。

　傷ついた優ゆ乃のと古こ城じようを庇かばって、雫梨は、破獣デブリの閃せん光こうを受け止めたのだ。魔力を喰くらう〝炎喰蛇ハウラス〟だからこそ、かろうじて耐え切れたのだろう。

　しかしその〝炎喰蛇ハウラス〟の力をもってしても、触れることのできない〝幽ゆう霊れい〟を倒せるという保証はない──

『理解シタカ……暁あかつき古城……？』

　炎に包まれた密林に、ローブの女の声が響ひびいた。声帯ではなく魔ま術じゆつによって生み出された、抑よく揚ようの乏しい不自然な声だ。そしてそこには底知れぬ悪意と、かすかな哀あわれみがこもっている。

『何度繰リ返シテモ同ジダ……オマエハ誰モ守レナイ……』

「繰り返し……だと……」

　挑ちよう発はつ的な女の言葉に、古城は脳を揺さぶられるような衝しよう撃げきを受けた。

　失われた記憶。既き視し感かんの奔ほん流りゆう。

　自分がどこから来て、なぜここにいるのか──途切れた糸が指先に絡からまる。

　そう。この世界の秘密を古城は知っている。

「まさか……俺の記憶を消していたのは……」

『オマエガ望ム平へい穏おんナド、タダノ幻想……スベテ壊セ……オマエ自身ノ手デ……』

「黙だまれ……黙れ、黙れ、黙れ！」

　古城の全身に怒りが漲みなぎり、視界が深紅に染まっていく。

　もはや眷けん獣じゆうを喚よび出せるかどうかは問題ではなかった。ローブの女の挑発のままに、古城は感情を爆ばく発はつさせる。第だい四よん真しん祖その膨ぼう大だいな魔力が無制限に解き放たれ、その波動に呼応するように密林の大地が激しく震ふるえた。

「古城！」

　尋常ならぬ古城の姿に気づいて、雫梨は剣を握にぎる手に力をこめた。

　その瞳ひとみに浮かんだのは、深い苦悩と逡しゆん巡じゆんだ。

　我を忘れて暴走する古城は、今や破獣デブリ以上の脅きよう威いと化している。このまま無む尽じん蔵ぞうの魔力放出が続けば、迷宮カルケリは、否いな、恩おん萊らい島とうそのものが崩ほう壊かいしかねない。

　それを防げるのは雫梨だけだ。暁古城を危険な存在だと判断したら、即座に彼を斬きり捨てる。それが修女騎士パラデイネスである雫梨に課せられた役目なのだ。だがそれは、班長である雫梨が自らの手で、班員なかまを殺すということでもある。

　葛かつ藤とうする雫梨を蔑さげすむように、ローブの女が哄こう笑しようする。

　怒りに震える古城の魔力は、青白い稲妻と化して世界を揺るがしていた。

　剣を握る雫梨の手が震えた。

　古城が右腕を高らかに突き上げたのは、その直後だ。自ら喰くいちぎった彼の唇くちびるから、鮮血が一筋流れ落ちる。魔力を帯びた深紅の霧きりが、古城の周囲を包みこむ。

　封印された第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうが、解放されようとしているのだ。

　本能的な恐怖に衝つき動かされて、雫しず梨りが絶叫した。

　古こ城じようの背後で巨大な獣けものの影が揺らめき、大地が割れる。その寸前、

『駄目ですよ、先輩──』

　小さな子どもを叱しかるような、優しい声を雫梨は聞いた。

　暴走する古城に寄り添うように、うっすらと透きとおった少女が姿を現す。

　少女の全身を包みこんでいるのは、虹にじ色いろに揺らめく砂すな嵐あらしに似たブロックノイズ。そして彼女の右手には、銀色に輝かがやく全金属製の槍やりが握にぎられていた。雫梨たちが一昨日おととい、地上で出会った、幽ゆう霊れいの少女そのままの姿だ。

「…………っ！」

　少女の声がきっかけになって、古城の瞳ひとみが理性の輝きを取り戻す。暴発寸前だった魔ま力りよくが幻のように消失し、世界の揺らぎも収まっていく。

『獅し子し王おう機き関かんノ……剣けん巫なぎ……貴き様さまガ、ナゼ……!?』

　ローブの女が、驚きよう愕がくと怒りに声を震ふるわせた。

　彼女の余裕は、幽霊の少女の出現によって、無残に剝はぎ取られてしまっている。

　漆しつ黒こくの破獣デブリが閃せん光こうを放ち、幽霊の少女をめがけて突進した。

　しかし少女は表情を変えない。破獣デブリが放つ闇やみ色いろの閃光を、彼女の槍はあっさりとかき消す。そして漆黒の破獣デブリ本体をも、一撃で切り裂き、幻のように消失させる。

　破獣デブリの破片が光の粒を撒まき散らして消えたとき、ローブの女も、虚こ空くうに溶けこむように消滅していた。姿を隠かくして逃げたのだ。

「あなたは、何者ですの!?　その槍は、いったい……!?」

　銀色の槍を握る少女に、雫梨が訊きく。

　少女は、無言のまま槍を旋せん回かいさせた。ブロックノイズに包まれた不鮮明な姿の中、彼女の槍だけが眩まばゆいほどの存在感を放って輝いている。

「くっ！」

　雫梨が少女に剣を向けた。

　雫梨の殺気を敏感に察したのか、幽霊の少女も静かに槍を構えた。しなやかな猫科の猛もう獣じゆうを思わせる隙すきのない構え。澄すんだ湖面を思わせる静せい謐ひつな闘気。

　対する雫梨は左ひだり上じよう段だん。火の構えとも呼ばれる攻撃的な型だ。射程リーチの不利を攻撃速度で補い、裂れつ帛ぱくの気合いで最初の一撃に賭かける。

　時間が静止するような濃のう密みつな静せい寂じやくが訪れた。

　互いの呼吸とわずかな間合いの変化を読み合って、両者の緊張が頂点に達する瞬しゆん間かん、

「やめろ、姫柊っ！」

　雫しず梨りを庇かばって、古こ城じようが幽ゆう霊れいの少女の前に飛び出す。

　そして少女は、彼がそう動くことを最初から確信していた、というふうに、無言で槍やりを突き出した。両腕を広げた古城の心臓をめがけて。

「え……」

　自分の胸を貫く槍の穂ほ先さきを眺ながめて、古城が頼りない呟つぶやきを洩もらす。

　そんな彼の全身が、淡い光に包まれた。幽霊の少女の姿と同じ、虹にじ色いろに輝かがやくブロックノイズ。槍でつながった二人の姿が、陽炎かげろうのように揺らいで消えていく。

「古城っ！」

　雫梨が薄うすれゆく少年の背中へと手を伸ばす。

　しかし彼女の指先は、古城の肉体に触れることなく、虚むなしく虚こ空くうをすり抜けた。

　よろめく雫梨が振り返っても、そこに彼の姿はない。世界最強の吸血鬼は、銀色の槍を持つ少女とともに消えたのだ。まるで最初から彼らなど、この世界に存在しなかったかのように。

　あとに残されたのは雫梨と、意識をなくした優ゆ乃のだけだ。

　古城が最後に立っていた場所には、彼が着ていた軍用パーカーが落ちている。

　雫梨は呆ぼう然ぜんと剣を落として、その灰色のパーカーを抱き寄せた。
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　　　　幕間 ⅱ

　水平線から洩もれ射す陽光が、砂浜を白く照らしていた。

　夜明け前の凪ないだ海。静かに寄せてくる細さざ波なみが、死んだように眠り続ける少年の身体からだを濡ぬらしている。波打ち際ぎわにうつ伏せで倒れた、ありふれた容姿の少年だ。

　彼の制服の背中は、鋭い刃物で突き破られたように裂けていた。

　その周囲を汚しているのは血けつ痕こんだ。傷口から流れ出した鮮血が、彼の背中を艶つややかな深紅に染めている。常人なら失血死を免れないほどの深い傷跡だ。

　少年の唇くちびるは血の気けをなくしていた。呼吸は荒く、不安定だ。

　そんな彼の横顔を、大気の唸うなりが震ふるわせた。遠えん雷らいに似た不規則な低い振動音。

　それは次第に明めい瞭りようさを増して、やがてターボシャフトエンジンの轟ごう音おんへと変わる。

「ぐ……っ」

　叩たたきつけてくるような荒々しい風圧に、少年は苦く悶もんの声を洩らした。

　海面を激しく波打たせながら降下してきたのは、空に溶けこむような目立たない灰色の航空機。欧州ディディエ重工製の多目的偵てい察さつ用ヘリコプターだ。

　探たん照しよう灯とうの眩まばゆい光が、横たわる少年の背中を照らし出す。

　朦もう朧ろうとした意識の中、少年は光から逃のがれようと砂の上を這はう。

　羽のような軽い足音が、砂を鳴らしたのはその直後だ。空中に静止したままの偵察ヘリから、小柄な少女が砂浜に降り立ったのだ。

「ようやく見つけました、先輩」

　疲労感と安あん堵どを滲にじませた口調で、少女が言う。

　どこか懐なつかしく響ひびく彼女の声に、少年はゆっくりと目を開けた。

　まだ幼さを残しているが、綺き麗れいな顔立ちの娘だった。細身で華きや奢しやだが、儚はかなげな印象はない。名めい匠しようが鍛きたえた刃やいばのような、しなやかな強きよう靭じんさを感じさせる少女だ。

　彼女が身に着けているのは、純白に青い襟カラーのセーラー服。握にぎっているのは、全金属製の銀色の槍やりである。

「……先……輩だと？」

　少年が、混乱した意識の中で訊きき返す。そのとき彼が感じていたのは、どこかにあるはずの自分の記憶に、あと少しで手が届かないもどかしさだった。

　少女の名前。彼女の素す性じよう。そして彼女が、自分を先輩と呼ぶ理由──当然のように理解していたはずのことが思い出せない。その事実に、焦あせりにも似た不愉快な感覚がある。

「もしかして覚えてないんですか、暁あかつき先輩？」

　彼の反応を窺うかがうように、そしてなぜか少し拗すねたようにそう言って、少女が槍を静かに構えた。艶つややかな髪が風に舞い、強い意志の光を宿した瞳ひとみが、真まっ直すぐに少年を見つめてくる。

　研とぎ澄すまされた銀色の刃やいばが、倒れたままの彼の喉のどへと突きつけられる。

　それがきっかけになったかのように、彼の脳裏で火花が散った。膨ぼう大だいな記憶が閃せん光こうのように一度に押し寄せて、その衝しよう撃げきに彼は苦く悶もんの声を上げた。

　だがそれは一いつ瞬しゆんの出来事だ。長い夢から醒さめた直後のように、頭の中の霧きりが晴れていく。

　胸に残る傷の痛みに顔をしかめて、古城は砂浜の上に跳はね起きた。

「姫ひめ柊らぎ！」

　濡ぬれた前髪をかき上げながら、古こ城じようは槍やりを持つ少女を見つめ返す。獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎ、姫柊雪ゆき菜な──〝第だい四よん真しん祖そ〟暁あかつき古城の本当の監視役だ。

「はい、先輩」

　雪菜はゆっくりと槍を降ろして、ホッとしたように小さく微ほほ笑えんだ。まだ少し拗すねた気配が残っているのは、それだけ古城を心配してくれていたということだろう。

　だが、そんな彼女の控え目な微笑は、続く古城の質問でたちまち凍りつく。

「カス子は、どこだ？」

「……は？」

　不意にすべての表情を消した雪菜が、瞬まばたきもせずに古城を見つめてくる。

　しかし古城は迂う闊かつにも、彼女の変化に気づかないまま真顔になって、

「カス子だよ、香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラ！　俺と一緒にいた白い髪の──」

　姫柊も見ただろ、と言いかけた古城を、雪菜はなぜか半はん眼がんで睨にらみつけて沈ちん黙もくさせる。そして彼女は淡々と訊きいてきた。

「白い髪の、綺き麗れいな人ですね？」

「ああ。まあ、綺麗と言われれば、そうだけど」

　古城にとっての雫梨は、小こ言ごとの多い世話焼きの女子という印象なのだが、見た目だけなら、デタラメな美人であるのは間違いなかった。

　その事実を素直に認めた古城を、雪菜はさらに冷ややかに眺ながめて、

「先輩と彼女は、どういう関係なんですか？」

「関係というか、俺が一方的に監視されてただけなんだが……俺の監視役だかなんだか知らないけど、恩おん萊らい島とうにいる間ずっとつきまとわれてて──」

「なるほど。先輩はずっと彼女と一緒にいた、ということですね」

　そうですか、と独ひとり言ごとのように呟つぶやいて、雪菜はにこやかに微笑んだ。非の打ち所のない完かん璧ぺきな笑顔。しかしその笑顔を向けられた古城は、わけもなく寒気を覚えて硬直する。

「その話、詳しく聞かせていただけますか？」

　銀色の槍を強く握にぎり締しめて雪菜が訊いてくる。

　水平線から昇る朝あさ陽ひが、古城たちがいる海岸を照らし出す。

　朝あさ霧ぎりの中に浮かび上がるのは、近代的なビルの群れ。カーボンファイバーと樹脂と金属、そして魔ま術じゆつで造られた人工の都市。〝魔族特区〟絃いと神がみ島じまの風景だ。

　ホバリングを続ける偵てい察さつヘリのエンジン音が、古こ城じようたちの頭上で響ひびき続けている。

　そして古城は、懐なつかしい人工島の姿をただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　まるでそれが見知らぬ島であるかのように──
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　藍あい羽ば浅あさ葱ぎは巨大な建物の屋上から、早朝の街並みを見下ろしていた。

　建物の名前は、キーストーンゲート。絃いと神がみ島じまの中央に位置する、逆ピラミッド型の大型建造物だ。電力や通信、交通管制など、絃神島の全都市機能を管理しているだけでなく、人工島本体の安定装置を兼ねた、字義どおりの要石キーストーンとなる建物である。

　海面下四十階層、地上十二階層で構成されたキーストーンゲートの屋上は、起伏の乏しい人工島において、もっとも高い場所だった。浅葱の頭上に浮かぶのは、遮さえぎるもののない常とこ夏なつの蒼そう穹きゆう。彼女の眼下には、絃神島の近代的な街並みが広がっている。

　キーストーンゲートの屋上に、転落防止用の柵さくはない。

　一般人の立ち入りを想定していない区画だからだ。

　しかし浅葱の瞳ひとみに怯おびえや緊張の色は浮かんでいなかった。

　屋上の縁へりから裸足の脚を無造作に投げ出して、彼女は物もの憂うげな溜ため息いきをついている。

　膝ひざの上に抱いたノートＰＣの画面には、呪じゆ文もんに似た奇妙な文字列が流れていた。

　聖せい域いき条約機構による絃神島への大規模侵攻──

　俗に〝真しん祖そ大たい戦せん〟と呼ばれる国際的な大事件から、約四週間が経たっている。

　その間に、絃神島を取り巻く環境は激変していた。

　最大の変化といえるのは、絃神島が日本から独立したことだ。現在の絃神島は、日本国内の一都市ではなく、世界で四番目の夜の帝国ドミニオン──第四真祖領〝絃いと神がみ市し国こく〟なのである。

　意外なことに、独立にともなう政治的な摩ま擦さつが、大きな問題に発展することはなかった。

　少なくとも、表立って第四真祖の行動に異議を唱える国家は、今のところ出現していない。

　聖域条約機構の侵攻に際して、日本政府は絃神島の領有権を放棄しており、第四真祖による絃神島の占拠に抗議できなかった、という事情もある。

　一方、日本以外の各国にとって、第四真祖が国際政治の表舞台へと姿を現したのは、むしろ歓かん迎げいすべきことだった。これまで日本政府が隠いん匿とくしていた第四真祖を、堂々と監視できるだけでなく、場合によっては直接交渉することすら可能になったのだ。日本政府だけが独占的に第四真祖を利用できる状況よりは好都合だと、他国が考えても不思議ではないだろう。

　とはいえ、絃神島と日本の関係が完全に断絶したわけではない。

　現在の絃神島は国際法上の主権国家であるものの、日本との行き来は原則的に自由。司法や財政に関しても全面的に日本政府に依存しており、島内の警察活動を行っているのも、日本の警察官や国こつ家か攻こう魔ま官かんである。隣りん国ごくに国家機能の一部を委託するのは、絃神島程度の規模の小国では、決してめずらしくない形態なのだ。食料の輸入や経済活動についても、大部分を日本に頼っており、〝魔ま族ぞく特とつ区く〟としての扱いもそのままだ。ある意味で、絃いと神がみ島じまと日本の関係は、以前より緊きん密みつになったともいえる。

　だからといって、なにもかもが独立前と同じというわけではない。

　特に絃神島の行政府の負担は、桁けた違ちがいに増加した。

　国家設立にともなって発生した膨ぼう大だいな政治的手続きと事務作業、混乱した島民に対する説明と治安維持、そしてディミトリエ・ヴァトラーが残した〝聖せい殲せん〟の遺産の管理と調査──

　それらの対応に当たったのは、矢や瀬ぜ幾かず磨ま上級理事が率いる人工島管理公社と、元絃神市長である藍あい羽ば仙せん斎さい。そして〝カインの巫み女こ〟と呼ばれる謎なぞの天才プログラマーだった。

　行政府の職員を補佐する高性能のアプリケーション。遺産の出現によって、一気に膨張した人工島の市街を掌しよう握あくする都市管理システム。発生が予想される外交上の難題を予測し、その解決策を導く戦略的人工知能。そのすべてを彼女は一週間足らずで組み上げた。

　人工島管理公社が持つ凄すさまじい情報収集能力や、藍羽元市長の行政手腕もさることながら、建国間もない〝絃神市国〟の窮きゆう地ちを救ったのは、実質的に彼女の功績といえるだろう。

　だが、無人の屋上でノートＰＣを広げた少女に、その功績を誇るような素そ振ぶりは微み塵じんもない。

　彼女の意識は、画面上でスクロールを続ける奇妙な文字列に集中している。それは、彼女がリバースエンジニアリングによって入手した、あるプログラムのソースコードだ。

　しかし果たして、それは本当にプログラムと呼べるのか──

　そのコードは、現存するいかなるコンピューター言語とも違っていた。あり得ないほどの膨大な並行処理マルチプロセス。いまだ解明されていない数理理論に基もとづく奇怪なアルゴリズム。通常では意味不明なルーチンは、明らかに魔術の併用を意図して構築されたものだ。並の技術者では解読や逆アセンブルはおろか、それをプログラムと認識することすら出来なかったかもしれない。

　難解なクロスワードを解いていくパズルマニアのように、浅あさ葱ぎは、その奇妙なコードを読み解いていく。彼女の瞳ひとみに浮かんでいたのは、純粋な知的好奇心と呼ぶには獰どう猛もうすぎる、好戦的な輝かがやきだ。

『よう、嬢じようちゃん。調子はどうだい？』

　不敵に微ほほ笑えむ浅葱に向かって、電子的な合成音声が問いかけてくる。

　声の主は、ＰＣのディスプレイの端に表示された、不細工なぬいぐるみの３ＤＣＧだ。浅葱がモグワイと名付けた補助人工知能ＡＩ──絃神島の全都市機能を管理する、五基のスーパーコンピューターの現身アバターである。

「どうもこうも、見てのとおりよ。まともじゃないわね、こいつの作者。魔術の演算を外部に代行させるって発想は〝聖殲〟に似てるけど、技術的な難度は比較になんないわ」

『〝聖殲〟はあくまで魔術が主体で、外部演算は単なる補助だったからな』

「そうね。それにモグワイ、気づいてる？　このコード──」

『ああ。やらなきゃなんねーはずのデータの軽量化や、処理の効率化の手順が省かれてるな。このままじゃ負荷が重すぎて、最新鋭のスパコンでもまともに動かせないぜ』

「単なる手抜きか、さもなくば、効率化の必要を感じていないのか──」

　浅あさ葱ぎはそう呟つぶやきかけて、ぞくりと自分の背筋が粟あわ立だつのを感じた。

　たしかにここにあるプログラムは、ソフトウェア単体としては非効率的だ。だが、仮にソフトの非効率さを、ハードの性能で補うことができるなら──余分な処理が省略されているぶん、トータルでの実行速度は向上する。データが軽量化されていないということは、演算の精度が上がるということだ。現在のコンピューターでは処理できない膨ぼう大だいなデータでも、十数年後、このまま技術の進化が続けば、それは演算不可能ではなくなる。

　しかし、それを口にすることにはかすかな恐怖があった。なぜなら、それはこのコードが、いまだ存在しない未来のハードウェアのために書かれたものだと認めることになるからだ。

『まあ、それはそれとして、嬢じようちゃん──』

　戦せん慄りつする浅葱をからかうように、モグワイが声の調子を変えた。どことなくもったいぶった彼の口調に、浅葱は眉まゆを不機嫌そうに震ふるわせる。

「なによ？」

『メッセージが届いてるぜ。矢や瀬ぜっちから』

「基もと樹きから？　用件は？」

　無関心な口調で浅葱が訊きいた。視線はノートＰＣのディスプレイに向けたままだ。

　モグワイはそんな浅葱をＰＣの内蔵カメラで眺ながめて、ケケッと皮肉っぽく笑い、

『古こ城じようの兄ちゃんが見つかったらしい。今、ヘリで病院に輸送中だってよ』

「──って、それを早く言いなさいよ！」

　作業中のＰＣを乱暴に畳たたんで、浅葱は勢いよく立ち上がる。
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　絃いと神がみ島じま本島の周辺海域には、無数の人工島の群れが、渦うずを巻くように浮かんでいる。

　咎きゆう神しんカインが遺のこした古代超文明の遺産──〝咎とがの方はこ舟ぶね〟だ。

　この人工島群の正体は、異ノ境ドと呼ばれる異世界において民衆を護まもるための咎神カインの居城だった。多数の自動防衛機構や古代兵器を内蔵し、一時は全世界を巻きこむ大戦争の原因になった巨大な城じよう塞さい都市である。

　だが、それらの兵器としての脅きよう威いは、先の〝真しん祖そ大たい戦せん〟によって失われていた。

　戦せん王おう領域の〝蛇へび遣つかい〟ディミトリエ・ヴァトラーと〝第四真祖〟の直接対決に巻きこまれ、〝方舟〟の武装は、ほぼすべて破壊されたのだ。

　現在の〝方舟〟は、絃神島の周囲を取り巻く、ただのだだっ広い人工島でしかない。

　内部の調査は始まったばかりで、〝方はこ舟ぶね〟の全ぜん貌ぼうはいまだに不明。だが、道路や港の建設が進められ、移住を希望する人々も世界各地から続々と押し寄せている。

　行方ゆくえ不明だった第だい四よん真しん祖そ──暁あかつき古こ城じようが発見されたのは、そんな〝方舟〟の最南端。無人の超大型浮体式構造物ギガフロートにある人工の砂浜だった。

　暁古城が失しつ踪そうして、三日目の朝のことだった。

「たった三日……？」

　消毒液の臭においに満ちた空気の中、硬いベッドにあぐらをかいて、古城は戸惑いの声を出す。

　時刻は午前八時過ぎ。場所は彩さい海かい学がく園えんの保健室だ。浜辺に漂着した古城を回収した偵てい察さつヘリは、三十分ほどかけて絃いと神がみ島じま本島に帰還。彩海学園の校庭へと古城たちを運んで来たのである。

　着陸場所が人工島管理公社でないのは、古城の救出が、〝絃神市国〟とは無関係の非公式な活動だったせいだ。建国間もない夜の帝国ドミニオンの領主が、三日間とはいえ、行方不明になっていたなどと市民に知られるわけにはいかないということらしい。

　そして学校の保健室にいるのは、不老不死の肉体を持つ吸血鬼の真祖を、病院に連れて行くのは無意味だからだ。だからといって、治療がまったく不要というわけでもない。

「はい。先輩は三日間も行方不明だったんです」

　古城の裸の上半身に新しい包帯を巻きつけながら、雪ゆき菜なが真顔で答えてくる。

　包帯の下のガーゼは血を吸って赤黒く変色し、呼吸のたびに激痛が走る。雪菜の〝雪せつ霞か狼ろう〟に串刺しにされた傷跡だ。

　吸血鬼の真祖は不死身だが、あらゆる傷が一いつ瞬しゆんで治るというわけではない。魔ま族ぞくの治ち癒ゆ能力を妨げるような、特殊な攻撃も存在するからだ。

　雪菜の槍やりによって負わされた傷は、特にその影えい響きようが大きかった。魔力を無効化する神しん格かく振しん動どう波はが傷口に残留し、継続的なダメージを与えてくるせいだろう。

　古城が雪菜の槍に貫かれたのは、これで三度目。過去の二回も回復には相当の時間を要したが、今回の負傷はこれまででいちばん酷ひどかった。なにしろ背中まで貫通するほど深々と、心臓付近を抉えぐられたのだ。常人なら即死してもおかしくないほどの重傷だ。

　とはいえ、雪菜のやつれきった姿を前にしては、あまり文句も言えなかった。そもそも今の古城には、自分が置かれている状況すら満足に理解できていないのだ。

「彼氏殿がいなくなって、剣けん巫なぎ殿はパニック状態でござったからな。この三日間、ほとんど眠っていないとお見受けするでござる。食事もロクにとっておられぬはず」

　妙に堅苦しい口調で続けてきたのは、名門小学校の制服を着た赤毛の少女だった。

　欧州ディディエ重工創業者一族の令れい嬢じよう、リディアーヌ・ディディエである。いまだ実年齢は小学生ながら、博士課程修了者クラスの知性を誇るエリート・チャイルド。古城を回収するための偵察ヘリを操縦していたのも、実は彼女だったりする。

「そうなのか？」

　リディアーヌの説明を聞いた古こ城じようが、雪ゆき菜なを見上げて確認する。雪菜は、うっ、と言葉を詰まらせ、なぜか怒ったように古城を睨にらみつけた。

「か、監視対象を見失ってしまったんだから、焦あせるに決まってるじゃないですか！」

「そうか。なんか悪かったな、心配かけて」

　包帯を握にぎる雪菜の頭を、古城は、ぽんぽん、と軽く撫なでた。

　雪菜は頰ほおを赤くしてしばらく無言でうつむいていたが、やがて頰を赤らめながら、巻きかけの包帯を握る手に力をこめた。なぜか唐とう突とつに怒りがこみ上げてきたらしい。

「……あんなに人に心配させておいて、言いたいことはそれだけですか！」

「痛いってえ!?　ちょ、姫ひめ柊らぎ……包帯締めすぎ……！　痛いって！」

「……言っとくけど、心配したのは俺たちも同じだからな。絃いと神がみ市し国こくが独立して、まだ一カ月も経たってねえのに、肝心の第だい四よん真しん祖そが誘ゆう拐かいされました、とかシャレになんねえ」

　缶コーヒーのプルタブをこじ開けながら、めずらしく本音を洩もらしたのは矢や瀬ぜ基もと樹きだ。

　いつもと同じ軽けい薄はくな口調だが、目の下に浮いた濃こい隈くまが彼の苦労を物語っている。なにしろ今の矢瀬は立場上、人工島管理公社の最高責任者なのだ。

　しかし古城は、不機嫌な顔で息を吐き、

「それはべつにどうでもいいだろ。どうせ普段から面倒な交渉事は影武者が全部やってんだし。ほかの夜の帝国ドミニオンの真祖たちだって、滅めつ多たに人前に出てこないんだろ？」

「人前に顔を出さないのと、神かみ隠かくしに遭あってんのは全然違うだろうが」

「まあ、それもそうか……」

　古城は渋々と納得した。〝真祖大戦〟中の一方的な独立宣言のあと、古城が第四真祖としてかろうじて夜の帝国ドミニオンを運営できているのは、矢瀬家の総そう帥すいとなった親友の働きに負うところが大きい。そんな中、騒ぎの元凶である古城が無断で消えたのだ。矢瀬が文句を言いたくなる気持ちもわからないではなかった。

「で、結局いったいなにがあったんだ？　きっちり話を聞かせてもらうぜ」

　コーヒーの苦さに顔をしかめつつ、矢瀬は真まっ直すぐに古城へと向き直る。

「そうですね。香か菅すが谷やさんという女性との関係についても詳しく」

　古城の治療を終えた雪菜も、ずいっと顔を近づけて訊きいてきた。睡眠不足が原因なのか、今朝の雪菜は微妙に目つきが恐こわい。

「だから、さっきから何度も言ってるだろ。俺は、この半年間、恩おん萊らい島とうって〝魔ま族ぞく特とつ区く〟で、攻魔師の訓練を受けてたんだよ。式しき神がみ相手に模も擬ぎ戦せんしたり地下迷宮ダンジヨンで悪あく霊りようと戦ったり──」

「……半年間、ですか」

　雪菜が小さく眉まゆをひそめる。古城が失しつ踪そうしていた期間は、彼女たちの主観では三日間だけだ。半年間という古城の言葉を、額面通りに受け取れないのも無理からぬことだった。

「地下迷宮で悪あく霊りよう退治……ね」

　一方で、矢や瀬ぜは、今にも笑い出しそうな冷ややかな表情を浮かべている。彼はポケットからスマホを取り出し、短い単語を入力すると、その画面を古こ城じようのほうへと向けた。

「そいつはもしかして、こいつの話か？」

「これは……？」

　矢瀬が差し出してきたスマホを眺ながめて、古城は困惑に目を細めた。画面に表示されていたのは、有名な玩がん具ぐメーカーの公式サイトだったからだ。

「ゲームだよ。カルケリ・アーケード。専用のカプセル型筐きよう体たいに入ってゲーム世界に入りこむＦＳＶＲ──全感覚対応型仮想現実フルセンスバーチヤルリアリテイアクションってヤツらしい」

「……アーケードゲームって、ゲームセンターや遊園地なんかに置いてあるアレか？」

　スマホの画面をスクロールさせながら、古城は胸がざわつくような感覚を覚えた。

　サイトに表示されたゲームの映像と、恩おん萊らい島とうにおける古城の体験に共通する部分があるとは思えない。しかし棺かん桶おけに似た大型のゲーム機本体には、うっすらと見覚えがある気がした。

「彼氏殿はテティスモールのゲームコーナーで、この新作のロケテストに参加して、そのまま出てこなかったのでござるよ」

「出て……こなかった？」

　古城はリディアーヌを見つめて訊きき返す。

　マニアと呼ばれるほどではないにせよ、古城も人並みにゲームはする。中学時代には友人たちに誘われて、部活帰りにゲームセンターに立ち寄ることも多かった。複雑な知識やテクニックを要求されるとつらいが、単純な反射神経とカンでこなせるゲームには密ひそかに自信もある。

　だから、面白そうな新作のテストの現場にたまたま居合わせたなら、気まぐれで参加するのは不思議ではなかった。だが、そのまま出てこない、というのは意味がわからない。

「筐体の中で消えちまったんだよ。凄すご腕うでの奇術師みたいに跡あと形かたもなくな」

　古城の疑問に答えるように、矢瀬が素そっ気けなく続けてくる。

「そのあとの姫ひめ柊らぎちゃんの暴れっぷりは凄かったぜ」

「……え？」と古城は眉まゆを寄せた。暴れっぷりとはどういう意味だ、と戸惑ったのだ。

「テティスモールのガードマンは今も何人か入院してるって話だし、ゲーム会社の担当者は恐怖で幼児退行を起こして、ここ何週間かの記憶が抜け落ちてるらしい」

「姫柊……おまえ……」

「ち、違います！　わたしはただ、組織ぐるみの誘ゆう拐かいの可能性を考えて……違いますから！」

　古城に呆ぼう然ぜんと見つめられた雪ゆき菜なが、泣きそうな表情で言い訳する。

　やれやれ、と溜ため息いきをつきながら、古城は再びスマホへと視線を戻した。

「カルケリ・アーケードか……たしかに名前は似てるけど、あれはゲームなんかじゃなかったぜ。いくら最新技術だからって、実際に死んだり、痛みを感じるわけじゃないんだろ？」

「そりゃまあ、ただのゲームだからな。多少は揺れたり、刺激を感じたりはするみたいだが」

　ズルズルと音を立ててコーヒーの残りを啜すすりながら、矢や瀬ぜは小さく肩をすくめた。

　古こ城じようは、苦々しげに顔を歪ゆがめて首を振る。琉る威い、希のぞ未み、大おお倉くら山やま、そして自分自身──間近で体験した人々の死を、古城ははっきりと覚えていた。

「あれは刺激なんて生なま易やさしいものじゃなかった。俺たちは本当に死んだんだ。何度も、何度も」

　死の感触を味わったのは、一度きりではない。古城は恩おん萊らい島とうにいた半年の間に、幾いく度どとなく仲間の全滅を経験している。否いな、全滅するまでの半年間を、幾度となく繰り返し体験したのだ。

　それは明らかな矛盾だが、ほかに説明できない事実でもあった。

　もっとも少しくらい矛盾が増えても今いま更さらたいした違いはない。雪ゆき菜なたちの言葉を信じるなら、そもそも古城が失しつ踪そうしていたのは、ほんの三日間に過ぎないのだから。

「拙せつ者しやたちも、彼氏殿がゲームの世界に入りこんでいたなどと本気で考えているわけではござらんよ。もしそうだったら、それはそれで愉たのしそうではござるが」

「だったら俺はどこにいたんだ？　恩萊島はどこにあるんだよ……!?」

　冷静に指摘してくるリディアーヌを、古城はどこか恨みがましく睨にらみつけた。

　古城が攫さらわれた経緯だけなら、魔ま術じゆつで、いくらでも説明がつくだろう。絃いと神がみ島じまの警けい戒かい網もうや、雪菜の監視を欺あざむいたのは見事だが、それはたいして重要ではない。

　古城が気にしているのはそれよりも、恩萊島に残してきた雫しず梨りや優ゆ乃ののことだった。

　雫梨たちはおそらく今も迷宮カルケリに取り残されたままなのだ。できることなら今すぐにでも恩萊島に戻って、彼女たちを助けたい。自分を攫った犯人の正体や、時間感覚の矛盾について考えるのはそのあとでいい。

「〝魔族特区〟……恩萊島か……」

　矢瀬が哀あわれむように古城を見つめて、どこか皮肉っぽく呟つぶやいた。

「そんな島は、存在しない」

「……存在しない？　本当は別の名前がある、ということか？」

「いいや。おまえが知ってる恩萊島なんて土地は、この世界のどこにもないって言ってるのさ。もちろんネットワーク上の仮想空間にもな」

　ゆっくりと首を振る矢瀬を見て、馬ば鹿かな、と古城は吐き捨てる。

　恩萊島はゲーム内の仮想世界などではなかった。それはリディアーヌも認めていることだ。

　しかし現実世界にも存在しないというのは意味がわからない。ならば、古城が暮らしていたあの世界は、いったいなんだというのだろう？

「そうだ……姫ひめ柊らぎ！　姫柊は恩萊島を知ってるんだよな……!?」

　古城が勢いよく振り返って雪菜を見た。一いつ瞬しゆんだけだが、雪菜はたしかに恩萊島にいる古城の前に現れた。彼女は恩萊島の実在を知る証人だ。

　しかし雪ゆき菜なは唇くちびるを嚙かんで、なぜか曖あい昧まいに首を振る。

「恩おん萊らい島とうの在処ありかについては、剣けん巫なぎ殿ではなく、女帝殿に尋ねるがよいでござろう」

　沈ちん黙もくする雪菜に代わって、答えてきたのはリディアーヌだった。

「女帝？　浅あさ葱ぎのことか？」

「然さ様よう。剣けん巫なぎ殿を彼かの世界に送りこんだのも、女帝殿の策さく謀ぼうなれば」

　リディアーヌが少し得意げに告げる。彼女の言葉に、雪菜も無言で首しゆ肯こうした。

「浅葱にはさっき連絡しといたから、そのうちこっちに来ると思うぜ」

　そう言って矢や瀬ぜは、古こ城じようの手から自分のスマホを取り上げた。

　どうやら矢瀬たちは、恩萊島の正体について、これ以上、説明を続けるつもりはなさそうだ。あるいは彼らにも、正確なところはわかっていないのかもしれない。

「詳しいことは浅葱に直接訊きけ、ってことか。あいつは全部わかってるんだな？」

「そうですね。わたしたちがここで中途半端に説明するより、時間の節約になりますし」

　雪菜が、なぜか心配そうな硬い表情でうなずいた。彼女は先程からチラチラと何度も時計を気にしている。

「それに先輩には、藍あい羽ば先輩が到着する前に、やらなきゃならない大切な任務ミツシヨンが残ってますから」

「……任務ミツシヨン？」

　古城は不吉な胸騒ぎを覚えてうめいた。負傷した古城を自宅ではなく彩さい海かい学がく園えんに連れてきたのは、どうやらその任務ミツシヨンとやらが理由らしい。

　しかし古城は神かみ隠かくしから帰還した直後。負傷も癒いえていないのだ。それになにより雫しず梨りたちのことが気がかりで、それどころではないというのが古城の本音だ。

　それでも古城は、雪菜に抗議することが出来なかった。彼女の気迫に圧倒されたのだ。

　真正面から古城を見据えて、雪菜は静かに宣告する。かつてない深刻な表情で──

「はい。過酷な試練です」

　古城は彼女のその言葉に、うなずくことしかできなかった。

　　　　　　　　　　３

「ちょっと、モグワイ……なによ、これ？」

　キーストーンゲート中央区画の地下二階。人工島管理公社の正面玄関前で、浅葱は無表情に立ち尽くしていた。

　彼女の正面の車寄せには、見慣れない乗り物が停とまっている。全身を淡いピンクに塗られた、小型の陸戦兵器だった。リクガメに似た丸っこい外観に、球形タイヤを備えた四本の脚。主武装は短たん砲ほう身しんの八十四ミリ低反動砲。副武装は五・五六ミリ機銃二に門もん、他多数──

『試作型有脚戦車Ⅶ号〝鈴すず鹿か〟だぜ。火力と装そう甲こう強度は〝戦車乗り〟の嬢じようちゃんの〝膝ひざ丸まる〟に劣るが、機動性と電子戦装備じゃこっちが上だ。吸排気系と関節は、絃いと神がみ島じまの気候に合わせて専用のチューニングを施ほどこしてあるんだと』

　浅あさ葱ぎが握にぎり締しめているスマホから、どことなく得意げな声がした。モグワイの声である。

「あたしはタクシーを呼んどけって頼んだの！　誰が戦車を用意しろって言った!?」

　停車中の戦車を指さして、浅葱が喚わめいた。モグワイはケケッと悪びれずに笑う。

『タクシーよりこっちのほうが速いだろ。公道走行許可は下りてるから心配は無用だぜ』

「ああもう！　言っとくけど、あのパイロットスーツは着ないからね！」

『だったら、こっちの通気性を向上させたシースルー仕様を──』

「誰が着るかっ！」

　スマホの画面に表示されたスク水風パイロットスーツを睨にらんで、浅葱が吼ほえた。街中で戦車を乗り回すというだけでも頭が痛いのに、そんな恥ずかしい服まで着せられては敵かなわない。

「ああ、もうっ！　どうせ基もと樹きあたりの差さし金がねなんでしょ。あたしに護ご衛えいをつけない代わりに、せめて戦車くらい乗ってけってこと？」

『正解だ。この島も最近は物ぶつ騒そうだからな』

「まあ、気持ちはわかんないでもないけどね」

　苛いら立だちを声に滲にじませながら、浅葱は戦車の装甲に手をかけた。甲こう羅ら部分にある操縦席コクピツトによじ登り、スカートの裾すそを気にしながら、オートバイ風の前傾したシートに跨またがる。

　本人としては特に自覚がないのだが、浅葱は〝カインの巫み女こ〟と名付けられた特殊な体質の持ち主だ。浅葱が無意識に発揮している魔術的な演算能力が、〝聖せい殲せん〟の名で知られた世界改変の禁きん呪じゆの鍵かぎなのだ。

　それは浅葱が第だい四よん真しん祖そと同等の、あるいは、それ以上の危険人物であることを意味している。

　なにしろ〝聖殲〟の力を手に入れたヴァトラーは、吸血鬼の真祖たちと互角以上に渡り合い、聖せい域いき条約機構の多国籍艦かん隊たいをたった一人で滅ほろぼしかけたのだ。

　幸い浅葱の正体を知る者はまだ少ない。だからといって油断はできない。〝聖殲〟の実在が確認された以上、世界中のあらゆる勢力が、〝カインの巫女〟を狙ねらって動き出しているからだ。そんなわけで浅葱に自衛用の戦力を与えようという矢瀬の気き遣づかいは、理に適かなったものだと言わざるを得なかった。

　とはいえ、ピンクの有脚戦車ロボツトタンクを街中で乗り回すのは、いくらなんでも目立ち過ぎるだろう、という気もしなくもない。

『護衛も戦車も嫌いやだってんなら、もう一コ方法がないこともないんだけどな』

　浅葱の不満を見抜いたように、モグワイが真ま面じ目めな口調で言う。彼女を乗せた有脚戦車ロボツトタンクは、人工島南地区アイランド・サウスに向かう高速道路に入ったところだ。

「方法って、なによ？」

　浅あさ葱ぎが警けい戒かいしつつも興味を示した。この恥ずかしい戦車から解放される方法があると聞かされては、さすがに無関心ではいられない。

　そんな浅葱の反応に、ケッケッ、とモグワイは妙に人間臭く笑って、

『要は嬢じようちゃんに自分の身を護まもるだけの力があればいいんだろ。たとえば不死身の肉体とか、無む尽じん蔵ぞうの魔ま力りよくとか』

「なによそれ。そんなの今いま更さら手に入るわけないじゃない。吸血鬼じゃあるまい……し……」

　モグワイの提案をすげなく否定しかけたところで、浅葱はハッと息を吞のんだ。

　人工の吸血鬼である第だい四よん真しん祖そという例外を除けば、人間が後天的に吸血鬼に変わることはあり得ない。しかし、吸血鬼と同等の力を手に入れる方法はあるのだ。

「──って、あんたまさか、あたしに吸血鬼の〝従者〟になれって言ってるの!?」

『吸血鬼の〝従者〟っつーか、具体的には古こ城じようの兄ちゃんの〝伴はん侶りよ〟だな』

　モグワイがわざとらしく冷静な声で言う。〝血の従者〟または〝血の伴侶〟──それは吸血鬼と契約して、眷けん属ぞくである疑ぎ似じ吸血鬼となった者たちの総称だ。

　純粋な吸血鬼と違って眷けん獣じゆうを召しよう喚かんすることはできないが、〝従者〟と化すことで与えられる不死性と魔力は、〝主人〟である吸血鬼とほぼ同等。〝従者〟自身の能力次第で、〝主人〟を超える戦せん闘とう力りよくを持つ者も決して少なくないという。

　一方で吸血鬼の〝従者〟になるということは、〝主人〟とともに永えい劫ごうの時間を生きるということでもある。吸血鬼との契約とは、それ自体が凶悪な呪のろいでもあるのだ。

　だが、それを知るはずのモグワイの口調には、浅葱をからかうような響きしかない。

『べつに早いモン勝ちってわけじゃねーけど、仮契約してる恋敵ライバルもいるみてーだし、誘惑するなら早いとこやっといたほうがいいと思うぜ』

「ば、馬ば鹿かじゃないの、あたしはべつに〝伴侶〟とかそんな──」

　浅葱が声を上うわ擦ずらせながら、乱暴に操そう縦じゆう席せきの制御パネルを殴りつけた。走行中だった戦車の車体が、操縦者の動きに合わせてぐらつき、危険な蛇だ行こうを開始する。周囲を走っていた車が慌てて進路を変え、高速道路上に激しいスキール音と抗議のクラクションが鳴り響ひびいた。

『落ち着けよ、嬢ちゃん。いくら自動運転オートパイロツト中だからって、操縦席コクピツトで暴れたら危ないぜ』

「誰のせいだと思ってんの!?　あんたがくだらないことを言うから──」

　他人事のようなモグワイの忠告に、浅葱が声を荒らげる。

　しかし彼女の反論は、予期せぬ衝しよう撃げきによって中断された。有脚戦車ロボツトタンクが急減速し、シートに突っ伏した浅葱が、ぐえ、と悲鳴を上げる。

「今度はなに!?」

『敵てき襲しゆうだ』

「敵!?」

　妙に真剣なモグワイの声に、浅葱も表情を引き締めた。

　再び荒々しいスキール音が轟とどろき、浅あさ葱ぎを追い抜こうとしていた後続車がスリップする。道路上に現れた不気味な怪物をよけようとして、大きくバランスを崩くずしたのだ。

　ガードレールに接触した後続車の車体が、荒々しく火花を散らしている。しかし今の浅葱には、運転手の無事を確認する余裕はなかった。

「って、キモっ！　なによあれ!?」

　浅葱たちを驚おどろかせたのは、道路上を這はいずる奇怪な影だった。

　形としてはネコに似ているが、醜みにくく膨ふくれあがったその身体からだは、むしろトラやライオンに近い大きさがある。四し肢しの代わりに肉体を支えていたのは、クラゲのような無数の触しよく手しゆだ。

『体温も呼吸も拍動もなし。ありゃ、動物の死体だな』

　有脚戦車ロボツトタンクのセンサーで走査スキヤンしながら、モグワイが愉快そうに呟つぶやいた。浅葱がヒクッと頰ほおを引き攣つらせる。

「動ゾ死ン体ビ？　死霊魔術師ネクロマンサーの使つかい魔まってこと？」

『その可能性は無きにしも非あらずだが……確認してる暇はねーな、来るぜ！』

「げっ!?　ちょっ……やだ！　こっち来んな！」

　モグワイが警告すると同時に、動ゾ死ン体ビが意外な速さで跳ちよう躍やくした。

　浅葱は反射的に有脚戦車ロボツトタンクを後退させて、戦術人工知能タクテイカルＡＩの安全装置を解除した。起動した人工知能が、瞬しゆん時じに自衛行動を発令。前脚の側面に内蔵された二に門もんの機き銃じゆうが、凄すさまじい勢いで銃弾を吐き出す。

　対たい魔ま族ぞく用の強装弾を正面から浴びて、空中にいた動ゾ死ン体ビが吹き飛んだ。地上に落ちた動ゾ死ン体ビの残ざん骸がいは、陽光を浴びて溶けるように崩れ去る。

「い、意外に脆もろい？」

『材料はただの死体だからな』

　呆あつ気けなく消滅した動ゾ死ン体ビの残骸を眺ながめて、浅葱はホッと胸を撫なで下ろす。

　だが、彼女が安あん堵どの表情を浮かべていられたのは一瞬だった。

　大きさも形も様々な動ゾ死ン体ビの群れが、道路脇わきのフェンスを乗り越えて、浅葱を包囲するように次々に集まってきたからだ。その数はたちまち数十体を超え、道路全体を埋め尽くす。

『──けど、この数はヤバいぜ。このまま連中が増え続けたら弾タ丸マが足りねえ』

　ヒュウ、とモグワイがなぜか嬉うれしそうな声で告げてくる。有脚戦車ロボツトタンク〝鈴すず鹿か〟に搭とう載さいされている機銃の弾丸は左右にそれぞれ百発ずつ。もちろん弾丸の予備などない。怪物の群れを相手にするには、圧倒的に心こころ許もとない弾たま数かずだ。

「これって、まさか、あたしの逃げ道を塞ふさぐのが目的ってこと……!?」

　この状態を作り出している術者の策略に気づいて、浅葱が焦あせりの表情を浮かべる。

　動ゾ死ン体ビ程度の攻撃力で、有脚戦車ロボツトタンクの装そう甲こうを破れるとは思えない。だが、包囲されてしまったのはとてつもなく厄やつ介かいだ。

　ヌメヌメとした動ゾ死ン体ビの粘液によって車輪がスリップする可能性は高そうだし、ちぎれた肉にく片へんが関節に詰まったりしたら目も当てられない。なによりも動ゾ死ン体ビに近寄りたくない。不気味な怪物たちによる肉の壁は、罠わなとしては予想以上に効果的だった。

『どうする嬢じようちゃん？　強行突破するなら今のうちだぜ？』

「あいつらの群れに突っこめっての!?　そんなこと出来るわけないでしょ！　絶対イヤ！」

　悲鳴混じりに絶叫しながら、浅あさ葱ぎが機き銃じゆうを乱射する。

　戦車の前脚から放たれた弾丸が、眩まばゆい輝かがやきに包まれた。微細な魔ま法ほう陣じんを内包した真紅の粒子。それは世界を改変する咎きゆう神しんの禁きん呪じゆ──〝聖せい殲せん〟の輝きだ。

　真紅の弾丸に撃ち抜かれた動ゾ死ン体ビたちが、純白の塩の塊かたまりへと変化する。〝聖せい殲せん〟は世界を書き換える魔術だ。動ゾ死ン体ビを塩に変えたのではなく、そこに動ゾ死ン体ビが存在したという事実そのものを変えたのだ。自力では魔術を使えない浅葱も、有脚戦車ロボツトタンクを触しよく媒ばいに使うことで、ある程度までは〝聖せい殲せん〟の力を引き出せる。本来の〝聖せい殲せん〟の力には遠く及ばないまでも、動ゾ死ン体ビの相手ならこれで十分だ。

　動ゾ死ン体ビによる包ほう囲い網もうが破れて、白く塩を敷しき詰めた道路が出現する。生き残った動ゾ死ン体ビたちも、その塩の道には入れない。塩が持つ高い吸湿効果が、動ゾ死ン体ビの粘液から水分を奪うばって、彼らの行動を妨げているのだ。

「逃げるわよ、モグワイ！」

　浅葱が包囲網の裂け目へと、有脚戦車ロボツトタンクを突っこませた。塩の結晶を蹴け散ちらしながら、動ゾ死ン体ビたちを振り切って加速する。と、

『待て、嬢ちゃん！　人がいる！』

「うそ!?」

　モグワイの警告に浅葱の表情が凍った。ざらつく塩に車輪をとられながらも、有脚戦車ロボツトタンクを急停止させる。

　高速道路の中央に立って、浅葱の戦車を眺ながめていたのは、奇妙な服装の少女だった。

　修道女のような長い頭巾ウインプルと、中世の騎き士しを連想させる装飾つきの長いコート。背中には金属製の鎚矛メイスを背負い、腰に提さげているのは長ちよう剣けんだ。

「まさか……あの子が動ゾ死ン体ビを操ってた術じゆつ者しやなの……!?」

　モニタに映る少女を睨にらんで、浅葱が困惑の呟つぶやきを洩もらす。

　純白の長い髪と、青い瞳ひとみ。ファンタジーゲームから抜け出して来たような容姿の美少女だが、この状況で浅葱の行く手を阻はばむ彼女が、ただのコスプレイヤーとは思えない。

　氷のような硬い表情のまま、少女は長剣を引き抜いた。炎のように波打つ美しい刃が、深紅の輝きに包まれる。

「あの剣っ……！」

　言葉にならない恐怖を覚えて、浅葱は戦車に回避を命じた。ギュンッ、と苦しげな摩ま擦さつ音おんを撒まき散らしながら、有脚戦車ロボツトタンクが後退する。

「モグワイ、障シ壁ー展ル開ド！」

『あいよ』

　皮肉っぽい人工知能の相あい槌づちと同時に、戦車の周囲を真紅の輝かがやきが包んだ。正四面体の障しよう壁へきが、戦車を中心に展開され、追いついてきた動ゾ死ン体ビたちを無害な塩の塊かたまりへと変える。

　だが、動ゾ死ン体ビたちを操っているはずの少女は、その姿を目にしても表情を変えない。彼女は静かに長ちよう剣けんを掲かかげ、それを音もなく無造作に振り下ろした。

　ガラスが砕けるような甲かん高だかい音が鳴り響ひびき、真紅の正四面体が消失する。

　なっ、と浅あさ葱ぎは息を震ふるわせた。

「なんなのよ、あの剣!?　〝聖せい殲せん〟の障壁が破られたわよ!?」

『破られたっつーより、魔ま力りよくそのものを喰くわれたって感じだな』

　ふむ、と興味深そうな口調でモグワイが言う。

　少女が握にぎる長剣の刃やいばは、障壁を斬きり裂さいて、明らかに輝きを増していた。モグワイが言うとおり、〝聖せい殲せん〟の魔力を喰ったのだ。

「冷静に分析してる場合かっ！　電磁麻痺スタン弾、用意して！　急いで！」

　浅葱が、戦車の戦術人工知能タクテイカルＡＩに早口で命じる。さすがの浅葱も、生なま身みの人間相手に実弾をぶっ放すほどの度胸はない。

　しかし戦車の武装が切り替わる一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、白い髪の少女は、一気に浅葱との距きよ離りを詰めていた。長剣を右手に持ったまま、左手で背中の鎚矛メイスを抜く。

　鎚矛メイスに詰めこまれた爆ばく薬やくに反応して、有脚戦車ロボツトタンクのセンサーがけたたましい警告音を響ひびかせた。密着状態からの爆弾による直接打撃。歩兵による対戦車戦術──肉にく薄はく攻撃だ。

「か、回避っ！」

　浅葱が戦車を後退させようとした。だが、少女の攻撃のほうが早かった。銀色の鎚矛メイスが戦車の脇わき腹ばらに直撃。軽量なＦＲＰ装甲を破砕して、鎚矛メイスの先端がのめりこむ。

　少女が鎚矛メイスを捨てて離はなれた直後、戦車の表面で閃せん光こうが爆はぜた。

　指向性を持った爆風が、戦車の内側を吹き荒れた。ゴムマリのように跳はねた車体が、道路の側そく壁へきに激突する。決して巨大な爆発ではない。だが、戦車の機能を破壊するには十分だ。

「モグワイ……！　聞こえないの、モグワイ!?」

　衝しよう撃げき吸収用のエアバッグに揉もみくちゃにされながら、浅葱が懸けん命めいに相棒を呼ぶ。しかしモグワイからの応答はなかった。いかに高性能とはいえ、しょせんは人工知能だ。破壊され尽くした戦車の車内に、彼が操れる電子機器はない。

　操縦席コクピツトのハッチが、吹き飛ぶように大きく開いた。行動不能に陥おちいった有脚戦車ロボツトタンクの安全装置が作動したのだ。

　消火のために噴ふき出した冷却液が、濃のう霧むになって戦車を包んでいる。

　その霧きりの中から現れたのは、深紅の長ちよう剣けんを握にぎった少女だ。戦車の上に音もなく降り立って、身動き出来ない浅あさ葱ぎを無感動に見つめている。

　少女は、無言のまま長剣を振り上げた。エアバッグに埋もれたままの浅葱に、その攻撃をよける手段はない。無意識に死を覚悟して、浅葱は強く唇くちびるを嚙かむ。

　だが、白はく髪はつの少女が振り下ろそうとした長剣は、見えない壁に遮さえぎられたように強く弾はじかれた。

「悪いけど、その子には手を出さないでもらえるかな」

　浅葱たちの頭上から聞こえてきたのは、笑い含みの悪戯いたずらっぽい声だ。透明感のあるアルトヴォイス。白髪の少女の無感動な瞳ひとみに、はっきりと警戒の色が浮かんだ。

「彼女は、ボクの親友トモダチの大事な人だからさ──」

　その呟つぶやきが終わる前に、キン、と耳みみ障ざわりな音を立てて大気が軋きしむ。人工的な空間の歪ゆがみが大気を圧縮し、不可視の衝しよう撃げき波はを作り出したのだ。

　撃ち出された衝撃波の弾丸が、長剣を握る白髪の少女を襲おそった。

　魔ま力りよくを喰くらう彼女の剣も、空気の塊かたまりを斬きり裂さくことはできない。降りそそぐ衝撃波の雨をよけながら、コートを翻ひるがえして彼女は後退した。高速道路の側そく壁へきを軽々と跳とび越え、そのまま高架の下へと姿を消す。彼女が操っていた動ゾ死ン体ビたちも、いつの間にか見えなくなっている。

「いい逃げっぷりだね。追跡はちょっと無理かもしれないな」

　感心したように呟いたのは、太陽を背にして街灯の上に立っていた人影だ。ほっそりとした中性的なシルエット。不安定な足場も気にせず地上を見下ろし、浅葱の無事を確認して、目を細める。

「あなた……古こ城じようの……！」

　エアバッグの中から這はい出した浅葱が、頭上を見上げて絶句した。

　そんな浅葱を懐なつかしげに見返し、彼女は人ひと懐なつこく微ほほ笑えんだ。

　　　　　　　　　　４

「……どういうことだよ？」

　机の上に広げられたプリントを見下ろして、暁あかつき古城は頭を抱えていた。

　印刷されているのは、長文の外国語と複雑な数式。英語と数学の試験問題だ。大切な任務があるからと雪菜に連れてこられた教室で、古城はこの問題用紙を渡されたのだった。

「どうもうこうも、見てのとおり追試だが？」

　現状把は握あくに手間取る古城を、鬱うつ陶とうしげに眺ながめて南みな宮みや那な月つきが言う。

　那月の服装は、いつもと同じフリルまみれの豪ごう奢しやなドレス姿。だが、あからさまにやる気のない表情を浮かべているのは、今日が日曜日であることと無関係ではないだろう。せっかくの休日に追試の試験監督を押しつけられているのだから、彼女が不機嫌になるのも無理はない。

　しかしそれを言うなら、望まぬ追試を受けさせられているのは、古こ城じようも同じだ。

「えーと、事情は説明したよな？　俺はこの半年間、記憶をなくして恩おん萊らい島とうってとこにいて、今朝になって帰ってきたばかりなんだって」

「それは貴き様さまの主観的な事情だろう？」

　平へい坦たんな声で言いながら、那な月つきは、蔑さげすむような視線を古城に向けてくる。

「客観的な事実としては、貴様は期末試験をサボって、この三日間、無断欠席を続けていた、ということになる。ついでに言えば、この試験で赤点だった場合、貴様には来年、自分の妹と同じクラスで授業を受けてもらうからな」

「留年確定ってことかよ、クソ！」

　鬼か、と声に出さずに罵ののしりながら、古城は問題用紙に視線を向けた。

　古城の妹である暁あかつき凪なぎ沙さは、中等部の三年生に在籍中だ。このまま古城が落第して、もう一度、高校一年生をやり直すことになれば、妹と同じ学年になるのは確定である。

　まったく手間のかかる生ガ徒キだ、と溜ため息いきをつきながら、那月は気け怠だるく椅い子すにもたれた。

　高校の教室には不似合いな、アンティークの肘ひじ掛かけ椅子である。メイド服を着た人工生命体ホムンクルスの少女が、そんな那月に、淹いれ立たての紅茶を運んでくる。

「夜の帝国ドミニオンの領主が落第とはな。〝絃いと神がみ市し国こく〟とやらも先が思いやられる」

「まだ赤点って決まったわけじゃねーだろ……！」

　古城は小声で反論しながら、英文の和訳に取りかかった。時事問題を取り扱った長文だ。三日前の古城なら、おそらく手も足も出なかったはずである。

　しかし古城はその難問を、悩みながらもどうにか読み解いていく。そんな予想外の健けん闘とうに、試験監督である那月は露ろ骨こつに訝いぶかしげな表情を浮かべていた。

　教室の片隅で待機している雪ゆき菜なと矢や瀬ぜに、まさか、とカンニングを疑うような視線を向け、共犯者の疑いをかけられた雪菜たちが、慌あわてて首を横に振る。

「さっきから言ってるだろ。こっちは半年間も余分に勉強してるんだ。高一レベルの問題なら楽勝だぜ。特に英語は修女騎士パラデイネスサマにメチャクチャしごかれたからな」

　古城が微妙に傷ついた表情を浮かべて釈明した。恩おん萊らい島とうで半年間か、それ以上の長い時間を過ごしたのは、古城にとっては紛まぎれもない真実だ。酷ひどい目に遭あったのは一度や二度ではないが、そこで体験したことのすべてが無意味だったわけではない。

「ふん、聖団ギゼラの修女騎士パラデイネス……か」

　那月が小さく鼻を鳴らして、険しい表情で古城を見た。

　え、と古城は驚おどろいて顔を上げる。

「南みな宮みや先生、聖団ギゼラをご存じなんですか？」

「修道女シスターで聖騎士パラデイン……って、古城の妄もう想そうじゃなかったのか？」

　雪菜が困惑の表情で訊きき返し、失礼な感想を口にしたのは矢瀬だった。

　那な月つきは自らの失言を悔やむように小さく顔をしかめたが、古こ城じようたちの視線に根負けしたのか、短い溜ため息いきを挟はさんで口を開く。

「聖団ギゼラは、ロタリンギア正せい教きようの小規模マイナーな分派だ。いわゆる異端の一派ということになる」

「……ロタリンギア？」

　聞き覚えのあるその単語に、古城は小さく目を見張った。意外といえば意外だが、信じられないというほどではない。雫しず梨りが愛用していたコートの意い匠しようや、妙に頑固な彼女の性格は、言われてみれば古城の知り合いのロタリンギア殲せん教きよう師しによく似ていた。

「ロタリンギア正教の特徴は聖人信仰だ。多くの人々を救った聖職者や、魔ま族ぞくとの戦いで功を上げた英雄を、聖人として称たたえ、崇すう拝はいしている。もちろんこのような信仰形態は、多かれ少なかれ、世界各地の宗教に共通して見られる特徴だがな」

「そうらしいな」

　古城は苦々しげな表情で、那月の言葉を肯定した。

〝魔族特区〟で暮らしている限り、それほど意識する機会はないが、今でも多くの国や地域で、魔族は人類の脅きよう威いとして恐れられているのだ。

　吸血鬼の真しん祖そとしては複雑な気分だが、魔族を恐れる人々の気持ちはよくわかる。

　魔族の多くが人類を上回る身体能力を持っているのは事実だし、だからこそ魔族に対抗できる聖人に人々が憧あこがれるのも当然のことだ。

「だけど、聖団ギゼラは異端って言ったよな？」

　那月の言葉にかすかな引っかかりを覚えて、古城は訊きいた。那月は無言でうなずいた。

「聖人を崇拝するロタリンギア正教にとって、魔族とは滅ほろぼすべき悪あしき存在だ。正義を標ひよう榜ぼうする者たちは、自らの正しさを証明するために敵を必要とするからな」

「魔族はわかりやすい悪役ってことか」

　古城は今度こそはっきりと不機嫌な顔をした。

　仲間たちの利益のため、自ら敵を作り、憎み、争い合う。やがて当初の目的は忘れ去られ、憎しみと争いだけが残る。人類と魔族に限った話ではない。世界中でありふれた出来事だ。

「しかし聖団ギゼラの教義は違う。連中は、魔族を、導き教化するべき存在であると主張している。人類と敵対する存在ではなく、な」

「それはそれで嫌いやな感じだな。上から目線で」

　古城は不満げに頰ほお杖づえを突いた。那月は古城の言葉を否定しなかった。いちおう教師である彼女としても、聖団ギゼラの教義には思うところがあるのだろう。導くというと聞こえはいいが、それは一歩間違えば、価値観の押しつけになる危険な行為なのだ。

　とはいえ、魔族を悪と見なさない聖団ギゼラの思想は、古城にとって必ずしも不愉快なものではなかった。むしろそれは〝魔族特区〟の住人に近い価値観だ。

「聖団ギゼラに評価すべき点があるとすれば、連中の主張が、口先だけではなかったということだろうな。奴やつらは実際に、戦地や魔ま族ぞくへの差別が色いろ濃こく残る地域に赴おもむき、虐ぎやく待たいされていた魔族の保護活動を続けていたからな」

　那な月つきは、そう言って優雅にティーカップを傾けた。古こ城じようが感嘆の息を吐く。たしかにそれは評価に値する行為だろう。そして危険な行動でもある。

「当然、それを快く思わない連中も多かった。魔族と敵対していた各国の軍隊はもちろん、同どう胞ほうであるロタリンギア正せい教きようの他派からも、聖団ギゼラは激しい非難を浴びた。保護した魔族もろとも襲しゆう撃げきされて、多くの犠ぎ牲せい者しやを出したこともある」

「異端ってのは、そういうことか」

　やり場のない憤いきどおりに襲おそわれて、古城は拳こぶしを震ふるわせた。

　主義主張の対立が、殺し合いに発展する。それもまた世界中でありふれた出来事だ。

　魔族を保護しようとした聖団ギゼラが間違っていたわけではない。だが、魔族と命いのち懸がけで戦っていた人々が、聖団ギゼラを憎む気持ちも理解できなくはなかった。

　これは正義や悪という乱暴な言葉では、解決できない問題なのだ。

「そのような敵対勢力から仲間や魔族を護まもるため、聖団ギゼラもまた武装する必要に迫られた。聖団ギゼラの活動地域は、常に戦争の最前線だ。結果的に、実戦で鍛きたえ上げられた強力な戦士が育ったのは皮肉だな」

　那月はそう言って薄うすく微ほほ笑えんだ。古城は怒りを忘れて彼女を凝ぎよう視しする。

「まさか、その戦士ってのが……」

「ああ、聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスだ」

　那月が無関心にうなずいた。

　そういうことか、と古城は脱力して息を吐く。

　修女騎士パラデイネスという肩書きに対するプライドの高さ。古城の監視に異様なまでに執念を燃やしていたこと。そして妙に世話焼きだったこと。それらの雫しず梨りの性格は、聖団ギゼラの成り立ちを考えれば、すべて腑ふに落ちる。

「聖団ギゼラが実在する組織なら、香か菅すが谷やさんの素す性じようを調べる有力な手がかりになりますね」

　黙だまって説明を聞いていた雪ゆき菜なが、独ひとり言ごとのように告げてくる。

「そうか。聖団ギゼラってのに直接問い合わせてみればいいのか」

　矢や瀬ぜがさっそくスマホを取り出す。人工島管理公社の誰かに命じて、聖団ギゼラとコンタクトを取るつもりなのだろう。

　そんな雪菜たちを眺ながめて、那月は静かに首を振った。

「残念だが、それは無理だろうな」

「なぜだ？　聖団ギゼラは獅し子し王おう機き関かんみたいな秘密組織ってわけじゃないんだろ？」

　古城が怪け訝げん顔がおで那月を見返し、特務機関です、と雪菜が訂正する。

「たしかに聖団ギゼラには、修女騎士パラデイネスの素す性じようを隠かくす理由はないな」

　那な月つきが突き放すような口調で言う。

「だったら──」

「だが、無理だ。聖団ギゼラはもう存在しない」

　勢いこむ古こ城じようをたしなめるように、那月は淡々と言い切った。

「存在……しない？」

「聖団ギゼラの本拠地は六年前まで、欧州〝イロワーズ魔ま族ぞく特とつ区く〟に置かれていた」

「イロワーズ……魔族特区……？」

　那月の一方的な説明に、古城は当惑の表情を浮かべる。

　彼女の言葉を意外に思ったわけではない。聖団ギゼラの目的は魔族の保護だ。だとすれば〝魔族特区〟に本拠地を置くのは理に適かなっている。絃いと神がみ島じまに限らず、世界各地に造られた〝魔族特区〟の目的は、人類と魔族の共存だからだ。

　古城が戸惑いを感じたのは、イロワーズという地名そのものに対してだった。

　その都市の名前を、古城は知っている。ほかならぬ那月自身の口からそれを聞いたのだ。

「タルタロス・ラプス……」

　雪菜が硬い声で呟つぶやいた。その言葉で古城の記憶がつながる。

「そうか……タルタロス・ラプス！　欧州〝イロワーズ魔族特区〟って、千せん賀が毅たけ人ひとたちが六年前に滅ほろぼした都ま市ちの名前じゃねーか……！」

「聖団ギゼラの構成員のほとんどは、最後までイロワーズに残って、市民たちの救助に尽力していたそうだ。その結果、彼らは逃げ遅れ、聖団ギゼラという組織は消滅した。聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスに生存者はいない。少なくとも私が知る限りはな」

　那月の口調は穏おだやかだったが、そのぶん余計に真実の重みが感じられた。

「全滅……したのか……」

　古城は頼りなく視線を彷徨さまよわせる。那月の説明には筋が通っていた。彼女がこんなことで古城をだます理由もない。聖団ギゼラは本当にもう存在しないのだ。

　だとしても古城は、雫しず梨りが噓うそをついていたとは思えなかった。彼女はたしかに聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスと名乗っていたし、彼女の言動に矛盾もなかった。それとも雫梨はすでに死んでいて、古城が見たのは彼女の亡ぼう霊れいだとでもいうのだろうか──？

　どういうことだ、と古城は放心したような表情で自問する。

「無駄話が過ぎたな。英語の試験終了まで残り二十五分だぞ」

　金色の懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出した那月が、不意に口調を変えてそう言った。

　予想外だった彼女の言葉に、古城はゲホッと激しくむせる。どうやら彼女は今の会話の時間も、きっちり試験時間にカウントしていたらしい。わざわざ警告してきたということは、当然、時間を延長する気もないのだろう。自分であれだけ喋しやべっておいて酷ひどい仕打ちだ。

　そして古城の手元に残されているのは、ほぼ手つかずで残されている真っ白い解答用紙。

　古こ城じようは投げやりな気分になって、どういうことだよ、ともう一度溜ため息いきをついた。
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　退出していたアスタルテが教室に戻ってきたのは、古城がどうにか英語の追試を終わらせ、休む間もなく数学の問題に取りかかった直後だった。

「教官マスター、緊急連絡を受信しました」

　人工生命体ホムンクルスの少女が抱いたトレイには、淹いれ直した紅茶とクッキーが二枚、そして小型の通信端末が載せられている。国こつ家か攻こう魔ま官かん専用の暗号通信機だ。

「ふむ」

　那な月つきは端末を一いち瞥べつすると、教室の中をざっと見回した。進級崖がけっぷちの古城は連立不等式の計算中。彼の監視役である雪ゆき菜なはよほど疲れていたのか、教室の壁にもたれて熟じゆく睡すいしている。その隣となりでは、矢や瀬ぜとリディアーヌがカードゲームに興きようじていた。ある意味、平和な光景だ。

「アスタルテ。この場は任せる。不正行為には厳正に対処しろ」

「命令受諾アクセプト」

　主人である那月のアバウトな命令に、アスタルテが首しゆ肯こうする。

　彼女が運んできたクッキーを一枚つまんで、那月は教室を出て行こうとした。それを呼び止めたのは古こ城じようだった。
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「那な月つきちゃん？」

「忘れろ。貴き様さまが気にしても仕方がないことだ。考えるな」

　なにかあったのか、と訊ききたそうな顔をしている古城を、那月が素っ気なく突き放す。

「試験の最中に考えるなはねえだろ……」

　教師が生徒にかける言葉か、と古城はふて腐くされたように頰ほお杖づえを突く。そして古城が再び顔を上げたときには、那月の姿は忽こつ然ぜんと消えていた。

　倉庫では銃撃戦が行われていた。人工島東地区アイランド・イーストの外れにある古い貸倉庫だ。

　看板にはイベント運営会社の社名が書かれている。見慣れない荷物が頻ひん繁ぱんに運びこまれても怪しまれにくいという点では、悪くない偽ぎ装そうといっていいだろう。

　銃撃を行っているのは、攻魔局の捜査官に指揮された特区警備隊アイランド・ガードの強きよう襲しゆう部隊だった。人数と火力で勝る特区警備隊アイランド・ガードだが、状況は決して有利とはいえない。倉庫に籠ろう城じようしている魔ま導どう犯罪者が、強力な攻撃魔術を駆使しているせいだ。那月に救援要請が送られてきたのも、おそらくそれが理由だろう。

　空間制御で倉庫内へと跳んだ那月が、戦せん闘とうの真まっ只ただ中なかへと歩いて行く。

　立てこもる魔導犯罪者の数は七人ほど。彼らが使っているのは、現代の基準では危険で非効率的な──しかし凶悪な魔術だった。

　金属を腐食させる強力な瘴しよう気きや、無差別の錯さく乱らんを引き起こす精神攻撃系の魔術。

　術じゆつ者しやがそれぞれ握にぎり締めているのは、重厚な装そう丁ていが施ほどこされた古い魔導書だ。

「ＬＣＯの魔導師か」

　魔導犯罪者たちの正体を看かん過かして、那月がつまらなそうに息を吐く。

　ライブラリ・オブ・クリミナル・オーガニゼーション──通称〝図Ｌ書Ｃ館Ｏ〟。災いを撒まき散ちらすといわれる禁断の魔導書を数多く収蔵し、その研究を目的とする魔導師集団だ。

　一時は世界中で巨大な影えい響きよう力りよくを誇っていた彼らだが、指導者である仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やの裏切りで大きなダメージを受け、現在は弱体化が進んでいる。中でも多くの主要構成員を失った絃いと神がみ島じまは、彼らにとって忌いまわしい土地であるはずだった。

「阿夜に虚こ仮けにされて、尻尾しつぽを巻いて逃げ出したはずだが、今いま更さらおめおめ舞い戻ってきたか。独立直後の今の絃神島なら、どうにか紛まぎれ込めるとでも思ったか？」

　呪じゆ文もんを詠えい唱しようする魔導師に向けて、那月は手に持っていた扇せん子すを無造作に振る。

　放たれた不可視の衝しよう撃げき波はは、容よう赦しやなく敵を打ち倒した。倉庫内を覆おおっていた瘴気が晴れ、特区警備隊アイランド・ガード側の攻撃が勢いを増す。

「南みな宮みや攻魔官！」

　顔見知りの捜査官が、那月に気づいて駆け寄ってきた。縄なわ張ばりを荒らされた悔しさと、隠かくしきれない安あん堵どが混じる複雑な表情を浮かべている。

「南みな宮みや那な月つきだと……！」

「〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟か！」

　立てこもっていた魔ま導どう師したちの間に、ざわめきが走った。仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やを捕らえたことでＬＣＯ凋ちよう落らくの原因を作った那月は、彼らにとって憎悪と恐怖の対象なのだ。

「負傷者を連れて後退しろ。ここは私一人でいい」

　那月が捜査官に傲ごう然ぜんと言い放つ。一いつ瞬しゆん、鼻はな白じろんだ捜査官だが、反論しようとはしなかった。一人でいいという那月の言葉が、事実だと知っていたからだ。

　瀟しよう洒しやなドレスをまとう那月の姿が、虚こ空くうに溶けこむようにかき消えた。

　次の瞬しゆん間かん、彼女が現れたのは、立てこもる魔導師たちの中央だ。

　ありとあらゆる角度から撃ち出された銀色の鎖が、立ち竦すくむ魔導師たちを撃ち抜いた。鎖はそのまま対象に絡からみつき、彼らの行動の自由を奪うばう。すべては一瞬の出来事だった。床に倒れて苦く悶もんの声を上げる魔導師たちを、那月は、羽は虫むしを眺ながめるような退屈そうな瞳ひとみで睥へい睨げいした。

「脆もろいな。いくらＬＣＯが弱体化しているとはいえ、この程度の戦力しか用意できなかったとは思えんが……」

　魔導師たちが無力化されたことを確認して、特区警備隊アイランド・ガードの隊員たちが倉庫の奥へと踏みこんでくる。一いち様ように安堵の笑みを浮かべる彼らとは対照的に、那月の表情は冴さえなかった。ＬＣＯの魔導師たちの、手て応ごたえのなさが気になっていたのだ。

　そんな那月の思考を破ったのは、捕ほ縛ばくされた魔導師の恐怖の声だった。

「う……うわあああああああああああっ！」

「なっ……!?」

「なんだ、こいつらは!?」

　特区警備隊アイランド・ガードの隊員たちも、動揺に足を疎ませる。彼らの前に繰り広げられた光景は、それほどまでに異様なものだった。

　倉庫の奥の暗がりから、無数の影が這はい出してくる。それは、腐敗し膨ぼう張ちようした奇怪な獣けものの群れだ。野犬や鳥、魚など様々な動物の面おも影かげを残しているが、一体として原形を留とどめているものはない。数十体もの怪物がひとかたまりとなって、倉庫の中に押し寄せてきたのだ。

「ラ……悪霊ラルヴアだと!?　馬ば鹿かな！　なぜです、大司書!?　なぜ我らＬＣＯの同志を──」

　床に転がったままの魔導師が、悲ひ愴そうな表情で絶叫した。

　迫り来る怪物たちに向けて、特区警備隊アイランド・ガードが銃撃を開始する。

　しかし悪霊ラルヴアと呼ばれた怪物たちの侵攻は止まらない。ぬらぬらと輝かがやく粘液質の影が、身動きのできない魔導師たちを吞のみこみ、彼らの肉体を囓かじり始める。

「なるほど。こいつらは捨すて駒ごまか。目的は、証拠の隠いん滅めつだな」

　不機嫌そうに目を細め、那月が右手の扇せん子すを振った。

　周囲の空間が波紋のように揺らいで、小さなクマのぬいぐるみを次々に吐き出した。灰色。茶色。パステルブルー。水玉模様。チェック柄。色とりどりのぬいぐるみたちが、一いつ糸し乱れぬ隊列を組んで、悪霊ラルヴアの群れに殺到する。クマたちの正体は、那な月つきの使い魔フアミリア。那月が魔力で作りだした爆弾だ。

　悪霊ラルヴアたちを数メートルばかり押し返したところで、那月の使い魔フアミリアは次々に爆ばく発はつした。爆発の規模は小さいが、しょせん動ゾ死ン体ビに過ぎない悪霊ラルヴアたちを吹き飛ばすには十分な威力だ。なによりも使い魔フアミリアの数は圧倒的だった。

　悪霊ラルヴアたちはことごとく焼け焦げた肉にく片へんに変わり、白い蒸気となって消えていく。あとに残されたのは放心する特区警備隊アイランド・ガードの隊員と、負傷した魔ま導どう師したちだけだった。

「さて、どうやら貴き様さまらは上司に見放されたようだが、まだ抵抗を続ける気力はあるか？」

　恐怖と傷の痛みでぐずぐずと泣き出した魔導師の一人に、那月が冷ややかに問いかける。

　魔導師は嗚お咽えつを続けていたが、それでも必死に首を振った。那月が悪霊ラルヴアを吹き飛ばさなければ、自分が殺されていたと、さすがに理解したのだろう。

「では、貴様らが運びこんだ荷物を渡してもらおうか」

　那月が感情のこもらない声で訊きく。銀色の鎖で縛しばられたままの魔導師は、かろうじて自由になる左手で、近くに置かれていた機械を指さした。

　プラスチック製のチープな外装と、派手なカラーリング。遊園地やゲームセンターで見かける大型のゲーム筐きよう体たいだ。

「貴様、ふざけているのか！」

　攻魔局の捜査官が、いい度胸だ、と喚わめいて魔導師の胸ぐらを締め上げた。

「違う、本当だ！　大司書は……〝逢おう魔まの魔女〟は、この機械を誰にも渡すなと我らに命じた」

　魔導師が嗚咽混じりの声で言い返す。その必死の形ぎよう相そうに、捜査官は沈黙した。その情報を、どう取り扱えばいいのかわからない、という態度だった。

「〝逢魔の魔女〟……か。なるほどな」

　那月が口の中だけで独ひとりごちる。倉庫の中で三日分の埃ほこりを被かぶったゲーム筐体を、彼女の瞳ひとみは、どこか面白そうに映し出していた。
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「試験終了タイム・イズ・アツプ」

　人工生命体ホムンクルスの少女の無機質な声が、閑かん散さんとした教室に響ひびき渡る。

　時計の針は午前十一時五十分を指していた。古こ城じようの追試の終了時刻だ。

「終わっ……た……」

　どうにか解答用紙を埋め終えた古こ城じようは、机に突っ伏したまま動かない。

　なにしろ絃いと神がみ島じまの海岸で古城が回収されてから、まだ六時間しか経たっていないのだ。

　わけがわからないまま学校に連れ戻されて、いきなり追試。その上、聖団ギゼラの正体まで聞かされて、古城の脳はオーバーヒート寸前だった。

　頭を使うような難しいことは、当分なにも考えたくない。

　もっとも、そんなわけにはいかないことは、古城にもよくわかっている。

「解答用紙の提出を確認。追試の結果は二日後に通知されます」

　古城の苦悩を知ってか知らずか、アスタルテはあくまでも事務的に告げてくる。回収したテスト用紙を無表情に確認し、彼女はそれを封筒に収めた。このあと古城たちに出来るのは、合格を祈ることだけだ。

「先輩、お疲れさまでした」

　虚きよ脱だつ状態に陥おちいった古城に、雪ゆき菜なが声をかけてくる。彼女の表情が少しだけ明るく見えるのは、古城の気のせいではないだろう。

　もしかしたら古城が落第寸前に追い込まれたことに対して、監視役として責任を感じていたのかもしれない。あるいは単に寝不足が解消されただけなのかもしれないが。

「姫ひめ柊らぎ、もう起きても大丈夫なのか？」

　古城がいちおう彼女の体調を気き遣づかって訊きいてみる。本人は気づかれていないつもりなのかも知れないが、雪菜が居眠りしていたことは、試験中だった古城にもバレバレだった。

　それでも雪菜は素知らぬ顔で否定する。

「なんのことですか？　わたしはべつに睡眠不足だったわけではありませんけど。獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎとして、九十六時間程度は不眠不休のまま行動できるよう訓練を受けてますし──」

「跡、ついてるぞ」

　雪菜の左の頰ほおを指さして、古城は必要最低限の情報を伝える。熟じゆく睡すいしていた雪菜の頰には、枕まくらにしていた腕の跡がくっきりと残っていた。

「傷の具合はどうだ、古城？」

　顔を真っ赤にして黙だまりこむ雪菜に代わって、矢や瀬ぜが苦笑混じりに訊いてくる。

「まあ、なんとか大丈夫だ。さすがに全力疾走とかは無理だけど」

　無意識に自分の左胸に触れつつ、古こ城じようは答えた。痛みには慣れてきたものの、〝雪せつ霞か狼ろう〟で貫かれた傷だけに、この短時間では劇的な回復は望めない。しかも〝雪霞狼〟によってつけられた傷は、眷けん獣じゆうの召しよう喚かんを妨害する。古城は過去の経験からそれを知っていた。

　とはいえ、日常生活に支障をきたすほどの傷ではない。それは際きわどいところで急所を外してくれた雪菜のおかげだろう。

「だったらメシでも喰くいに行くか。そろそろ浅あさ葱ぎのヤツも着くころだろ」

　時計を確認しながら、矢や瀬ぜが言う。彼の言葉で、古城は自分が空腹を抱えていたことに気づいた。なにしろ古こ城じようが最後に食事をしたのは、迷宮カルケリで温泉に入る前のことなのだ。

　その迷宮カルケリが実在するのかどうかすら、今の古城にはよくわからない。それについて説明してくれるはずの少女は、まだ彩さい海かい学がく園えんに到着していなかった。

「そういや、遅いな、浅あさ葱ぎのやつ」

　古城は何気なく呟つぶやいた。矢瀬が彼女に連絡して、すでに三時間以上が経たっている。

　しかし矢や瀬ぜは、特に慌あわてた様子もなくうなずいて、

「ああ。なんか途中で戦車にトラブルがあったらしい」

「……トラブル？」

　古城が不安げに眉まゆを震ふるわせた。なぜ浅葱が街中で戦車を乗り回しているのか、とは訊きかなかった。今いま更さらという気がしたからだ。

「いちおうリディ公を迎えに行かせたから、心配ないと思うけどな。なんでも途中で──」

　矢瀬が言いかけた言葉を途中で止めた。彼は愛用のヘッドフォンを耳に当て、普段は決して見せないような険しい表情を浮かべていた。

「……矢瀬？」

「来客だ。女が一人。武装してやがる」

　遠くを見るような目つきのまま、矢瀬が忌いま々いましげに舌打ちした。

「武装？　まさか、うちの学校を襲しゆう撃げきしてきたのか？」

　古城も表情を引き締めた。今日は日曜日で、一部の部活生を除けば校内に生徒はほとんどいない。襲おそってくる者がいるとすれば、その目的は十じつ中ちゆう八はつ九く、古城だろう。

「──先輩っ！」

　しかし古城が状況を把握する前に、教室内に雪ゆき菜なの警告が響ひびいた。制服のポケットから引き抜いた呪じゆ符ふを、彼女は手しゆ裏り剣けんのように投げ放つ。

　呪符は空中で形を変えて、銀色の狼おおかみの姿へと変わった。金属製の式しき神がみだ。

　狼は古城の頭上を飛び越えて、ベランダに面した窓へと向かう。

　そこにいたのは一体の青黒い影だった。トカゲを二匹、無理やり接合したような、八本足の爬は虫ちゆう類るいだ。その肉体は激しく腐ふ敗はいして、不気味に膨ふくれ上がっている。

　それは開けっ放しだった窓枠を乗り越えて、古城たちをジッと見つめていた。まるで古城たちを監視するように、張り出した眼球がぐりぐりと動く。

　雪菜が放った式神は、疾風と化してその怪物を襲った。呪力を帯びた爪つめに斬きり裂さかれ、怪物の肉体が四し散さんする。飛び散った肉にく片へんは、しばらく痙けい攣れんを続けていたが、やがて陽光の中で煙となって消えた。

「……なんだったんだ、こいつ？」

　いまだ溶け残る肉片を、矢瀬が気味悪そうに上うわ履ばきでつつく。

　雪菜は、呪符に戻した式神を、拾い上げるかどうか迷っているようだった。怪物の返り血を浴びてしまった呪じゆ符ふに、素手で触れるのはためらわれるのだろう。

「悪霊ラルヴア……」

　古こ城じようが怪物の名をぼそりと口にした。

「ラル……なんだ？」

　矢や瀬ぜが胡う乱ろんげに目を瞬またたく。

「動ゾ死ン体ビの一種だよ。動植物の死し骸がいが、迷宮カルケリの魔ま力りよくで活性化した怪物らしい」

「迷宮カルケリって……マジか、おい……」

　古城のぎこちない説明に、矢瀬は呆ぼう然ぜんと目を剝むいた。恩おん萊らい島とうにしか存在しないはずの怪物がこちらの世界に出現したことは、矢瀬にとっても想定外の事態なのだろう。

「今のは自然発生した死霊アンデツドではありません。かすかですが、指向性のある呪力が送信される気配を感じました」

　雪ゆき菜なが冷静な声で指摘する。彼女の言葉の意味に気づいて、古城は顔つきを険しくした。

「誰かがこいつらを操ってたってことか？」

「だとしたら目的は偵てい察さつだな。気づかれたぜ」

　矢瀬が両耳のヘッドフォンを押さえて言った。古城は、彼がそう断言する根拠を知らないが、どうやらそのヘッドフォンになにか仕掛けがあるらしい、ということで納得する。

「もしかして俺が狙ねらわれてるのか……!?」

「まあ、ほかに考えようもないわな、この状況じゃ」

「たしかにそうだな……」

　面倒くせェと一いつ瞬しゆん本気で腹を立てかけた古城だが、すぐに考えを改めた。どうせトラブルに巻きこまれるのなら、自分を直接狙ってくれたほうが気が楽だ、と思い直したのだ。

　ましてや相手が悪霊ラルヴアを操るというのなら尚なお更さらだった。襲しゆう撃げき者しやには、直接会って訊ききたいことが山ほどある。

「侵入者の位置はわかりますか？」

　愛用のギターケースから銀色の槍やりを取り出して、雪菜が訊いた。

「通用門から校内に入ったところだ。この時間帯なら、ほかの生徒と鉢はち合あわせする可能性は低いだろうが……どうする？」

　矢瀬が廊ろう下か側の窓の外に目を向けた。彼の後半の質問は、このまま教室で待ち伏せするのと、それともこちらから打って出るのとどちらがいいか、という意味だと古城は解釈した。

「俺は行くぜ。どうせこっちの居場所はバレてるんだろ」

　古城は迷わずにそう言った。相手の正体がわからないのでは、有効な対策も立てられないし、居場所を知られているのでは奇き襲しゆうにもならない。敵の接近をぼんやりと待っているのは無駄だろう。そもそも古城の眷けん獣じゆうは、狭い建物の中ではどれひとつとして役に立たないのだ。

「同意。南みな宮みや教官マスターの代理として、侵入者を確保します」

　やや意外なことに、古こ城じようの意見に真っ先に同意したのはアスタルテだった。

　保護観察中の人工生命体ホムンクルスであるアスタルテは、那な月つきの命令に従うことを義務づけられている。そんな彼女に那月が下したのは、この場は任せる、という曖あい昧まいな命令だ。その結果としてアスタルテは、那月の留守中の校内の治安維持を、自分の役目として認識したらしい。校内の治安維持。すなわち侵入者の排除である。

「わかった。ほかの生徒たちの避難誘導はこっちでやる。こんなことならリディ公を残しとくんだったな」

　矢や瀬ぜも渋々と古城たちの方針を受け入れた。リディ公とはリディアーヌのことだろう。リディアーヌ自身は見た目通りの非力な小学生に過ぎないが、彼女が保有する有脚戦車ロボツトタンクは貴重な戦力だ。もっとも学校の敷しき地ち内で、あんなものに暴れられたら、それはそれで問題ではあるのだが。

「先行します」

「え？　アスタルテ……って、おい！」

　古城が制止する前に、アスタルテが廊下の窓へと向かう。校舎の三階の窓枠を乗り越え、彼女はそのまま地上に向けて飛び降りた。メイド服姿の少女の背中から、半透明の翼つばさが広がり、落下の衝しよう撃げきを吸収する。

「先輩、わたしたちも」

　ギターケースから銀色の槍やりを引き抜いた雪ゆき菜なが、ためらうことなくアスタルテに続いた。猫のように空中でしなやかに回転し、ふわりと音もなく着地する。おそらく呪じゆ力りよくで身体能力を強化しているのだろう。めくれかけたスカートを、きっちり押さえる余裕すらみせている。

「ああ、くそ！　行くしかねえか……！」

　古城は若じやつ干かん涙目になりながら、雪菜たちを追って飛び降りた。吸血鬼化した今の肉体なら、この程度の高さはどうということはないのだが、理屈ではなく恐こわいものは恐いのだ。

「警告ウアーニン。悪霊ラルヴアと呼称される死霊アンデツドの接近を確認」

　どことなく腰の引けた姿勢で古城が着地すると同時に、アスタルテが抑よく揚ようの乏しい声で言う。

「悪霊ラルヴア……この数は……！」

　校舎の中庭を見回して、雪菜がうめく。通用門へと続く通路を埋め尽くすように迫ってくるのは、不気味な死霊アンデツドたちの群れだった。ネズミの死し骸がいをベースにしたその姿は、吐き気を催もよおすほどに醜しゆう悪あくだ。さすがの雪菜も動揺を隠かくせない。

「退どいてろ、姫ひめ柊らぎ。アスタルテも」

　やれやれ、と右腕を回しながら古城が前に出た。

　眷けん獣じゆうは、使わない。天災にも匹敵するといわれる第だい四よん真しん祖その眷獣は、基本的に大たい軍ぐんの殲せん滅めつや大規模破壊が専門だ。こんなところで使えば目立って仕方ないし、校内の設備もただでは済まない。必要なのは眷獣ではなく、眷獣の持つ魔ま力りよくのほんの欠片かけらだけ──

「え……!?」

　雪ゆき菜なが絶句する気配があった。古こ城じようの右手に握にぎられていたのは、雪菜が教室に置き忘れてきたはずの呪じゆ符ふだったからだ。雪菜ではなく、古城の魔力を注ぎこまれて、呪符が式しき神がみへと変化する。青白い稲いな妻ずまをまとった、獅し子しの姿に。

　古城の式神が顕けん現げんしたのは、一いつ瞬しゆんのことだった。

　それは閃せん光こうと化して悪霊ラルヴアの群れへと襲おそいかかり、その直後、内側から弾はじけ飛ぶように爆ばく散さんした。古城の膨ぼう大だいな魔力に、呪符が耐えきれなかったのだろう。

　だが、その一瞬の間に、悪霊ラルヴアの群れは全滅している。自らが燃え尽きて消滅する前に、古城の式神は、数十体もの悪霊ラルヴアをすべて引き裂いていたのだ。

「まあ、こんなもんか」

　蒸発していく悪霊ラルヴアの残骸を眺ながめて、古城はホッと息を吐く。式神が実体化したのはほんの一瞬だったし、精密なコントロールが出来たわけでもない。とても褒ほめられた出来ではなかったが、とりあえず目的は果たしたのだから、成功といっていいはずだ。

「先輩……今のは……!?」

　ぽかんと大きく目を見開いた雪菜が、声を裏返らせながら訊きいてくる。彼女が驚おどろくのも無理はなかった。魔力の量にものをいわせた強引な術じゆつ式しきとはいえ、古城が呪術を使ったのだ。

「だから言っただろ。半年間、攻魔師の修行をさせられてたって。まあ、結局、普通の呪術は最後まで使えるようにならなかったんだけどな」

　古城が決まり悪げな表情で言う。式神の操り方を含めた呪術の基礎を、古城に教えてくれたのは琉る威いだった。基本に忠実な彼のやり方を知っているだけに、古城は自分の術がどれだけ稚ち拙せつなものかよくわかっている。

「まさか……本当に恩おん萊らい島とうで修行を……？」

　雪菜が啞あ然ぜんとしたまま呟つぶやいた。しかし古城は、彼女の質問に答えない。

　悪霊ラルヴアたちの残ざん骸がいを踏み越えて近づいてくる、襲しゆう撃げき者しやの姿に気づいたからだ。

　長ちよう剣けんを提さげた、白い髪の少女だ。

　彼女の姿を見た古城が、電気に撃たれたように動きを止めた。

「馬ば鹿かな……おまえが悪霊ラルヴアを操っていた……だと!?」

　古城が青ざめて首を振る。なにが起きているのか、理解できない。

　少女がまとっているのは、各所に装そう甲こうを施ほどこした長いコート。被かぶった長い頭巾ウインプルの下から、純白の長い髪がこぼれている。端たん整せいな顔立ち。青い瞳ひとみ。

　彼女が握にぎっているのは、炎のように波打つ深紅の長剣──〝炎喰蛇ハウラス〟だ。

「なぜだ、カス子ッ──!?」

　絶叫する古城を無表情に見返して、香か菅すが谷や雫しず梨りは剣を構えた。

　波打つ深紅の刃やいばが、陽光を反射して冷たく輝かがやいている。

　　　　　　　　　　７

「侵入者の武力行使を確認。人工生命体保護条例・特例第二項に基もとづき、自衛権を発動」

　校庭にアスタルテの無機質な声が響ひびく。メイド服を着た彼女の細い背中に、再び透明な翼つばさが広がった。それはやがて一いつ対ついの腕へと変わる。巨大な人ひと型がたの眷けん獣じゆうの腕だ。

「実行せよエクスキユート、〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟」

　アスタルテ自身を吞のみこんで、半透明の巨像ゴーレムが出現する。彼女は世界で唯一の眷獣共生型人工生命試験体──眷獣を操る人工生命体ホムンクルスなのだ。

　眷獣の鎧よろいをまとった人工生命体ホムンクルスの少女が、古城たちを庇かばうように雫しず梨りの前に出る。

　眷獣には一切の物理攻撃が通用しない。そしてアスタルテの眷獣〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟の能力は、魔力の反射と吸収だ。それはすなわち、いかなる攻撃をもってしても、アスタルテの眷獣を傷つけられないということを意味している。

　だがその事実を知りながら、古こ城じようの表情は恐怖に歪ゆがんでいた。

「駄目だ、アスタルテ！　カス子の……香か菅すが谷やの剣は〝炎喰蛇ハウラス〟だ！」

　古城の叫びにアスタルテが反応するよりも、雫梨が攻撃を仕掛けるほうが早かった。深紅の長剣を下げ段だんに構えたまま疾走し、巨大な人型眷獣へと斬きりかかる。

　アスタルテは眷獣の腕を操って、その攻撃を受け止めようとした。おそらくそのまま雫梨を無傷で捕らえるつもりだったのだろう。

　だが、その巨大な腕が、雫梨に触れる寸前、深々と斬きり裂さかれる。

　魔力で形成された眷獣にとっては問題にならないダメージだが、予期せぬ衝しよう撃げきに、アスタルテの反応が遅れた。その間に雫梨は巨像ゴーレムの懐ふところに飛びこみ、更さらなる斬ざん撃げきを繰り返す。

「アスタルテさんの眷獣を斬り裂いた……!?」

　衝撃を受けていたのは、雪ゆき菜なも同じだ。なにしろアスタルテの眷獣は、雪菜の〝雪せつ霞か狼ろう〟をもってしても傷つけることができなかったのだ。

　その〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟の鉄壁の防御を、雫梨の長剣は易やす々やすと突破して、一方的にダメージを与えている。それどころか〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟を斬れば斬るほど、彼女の剣は威力を増しているようにも感じられた。

「そいつの剣は魔力を喰くって力を増すんだ。眷獣じゃその剣は防げない！　下がれ！」

「命令受諾アクセプト。交戦中止。離脱します」

　アスタルテは、古城の命令に素直に従った。このまま戦せん闘とうを続けても、雫梨を有利にするだけだと理解したのだろう。アスタルテは巨像ゴーレムの圧倒的な脚力を使って一気に後退し、雫梨も追撃しようとはしなかった。

「カス子……！」

　古こ城じようが、無防備に立ち尽くしたまま雫しず梨りを呼んだ。そんな古城のすぐ背後で、雪ゆき菜なが静かに槍やりを構える。

「ようやく見つけましたわ、暁あかつき古城」

　雫梨は、見知らぬ人間に呼びかけるような機械的な口調でそう言った。無感情な瞳ひとみで古城を見返し、深紅の刃やいばを向けてくる。

「恩おん萊らい島とうに戻りなさい、第だい四よん真しん祖そ。〝魔ま族ぞく特とつ区く〟からの脱走は重罪ですわよ」

「脱走……？」

　言いがかりのような雫梨の言葉に、古城は酷ひどく混乱した。

　もちろん古城には恩萊島から脱走した覚えはない。雪菜の槍で貫かれた古城が迷宮カルケリから消える瞬しゆん間かんを、雫梨は目の前で見ていたはずだ。

「待て、カス子。おまえは本当に恩萊島から来たのか？　どうやって……？」

　恩萊島と呼ばれる土地は存在しないと、矢や瀬ぜは言った。

　だが、現実に雫梨は古城たちの前に現れて、恩萊島に戻れと言っている。それは、恩萊島と行き来する手段が存在する、ということではないのだろうか。

　しかし雫梨は、古城の疑問に答えなかった。彼女は身体からだを低く沈みこませて、長ちよう剣けんを垂直に構えている。敵に突撃する前の構えだ。

「わたくしは聖団ギゼラの修女騎士パラデイネス。第四真祖の監視役。暁古城を迷宮カルケリへと導く。恩萊島を護まもるために──！」

「カス子!?　やめろ。香か菅すが谷やッ！」

　古城が表情を強こわ張ばらせて叫ぶ。雫梨と戦う意思はない。そもそも彼女に勝てるとも思っていない。しかしそんな古城の意思と無関係に、雫梨は地面を蹴けって飛び出していた。

　人間の限界を凌りよう駕がする圧倒的な加速。互いの距離がたちまちゼロに近づく。深紅の刃が美しい弧を描き、古城の胴体を両断する──

　その刹せつ那な、閃せん光こうにも似た銀色の刃が、古城たちの視界を駆け抜けた。

「〝雪せつ霞か狼ろう〟！」

「──っ!?」

　雫梨の瞳が驚きよう愕がくに揺れた。彼女が振るった神しん速そくの剣は、古城に届く前に銀色の槍に阻はばまれていたからだ。鍔つば迫ぜり合う剣の圧力を利用して雫梨は背後に跳とび、雪菜も油断なく槍を構え直す。

「ひ、姫ひめ柊らぎ……!?」

　硬直していた古城が、一いつ瞬しゆん遅れて状況を把は握あくした。

　だがそのときにはもう雪菜と雫梨は、臨戦態勢に突入していた。目の前の相手が油断ならない強敵だと、彼女は互いに理解していたのだ。

「〝炎喰蛇ハウラス〟の魔力が、消失した……!?」

　輝かがやきを失った愛剣を見つめて、雫しず梨りが小さく唇くちびるを嚙かむ。アスタルテの眷けん獣じゆうを喰くって威力を増していたはずの〝炎喰蛇ハウラス〟が、ただの長ちよう剣けんに戻っていた。魔ま力りよくを無効化する雪ゆき菜なの〝雪せつ霞か狼ろう〟が、剣に蓄積されていた魔力を消したのだ。

「わたしがお相手します、香か菅すが谷や雫梨・カスティエラ」

　雫梨の怒ど気きに怯ひるむことなく、雪菜が厳おごそかに宣言した。

　古こ城じようは雪菜を止めなかった。否いな、止めることができなかったというべきか。慎重に間合いを測りながら睨にらみ合う二人に、古城は近づくことすらできない。迂う闊かつに近づけば雪菜の足手まといになるだけだ。

「何者ですの？」

　雪菜を睨んで、雫梨が訊きく。

「姫ひめ柊らぎ雪菜。獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎです」

「……獅子王機関？」

　雫梨がかすかに小首を傾かしげた。彼女の知らない名前だったのだろう。

「武器を捨てて、投降してください。あなたの剣の能力は、〝雪霞狼〟には通用しません」

　雪菜が淡々と警告する。雫梨はそれを挑ちよう発はつだと受け取ったらしい。彼女の美び貌ぼうが険しさを増す。

「舐なめるな、ですわっ！」

　吐き捨てるように叫ぶと同時に、雫梨は雪菜の間合いへと踏みこんでいた。

　反射的に繰り出された雪菜の槍やりを、雫梨の長剣が受け流す。しかし雪菜の攻撃は途切れない。穂ほ先さきを弾はじかれた勢いを利用して、槍を旋せん回かい。全金属製の槍の柄が、打撃武器と化して雫梨の側頭部を襲おそった。雫梨は上体を沈めて攻撃を回避。そのまま下げ段だんからの斬ざん撃げきを放つ。雪菜は流りゆう麗れいなステップで深紅の刃やいばをかわして、再び直線的な刺し突とつを繰り出した。雫梨は上じよう段だんから振り下ろした剣でそれを正面から受け止める。互いの武器が激突し、その反動で二人は後方へと弾かれた。まったく互角の攻防だ。

「カス子、やめろ！　姫柊も！」

　彼女たちを制止しようとする古城の声は、激突する刃の音にかき消される。

　吸血鬼化した古城の動体視力ですら、交こう錯さくを繰り返す二人の動きを把は握あくしきれない。無数の武器の残像と飛び散る火花が見えるだけだ。

「あなた、古城とはどういう関係ですの!?」

　流れるような連続攻撃を放ちながら、雫梨が雪菜を問い質ただす。

「わたしは暁あかつき先輩の監視役です！」

　嵐あらしのような斬撃をことごとく打ち落として、雪菜が答えた。その瞬しゆん間かん、雫梨の瞳ひとみに、かつてない動揺の色が浮かぶ。

「は!?　監視役!?　それはわたくしの役目ですわ！　わたくしはこの半年間、常に彼と寝しん食しよくを共にしてきたのですから！」
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「彼……寝しん食しよくを共に……」

　感情のこもらない声で繰り返したのは、アスタルテだった。

「違う！　いや、違わないけど、そうじゃなくて！」

　あらぬ誤解を招きかねない人工生命体ホムンクルスの少女の呟つぶやきを、古こ城じようは慌あわてて否定した。

　ひときわ激しい金属音が響ひびいて、雪ゆき菜なと雫しず梨りが再び距離を取る。両者とも疲労の色が濃こい。雪菜の呼吸が乱れているし、雫梨の頰ほおは汗で濡ぬれていた。

「先輩、今の香か菅すが谷やさんの状態は、おそらく正常ではありません」

　雪菜が、かすかに息を弾はずませながら古城に告げた。

「いや、それはそうだろうけど」

　古城は雪菜の言葉を肯定する。悪霊ラルヴアの群れを操っていた時点で、雫梨がまともな状態ではないのはわかっていたことだ。

　ですから、と雪菜が鋭く目を細める。

「すみませんが、力ずくで取り押さえさせていただきます！」

「それはこちらの台詞せりふですわ！　聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスの力、見せてさしあげますの！　〝炎喰蛇ハウラス〟！」

　咆ほう哮こうとともに、雫梨が加速した。大だい上じよう段だんの構えからの袈け裟さ懸がけの斬ざん撃げき。雫梨がもっとも得意とする捨て身の攻撃だ。

　雪ゆき菜なはその最速の斬ざん撃げきに正面から飛びこみ、文字どおりの紙かみ一ひと重えで回避した。獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎの未来視。彼女は雫しず梨りの剣の軌跡を、一いつ瞬しゆん速く見切っていたのだ。

「なっ!?」

　必殺の一撃をかわされた驚おどろきに、雫梨の動きがワンテンポ遅れた。彼女が初めて見せた致命的な隙すきだ。

「──鳴雷なるいかずちっ！」

　雪菜の膝ひざ蹴げりが、雫梨の脇わき腹ばらへとめりこんだ。対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうを想定して編み出された剣巫の近接戦闘術。練り上げられた呪じゆ力りよくが衝しよう撃げき波はとなって、雫梨のコートの装そう甲こうを貫通する。

「土雷つちいかずち！」

　動きの止まった雫梨の側頭部を、旋せん回かいした雪菜の裏うら拳けんが襲おそった。雫梨の頭部が、ガクン、と不自然な形にズレる。その衝撃は彼女の脳を直接揺らしたはずだ。

「ば、馬ば鹿か、姫ひめ柊らぎ……！」

　いくらなんでもやり過ぎだろ、と古こ城じようは顔を蒼そう白はくにした。先に斬きりかかってきたのは雫梨のほうだが、過剰防衛にもほどがある。獅子王機関の剣巫は、素手でも獣じゆう人じんを無力化できるのだ。生なま身みの人間が雪菜の攻撃をまともに喰くらったら、命に関かかわる大だい惨さん事じになりかねない。

　だが、そんな古城の不安は、すぐに恐怖に塗り替えられた。

　倒れかけた雫梨がその場に踏みとどまり、再び剣を振りかざしたからだ。

「ああああああああああああッ！」

　攻撃直後の無防備な雪菜へと、雫梨が剣を叩たたきつけた。

「くっ……！」

　雪菜はかろうじてその反撃を受け止めた。特徴的な〝炎喰蛇ハウラス〟の波刃セレーシヨンが、〝雪せつ霞か狼ろう〟の柄つかに激突し、青白い火花を撒まき散らす。しかし雫梨の攻撃はそれでも止まらない。叩きつけた剣をそのまま振り切り、雪菜の身体からだを後方へと吹き飛ばす。

「姫柊っ……!?」

　背中から地面へと叩きつけられる雪菜を、古城は為なすすべもなく見つめていた。

　雫梨は優れた剣士だが、決して大柄でも筋肉質でもない。抵抗する雪菜を片手で吹き飛ばすことなど、普通に考えてできるはずがなかった。ましてや今の彼女は雪菜の攻撃を喰くらって、立っていられるのが不思議なくらいなのだ。

「古城……帰るのよ……わたくしと、一緒に……」

　焦点の合わない瞳ひとみで古城を見つめて、途切れ途切れに雫梨が言う。

　朦もう朧ろうとした意識の中で、彼女は古城へと手を伸ばした。彼女が被かぶっていた頭巾ウインプルが落ちて、純白の髪が、ふわりと広がる。

「香か菅すが谷や……おまえ……」

　古城がかすれた声で呟つぶやいた。今の雫梨は、どう見てもまともに歩けるような状態ではない。それでも彼女は執念で古こ城じようのほうへと近づいてくる。悲壮感すら感じさせる光景だ。

「そういうことですか……香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラ、あなたは……」

　倒れていた雪ゆき菜ながゆっくりと立ち上がる。彼女のダメージも小さくない。落とした槍やりを拾い上げることすらできずにいる。

　そんな雪菜の姿を認めて、雫梨の瞳ひとみが急速に焦点を結んだ。

「あああああ──ッ！」

　深紅の長ちよう剣けんを振り上げた雫梨が、立ち上がったばかりの雪菜へと斬きりかかる。無意識の闘とう争そう心しんのなせる業わざだろう。しかし雫梨の攻撃に、もはや最前までのスピードと精せい緻ちさはなかった。

　突き出された剣をあっさりといなして、雪菜は雫梨の懐ふところへと入った。むしろゆっくりとした動きで雫梨の胸に掌てのひらを押しつけ、彼女の体内へと衝しよう撃げきを叩たたきこむ。

「──響ゆらぎよ！」

　雫梨の身体からだが小さく震ふるえた。がっ、と短い呼気を吐き出して、雫梨の全身から力が抜ける。

　今度こそ完全に意識をなくした雫梨を、雪菜はゆっくりと地面に横たえた。

「姫ひめ柊らぎ、大丈夫か!?」

　座りこんだままの雪菜に、古城が駆け寄る。

　雪菜の制服は激しく乱れ、汗で濡ぬれた額ひたいに前髪が張りついていた。呼吸は今も乱れたままだ。もっとも雫梨のダメージはそれよりも遥はるかに大きい。息があるのが不思議なほどだ。

「カス子は……？　まさか殺しちゃいないよな？」

　雫梨の隣となりに屈かがみこみ、古城が怖おず怖おずと確認する。

　アスタルテは雫梨の手首を握にぎって、脈拍の測定を始めていた。彼女は本来、医療用に設計された人工生命体ホムンクルスだ。このような状況では下へ手たな医者よりも頼りになる。

「意識をなくしているだけだと思います。ですが、彼女は──」

　気絶した雫梨を見下ろして、雪菜が曖あい昧まいに言葉を切った。

　古城は無言でうなずいた。雪菜が言いかけた言葉は、古城にもわかっていた。

　ふと脳裏に那な月つきの声が蘇よみがえる。聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスに生存者は、いない──

「そうか、カス子……おまえは……」

　眠るように目を閉じた雫梨の横顔に、古城はそっと手を触れる。

　純白の髪に覆おおわれた彼女の側頭部。左右の耳の上に見慣れないものがある。長さ十センチにも満たない、髪飾りに似た小さな突起だ。彼女が頭巾ウインプルで隠かくし続けていたもの。

　翡ひ翠すい色いろに輝かがやく二本の角つの──

　それは彼女が、魔ま族ぞくであるという証あかしだった。


　　　　幕間 ⅲ

　薔ば薇らの花が咲いている。

　空一面を覆おおい尽くす巨大な薔薇だ。

　その光景は密集したオーロラのようであり、魔ま力りよくの渦うずのようでもあった。

　空中に描き出された直径十数キロもの幾き何か学がく模様。魔術が生み出した真紅の薔薇だ。

　舞い落ちる薔薇の花はな弁びらが、禍まが々まがしい幻げん獣じゆうの姿へと変わる。それは吸血鬼の眷けん獣じゆうによく似ていた。自らの意思を持つほどの濃のう密みつな魔力の集合体。異界からの召しよう喚かん獣じゆうだ。

「詩し奈な子こ！」

　暴走した魔力が生み出す嵐あらしの中で、一人の少女が叫んでいる。洗いざらしの粗末な衣服をまとっていても、誰もが目を留めるほどに美しい少女だ。長い頭巾ウインプルの下からこぼれ落ちた純白の髪が風に舞う。青みを帯びた瞳ひとみからは、涙が止めどなくあふれている。

　少女の腕に抱かれているのは、優しげな面おも差ざしの女性騎き士しだった。

　年齢は二十代の半ばだろうか。穏おだやかさと凜り々りしさが同居する魅力的な顔立ち。身に着けた鎧よろいの傷いたみ具合は、彼女が歴戦の強つわ者ものであることを物語っている。

　しかし彼女の鎧は大きく裂けて、噴ふき出した鮮血が地面を濡ぬらしていた。長ちよう剣けんを握にぎる右手は炭化して、肉の焦げる異臭を漂ただよわせている。

「どうしてなの、詩奈子!?」

　傷ついた女性騎士にしがみつき、白い髪の少女が絶叫する。

　そんな少女の横顔に、女性騎士は優しく手を触れた。血の気けをなくした指先は冷たく、鍛きたえ抜かれているはずの騎士の腕が、羽毛のように頼りなく感じられる。

「無事……でしたのね、シズリ……よかった」

　詩奈子と呼ばれた騎士が、弱々しくかすれた声で少女に呼びかけた。

　穏やかに微ほほ笑えむ傷だらけの騎士を、少女が強く抱きしめる。

「どうして!?　詩奈子一人なら、あんな攻撃、簡単に防げたのに！　なのに……っ！」

「わたくしの役目は、ここにいる皆みんなを護まもることですわ。この秘ひ蹟せき兵装は、そのためにわたくしに与えられているのですから」

　そう言って、騎士は自らの長ちよう剣けんを満足げに眺ながめた。揺らめく炎のような刃やいばが、膨ぼう大だいな魔力によって眩まばゆく輝かがやいている。薔薇の眷獣を何体となく斬きり倒し、それらの魔力を喰くったのだ。

　彼女の奮ふん戦せんによって、白い髪の少女は救われた。滅ほろびゆく街に取り残された、数千人の市民もだ。だが、押し寄せる眷獣たちの前にやがて騎士は力尽き、瀕ひん死しの重傷を負ったのだ。

「だけど……詩奈子が……！」

　少女の声に絶望が滲にじむ。しかし騎士は苦痛を隠かくして、少女に向かって微笑んでみせる。

「優しい子ですのね、シズリ……やはり、あなたを救った聖団ギゼラは間違っていませんでしたわ」

「っ！」

　誇りに満ちた騎き士しの言葉に、少女がぐっと息を吞のむ。

　そして少女は唇くちびるを嚙かみしめ、焼け爛ただれた騎士の右腕に自らの手を添えた。

「あたしが護まもる──」

　涙に濡ぬれた頰ほおを乱暴に拭ぬぐって、白い髪の少女が静かに告げた。

「シズリ？」

　騎士が困惑したように目を細める。そんな騎士の右手から、少女は剣を受け取った。

「詩し奈な子この代わりに、あたしがみんなを護るから！」

　宣言する少女の声が、苦痛に震ふるえた。

　膨ぼう大だいな魔ま力りよくを帯びた長ちよう剣けんは、それを握にぎるだけで持ち主に負荷をかけるのだ。正統な騎士ならぬ少女にとって、その苦痛は、焼けた鉄を握にぎり締しめているようなものだろう。

　それでも少女は長剣を放さない。そんな彼女を驚おどろきとともに見つめて、騎士は小さくうなずいた。決意と覚悟に満ちた表情で、華やかに笑う。

「わかりましたわ、シズリ・カスティエラ──香か菅すが谷や詩奈子の名において、あなたに〝炎喰蛇ハウラス〟を託します」

　剣を握る少女の手に、騎士はそっと左手を重ねた。騎士が短い聖句を唱えると同時に、少女に伝わる苦痛が弱まる。長剣が、少女を新たな主あるじとして認めたのだ。

「詩奈子──!?」

　まるで儀ぎ式しきの代だい償しようのように、騎士の全身から力が抜けた。

　ゆっくりとくずおれる騎士の姿に、剣を抱いた少女が悲鳴を上げる。

「おやすみなさい、シズリ……わたくしの修女騎士パラデイネス……」

　鮮血の海に横たわりながら、騎士は微ほほ笑えんでそう告げた。

　そっと目を閉じる騎士を見つめて、少女は小刻みに肩を震ふるわせる。あふれ出す涙をこらえるように、彼女は頭上へと目を向けた。

　空を覆おおっていた薔ば薇らが散り、そこには新たな幻げん獣じゆうが召しよう喚かんされている。

　無数の眷けん獣じゆうたちを喰くらって出現した、四体の獣けもの。

　それらが四し聖せい獣じゆうと呼ばれていることを、少女は知らない。だが、その獣たちが持つ圧倒的な魔力は、遠く離はなれた地上からでもすぐにわかった。

　獣たちが完全な実体化を遂とげれば、彼女たちの島は瞬またたく間まに崩ほう壊かいするだろう。

　そんなことはさせない、と少女は思う。

　彼女と約束したのだから。この島にいる、皆を護ると。

　たとえそれが、どんな結果を招くとしても──
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「……鬼？」

　保健室のベッドで眠る雫しず梨りを眺ながめて、古こ城じようは眉み間けんに深いしわを刻んでいた。

　矢や瀬ぜとアスタルテは、後始末と隠いん蔽ぺい工作のために、慌あわただしくあちこち走り回っている。保健室に残っているのは古城と雪ゆき菜なだけだ。幸い今日は日曜日なので、ほかの生徒が保健室を訪れる心配だけはない。

　雫梨の頭に生はえた突起は、たしかに角つのとしか表現できないものだった。彼女が雪菜との戦いで見せた異様な打たれ強さも、明らかに常人のものではなかった。それでも、雫梨の性格と鬼という単語のイメージが、古城の中では上う手まく結びつかない。

「はい。香か菅すが谷やさんは、鬼族オグレスです。絶滅を危き惧ぐされている希少種の魔ま族ぞくです」

　雪菜がきっぱりと断言する。雫梨と本気で殴り合った彼女にそう言われてしまうと、古城としても、信用するしかなかった。

「俺が想像してた鬼とは、だいぶ違うな」

　古城は唇くちびるを引き結んで低く唸うなった。雫梨のコートと頭巾ウインプルは、畳たたんで近くのソファに置いてある。長ちよう剣けん〝炎喰蛇ハウラス〟は、念のために雪菜が胸に抱いたままだ。制服姿で横たわる雫梨は、ちょっと変わった髪飾りをつけた他校の女子生徒にしか見えない。

「残忍で凶暴な魔族だと誤解されがちですけど、鬼族オグレスは温和で繊せん細さいな種族なんです」

　なおも疑う古城を諭さとすように、雪菜が生き真ま面じ目めな口調で続ける。

「聖せい域いき条約が締結される前から、鬼族オーガと人類の間で大規模な争いが起きたことは一度もありません。もともと人類やほかの魔族との接触を避けて、ジャングルの奥地で生活してましたし」

「なるほど……野生のゴリラみたいな感じか」

　古城が得とく心しんしたようにうなずいた。

　その風ふう貌ぼうから恐ろしげな印象を持たれがちなゴリラだが、実際には知的で大人しい動物だと聞いたことがある。人間が鬼に対して抱いていた恐怖も、そのような誤解の産物に違いない。

　そんなことを考えながら、古城が一人で勝手に納得していると、

「……ゴリラとは誰のことですの？」

　うっすらと目を開けながら、雫梨が不機嫌な声で呟つぶやいた。苛いら立だたしげに顔をしかめているのは、古城たちの会話を聞いていたわけではなく、殴られた傷の痛みのせいだろう。

「カス子、大丈夫か？　なにがあったか覚えてるか？」

　いつでも雫梨を取り押さえられるように身構えたまま、古城が訊きく。

　雫梨は警戒する古城を見つめて、どことなく怪け訝げんな表情を浮かべた。その反応に古城たちへの敵意は感じない。普段どおりの雫梨の態度だ。

「痛いった……！」

　おもむろに上体を起こそうとして、雫しず梨りが自分の側頭部を押さえる。雪ゆき菜なの裏うら拳けんを喰くらった箇所だった。殴られた瞬しゆん間かん、派手に吹き飛んだように見えたが、やはり相当効いていたらしい。

「無理するなよ。エグい殴られ方したからな」

「すみません。でも、香か菅すが谷やさんは強かったので」

　古こ城じようが雫梨を気き遣づかうように声をかけ、雪菜がしゅんと肩を落とした。雫梨にダメージを与えたからというよりも、手加減する余裕がなかったことを反省しているのだろう。

　もっとも雫梨は雪菜の言葉を、自分に対する賛辞と受け取ったらしい。起き抜けの不機嫌さは影を潜ひそめて、満まん更ざらでもない表情を浮かべている。

「なんとなく、覚えてますわ。シシオー機関のケンナギ、でしたわね」

　朧おぼろ気げな記憶を辿たどるように額ひたいを押さえて、雫梨が言った。そして彼女は、保健室の中をきょろきょろと不安そうに見回した。窓の外の見慣れない景色に目を留め、眉まゆを寄せる。

「ここは、どこですの？」

「やっぱり覚えてないのか？　おまえが悪霊ラルヴアの群れを引き連れて、ウチの学校を襲おそってきたんだぞ？　あー……学校っていうのは、つまり、絃いと神がみ島じまの彩さい海かい学がく園えんのことだけど」

「絃神島……？」

　古城の説明を聞いた雫梨は、明らかに腑ふに落ちないという表情を浮かべた。自分が恩おん萊らい島とうの外にいるという事実に、少なからず困惑しているらしい。

　外の景色を確認するために、雫梨は再び窓へと視線を向ける。その勢いで彼女の白い髪がふわりと舞った。雫梨が一いつ瞬しゆん、ハッとしたような表情を浮かべたのは、自分が頭巾ウインプルを被かぶっていないことに気づいたせいだろう。咄とつ嗟さに左右の角つのを隠かくそうとして、雫梨はすぐに諦あきらめたように手を下ろす。古城たちが彼女の正体に気づいていると理解したのだ。

「これを……見てしまいましたのね」

　古城の顔を見返して、雫梨が圧おし殺したような息を吐く。無表情を装う彼女の瞳ひとみが、怯おびえたように揺れていることに古城は気づいた。

「──笑えばいいですわ」

　古城が返事をするより早く、自じ暴ぼう自じ棄きな口調で雫梨が言う。

「笑う？」

　なにを、と訊きき返す古城を睨にらんで、雫梨は拗すねたように唇くちびるを尖とがらせた。

「鬼のくせに、聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスになりすましていたことですわ」

「なりすましてたってことは、本物の修女騎士パラデイネスじゃなかったってことか？」

　雫梨の意外な告白に、古城は大きく目を瞬またたいた。どちらかといえば古城にとっては、彼女が魔ま族ぞくだったことよりも、そちらのほうが驚おどろきだ。雫梨は事あるごとに自らが修女騎士パラデイネスであると主張していたし、実際にそれらしく振る舞ってもいたからだ。

　しかし雫しず梨りは、ベッドシーツを強く握にぎり締しめながら、今にも泣き出しそうな表情で笑う。

「その〝炎喰蛇ハウラス〟だって、本来は詩し奈な子この……わたくしの恩人の修女騎士パラデイネスの持ち物ですわ。わたくしは彼女に託されただけ。本当はわたくしにこれを持つ資格はありませんの。第だい四よん真しん祖その監視役なんて名乗っておいて、我ながらみっともない話ですわね」

「べつにみっともないとは思わないけどな」

　古こ城じようは面倒くさそうに頭をかきながら言った。え、と雫梨が意表を衝つかれて目を瞬またたく。

「俺には本物の修女騎士パラデイネスがどういうものかわからないけど、おまえがそれらしく振る舞おうと努力してたのは近くで見てたし、それを恰かつ好こう悪いと思ったことは一度もないぞ？　その胡う散さん臭くさい喋しやべり方は正直どうかと思うが──」

「古城……」

　雫梨は、なんとも形容しがたい表情を浮かべた。礼を言うべきか、怒るべきか、判断できないという表情だ。一方の古城は、どこか大おお袈げ裟さなくらいに感心して、

「ていうか、聖団ギゼラや修女騎士パラデイネスって実在するんだな。おまえの脳内設定じゃないかと疑ってたんだが」

「当然、実在したんですわ！」

　雫梨は今度こそはっきりと怒ど気きを露あらわにした。わたくしをなんだと思ってますの、と左側の瞼まぶたをひくつかせる。

「──香か菅すが谷やさん、あなたは、聖団ギゼラに保護されていた魔ま族ぞくの一人だったんですね？」

　古城に任せていてはラチがあかないと判断したのか、雪ゆき菜なが仕方なく口を挟はさんだ。

「保護してた？　〝魔族特区〟の中でか？」

　どうして、と古城が首を傾かしげる。〝魔族特区〟は、人類と魔族の共存を図るために造られた、人工的なモデル都市だ。魔族の権利は聖せい域いき条約によって保護されており、危害が加えられるようなことはあり得ない。

　しかし雪菜は、どこかつらそうに目を伏せて首を振る。

「鬼族オグレスが、密みつ猟りよう……誘ゆう拐かいや虐ぎやく殺さつの対象になることは少なくないんです。それがたとえ魔族領ドミニオンや〝魔族特区〟の中だとしても──」

「密猟……？　そうか、角つのか！」

　古城が雫梨の角に目を向ける。雪菜は硬い表情でうなずいた。

「鬼族オグレスの角や頭とう骨こつは、高値で取り引きされていると聞いたことがあります。もちろん非合法の闇やみ市いち場ばでの売買ですが」

「酷ひどい話だな……たしかに綺き麗れいだし、価値が出るのもわかるけど……」

　古城が嫌悪に顔を歪ゆがませた。魔族の角や牙きばの売買は、条約で固く禁止されている。それでも密輸は後を絶たないし、密猟によって殺される魔族は今も少なくないらしい。

　古こ城じように真顔で見つめられた雫しず梨りは、そわそわと落ち着かない様子で視線を彷徨さまよわせる。

「き、綺き麗れい……？」

「ああ」

　なぜか照れたように頰ほおを赤らめる雫梨を、古城は不思議そうに見返した。翡ひ翠すい色いろに輝かがやく雫梨の角つのは、高価な宝石や工芸品と比べても遜そん色しよくないほどに美しい。

「少しだけ触らせてもらっていいか？」

　せっかくだし、とばかりに古城が言う。雪ゆき菜なは、む、と口元を引き締め、雫梨はぽかんと目を丸くした。

「さ、触るって、わたくしのこれに？」

「さっきからちょっと気になってたんだよ。触り心ごこ地ちがどんな感じかと思って」

　古城はためらいなくうなずいた。艶つややかな光こう沢たくに包まれた雫梨の角は、触ってみたいという欲望に訴えかける抗あらがいがたい魅力を持っている。磨き上げたガラスや、雪の結晶を見たときと同じ、触れてみたくてうずうずする感じだ。

　そんな古城の視線に本能的な恐怖を覚えたのか、雫梨は角を押さえて首を振る。

「だ、駄目！　絶対駄目！　男子に触らせるとか、そんなの無理ですわ！」

「どうしても駄目か？　べつに乱暴にしたりしないぞ？」

　古城はわかりやすく落胆してみせた。触るなといわれると余計に触りたくなる、あの心理だ。

　雫梨は迷いを覚えたように、もじもじと左右の指を絡からませ始めて、

「だってそんなの、は、恥ずかしいし……今まで誰にも触らせたことありませんのに……」

「頼む。そこをなんとか。角の先っちょのとこだけ。ほんの先っちょだけでいいから！」

「うー……」

　雫梨がうつむいたまま黙だまりこむ。その反応に古城は手て応ごたえを覚えた。このまま畳たたみかければ押し切れる、と古城の勝負勘がそう言っている。

　そんな古城の強引さを見かねたように、雪菜が思わず口を開き、

「あの、先輩──」

「なにやってんの、古城ッ──!?」

　その直後、保健室のドアが壊れそうな勢いで大きく開かれた。

　ドアの向こう側に立っていたのは、華やかな髪型の女子生徒だ。自前の長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳ひとみが、憤ふん怒ぬの色で炯けい々けいと輝いている。

「あ、浅あさ葱ぎ？」

「全部聞こえてたわよ、廊ろう下かまで！　あんた、怪け我がした女の子に昼間っからなにさせてるの!?　姫ひめ柊らぎさんも、傍そばにいるなら止めなさいよ！　それともまさかあんたたち三人で一緒に──!?」

　乱暴に足音を響ひびかせながら、藍あい羽ば浅葱が古城のほうへと近づいてくる。

　古城は、驚きよう愕がくに表情を凍りつかせたまま首を振り、

「馬ば鹿か、違う！　おまえ、なに想像してんだ!?」

「なにって、い、言わせないでよ、変態！」

「だからなにを!?」

「ていうか、その人、あたしを殺そうとした女じゃん！　なんで仲良く話しこんでんのよ!?」

　浅あさ葱ぎが古こ城じようの胸ぐらをつかみ上げたまま、雫しず梨りを指さして詰きつ問もんしてくる。

　古城は不意に表情を険しくした。

「殺そうとした？」

「そうよ。動ゾ死ン体ビに襲おそわれて戦車も壊れて、彼女に助けてもらわなきゃヤバかったんだから！」

「……彼女？」

　誰だ、と古城が思わず訊きき返す。

　その瞬しゆん間かん、我慢しきれなくなったような失笑が、開けっ放しのドアの向こうから聞こえてきた。やがてその声は、朗らかな陽性の笑い声に変わる。

「相変わらずきみの周りは賑にぎやかだね、古城」

　そう言って部屋に入ってきたのは、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた、快活な雰ふん囲い気きの少女だった。

　髪型は毛先の撥はねたショートボブ。キュロット風のミニスカートは、絃いと神がみ市立大附属高校の制服だ。すらりと伸びた長い脚と、ごついバスケットシューズの組み合わせが可愛かわいらしい。

「ユウマ……！」
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　旧友との思いがけない再会に、古こ城じようは純粋な驚おどろきの表情を浮かべた。

「久しぶり。元気そうでよかったよ」

　仙とこ都よ木ぎ優ゆう麻まはそう言って、少しはにかんだようにピースサインを突きだしてみせた。
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　古城が呆あつ気けにとられていたのは、それほど長い時間ではなかった。立ち尽くす古城の制服を、雫しず梨りが怖おず怖おずと引っ張ったからだ。

「彼女たちは、何者ですの？」

　雫梨の声には不安の響ひびきがあった。自分が浅あさ葱ぎたちを襲しゆう撃げきしたことは、朧おぼろ気げに覚えているのだろう。襲撃した理由を自覚していないぶん、余計に恐怖を感じているのかもしれない。

「仙都木優麻です。よろしく。いちおう古城の幼なじみということになるのかな」

　雫梨の不安を和らげるように、優麻はそう言って人ひと懐なつこく笑ってみせた。

「か、香か菅すが谷や雫梨・カスティエラですわ」

　そんな優麻に見とれたまま、雫梨がぎこちなく名乗り返す。打ち解けたというよりは、単に優麻のペースに巻きこまれただけだが、緊張が緩ゆるんだのは事実だった。

「ユウマ、おまえ、どうしてここに？　攻こう魔ま局きよくの取り調べはもういいのか？」

　雫梨と握手を交わしている優麻に、古城が訊きいた。

　昨年の秋におきた〝闇やみ誓せい書しよ事件〟のあと、優麻は攻魔局に拘束されている。

　禁きん呪じゆ指定された魔ま導どう書しよの無断使用と、彼女の母親である〝書記ノタリアの魔女〟──仙都木阿あ夜やの脱獄を幇ほう助じよしたという嫌疑が拘束理由だ。

　もっとも優麻は未成年であり、母親に操られた被害者でもあった。そのため優麻自身が罪に問われる可能性は低かった。彼女は犯罪者というよりも、貴重な証人として身柄を保護されたのだ。〝総記ジエネラル〟仙都木阿夜の娘である優麻は、魔導犯罪組織〝図Ｌ書Ｃ館Ｏ〟の実態を調べる有力な手がかりなのである。

「済まない、古城。心配かけたね。詳しいことはあとでゆっくり説明するよ」

　古城をからかうようにそう言って、優麻は再び雫梨に向き直る。

「それよりも先に彼女と話していいかな。僕の事情と無関係でもないしね」

「カス子が？」

　優麻の意外な発言に古城が戸惑う。雫梨にも心当たりはないらしく、彼女はきょとんとした表情を浮かべている。そんな雫梨が、突然ギョッとしたように目を見張った。

　武ぶ骨こつな装甲に覆おおわれた巨大な機械が、保健室の窓の外にぬっと現れたせいだ。

「こ、今度はなんですの……っ!?」

　雫梨が八つ当たり気味の怒鳴り声で古城に訊いてくる。

　それは軽トラックほどのサイズの真紅の有脚戦車ロボツトタンクだった。リディアーヌ・ディディエの〝膝ひざ丸まる〟だ。ずんぐりとした丸っこいフォルムに威圧感は乏しいが、それでも兵器であることに変わりはない。雫しず梨りが警戒して身構えるのも当然だ。

「だいたいの事情は、いちおう基もと樹きから聞いてるわ──」

　硬直している雫梨に、浅あさ葱ぎが一方的に呼びかけた。その声には、やはり雫梨に対する警戒心と敵意が滲にじんでいる。それが雫梨に命を狙ねらわれたせいなのか、それとも彼女と古こ城じようの距きよ離りが妙に近いのが気に入らないのか、古城としても判断に迷うところだ。

「訊ききたいことはいろいろあると思うけど、その前に、あなたのことを調べさせてもらっていいかしら、香か菅すが谷やさん？」

「──煮るなり焼くなり好きにすればいいですわ」

　雫梨が、強気に睨にらみ返して言った。

「いい返事ね」

　浅葱も雫梨を睨み返して笑う。明らかに悪役の笑い方だ。

　古城は、おろおろと二人の顔を見比べて、睨み合う彼女たちの間に割りこんだ。

「おい、浅葱。いちおう怪け我が人にんなんだし、あんまりカス子に手荒な真ま似ねは──」

「やっちゃって、〝戦車乗り〟」

　古城の気き遣づかいをきっぱりと無視して、浅葱がリディアーヌに呼びかけた。

『御ぎよ意い』とスピーカー越しにリディアーヌの返事が聞こえてくる。

　有脚戦車ロボツトタンクの胴体が開いて、触しよく手しゆを思わせるマニピュレーターがうじゃうじゃと吐き出されたのはその直後だ。それらは保健室の窓を器用に開けて、雫梨の左腕をがっつりと固定した。

「っ！」

　青ざめる雫梨の腕に向かって、最後のマニピュレーターが伸びてくる。その先端に取りつけられていたのは、鈍く輝かがやく細い針だった。

「……注射？　いや、採血か？」

　リディアーヌの目的に途中で気づいて、古城は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。よく見れば、雫梨は最初から抵抗していない。熟練の看護師のような繊せん細さいな動きで、雫梨の血管に射しこまれた注射針が、彼女の血液をゆっくりと吸い上げる。

『採血完了にござる。あとはモグワイ殿、お頼み申す』

『あいよ』

　浅葱のポケットのスマホから、やけに人間臭い合成音声が流れ出す。採取された雫梨の血液は、有脚戦車ロボツトタンクが運んできた分析装置にさっそく投入されていた。遠心分離機や粒子測定装置、蛍けい光こう分光分析機、そして魔ま力りよく測定器と術式解析器──大がかりな分析機材ばかりだ。

「血液検査じゃないのか？　なにをやってるんだ？」

「わたくしに訊かないでくださいまし」

　古こ城じようの質問に、雫しず梨りが渋い表情で首を振る。雪ゆき菜なは沈黙を保ったまま、雫梨の注射跡に絆ばん創そう膏こうを貼はっていた。

「どうかな、浅あさ葱ぎさん？」

　真ま面じ目めな口調で優ゆう麻まが訊きく。浅葱は分析装置のモニタを見つめてうなずいた。

「思ったとおりね。ゲーセンの筐きよう体たいに残ってたのと同じだわ」

「解析できるかい？」

「任せて。彼女から採取したサンプルは内蔵された魔ま術じゆつ構造が破壊されずに残ってるし、リバースエンジニアリングの準備もしておいたから」

　得え体たいの知れないコマンドを入力しながら、浅葱が不敵な笑みを浮かべる。

　彼女が操作する分析装置から、ぼんやりと赤い光が洩もれ出していることに古城は気づいた。微細な魔法陣を内蔵した真紅の粒子。世界改変の禁きん呪じゆ〝聖せい殲せん〟の輝かがやきだ。

「おい、浅葱。いい加減、俺たちにもわかるように説明しろよ！」

　さすがに不安を覚えた古城が、強い口調で浅葱に呼びかけた。

「いいわ。魔術演算回路の抽出にもう少し時間がかかりそうだから。なにを知りたいの？」

　浅葱が溜ため息いき混じりに肩をすくめてくる。突き放すような彼女の態度に多少の苛いら立だちを覚えたものの、ここで文句を言っても話が進まないので、古城はグッと我慢した。

　しばし逡しゆん巡じゆんしたあと、結局、いちばん基本的な質問から始めることにする。

「おまえには恩おん萊らい島とうの正体がわかってるのか？」

「……恩萊島？　あんたたちが暮らしてたっていう〝魔族特区〟のことね。あたしたちのことを忘れて、その子とずいぶん仲良く過ごしてたみたいだけど」

「べつに仲良くなんか──」

「──し、してませんわ！」

　古城と雫梨が、示し合わせたようなタイミングで反論する。見事に息の合った二人の姿を、浅葱はジトッとした半はん眼がんで見返した。

「あんたが基もと樹きたちに聞いた話が真実よ。恩萊島なんて島は存在しないわ」

　気け怠だるげに首を振りながら、浅葱が続ける。

　古城は、納得がいかないというふうに、隣となりにいる雫梨を指さして、

「だったら香か菅すが谷やはどこから来たんだよ？」

「恩萊島からでしょ。違うの？」

「は……？」

　浅葱に事も無げに訊き返されて、古城は今度こそ完全に混乱した。

　恩萊島は存在しない。けれど雫梨は恩萊島から来た。まったく意味がわからない。まるで出来の悪い禅問答を聞かされている気分だ。

「恩萊島なんて島は、現実には存在しないわ。だけど現実じゃない場所には、存在しててもおかしくない。たとえば誰かの夢の中、とかね」

　思考停止に陥おちいった古こ城じように、浅あさ葱ぎはもう一度、思わせぶりな口調で説明した。

「夢の……中……？」

　古城が大きく目を見張った。脳裏で火花が散るような錯さつ覚かくを覚える。

「まさか……！」

「そうだよ、古城。恩おん萊らい島とうというのは、おそらく監かん獄ごく結けつ界かいだ。正確に言えば、監獄結界と同じ原理で生み出された異空間、ということになるのかな」

　窓まど際ぎわの壁に寄りかかったまま、優ゆう麻まが柔らかな口調で告げてくる。

　監獄結界とは、〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟の異い名みようで知られる南みな宮みや那な月つきが造りだした魔術的な仮想空間だ。

　彼女の夢の中に構築されたその世界は、外部からの侵入も内部からの脱出も許さない究極の監獄として、凶悪な魔ま導どう犯罪者の収監に使われている。絃いと神がみ島じまと重なり合うように存在し、しかし絃神島のどこにもない異世界。たしかにそれは恩萊島の性質によく似ていた。

「監獄結界は、誰かの夢が作り出した異世界だ。夢の中だから、普通の世界とは時間の流れる速さが違う。たったの三日間を半年間に錯覚させることも、同じ時間を何度も繰り返すことも出来る。第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうの召しよう喚かんを、妨害することもできる──違うかい？」

「いや……そうか。そうだ、たしかに……」

　古城が抱えていた無数の疑問が、優麻の言葉で氷解していく。恩萊島の正体が、監獄結界と同様の結界世界アナザーユニバース──そう考えることに異論はない。だが、

「だけど、無理だろ!?　那月ちゃんの監獄結界とは規模が違いすぎる。恩萊島には六千人からの住人がいるんだぞ。面積だって、下へ手たしたら絃神島よりでかいかもしれないのに──」

「そうだね。監獄結界の維持には、膨ぼう大だいな魔力と桁けた外はずれに大量の魔術演算が必要だ。南宮先生は、魔女としての契約によってそれらを手に入れたけど、それでも展開できる結界の規模は、せいぜい城じよう塞さいひとつぶん。それでも現実と見間違うほどのリアルな世界は作れない」

　優麻は古城の反論をあっさりと認めた。

「だからこいつが必要になったのよ」

　浅葱がそう言って古城の前に、分析機材に接続したタブレット端末を突きだしてくる。端末の画面に表示されていたのは、ウィルスの顕けん微び鏡きよう写真に似た、銀色の丸い粒だった。

「……これは？」

　古城が首を捻ひねりながら訊きき返す。雫梨もパチパチと目を瞬またたくだけだ。

「その子……香か菅すが谷やさんの血液から採取した微少な魔術機械よ。ナノ式しき神がみとでも呼べばいいのかしら。ウイルス並みのサイズに、自己増ぞう殖しよくシステムと魔術演算回路が組みこまれてるわ。外部からの強い呪じゆ力りよくを浴びて、今は大半が機能停止してるけど」

　浅葱が雫しず梨りを指さして言った。外部からの強い呪力というのは、雪ゆき菜なが雫梨に叩たたきこんだ打撃のことだろう。魔族の生体活動を阻そ害がいする剣けん巫なぎの攻撃は、ナノ式神にも効果があったのだ。

「ナノ式しき神がみ……？　これがわたくしの身体からだの中に？」

　端末に表示されたウイルスモドキを眺ながめて、雫しず梨りが怯おびえたように肩を震ふるわせる。

「恩おん萊らい島とうにいる全島民の中に、かな。古こ城じようの記憶を奪うばったり、眷けん獣じゆうの召しよう喚かんを妨害していたのも、たぶんこいつの仕し業わざでしょうね」

　浅あさ葱ぎはそう言いながら、再び怪しげなコマンド入力を始めた。雫梨から採取したナノ式神のサンプルを使って、なにか企たくらんでいるらしい。

「このナノ式神によって、恩萊島という結界世界は維持されてる──ってことは、逆に言えば、ナノ式神を持たない者には恩萊島は認識できないし、結界の中にも入れないってわけ。あたしが外から魔ま術じゆつ演えん算ざんをサポートして、姫ひめ柊らぎさんを結界内に送りこもうと努力はしたんだけどね」

「そうか……俺たちが見た姫柊の幽ゆう霊れいは、そういうことだったのか」

　古城は、恩萊島で見かけた雪菜の亡霊めいた姿を思い出す。雪菜が完全な形で実体化できなかったのは、ナノ式神を持たない彼女が、恩萊島にとっての異物に過ぎなかったせいだ。

「待てよ。じゃあ、あのとき姫柊が俺に槍やりを突き刺したのは──」

「はい。先輩の体内にあるナノ式神を破壊するためでした。〝雪せつ霞か狼ろう〟の能力が監かん獄ごく結けつ界かいの中でも使えることは、南みな宮みや先生のときに証明済みですし、心臓近くを狙ねらったのは、全身の血管に神格振動波を効率よく送りこむためです」

　すみませんでした、と雪ゆき菜なが深々と頭を下げる。

　古城に対して彼女が槍を使うのは、危険を伴う賭かけだったはずだ。なにしろ〝雪霞狼〟は、吸血鬼の真しん祖そすら滅ほろぼし得る破は魔まの槍だからだ。実体化が不完全な状態ですら、その威力は、破獣デブリを容易たやすく消滅させる。今いま更さらながら、自分が命の危険に晒さらされていたことを理解して、古城は背筋に寒気を覚えた。

　だが、結果的に雪菜のその攻撃によって、古城は絃いと神がみ島じまに戻ってこられたのだ。

『それにしても魔術演算回路を内蔵したナノ式神とは、驚おどろきでござるな。斯か様ような絡から繰くりに、女帝殿もよくぞ気づいたものでござる』

　有脚戦車ロボツトタンクの操縦席コクピツトから、リディアーヌが会話に加わってくる。

「それって、やはりすごい技術なんですの？」

　あまり理解できていないという口調で、雫梨が訊きいた。肉体労働系の攻魔師である雫梨は、基本的に機械に弱いのだ。

　そして浅葱は意外なことに、まあね、と素直にうなずいた。

「いくら魔術を併用してるからって、このあたしが解析するのに三日かかったのよ。最新技術なんてもんじゃないわ。〝聖せい殲せん〟の知識がなかったら、正直、歯が立たなかったかも」

「そうか……」

　浅葱の説明が理解できたわけではないが、よくわからないなりに古城も真顔で相あい槌づちを打つ。

　あの〝聖せい殲せん〟ですら鼻歌混じりに解読した浅葱が、てこずったと自ら告白したのだ。ナノ式神を生み出したのは、恐ろしく高度なテクノロジーの持ち主なのだろう。

「いったい誰がなんのために、そんな高度な技術を使って恩おん萊らい島とうを作ったんだ？」

「それは作った本人に訊きくのがいちばん早いだろうね」

　古こ城じようの疑問に答えたのは、優ゆう麻まだった。いつの間にか彼女の表情から、普段の人ひと懐なつこい笑みが消えている。刃やいばのような鋭い殺気をまとって、彼女は保健室の入り口を睨にらんでいた。

「作った本人？」

　古城が訝いぶかるように優麻を見る。そんな古城の視界の隅すみで、空間が揺らぐ気配があった。

　彩さい海かい学がく園えんの廊ろう下かに生じたのは、強固な城門を思わせる複雑な魔ま法ほう陣じん。不吉な紫色の稲妻を撒まき散らしながら、ゆっくりと空間が裂けていく。空間制御によって生み出された異界への〝門ゲート〟──結界世界への入り口が開いたのだ。

　その〝門ゲート〟をくぐって現れたのは、水着の上に白衣という人を喰くったような服装の女だった。

　古城と雫しず梨りが同時に息を吞のむ。女の顔を、古城たちはよく知っていたからだ。

「真ま賀が斎とき禍か子こ。通称〝逢おう魔まの魔女〟──ＬＣＯの元幹部にして第五隊〝科学サイエンス〟の大司書さ」

　優麻が静かな口調で告げる。

　そんな優麻の声を聞きながら、真賀斎禍子は妖よう艶えんに微ほほ笑えんだ。
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「真賀斎教官が……ＬＣＯの元幹部……？」

　雫梨が震ふるえる声で呟つぶやいた。犯罪組織〝図Ｌ書Ｃ館Ｏ〟は、〝イロワーズ魔族特区〟で育った雫梨にとっても馴な染じみのある名前だったのだろう。単に驚おどろいたというだけでなく、雫梨の声には、明らかな恐怖の響ひびきがある。

　そんな雫梨の目の前に、雪ゆき菜なが長ちよう剣けんを差し出した。雫梨にも身を護まもるための武器が必要だと判断したのだ。雪菜自身も愛用のギグケースを引き寄せて、銀色の槍やりに手をかけている。

　浅あさ葱ぎはその間に、有脚戦車ロボツトタンクのいる窓まど際ぎわまで後退。それを庇かばうように優麻が前に出る。

「直接会うのは初めてかな。噂うわさは聞いてるよ、〝蒼あおの魔女〟仙とこ都よ木ぎ優麻──」

　攻撃的な表情を浮かべる優麻を愉快そうに見返して、禍子はくすんだ金色の髪を揺らした。

　ＬＣＯの元幹部である禍子にとって、優麻は裏切り者の娘ということになる。しかし優麻を見る禍子の瞳ひとみに敵意はない。そこにあるのは純粋な好奇の光だった。

「──攻魔局の一員として、ＬＣＯの残党狩りをしてるらしいね。きみの契約悪魔が、よくもそんな契約変更を認めたものだ」

「ＬＣＯを殲せん滅めつしたら、仙都木阿あ夜やを釈放する、と攻魔局に約束してもらったんだよ」

　優ゆう麻まが儀礼的な笑顔でそう答える。

　魔ま女じよとは契約によって、悪魔の加護と力を得た者だ。契約には当然、支払うべき対価が含まれている。その契約に逆らった者は、悪魔の眷けん属ぞくにより、即座に命を奪うばわれる。ＬＣＯに造られた魔女でありながら、ＬＣＯの敵となった優麻は、契約を破棄したと見なされても不思議ではなかった。禍か子こはそれを指摘したのだ。

　しかし優麻は平然と首を振る。

「ボクが悪魔に負った義務は、母を監かん獄ごく結けつ界かいの外に出すことだからね。手段を変更しただけで、目的そのものは変わってない。魔女の力を失った母を釈放しても、攻魔局に実害はないしね」

「なるほどね。するときみは悪魔との契約に従って、私を捕らえなければならないわけだ」

　禍子が感心したようにうなずいた。そんな禍子を見つめて、優麻が美しく笑う。

「ええ。だから、抵抗しないでもらえると嬉うれしいな」

「残念だけど、ご期待には添えないな。私にもやらなきゃならないことがあるからね」

　禍子は平然と笑って言った。見えない刃やいばをぶつけ合うような二人の会話に、古こ城じようたちは息が詰まるような錯さつ覚かくを覚える。

「真ま賀が斎とき教官……あなたがＬＣＯの幹部というのは本当ですの？」

　その会話に割って入ったのは雫しず梨りだった。禍子が、おや、と眉まゆを上げた。ナノ式しき神がみによる雫梨の洗脳が解けていたのが、少し意外だったらしい。

「なんで今頃になってＬＣＯが出てくるんだよ？　復ふく讐しゆうか？」

　古城がうんざりした口調で質問する。ＬＣＯ衰退の直接の原因を作った仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やは、すでに監獄結界に収監済みだ。仙都木阿夜を最終的に捕ほ縛ばくしたのは古城たちだが、だからといってＬＣＯの残党に恨まれる筋合いはない。

　禍子は、そんな古城を見返して面白そうに首を振る。

「まさか。ＬＣＯは基本的に、利己的な魔ま導どう書しよ研究者の集団だからね。組織に対する忠誠心は希き薄はくなんだ。くだらない復讐なんかのために、第だい四よん真しん祖そを敵に回すなんてまっぴらさ」

「だったらどうして俺を恩おん萊らい島とうに連れていった？」

　古城が禍子を睨にらんで訊きいた。

　雪ゆき菜なたちの証言によれば、古城は偶然、恩萊島に迷いこんだわけではない。明らかに狙ねらわれて連れ去られたのだ。それが復讐ではないというのなら、なにかほかの動機があるはずだ。

　しかし禍子の回答は、古城の予想外のものだった。

「なに、ちょっとした副業アルバイトさ。ある人に頼まれてしまってね」

　禍子は悪びれた素そ振ぶりも見せずにそう言った。古城は啞あ然ぜんとして彼女を凝ぎよう視しする。

「頼まれた……？　誰にだよ？」

「それは言えないな。それが依頼主スポンサーの意向だからね」

　禍子が平然と首を振る。古城の声が怒りで上うわ擦ずる。

「他人を勝手に利用して金かね儲もうけしてんじゃねえよ！」

「うん、実にもっともな意見だね。では、いくら払えば私に協力してくれるのかい？」

「図ずう々ずうしいにもほどがあるだろ！　どうして俺が今いま更さらあんたに協力すると思えるんだよ!?」

「それはほら、人の命が懸かかっているからさ」

　禍か子こがゾッとするほど冷静な口調で言った。

「なに……？」

　古こ城じようは、禍子の静けさに一いつ瞬しゆん、気け圧おされた。おやおや、と禍子が皮肉っぽく笑う。

「まさか忘れてはいないだろうね。恩おん萊らい島とうには、今もまだ、六千人の住民が取り残されているんだよ？　彼らを見殺しにする気かい？」

「どういう……意味ですの？」

　絶句する古城に代わって、雫しず梨りが訊きいた。彼女の声もやはり怒りで震ふるえている。

「恩萊島は、魔ま術じゆつ結けつ界かいの中に構築された異世界だからね。あの島を維持するためには、膨ぼう大だいな量の魔力が必要になる。その魔力が枯こ渇かつしかけてるのさ」

　いかにも教師らしい説明口調で、禍子が答える。

「このままでは恩萊島は消滅して、六千人の島民もろとも異世界に吞のみこまれる。だからといって、代わりの魔力源なんて、そう容易たやすく見つかるものじゃない。あの島を支えるためには、吸血鬼の真しん祖そに匹敵する膨大な魔力が必要だからね」

「まさか、古城をその魔力源に使うつもりだったんですの……!?」

　雫梨が頰ほおを強こわ張ばらせてうめいた。

　神々の呪のろいによって生み出された吸血鬼の真祖は、無む尽じん蔵ぞうの〝負の生命力〟を持っている。それはすなわち、彼らの魔力が無限であるということを意味していた。その真祖の力をもってすれば、恩萊島を支え続けることも可能だろう。

「なるほどね。古城を恩萊島に連れ戻すために、香か菅すが谷やさんを送りこんできたのはそのためか。その前に藍あい羽ばさんを襲おそったのは、彼女がナノ式しき神がみを解析したせいかな？」

　禍子の隙すきを窺うかがいながら、優ゆう麻まが訊く。

　優麻の目的は禍子の拘束だ。馬ば鹿か正しよう直じきに禍子との会話につき合う理由はない。それでも禍子を攻撃できずにいるのは、一見だらしなく立っている彼女が、つけいる隙を見せないからだ。

「まあね。だけど、なにも彼を生いけ贄にえにしようと言ってるわけじゃないよ」

　禍子は薄うすら笑いを浮かべて首を振る。

「たとえばこういうのはどうだろう、香菅谷雫梨・カスティエラ。きみと暁あかつき古城が愛し合って、新たな生命を育はぐくんでもらう、というのは？」

「は？」と雫梨が固まった。禍子が自分になにを要求しているのかは、色恋に疎うとい雫梨にも、さすがに理解できているらしい。

　禍子は自画自賛するように、自分の提案に何度もうなずいて、

「第二世代の吸血鬼は、真祖に次ぐ膨ぼう大だいな魔ま力りよくを持っているはずだ。十人も産んでもらえば、最小限の負担で結界を維持できるだろう。結界内では時間の流れる速さを変えられるから、出産までの時間も短縮できるしね」

「ふっざけんな──！」

「──ですわ！」

　古こ城じようと雫しず梨りが同時に叫んだ。ふと見れば、雪ゆき菜なや浅あさ葱ぎも静かに殺気立っている。

「おや？　いいアイデアだと思ったんだが……もし、香か菅すが谷やくんが一人で産むのがつらければ、彼女たちに第だい四よん真しん祖その愛人になってもらうという手も──」

　禍か子こは少し慌あわてたようにフォローの言葉を口にする。

「そういうことを言ってんじゃねえ！」ついに古城が爆ばく発はつした。「どうして、恩おん萊らい島とうの住民を閉じこめておくのが前提なんだよ!?　連中を結界から解放してやれば済むことだろうが！」

「その意見は却下だよ。恩萊島の創造主は、そんなことを求めてないからね」

「創造主……？」

　雫梨がぴくりと反応する。禍子の呟つぶやきが真実なら、恩萊島を作ったのは禍子ではない。結界の管理者が別に存在するということだ。

「そいつをぶっ倒せば、恩萊島の住民を救い出せるんだな？」

　ふ、と古城は唇くちびるの端を吊つり上げた。自分がなにをすればいいのか、ここに来てようやく理解できた気がした。結界の管理者を倒して、恩萊島に囚とらわれた六千人の人質を解放する。わかりやすくていい、と無意識に笑みをこぼす。

「そうだね。そんなことができるのならね」

　だが、禍子もまた笑ってそう言った。彼女が足あし下もとに落とす影から、小型の怪物があふれ出してくる。腐敗した肉体を持つ死し霊りょうたちだ。

「悪霊ラルヴア……っ！」

　雫梨が長ちよう剣けんを鞘さやから引き抜いた。雪菜が銀色の槍やりを構え、優麻は〝守護者〟を呼び出した。錆さびた剣を持つ顔のない青あお騎き士し──彼女と契約した悪あく魔まの眷けん属ぞくだ。

　彼女たちの攻撃は、死霊たちを容易たやすく粉砕する。しかし死霊たちの数は尽きることがない。圧倒的な数をもって古城たちを押し潰つぶし、結界世界へと引きずりこむつもりなのだ。

「こういう荒っぽい方法は、私の好みではないんだけどね。まあ、勧誘に失敗した以上は仕方がないかな」

　弾はずむような口調で言いながら、禍子が魔法陣を描き始める。空間転送用の〝門ゲート〟を生み出す魔法陣だ。

「〝雪せつ霞か狼ろう〟！」

　真っ先に反応したのは雪菜だった。床すれすれに槍を構えて、禍子に向かって疾走する。邪じや魔まをする悪霊ラルヴアたちを蹴け散ちらして、そのまま禍子を討ち取ろうとしたのだ。

「その槍やりときみの存在は少し危険だからね。少し黙だまっていてもらうよ──姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な」

　雪菜の槍が、禍か子この脇わき腹ばらを横から薙なぎ払う。槍の穂ほ先さきを捻ひねっての峰みね打うち。

　だが、その攻撃が届いたと思われた瞬しゆん間かん、禍子の姿が幻影のようにぼやけた。まるで黄昏たそがれ時どきに現れるという幻影のように──

「っ！」

　銀色の槍が禍子をすり抜け、雪菜がわずかに体勢を崩くずした。その雪菜の背中に、禍子が軽く掌てのひらを押しつける。雪菜の全身が小さく震ふるえた。悲鳴を上げる間もなく意識をなくして、雪菜が床の上にくずおれる。

「姫ひめ柊らぎ!?」

　雪菜ですらまるで歯が立たないという事実に、古こ城じようは愕然とした。

　結界世界の中での役割とはいえ、真ま賀が斎とき禍子は攻こう魔ま高こう専せんの教官だ。それに相応ふさわしい実力を彼女が持っていてもおかしくはない。だが、これほどまでに圧倒的な力の差があるとは、さすがに予想していなかった。雪菜がここまで容易たやすく無力化されたのは、古城が知る限り初めてだ。

「なっ……そんな……!?」

「く……！」

　雪菜の敗北は、雫しず梨りと優ゆう麻まにも動揺を与えていた。それぞれ雪菜と戦った経験があるだけに、彼女を圧倒した真賀斎の実力を否いや応おうなく理解したのだろう。

　その雫梨たちが悪霊ラルヴアに手間取っている間に、禍子は魔法陣を完成させる。

　魔法陣の直径は十メートルを超えていた。彼女が出現したときよりも、遥はるかに巨大な〝門ゲート〟が開く。古城や雫梨たちだけでなく、避難していた浅あさ葱ぎとリディアーヌも、完全に〝門ゲート〟の効果範囲に捕らわれていた。雪菜が意識をなくしているせいで、その〝門ゲート〟を無効化できる者はいない。禍子はそのために雪菜を最初に気絶させたのだ。

「ヤバっ……！　〝戦車乗り〟！　アレを──」

　浅葱がリディアーヌに向かって叫ぶ。『御ぎよ意い！』と時代がかった口調で答えて、リディアーヌが戦車からなにかを撃ち出した。それは煙幕スモーク弾だった。白い煙が撒まき散らされて、古城たちの視界を奪うばう。だが、すでに〝門ゲート〟に捕らわれた今となっては、その煙えん幕まくも無駄だった。

　気絶した雪菜を抱き上げて、禍子はゆっくりと古城を振り返る。〝門ゲート〟に捕まった古城は動けない。禍子の傍まで近づくことすらできない。ただ雪菜が連れ去られる様さまを、無力に眺ながめているだけだ。

「よかった。私がここまで来た甲か斐いがあったよ」

　無ぶ様ざまに床を這はう古城を見つめて、禍子が愉たのしげに目を細めた。

「なに……!?」

　古城の視界がいびつに歪ゆがんだ。

　異空間への移動に特有の、不快な目め眩まいが襲おそってくる。足あし下もとの大地が崩れ落ちていくような浮遊感。遠ざかる禍か子こと雪ゆき菜なの姿に、古こ城じようは絶望の表情を浮かべる。

　そして意識を失う直前、古城は〝逢おう魔まの魔女〟の言葉を聞いた。

「私はね、きみのその顔が見たかったのさ、暁あかつき古城」


　　　　幕間 ⅳ

　オルガンの音が聞こえてくる。

　均整の取れた重層的な響ひびき。賛美歌を思わせる哀あい切せつな旋せん律りつ。

　技巧的ではないが、美しい演奏だ。

　演奏者は燕尾服テイルコート姿の若者だった。

　年齢は十四、五歳ほどだろうか。華きや奢しやな体つきの、美しい少年だ。

　長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳ひとみは、祈るように固く閉ざされている。肩の高さで切り揃そろえた髪は、角度によって色を変えていく虹にじのような金髪だ。

　鍵けん盤ばんの上で踊り続ける彼の指は、それ自体が独立した美しい生き物のようだった。

　しかし曲の終わりを待つことなく、演奏が止まった。

　礼拝堂によく似た広大な空間に、最後の和音が哀かなしげな余よ韻いんを残して消える。

　鍵盤に向かう少年の背後に現れたのは、若い女だ。〝逢おう魔まの魔女〟──真ま賀が斎とき禍か子こだった。

「ただいま帰還いたしました」

　禍子が慇いん懃ぎんに跪ひざまずいて礼をする。彼女の服は白衣ではなく、喪も服ふくのような黒いドレスだ。

「ご苦労でした、〝逢魔の魔女〟──」

　少年が、目を閉じたままゆっくりと振り返る。そして彼は訝いぶかるように眉まゆを上げた。禍か子この前に銀色の槍やりと、眠っている小柄な少女が横たえられていたからだ。

「姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な。なぜここに？」

「暁あかつき古こ城じようを恩おん萊らい島とうに招き入れるための人質として確保いたしました。独断での行動、なにとぞお許しください」

　禍子が赦ゆるしを請こうように深く頭こうべを垂たれた。

　少年は溜ため息いきのように薄うすく息を吐く。

「いいでしょう。彼女の拘束は不要です。くれぐれも丁てい重ちように扱うように」

「御ぎよ意い」

　禍子が再び頭を下げた。その声には、かすかな安あん堵どが滲にじんでいる。しかし顔を上げた禍子が浮かべた表情は、感情の見えない事務的な微笑だけだった。

「報告を聞かせていただけますか？」

　少年が穏おだやかな口調で告げた。禍子が首しゆ肯こうして、口を開く。

「暁古城には、この三日間で、延べ九回の死を経験させました。残念ながら、現在のところ、パーソナリティへの顕けん著ちよな影えい響きようは確認できておりません」

「九回……？」

「藍あい羽ば浅あさ葱ぎの介入により、以降の試行は不成立となっています」

　予定より少ないのではないか、という少年の無言の非難に、禍子は早口で釈明した。

「恩萊島の防壁を突破したというのですか？　たったの三日で？」

「申し訳ありません。ナノ・オートマタの構造も解析されてしまったようです」

「そうですか」

　少年がめずらしく驚おどろきを表に出す。

　ナノ・オートマタによる結界世界の防壁が破られることなど、本来は起こり得ないことだった。あの式しき神がみに使われている技術は、解析できない。この時代の技術では、決して解析できない理由があるのだ。藍羽浅葱は、その秘密の一端を解き明かしたということになる。

「いえ、構いません。あなたはよくやってくれました、真ま賀が斎とき禍子」

　少年は動揺を振り払うようにゆっくりと首を振った。そして不意に話題を変える。

「創造主の状態はどうですか？」

「魔ま力りよくの枯こ渇かつが深刻化しています。度たび重かさなる時間操作の影えい響きようかと」

　禍子は表情を変えずに淡々と報告した。少年は穏おだやかに微ほほ笑えんだ。

「そろそろ潮しお時どきのようですね」

「はい」

「幕引きの裁量はお任せします。好きにやりなさい」

　少年が優しい口調で告げる。

　禍か子こは満足げに笑ってうなずいた。

「感謝します。終しゆう焉えんの真しん祖そ──〝吸血王ザ・ブラツド〟」

　空間を波紋のように揺らして、禍子の姿がかき消える。礼拝堂に残されたのは少年と、眠り続ける雪ゆき菜なだけだ。

　少年が鍵けん盤ばんへと向き直る。

　流れ出した厳おごそかな旋せん律りつが、光あふれる空間を子守歌のように満たしていく──
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　　　　　　　　　　１

　生温かく湿った風が、古こ城じようの頰ほおに吹きつけてくる。

　大気を満たしているのは濃密な生命の臭い。樹木や草、苔こけや茸きのこ、厚く降り積もった落葉と、その下で繁殖する微生物。そして獣──密林の臭いだ。

　古城はその強い臭いの中で目を覚ます。

　眼下に見えたのは濁った水面だ。岸辺に張り出した木の枝に引っかかるようにして、意識を失っていたらしい。沼のほとりの開けた広場。見覚えのある地形だった。

　恩おん萊らい島とうの地下迷宮、第二階層──

　優ゆ乃のが破獣デブリに襲われ、琉る威いたちが殺された場所。そして古城が雪ゆき菜なに刺された場所だ。迷宮カルケリ内で最後に訪れていた地点に、再び連れ戻された、ということらしい。強制セーブポイントかよ、と古城は心の中で愚ぐ痴ちる。

　状況を把握して、真っ先に思い出したのは、気絶した雪菜を連れ去る禍か子この勝ち誇った顔だった。怒りで暴発しそうになる魔力をどうにか押さえこみ、古城は深呼吸を繰り返す。

　それだけで苛いら立だちが収まったわけではなかったが、冷静さはいくらか戻って来た。ここで古城が感情に任せて暴れても、禍子を余計に愉たのしませるだけだろう。

　古城がかろうじて理性を失わずにいられたのは、雪菜に差し迫った危険はないという確信があったからだ。彼女を傷つけるつもりなら、わざわざ気絶させて運ぶような回りくどいことをする必要はなかった。禍子は、いつでも雪菜を殺せたはずだ。よくわからないが、禍子には、雪菜を傷つけられない事情があるらしい。

　不安定な木の枝を伝って、古城はどうにか地面に降り立った。

　木肌の感触も、不快な湿気も、現実とまったく見分けがつかない恐ろしいリアルさだ。これが浅あさ葱ぎの言うナノ式神の効果なのだろう。頭では仮想世界つくりものだとわかっていても、肉体が伝えてくる感覚を完全に切り離すのは難しい。やはりこの世界から完全に抜け出すには、禍子のいう創造主とやらをどうにかするしかないらしい。

「──ようやく見つけましたわ、暁あかつき古城」

　古城が木の幹にもたれてそんなことを考えていると、突然、誰かに名前を呼ばれた。

　密集する木の枝をかきわけて、姿を現したのは雫梨だった。いつものコートと頭巾ウインプルを身に着け、右手には鞘さやに収めたままの長ちよう剣けんを握っている。

「カス子……」

「香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラ！」

　古城の発言を律りち儀ぎに訂正して、雫梨は安あん堵どの表情を浮かべた。

「あなたも恩こ萊つ島ちに連れ戻されていましたのね」

「まあな……ったく、あのクソ教官、なに考えてやがる……！」

　忘れていたはずの怒りが再燃し、古こ城じようはギリギリと奥歯を鳴らして、目の前にある木の枝をへし折った。作り物だとわかっている以上、自然破壊と文句を言われることもない。

「記憶を奪われなかったのは幸いでしたわね」

　少し呆あきれたような目つきになりながらも、雫しず梨りが真面目な口く調ちようで言う。

　たしかに彼女の言うとおり、古城たちの記憶は奪われていてもおかしくなかった。その場合、この強制セーブポイントから、恩おん萊らい島とうでの生活をやり直す羽目になっていたはずだ。

　真ま賀が斎とき禍か子こにとっては、明らかにそのほうが好都合だろう。つまり彼女は、そうしたくても出来なかったということだ。

「リディアーヌがぶちまけた変な煙のせいかもな」

「煙？」

　根拠の乏しい古城の呟きに、雫梨が疑いの眼まな差ざしを向けてくる。

　しかし古城には、あの差し迫った状況で、浅あさ葱ぎとリディアーヌが撒まき散ちらした煙が、ただの煙えん幕まくとは思えなかった。むしろ、なんらかのナノ式神対策と考えたほうが自然だ。

「もしかしたら、ナノ式神用のワクチンみたいなものかもな。結界の中には侵入できるけど、記憶の改変や能力の制限みたいな不都合な影響は受けないとか、そんな感じの」

「そんな高度なものを作ったんですの？　あんな短時間で？」

「いや、まあ、浅葱のやつも今回はさすがに苦労してたみたいだけど」

「苦労って……」

　雫梨がぽかんと口を開ける。彼女が信じられないと思う気持ちもわかる。しかし禍子が記憶改変を行わなかった理由を、古城はほかに思いつかない。

「まあ、あのクソ教官の気まぐれってことも考えられるけどな」

　古城が顔をしかめて言った。単に面倒だったから記憶を奪わなかったという可能性も、考えられないわけではなかった。確率的には、こちらのほうが高いかもしれない。

「クソ教官……わたくしたちは、騙だまされていたんですのね……彼女に」

　古城の悪あく態たいを聞いた雫梨が、唇を嚙かんで目を伏せる。信じていた相手に裏切られた事実を、まだ引きずっているのだろう。根がお人ひと好よしなぶん、雫梨はこの手の他人の悪意に弱いのだ。

　そんな雫梨の頭に、古城は手を置いた。頭巾ウインプル越しに、くしゃりと彼女の髪を撫なでてやる。

「クソ教官のことは気にするな。騙されてたのは、おまえが悪いわけじゃねえ」

「な、馴なれ馴なれしく頭を撫でないでくださいまし！　べつに落ちこんではいませんわ！」

　自分が慰められたという自覚はあるのだろう。耳まで顔を赤らめながら、雫梨は乱暴に首を振る。それでも彼女は頭を撫でる古城の手を、払いのけようとはしなかった。

「ならいいさ。おかげで手て間まも省はぶけたしな」

　安あん堵どしたようにうなずいて、古城は表情を引き締める。

　醸かもし出す攻撃的な気配を敏感に察して、雫しず梨りがムッと眉を寄せた。

「手て間まって……古こ城じよう、あなた、なにをするつもりなんですの？」

「クソ教官にも言っただろ。恩おん萊らい島とうの創造主ってやつをぶっ倒して、この島の住民を解放するんだよ。姫ひめ柊らぎのことも気になるし、宮みや住ずみや天あま瀬せも助けないとな」

「恩萊島の……創造主……」

　雫梨が逡しゆん巡じゆんするように言い淀む。考えていることに確信が持てないわけではなく、口に出すべきかどうか迷っているという雰ふん囲い気きだ。

「カス子、なにか知ってるのか？」

「創造主の正体に、心当たりがありますわ」

　カス子呼ばわりされたことに文句も言わず、雫梨が思い詰めたような口く調ちようで呟つぶやいた。

「本当に……？　誰だ？」

「聖団ギゼラの修女騎士パラデイネス最後の一人──香か菅すが谷や詩し奈な子こ。わたくしの命の恩人で、〝炎喰蛇ハウラス〟の本来の所有者ですわ」

「香菅谷詩奈子……？」

　彼女が口にした名前に、古城は少し戸惑った。香菅谷の姓を持つ、聖団ギゼラの関係者。しかし雫梨が古城の前で、その女性の名前を出したのは初めてだ。考えてみれば、古城は彼女の家庭環境をなにひとつ知らない。

　古城の戸惑いを察したように、雫梨が小さく首を振る。

「実の姉妹ではありませんわ。彼女がわたくしに、自分の苗みよう字じをくれましたの。親の顔も知らない、鬼族オグレスの孤児だったわたくしに、香菅谷の姓を」

　そうか、と古城は無言でうなずいた。そういう事情ならば、雫梨がこれまで家族の話をしなかった理由もわかる。彼女が自分の名前に、誇りプライドを持っている理由もだ。

「ええと……彼女が恩萊島の創造主だと思う根拠はなんだ？」

　訊ききたいことは山のようにあったが、古城はもっとも重要と思えることを質問した。

　雫梨が、つらい記憶を呼び覚まそうとするかのように、きつく目を閉じる。

「可能性があるというだけですわ。イロワーズという名の都ま市ちをご存じでして？」

「……欧州の〝魔族特区〟だろ。聖団ギゼラの本拠地があったことは聞いてる」

　古城は最低限の情報だけを口にした。タルタロス・ラプスの名前を出さなかったのは、雫梨がそれを知っているかどうか判断できなかったからだ。イロワーズがすでに滅びたことすら、彼女はまだ知らない可能性もある。

　だが、古城のその不安は、雫梨の次の言葉で払ふつ拭しよくされた。

「恩萊島の住民の多くは、おそらくわたくしと同じ、イロワーズの生存者なのですわ」

「生存者？」

　ええ、と雫梨はうなずいた。

「あの日、わたしたちは、港で避難船を待っていましたの。日系企業が手配した避難船で、日本人学校の生徒や家族が多く集まっていて、ようやく船が到着して皆が安心したとき、見たこともない巨大な眷けん獣じゆうが空から降ってきて──」

「タルタロス・ラプスの四し聖せい獣じゆうか……」

　古こ城じようは我知らず苦い表情を浮かべていた。

　龍りゆう脈みやくから吸い上げた膨大な霊力と、〝魔族特区〟の住民の魔力を使って、召喚される強大な幻獣。その力は吸血鬼の真祖の眷獣すら凌りよう駕がする。実際に四聖獣と戦った古城は、その恐ろしさをよく知っていた。イロワーズの住人だった雫しず梨りにとって、四聖獣との遭遇は、悪夢以外の何物でもなかったはずだ。

「わたくしは、そのあとのことを覚えていませんの」

　雫梨が哀かなしげに首を振る。

「ですが、もしあのとき、詩し奈な子こが恩おん萊らい島とうを創造して避難民を移動させたのなら、わたくしが生き残っていることにも説明がつきますわ」

「恩萊島を創造する……って、そんなことが出来るのか？」

　古城が疑わしげな口調で訊きく。結界世界の創造には、空間制御魔術の技能と、膨大な魔力が必要だ。正式な修女騎士パラデイネスである香か菅すが谷や詩奈子が、仮に空間制御魔術を知っていたとしても、恩萊島を構築するような桁けた外はずれの魔力を持っていたとは思えない。

「詩奈子には、そのための魔力を手に入れる方法がありますわ」

　雫梨が、そう言って自らの手元に視線を落とす。

　そこに握られていたのは、香菅谷詩奈子に託たくされたという長剣だ。斬りつけた相手の魔力を奪い、自らの力に変えるという聖団ギゼラの秘ひ蹟せき兵へい装そう──〝炎喰蛇ハウラス〟。

「〝炎喰蛇ハウラス〟で、四聖獣の魔力を喰くったのか……」

「えスえイ……たぶん」

　雫梨は頼りなくうなずいた。彼女が言うように、四聖獣の魔力を利用すれば、結界世界の構築は可能だ。もし雫梨の仮説が真実なら、香菅谷詩奈子は、六千人もの島民を救っていたことになる。それは雫梨にとっても良い知らせのはずだ。

　しかし雫梨の表情は晴れなかった。恩萊島の創造主が本当に詩奈子なら、タルタロス・ラプスの脅威が去った今も、なぜ島民を解放しないのか──その理由がわからないからだ。

「この島の地形は、火山の存在以外、〝イロワーズ魔族特区〟とよく似てますの。わたくしはどうして、そんなことすら忘れていたんですの……？」

　雫梨が迷子のような心細げな口調で呟つぶやいた。

「それがナノ式神の能力なんだろ。第四真祖オレの記憶すら改かい竄ざんできるんだから、普通の人間や魔族が逆らえなくても仕方ねえよ」

　古城が雫梨を励ますように言う。説得力に欠けた荒っぽい理屈だが、意外なことに雫梨は反論しなかった。迷いを振り払うように首を振り、雫しず梨りは真まっ直すぐに古こ城じようを見つめてくる。

「第七階層ですわ」

「……え？」

　話題の飛躍についていけずに、古城は雫梨を困惑顔で見返した。

「この島の中にありながら、誰も入ることができない場所。そして恩おん萊らい島とうでもっとも強力な魔力が集まっている場所。もし詩し奈な子こが本当にいるとすれば、そこですわ」

「そうか……迷宮カルケリの最深部か……！」

　古城の目つきが無自覚に鋭さを増す。確たる証拠があるわけではないが、雫梨の推理が正解だと古城は直感していた。これまで誰も到達したことがないという迷宮カルケリの第七階層は、恩萊島の創造主が隠れ潜ひそむには絶好の環境だ。迷宮カルケリとは破獣デブリを閉じこめておくためのものではなく、創造主を護まもるために存在したのかもしれない。

「第七階層に創造主がいるという予想は、どうやら正解だったようですわね」

　雫梨が苦笑するように呟つぶやいて剣を抜いた。

　古城も一瞬遅れて気づく。昼間でも暗い密林の中から、ズルズルと黒い影が這はい出してきたのだ。いい加減に見慣れてきた悪霊ラルヴアの群れだ。

「なにがなんでも俺たちを第七階層に近づけない気か」

　かつてないほどの悪霊ラルヴアの大群に、乾いた笑いがこみ上げてくる。偶然ではあり得ないタイミングの良さだった。禍か子こがそれらを操っているのは、もはや疑いようもない。

　古城たちをどうしても迷宮カルケリ最下層に近づけたくないのか、それとも単なる嫌がらせか──どちらにしても古城たちがやるべきことは、強行突破の一いつ択たくだ。

「下がってろ、カス子。俺がやる」

　古城の全身から、ゆらりと魔力が噴き出した。

　禍子がその気なら、古城にも手加減する義理はない。悪霊ラルヴアが何匹押し寄せてこようとも、まとめて眷けん獣じゆうで薙なぎ払うだけだ。〝雪せつ霞か狼ろう〟で抉えぐられた傷が完全に癒いえたわけではないが、ナノ式神による妨害は消えている。眷獣を喚よび出せるという手応えを古城は感じている。

　古城の魔力に気け圧おされたのか、雫梨が一歩後退した。頭上に掲げた古城の右腕から、ひときわ濃密な魔力が放たれる。それは深紅の霧となって、巨大な眷獣の姿を紡いでいく。

　密林の奥で、小さな火花が散ったのはその直後だった。

「──古城っ！」

　警告しようとした雫梨の声は間に合わない。

　音速を超える速さで飛来した狙撃用ライフルの弾丸は、樹々の隙間を正確にすり抜け、悪霊ラルヴアに気を取られていた古城の心臓をピンポイントで撃ち抜いた。

　　　　　　　　　　２

　雪ゆき菜なは、椅い子すの上で目を覚ました。

　まるで女王のために誂あつらえたような豪華なアンティークチェアだった。全身を包みこむ赤いベルベット張りの肘ひじ掛かけ椅子だ。

　礼拝堂を思わせる広大な室内を、淡い光が照らしている。

　雪菜はその広間の中央に座らされている。

　拘束はされていない。着衣に乱れもない。足下には彼女の銀色の槍やりが置かれている。真ま賀が斎とき禍か子この掌しよう打だによるダメージも残っていなかった。ぬぐい去れない敗北感以外には。

　アーチ型の高い天井。精せい緻ちな透すかし彫ぼりに覆われた壁。

　荘そう厳ごんなオルガンの音ね色いろが、石造りの建物の中に美しく響いている。

　礼拝堂の中にいるのは、雪菜以外にはあと一人だけ。

　オルガンを演奏している、燕尾服テイルコート姿の少年だ。

　同年代の少女のような華きや奢しやな体つき。揺らめく炎のような金髪。白い肌。彼女に似ている、と雪菜は思う。

　それほど長い時間、少年に見とれていたつもりではなかったが、いつの間にか演奏は終わっていたらしい。最後の一小節を弾き終えた少年が、振り返って雪菜に顔を向けていた。

「お目覚めですか、姫ひめ柊らぎ雪菜」

　目を閉じたまま微ほほ笑えんで、少年が声をかけてくる。

　その瞬間、雪菜は弾かれたように椅子から立ち上がり、足下の槍を拾って身構えていた。恐怖で全身が冷え切っている。気力を振り絞らなければ立っていられないほどだ。

　少年に威圧されたわけではない。彼はただ微笑んでいるだけだ。強力な兵器が、その存在感だけで人々を畏い怖ふさせるように、彼が秘めた潜在的な力に、雪菜は本能的な危機を感じたのだ。

「あなたは……何者ですか？」

　声の震えを懸命に抑えて、雪菜が訊きいた。冷たい汗の雫しずくが首筋を流れる。

「ザ・ブラッド……吸血王と名乗っておきます。王というのは自称ですけれど」

　少年はそう言って自じ嘲ちようするように首を振った。

　雪菜は彼のその反応に戸惑った。

　自ら吸血王と名乗る彼は、おそらく吸血鬼なのだろう。しかし剣けん巫なぎである雪菜の目をもってしても、彼の能力の底が推おし量はかれない。

　この少年と同じような雰囲気を持つ人物を、雪菜は二人だけ知っている。

　一人は、〝混沌の皇女ケイオスブライド〟ジャーダ・ククルカン。

　そしてもう一人は、暁あかつき古こ城じようだ。

「ここは我々が迷宮カルケリと呼んでいる地下迷宮の最下層、恩おん萊らい島とうの中ちゆう枢すう部ぶです。あなたをお招きする予定ではなかったのですが、手違いがあったことをお詫わびします」

　少年が穏やかな口調で雪ゆき菜なに告げる。彼の謝罪は、表面的な演技には見えなかった。雪菜に対する丁寧な扱いが、彼の発言を裏付けてもいる。

「〝逢おう魔まの魔ま女じよ〟の依頼主スポンサーというのは、あなたですね？」

　構えていた槍やりを降ろして、雪菜が訊きいた。少年に対する恐怖が薄れたわけではなかったが、刃やいばを向けたまま会話を続けるのが、非礼だと感じる程度の冷静さは戻っている。

「さすがに聡そう明めいですね」

　少年は素直な賛辞を口にした。

「ええ。真ま賀が斎とき禍か子この雇い主クライアントは我ワタシです。ナノ・オートマタの技術の一部と、時間制御術式の魔導書が彼女への報酬でした」

「時間制御術式……!?」

　雪菜の表情が驚きに凍った。

　時間の流れをコントロールする魔術は、空間制御を凌しのぐ超々高難度魔術だ。雪菜が知る限り、それを完全に使いこなせるのは〝静寂破りペーパーノイズ〟閑しずか古こ詠よみだけ。もし真賀斎禍子が時間制御を使えるというのなら、彼女は獅し子し王おう機き関かん〝三さん聖せい〟に匹敵する実力を持つということになる。恩萊島の時間の流れが歪ゆがんでいたのも、おそらく彼女の力によるものだ。

「〝逢魔の魔女〟に与えた力は、それほど便利なものではありませんよ」

　戦せん慄りつする雪菜を気き遣づかうように、少年が笑いながら言い足した。

「恩萊島のような認識がそのまま現実になる世界の中なら、ほんの数時間を何カ月にも引き延ばすこともできるでしょうが、現実世界で彼女が影響を及ぼせるのは、せいぜい自らの意識と肉体だけでしょう。まあ、依頼した仕事の対価としては妥当でしょうか」

「仕事……？」

　雪菜が咎とがめるような視線を少年に向けた。真賀斎禍子に仕事を依頼した彼は、今回の騒動の首しゆ謀ぼう者しやだ。古城を事件に巻きこむ動機を持っているのは、禍子ではなく、彼ということになる。

　雪菜の視線を平然と受け止めて、少年は悪びれることなくうなずいた。

「ご心配なく。暁あかつき古こ城じようを傷つけるつもりはありません。そもそも不死者である彼を、本当の意味で傷つけられる者など存在しない──違いますか？」

「そうかもしれません。肉体だけなら」

　雪菜が少年を冷たく睨にらむ。少年は、フッと嬉しそうに息を吐はいた。

「そのとおり。彼の肉体は不ふ壊え不ふ朽きゆうでも、彼の精神はそうではない。傷つくことを忘れてしまえば、彼は心まで完全な怪物と化してしまう」

　だから、と少年が声を低くする。

「そうなる前に彼を壊してあげませんか」

「……壊す？」

「そう。彼は知るべきだ。愛する者を失う絶望と恐怖を。魂が押し潰つぶされるほどの、圧倒的な絶望と悔かい恨こんを。彼の心が人としての弱さを失う前に、癒いえることのない傷を刻きざみつけるのです。彼の甘さが、最悪の結末を招き寄せる前に」

　重苦しい言葉の中身とは裏腹の、淡々とした口振りで少年は続けた。

「まさか、暁あかつき先輩を恩おん萊らい島とうに連れてきたのは、そのために……!?」

　雪ゆき菜なの瞳に、強い非難の色が浮かんだ。

　少年が深く首しゆ肯こうする。

「彼はこの三日間で、九回の死を経験しています。そのたびに彼は多くの仲間を失った。共に攻魔師候補生としての修行を続けてきた友人、頼りがいのある先輩たち、もしかしたら恋人と呼べる相手がいたかもしれない」

　少年が愉たのしげな口く調ちようで告げる。非ひ業ごうの死を遂とげた有名人を哀れむ、無名の通行人のような、無責任な口調。彼にとって古こ城じようの苦悩は、しょせん他人事ひとごとに過ぎないのだ。

「彼はそれを覚えていない。けれど、その記憶は、彼の無意識下に蓄積されて、彼の心を蝕むしばむはずです。時間をかけて、ゆっくりと、毒のように」

「〝逢おう魔まの魔ま女じよ〟の仕事というのは……彼女に香か菅すが谷やさんを殺させるつもりですか？」

　雪菜は少年の目的に気づく。不死身の肉体を持つ古城にとっての最大の恐怖は、自らが傷つくことではない。彼の身近な人物を失うことだ。恩萊島という人工の世界で、少年は、古城に仲間を与えた。それを奪うためだけに与えたのだ。

　そして今の古城にとって、もっとも身近な場所にいるのは雫しず梨りだろう。彼女を殺すことで、古城の精神に傷を刻む。それが少年が禍か子こに託した依頼なのだ。

「監かん獄ごく結けつ界かいは創造主の夢が実体化した世界。夢の中にいる限り、死者は何度でも蘇よみがえる。けれど暁古城らは自らの意志で、夢の世界を終わらせようとしている。その決断が悲劇を招いたとして、彼は傷つかずにいられるでしょうか？」

「あなたの思いどおりにはさせません、〝吸血王ザ・ブラツド〟」

　雪菜が槍やりを握り締めて言った。

　現実世界において古城を取り巻く環境は、三日前とはなにも変わらない。

　古城の最愛の妹や、彼の家族。そして雪菜自身を含めた絃いと神がみ島じまでの仲間──第四真祖が保有する戦力は無傷で維持されたままだ。

　しかし雫梨を失えば、古城は確実に傷つくだろう。その傷を使って、彼の人格を歪ゆがめること。自らの都合のいい方向へと改変すること──それが〝吸血王ザ・ブラツド〟の望みなのだ。

「香菅谷雫梨を救うつもりですか、姫ひめ柊らぎ雪菜？」

　雪菜に槍を向けられても、少年は表情を変えなかった。

　美しい微笑をたたえたまま、礼拝堂の聖壇へと指を向ける。

「ならば、それは無駄な試みだと忠告しておきましょう。あなたに彼女は救えない。もちろん暁あかつき古こ城じようにも──」

「噓うそ……」

　壇上には、棺かん桶おけに似た木箱が置かれていた。

　無数の花を敷き詰めた木箱の中には、一人の女性が横たわっている。長剣を胸に抱き、長い頭巾ウインプルを被かぶった若い女だ。彼女の存在に気づいて、雪ゆき菜なは言葉を失う。

「そんな……どうして……」

「暁古城に伝えてください。我ワタシを憎め、と。〝吸血王ザ・ブラツド〟の名を畏おそれよ、と──」

　少年の口調が少しだけ変化した。彼の本来の〝力〟に相応ふさわしい、厳おごそかな口調だ。

　雪菜の認識の中で、椅子に座ったままの少年の輪郭が揺らぐ。幻術でも、空間制御でもない、もっと恐ろしい力を使って、彼がこの世界から立ち去ろうとしているのだと雪菜は気づいた。

「待って！　待ちなさい、〝吸血王ザ・ブラツド〟！」

　槍やりを使って、無理やり彼の力を無効化するべきかどうか──コンマ一秒にも満たない雪菜の迷いによって、少年をこの世界に引き止める機会は永久に失われた。

　オーロラに似た幻想的な光に包まれて、少年の姿が消えていく。

「また会いましょう、姫ひめ柊らぎ雪菜。いずれ訪れる終しゆう焉えんの日に──」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす雪菜の耳に、少年の最後の声がいつまでも響いていた。
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　古城の背中から肉と鮮血、そして肋ろつ骨こつの破片が飛び散った。対魔族用銀イリジウム弾頭弾による長距離狙撃。恩おん萊らい島とうでそれが可能なのは、古城たちが知る限りただ一人だ。

「琉る威いさんの狙撃!?　なぜ!?」

　よろめく古城を抱き止めながら、雫しず梨りが叫んだ。仲間であるはずの琉威が、古城を狙撃したという事実が、彼女から冷静さを奪っていた。

「古城！　しっかりなさい、古城ッ！」

　コートが血ち塗まみれになるのも構わず、雫梨は必死に古城を支える。古城が不死身であるという知識も、目の前のショッキングな光景の前には無意味なのだろう。実際、真祖以外の吸血鬼なら即死でもおかしくないレベルの重傷だ。

「……まあ、そりゃそうか。迷宮カルケリの奥まですんなり行かせてはくれないよな」

　苦しげな呼吸を繰り返しながら、古城が他人事ひとごとのように冷静に呟つぶやいた。その吐と息いきにも鮮血が混じっている。

「余裕をかましてる場合ですの!?」

　顔を上げようとする古城を無理やり押し倒して、雫梨がヒステリックな声で怒鳴り散らす。琉る威いの第二射を警戒しているのだ。

　たしかに地面に伏せていれば、狙撃の継続は困難だ。だが、その間に悪霊ラルヴアの群れが距離を詰めてくる。琉威の狙撃は、悪霊ラルヴアの援護も兼ねているのだ。

「けど、よかったぜ」

「は!?」

「復活だか再生だか知らないが、生きてたんだな、宮みや住ずみのやつ」

「それは……！」

　思いがけない古こ城じようの指摘に、雫しず梨りが沈黙する。たとえ記憶が改かい竄ざんされているとしても、琉威の生存が確認されたのは間違いなく朗報だ。

「それにしてもやってくれるな、クソ教官。向こうがその気なら、こっちも気兼ねなく本気を出させてもらうぞ」

　傷の痛みに耐えつつ、古城が右腕を突き出した。妨害された眷けん獣じゆう召しよう喚かんのプロセスは、一瞬で完了し、凄すさまじい魔力の塊かたまりが前触れもなく出現する。

「疾きくや在がれれ、〝牛頭王の琥珀コルタウリ・スキヌム〟──！」

　琥こ珀はく色いろの輝きが、古城たちの視界を染めた。同時に、猛烈な熱波が吹きつけてくる。

　古城が召喚したのは、灼しやく熱ねつの熔よう岩がんによって生み出された牛頭神ミノタウロスだ。

　巨大な戦せん斧ぷが大地を割り、噴き出した熔岩流が密林を焼き払う。もちろん悪霊ラルヴアの群れなど、ひとたまりもなく燃え尽きていた。狙撃手である琉威が、近くにいないとわかっているからこそ使える荒技だ。

「これが……これが第だい四よん真しん祖その本当の力ですの……」

　荒れ狂う古城の眷獣の姿を、雫梨は瞬まばたきすら忘れて見つめている。

　すでに密林の何割かは焦しよう土どと化し、炎はなおも燃え広がっていた。一瞬で地形すら変える第四真祖の眷獣の力に、恩萊島全体が揺らいでいる。

「まあな……って……思ったよりもキツかったな……」

　眷獣の召喚を解除すると同時に、古城はぐったりと倒れこむ。不死身を誇る吸血鬼の真祖も、心臓が吹き飛ばされるほどのダメージを受ければ、回復には相応の時間がかかる。血流が止まった状態が続けば、当然、身体の自由も損なわれる。今の古城は意識を保つのが精一杯だ。

「古城……傷が……！」

「琉威のやつが、がっつりぶち込んでくれたからな」

　眷獣召喚の反動で、収まりかけていた出血が再び激しくなっていた。

　琉威の狙撃に加えて、雪菜の〝雪せつ霞か狼ろう〟による負傷も完全には癒いえていなかったのだ。古城の肉体にかかる負担は、予想していた以上に大きかったらしい。

　それでも悪霊ラルヴアの群れを一掃したことで、古城は若じやつ干かんの安あん堵どを覚えていた。眷獣が引き起こした火災で、大気が不安定になっている。この視界では、琉威といえども狙撃の続行は不可能だ。

　だが、古こ城じようたちが煙にまぎれて逃走を図るよりも早く、頭上に新たな脅威が出現する。

「まだだ、カス子！　来るぞ！」

「眷けん獣じゆう……っ!?」

　雫しず梨りの表情が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。空を覆う黒煙を蹴け散ちらしながら、古城たちを目がけて近づいてきたのは、炎に包まれた妖鳥ハルピユイア。神かみ木き庭ば希のぞ未みの〝テレース〟だ。

「まさか、神木庭先輩まで……!?」

　動揺から立ち直る間もなく襲ってきた眷獣に対して、雫梨が長剣を叩きつけた。

　魔力の塊かたまりである眷獣に、通常の物理攻撃は通用しない。だが、雫梨の愛剣はその眷獣の肉体を易やす々やすと抉えぐった。最初の一撃で相手の魔力を喰くらい、威力を増した二撃目で妖鳥ハルピユイアの胴を薙なぐ。自分自身の魔力を喰らって、妖鳥ハルピユイアの巨体が吹き飛んだ。

「伏せろ、カス子！」

　攻撃を終えた直後の雫梨を、古城が背中から突き飛ばす。派手に転倒した雫梨だが、古城に文句を言う暇はなかった。倒れた雫梨の頭上スレスレを、金属製のブーツが駆け抜けたからだ。

「優ゆ乃のさん!?」

　煙に紛れて接近していた優乃が、獣人種特有の敏びん捷しようさで回し蹴りを放ってくる。雫梨はそれを剣の柄つかで受け止めた。続けざまに放たれた左右のフックを、雫梨は地面に転がってよける。

　修女騎士パラデイネスにあるまじき優美さの欠片かけらもない動き。だが、そんなことを気にしていられる状況ではなかった。攻撃目標を見失った優乃の拳が空くうを切る。直後、

「哈はああああああ──ッ！」

　豪快な気合いとともに振り下ろされた大おお倉くら山やまの大剣を、雫梨がどうにか受け止めた。巨大な岩が降ってきたような衝撃に、雫梨の両腕が悲鳴を上げる。希未の眷獣の魔力を喰った直後でなかったら、〝炎喰蛇ハウラス〟ごと両断されていたかもしれない。それほどの凄すさまじい打撃力だ。

「くっ、〝炎喰蛇ハウラス〟──！」

　長剣に残された魔力をすべて放出して、雫梨は大倉山を吹き飛ばした。大倉山の巨体が優乃に激突。二人はもつれ合うようにして地面に転がる。

「〝炎喰蛇ハウラス〟の魔力が、限界ですわ！」

　雫梨の瞳に焦しよう燥そうが浮かんだ。魔力を絞り尽くした長剣の刃やいばが、輝きをほとんど失っている。おそらく今の〝炎喰蛇ハウラス〟では、大倉山の次の攻撃は防げない。

「いや、上出来だ、カス子！　疾きくや在がれれ、〝甲殻の銀霧ナトラ・シネレウス〟！」

　失血でふらふらになった古城が、最後の力を振り絞って雫梨を抱き寄せる。

　そんな二人の姿が銀色の霧に包まれた。吸血鬼特有の霧きり化か能力──

　第四真祖の眷獣によって引き起こされた霧化は、猛烈な勢いで周囲に波及し、迷宮カルケリ第二階層の大半を、視界ゼロメートルの濃霧で完全に覆い尽くした。
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「吸血鬼の霧きり化か能力……こんな広範囲をまとめて霧にするなんて……」

　恐怖で呆ぼう然ぜんと目を見開いたまま、雫しず梨りは岩場にぺたんと座りこんでいた。

　古こ城じようの眷けん獣じゆうが生み出した濃霧は、発生時と同じように、唐突に消滅している。だが、雫梨が実体化した場所は、最初にいたのと同じ場所ではなかった。大おお倉くら山やまたちの追撃から逃れるために、霧化したまま移動したのだ。

「これでしばらくは時間が稼げるだろ……」

　力尽きたように仰あお向むけに倒れたまま、弱々しくかすれた声で古城が言う。

　距離的にはせいぜい数キロだが、迷宮カルケリを覆う霧と同化したまま、誰にも見られることなく移動してきたのだ。大倉山たちが相手でも、すぐに追いつかれることはないはずだ。

「たしかにそうですわね」

　雫梨はいちおう古城の主張を認めた。そして彼女は、どこか冷ややかな眼まな差ざしで周囲の景色を見回した。湿気に濡れた壁。白い湯気。水面から漂う独特の臭におい。水温四十一度前後に保たれた浴槽。そして男女に分かれた更衣室──見覚えのある温泉露天風呂の風景だ。

「で、どうして行き先がＯＳ基地ですの？」

「ほかに休めそうな場所を思いつかなかったんだよ。温泉が目当てだったわけじゃないからな」

　古城はどことなく気まずげな表情で言い訳した。

　迷宮カルケリ第一階層ＯＳ基地。実際、なにか特別な目的があって、この場所を移動先に選んだわけではない。迷宮カルケリ初心者である古城にとって、ここが唯一馴な染じみのある観測基地だったというだけだ。

「まあ、そういうことにしておいてあげますわ。ここなら装備の補充もできますし」

　まだ少し疑わしげな表情を浮かべてはいたが、雫梨は、それ以上追及しないというふうに肩をすくめてみせた。観測基地には、警備担当者が使用する各種の武器弾薬がストックされている。ろくな装備を持たない古城たちにとって、ここを訪れたのは、悪くない選択だったのだ。

「とりあえず、治療が必要ですわね。すぐに救護キットを持ってきますわ」

　雫梨はそう言って、更衣室のほうへと歩き出す。

　吹き飛ばされた古城の肺や心臓は、すでに再生を開始していたが、今はまだロクに身動きすら出来ない状態だ。包帯を巻くだけでも、気休めにはなるだろう。

　だが、更衣室の入り口に辿たどり着いたところで、雫梨は驚いたように足を止めた。

　更衣室の扉が消えていた。更衣室の扉だけでなく、観測基地の建物そのものが消滅していた。何十年も放置された廃はい屋おくのように朽ち果て、崩れ落ちているのだ。

「どうして……!?」

　自然現象ではあり得ない急激な基地の変貌に、雫しず梨りが顔を蒼そう白はくにしていた。何者かによる意図的な時間改変が行われたのだ。

　基地の老朽化によって、保管されていた医薬品や武器類も、腐ふ蝕しよくして使い物にならなくなっている。古こ城じようの治療の妨害ではなく、装備の入手を防ぐのが目的なのだろう。

　真ま賀が斎とき禍か子この仕し業わざではない。彼女なら、施設の老朽化などという回りくどい手段を使わずに、悪霊ラルヴアに襲撃させるはずだ。

「創造主の意思ってやつか。よっぽど俺たちを最下層に近づけたくないらしいな」

　なりふり構わぬ敵のやり口に、古城は呆あきれ気味に苦笑した。これまであやふやだった創造主とやらの存在が、初めてはっきり感じられた気がした。あらためてこの恩おん萊らい島とうが、誰かの意思によって生み出された世界なのだと実感する。そして──

「頭に……来ましたわ……！」

　まるで嫌がらせのような創造主の介入に、雫梨が低く呟つぶやいた。ブツッとなにかが千ち切ぎれ飛ぶような幻聴に、古城の表情が固まった。雫梨は小刻みに肩を震わせ、ギリギリと奥歯を鳴らしている。創造主の存在を実感したことで、これまでに溜ために溜めこんだ怒りのぶつけ先を見つけたのかもしれない。彼女の全身からゆらゆらと、怒気がオーラとなって迸ほとばしる。

「カ、カス子？」

　怖おず怖おずと呼びかける古城の前で、雫梨は突然コートを脱いだ。続いて制服の上着も脱ぎ捨て、ブラウスのボタンもぶちぶちと外していく。そして彼女は、逡しゆん巡じゆんするように動きを止めたあと、被かぶっていた頭巾ウインプルをむしりとった。純白の長い髪がふわりと広がり、翡ひ翠すい色いろの角つのがあらわになる。

「ちょっ……カス子、おまえ、なにやってんだ!?」

　意味不明な雫梨の行動に、古城は本気で困惑する。

　雫梨は勢いよく振り返り、その古城をキッと睨にらみつけた。ブラウスの襟えり元もとが大きく開いているせいで、彼女の白い首筋と鎖骨、そして控え目な胸の谷間までもがあらわになっている。

　雫梨はそのまま、仰あお向むけに横たわる古城に馬乗りになって、

「あなたが神かみ木き庭ば先輩を相手にやろうとしたことですわ！」

　そう言って首筋にかかる髪を払う雫梨。攻撃的な瞳だが、自や棄けになっているという印象ではなかった。使命感に裏打ちされた凜りんとした表情は、普段の彼女と同じものだ。普段と違うところがあるとすれば、その頰ほおが恥じらいで赤く染まっていることか──

「もしかして、おまえの血を吸えって言ってるのか……？」

　古城は雫梨を啞あ然ぜんとしたように見上げた。たしかに武器や弾薬の補充が出来なかった以上、傷ついた古城を回復させることが、この追い詰められた状況を打開する唯一の手段だ。しかし、堅かた物ぶつの自称〝修女騎士パラデイネス〟が、自分からそんなことを言い出すとは思ってもみなかった。

　そして古城の質問を遠回しの拒絶ととらえたのか、雫梨が、ムキになったように古城に顔を近づけてくる。

「な、なにか不満がありますの!?　たしかにあの先輩に比べたら胸は小さいし、そういう経験もありませんけど──」

「いやまあ、おまえの性格で経験済みだったら、そのほうが驚きだけどな……」

「そ、そういう意味の経験ではありませんわ！　あ、いえ、わたくしが処女じゃないということではなくて、もちろんそっちの経験もありませんけど──」

　照れ隠しを兼ねた古こ城じようのツッコミに、律りち儀ぎに返事をした雫しず梨りが、自爆したことに気づいてカッと全身を紅潮させた。羞しゆう恥ちで涙目になりながら、彼女は古城の首に手をかけ、

「し、死ね──っ！」

「おまえが自分からバラしたんだろうが！」

　雫梨に本気で首を絞められて、古城がくぐもった悲鳴を洩もらす。

　息苦しさと失血で土つち気け色いろになった古城の頰ほおに、温かな水滴が落ちたのは、その直後だ。

　ふと気づけば、雫梨の両手から力が抜けていた。強気だった雫梨の表情が歪ゆがんで、年相応の気弱な少女の素顔があらわになっている。あふれ出した涙が彼女の頰ほおを伝って、古城に雨のように降りそそいだ。

「お願い……わたくしには、あなたに差し出せるものがほかになにもありませんの……」

　雫梨が嗚お咽えつするように声を震わせる。

「わたくしたちのせいで……聖団ギゼラとイロワーズの問題にあなたを巻きこんでおいて、勝手なことを言っているのはわかってますわ。だけど、お願い。もう少しだけ、力を貸して……」

　弱々しくうつむいたままの彼女を、古城は黙って見上げていた。

　混じりけのない純白の髪。真っさらな雪のような白い肌。涙でクシャクシャに顔を歪めていても、やはり雫梨は綺き麗れいな少女だった。美しいのは容姿ではなく、彼女の魂そのものだ。

　彼女は自分自身のためではなく、囚われた六千人のイロワーズの島民のために古城に助けを求めている。自分が偽物の修女騎士パラデイネスだと思い出しても、それでも修女騎士パラデイネスであろうとする姿勢を失ってはいないのだ。そんな頑固で不器用な彼女の生き方が、もう一人の古城の監視役の少女の姿と重なる。

　古城は苦笑混じりに息を吐きながら、そっと彼女に手を伸ばした。そして、

「にゃあっ！」

　雫梨が悲鳴とともに、ビクッと全身を硬くする。古城の両手が、それぞれ雫梨の左右の角つのに触れたのだ。

「ど、どこを触ってますの!?」

「やっぱ、綺麗だな、この角。滑らかっていうか、指先が吸いつくみたいな手触りだし」

　そう言って古城が指の腹で雫梨の角を撫なでた。そのたびに雫梨が大きく反応する。どうやら彼女の角は単なる骨の一部でなく、イッカクの牙のような鋭敏な感覚器になっているらしい。
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「そ、そこは気配や魔力を察知する感覚器官ですの！　そんな乱暴に触られたら──っ！」

　古こ城じようが殊こと更さらに優しく雫しず梨りの角に触れる。くすぐったさとむず痒がゆさが入り混じる刺激に、雫梨は唇を嚙かんで必死に耐えていた。彼女の呼吸が浅く、速くなり、上気した頰ほおに汗が浮く。やがて雫梨は力尽きたようにぐったりと古城にもたれた。彼女の全身がビクビクと痙けい攣れんしていることに気づいて、やり過ぎたか、と古城は反省する。

　幸い、雫梨は意識まで失ったわけではないようだ。白い髪をかき上げ、あらわになった彼女の耳元に、古城は力強い笑みを浮かべて囁ささやきかける。

「今いま更さら、力を貸せとか水臭いこと言うなよ、班長。俺たちだってとっくに巻きこまれてるんだ。あのクソ教官をぶっ飛ばして全員助けるぞ。姫ひめ柊らぎも、恩おん萊らい島とうの住人もな」

「うん」

　雫梨が弱々しくうなずいた。彼女の無防備な白い首筋に、古城がそっと唇を寄せる。剝むき出しになった尖とがった牙が、雫梨に触れた。汗に濡ぬれた肌が裂け、鮮血がこぼれ出す。

「ありがとう、古城──」

　最後まで言葉にならない彼女の声を聞きながら、古城は、彼女の中に牙を埋うめていった。
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　雫しず梨りが意識をなくしていたのは、ほんの十分足らずのことだった。自分が古こ城じように覆おおい被かぶさったままだと気づいた彼女は、慌てて跳ね起き、自ら脱ぎ捨てた上着をかき集める。

　琉る威いに吹き飛ばされたはずの古城の心臓は、すでに再生を終えていた。〝雪せつ霞か狼ろう〟によるダメージも消えている。それを確認した雫梨は、ホッとしたように息を吐はき、

「わかってるとは思いますけど、さっきのことは他た言ごん無む用ようですわよ？」

　決まり悪そうに目を逸そらす古城に向かって、彼女が最初に口にした言葉がそれだった。

「さっきのこと？　おまえの処女がどうとかって話なら──」

「違うっ！　あなたとわたくしの、こ、行為のことですわ！」

　雫梨が嚙かみつきそうな勢いで古城を怒鳴りつけた。あー、と古城は気け怠だるく肩をすくめる。

「言わねーよ。てか、カス子、意外に可愛い下着を使ってるんだな」

「こ、殺すっ！」

　襟えり元もとから見えるフリル付きのブラを隠しながら、雫梨が剣に手をかけた。

「馬鹿、待て、落ち着け！」

　純粋な殺気を感じて古城は飛び退き、その瞬間、古城の制服のポケットからなにかが転げ落ちる。掌てのひらに収まるサイズの電子機器だ。

「それは……？」

　雫梨が剣を構えたまま、その機械に目を留めた。大きめの消しゴムを連想させる、丸みを帯びた直方体。プラスチック製の防犯ブザーだ。

「そういえば、これってクソ教官に渡されたんだっけか……」

　拾い上げた防犯ブザーを眺めて、古城は顔をしかめる。

　疑問に思わなかったわけではないのだ。絃いと神がみ島じまに戻った古城を、雫梨や禍か子こはなぜ正確に追跡できたのか。密林の中にいる古城の位置を、琉る威いたちはどうやって特定したのか。

「もしかして、防犯ブザーではなくて発信器だったりするんですの？」

「やってくれるぜ、クソ教官……！」

　古城は防犯ブザーを地面に投げつけ、そのまま乱暴に踏みつぶした。プラスチックの安っぽい筐きよう体たいは呆あつ気けなく潰つぶれて、内部の部品を撒まき散らす。

「俺たちがここに逃げこんだのも、とっくに気づかれてたってことか。さっさと移動したほうがよさそうだな」

「いえ。残念ですけど、もう手遅れのようですわ」

　朽ち果てた壁の隙間から外をのぞいて、雫梨が言った。廃屋と化した基地に足を踏み入れ、古城も思わず溜ため息いきを洩もらす。

　基地を取り巻く荒廃した岩場に、無数の人影が集まっていた。そのほとんどは恩おん萊らい島とうに常駐しているという設定の、企業にやとわれた警備員たちだ。古こ城じようの知っている顔もちらほら見える。攻こう魔ま高こう専せんの迷宮カルケリ探索チームだろう。

「迷宮カルケリにいる恩萊島の住人は、全員集まってきそうな勢いだな」

　古城がうんざりした声を出す。悪霊ラルヴアではラチがあかないと判断した禍か子こが、彼らをけしかけてきたのだろう。

　実際、効果的な手段だった。強力すぎる第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうは、対人戦闘ではほとんど役に立たないからだ。死霊アンデツドを焼き尽くすのは気にならないが、生きた人間が相手では、さすがに躊ちゆう躇ちよせずにはいられない。彼らが操られているだけならば尚なお更さらだ。

「さっきみたいに霧になって逃げるわけにはいきませんの？」

　雫しず梨りが古城を見上げて訊きいてくる。期待に満ちた彼女の瞳に、古城は小さく顔をしかめた。

「あー……あれか。できないこともないんだが、あれをやると、元通りの状態で復活できるかどうかは微妙なんだよな。それでなくても不安定な空間だからな、ここ」

「あなた、そんな危険な能力にわたくしを巻きこんだんですの……!?」

　雫梨が古城を睨にらんだまま絶句する。古城は気まずげに目を逸そらした。ここで霧きり化かの眷獣を使えば、外にいる襲撃者たちを巻きこんでしまうのは確実だ。古城と雫梨だけならともかく、宿主である古城に敵意を持っている連中を、眷獣が元通りに再生するとは思えない。無差別な破壊と殺さつ戮りくこそが、第四真祖の眷獣の本質なのだから。

　だからといって、このままなにもしなければ、状況は悪化するだけだ。すでに襲撃者たちは、基地の包囲を終えている。強行突破を試みるにしても、なにかきっかけが必要だ。

「さすがに、まずいか……」

　襲撃者の中には、ロケットランチャーや機関砲などの重火器を装備している者の姿もちらほら見える。彼らの集中砲火を浴びたら、古城にも、雫梨を無傷で護まもりきる自信はない。

「くそっ……！」

　古城は、いちかばちかで眷獣を喚よび出す覚悟を決める。ほぼ同時に、雫梨が異変に気づいて目を細めた。基地を包囲する襲撃者たちの頭上に、いくつもの砲弾が、白煙を撒まき散らしながら飛来する。戦車から投射される発煙弾だ。

「なんだ……!?」

　煙に巻きこまれた襲撃者たちが、なぜか放心したように動きを止める。

　突然、夢から醒めたような彼らの姿を古城は知っていた。ナノ式神の呪縛から解き放たれた雫梨が、保健室で見せたのと同じ表情だ。

「古城！　あれ！」

「え!?」

　雫梨が指さした方角に目を向けて、古城は小さく声を洩もらした。発煙弾を乱射しながら接近してくる、真しん紅くの有脚戦車ロボツトタンクに気づいたのだ。

『彼氏殿！　カス子殿！』

　野太く変換されたリディアーヌの声が、外部スピーカーから聞こえてくる。リクガメに似た有脚戦車ロボツトタンクが、四本の脚あしを器用に動かし、意外な速さで岩場を疾走していた。その背中には、横座りで品良く座る浅あさ葱ぎの姿も見える。

　放心状態の襲撃者たちが、彼女たちの進路を阻むことはない。有脚戦車ロボツトタンクが古こ城じようたちのもとに辿たどり着くまで、それほど長い時間は必要はなかった。

『お二方とも、無事でござったか。なんとか間に合ってよかったでござる』

　ギシギシと関節を軋きしませつつ、真紅の戦車が停止する。

「おまえらもこっちに飛ばされてたのか……」

　半ば呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、古城がどうにか口を開いた。禍か子こが保健室で無理やり開いた〝門ゲート〟に、やはり浅葱たちも戦車ごと巻きこまれていたのだ。

『然さ様よう。お二方を探してあちこち走り回ったでござるよ。いやしかし恩おん萊らい島とうとは、風ふう光こう明めい媚びなよい島でござるな』

「こんな南の島で何カ月も暮らしてたなんて、心配して損したわ。さぞかし美お味いしい思いをしたんでしょうね」

　浅葱が、雫しず梨りと寄り添うように立っている古城を半眼で睨にらんで、まったく笑ってないような人工的な笑顔で訊きいてくる。古城は苦々しげに表情を歪ゆがめて、

「そんなわけあるか。俺が何回死ぬ目に遭ったと思ってんだ。わけのわからない実習は受けさせられるし、小うるさい監視役にはつきまとわれるし、娯楽はないし！」

「そんな話をしている場合ではありませんわ。それよりも今の煙はなんなんですの!?」

　しょうもない口喧嘩を始めた古城と浅葱を黙らせて、雫梨が訊いた。

『ＡＮＮでござるよ』

「……ＡＮＮ？」

　リディアーヌの端的すぎる説明に、古城は眉をひそめる。

『アンチＡ・ナノ式神Ｎ・ナノ式神Ｎ──ナノ式神を無効化するナノ式神でござる。いったん散布すれば指数関数的に自己増殖するゆえ、半日もあれば、この世界にあるオリジナルのナノ式神はすべて無効化できると試算して候そうろう。エサとなるナノ式神がなくなればＡＮＮも自動的に消滅する上に、副作用もないので安心召めされよ』

「よくわからんが、ナノ式神の天敵ってことか」

　古城は曖あい昧まいに納得してうなずいた。やはり保健室でリディアーヌが使った煙幕が、ナノ式神を無効化して、古城たちを洗脳から防いでいたのだ。

「ただしナノ式神を駆除しただけじゃ、恩萊島の住人を救い出すことはできないのよね。ナノ式神はあくまで補助システムで、結界世界を作り出している魔術とは別物だから」

　浅あさ葱ぎがリディアーヌの説明を補足する。それは古こ城じようにも予想できたことだった。

「結局は結界世界を生み出した創造主を直接叩くしかないってことか」

「──そういうことなら、次はボクの出番かな」

　古城たちの背後で声がして、ゆらりと陽炎かげろうのように大気が揺れた。そこに現れたのは、顔のない青あお騎き士しに抱かれたショートヘアの少女だった。

「ユウマ！　おまえも無事だったのか！」

　青騎士の腕から降りた優ゆう麻まと、古城はハイタッチで挨あい拶さつを交わした。これで保健室に居合わせた人間は、雪ゆき菜な以外、全員無事が確認できたことになる。

「ナノ式神の濃度が薄れて、創造主の影響力が弱まったお陰かな。今ならボクの力でも、ある程度自由にこの世界を移動できるよ。古城たちの目的地は、この地下迷宮の最下層かい？」

「跳べるのか？」

「たぶん、入り口までならね」

　驚く古城を見返して、優麻が少し得意げに笑ってみせた。古城と雫しず梨りは顔を見合わせ、同時に力強くうなずき合う。

「悪いけど、あたしたちは先に脱出させてもらうわよ。この世界が崩壊するなら、現実世界のほうでもそれなりの準備が必要でしょ。ナノ式神が完全に活動を停止したら、こんな大規模な結界、そう長くは保もたないわよ」

『うむ。〝膝ひざ丸まる〟のバッテリーもそろそろ限界でござるしな』

　浅葱とリディアーヌが、それぞれ現実的な意見を口にする。

　恩おん萊らい島とうは間もなく崩壊する。それは真ま賀が斎とき禍か子こも認めていたことだ。アンチ・ナノ式神の効果は、その崩壊をわずかに早めただけに過ぎない。

　恩萊島が崩壊したときになにが起きるのか、正確なことは古城たちにもわからない。

　だが、仮に六千人もの人間がいきなり現実世界に投げ出されるとしたら、事前になんらかの対策が必要だろう。でなければ、大惨事になりかねない。それにアンチ・ナノ式神の散布を終えた今、浅葱たちがこの世界でやるべきことは、もうなにもないはずだ。

「わかった。浅葱たちは先に戻っててくれ」

「悪いわね。ていうか、あんたたちも早く帰ってきてよね」

『剣けん巫なぎ殿のことをよろしく頼むでござる』

　どこか不安げに告げてくる浅葱たちに、任せろ、と古城はうなずいてみせる。それでも心配そうな表情を浮かべていた浅葱は、不意になにか思い出したようにハッと顔を上げた。

「それよりも古城、まさか、あんた、あたしや姫ひめ柊らぎさんがいないからって、優麻さんや香か菅すが谷やさんの血を吸おうとか思ってないでしょうね。い、いやらしい……！」

「誰がだ!?　もう吸わねえよ！」

「もう……!?」

「ユウマ、頼む」

　浅あさ葱ぎがこれ以上余計なことを言い出す前に、と古こ城じようが優ゆう麻まに手を合わせた。

　仕方ないな、と苦笑して、優麻が自らの〝守護者〟に〝門ゲート〟の開放を命じる。浅葱はまだなにか古城に向かってまくし立てていたが、虚こ空くうに穿うがたれた空間の揺らぎに吞のまれて、彼女の姿はすぐに消えた。絃いと神がみ島じまへと帰還したのだ。

「……素敵な女の子ヒトたち、でしたわね。あなたのお友達は」

　騒がしく消えていく浅葱たちを見送った雫しず梨りが、愉たのしそうに微ほほ笑えんでそう言った。

　古城は、どうだろうな、と疲れた顔で肩をすくめる。

「おまえとも友達になれると思うぞ。あっちの世界に戻ったらな」

「……そうできたら素敵ですわね」

　なぜか寂しそうに呟つぶやく雫梨を、古城は訝いぶかしげに見返した。だが、うつむく彼女の心の裡うちは読み取れない。優麻はそんな古城たちをしばらく黙って見つめていたが、

「行こう、古城。真実が待ってる」

　穏やかな声でそう言って、迷宮カルケリの奥へと続く〝門ゲート〟を開けた。
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　王を名乗る少年が立ち去った礼拝堂で、雪ゆき菜なはただ一人、立ち尽くしていた。

　恩おん萊らい島とうと名付けられた結界世界の核に、礼拝堂がある理由には薄々想像がつく。

　それは、この礼拝堂が、恩萊島の創造主の記憶の原風景だからだ。

　礼拝堂の様式は、ロタリンギア正教のものによく似ている。細部の意い匠しようが異なっているのは、それが聖団ギゼラと呼ばれる異端の一派の様式だからだろう。

　すなわち恩萊島の創造主とは、聖団ギゼラの関係者ということになる。

「…………」

　雪菜は無言で、聖壇に残された木箱へと近づいた。

　木箱の中には女性の骸むくろが安置されている。美しい姿のまま、眠るように死んでいる女性は、雪菜の知らない顔だった。二十代半ばほどの若い女性だ。

　白いコートと頭巾ウインプル。頭巾の隙すき間まから見えるのは、短く切り揃えられた黒髪だった。

　そして彼女が胸に抱いているのは、長剣の鞘さやだけだ。普通の剣よりも幅広の鞘は、特殊な波なみ刃ばを収めるために造られたものだろう。

「カスガヤ……シナコ……」

　頭巾の裏に施された刺し繡しゆうの文字を読み取って、雪菜は表情を険しくする。

　美しいまま朽ちた女に、魂の存在は感じられない。彼女は確実に死んでいる。それは彼女が、恩萊島の創造主ではあり得ないという事実を示していた。

　恩おん萊らい島とうに残された聖団ギゼラの関係者は、あと一人──

　その瞬間、雪ゆき菜なは恩萊島に隠された秘密のすべてを理解した。

　やり場のない哀かなしみに囚とらわれて、銀色の槍やりを握り締める。

　爆発的な魔力が礼拝堂の外で膨れあがり、恩萊島を揺るがせたのは、その直後だ。

　世界そのものを引き裂くような、〝切断〟の力──

　第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうの魔力だった。

「疾きくや在がれれ、〝冥姫の虹炎ミネラウバ・イーリス〟──！」

　古こ城じようが召しよう喚かんした巨大な戦乙女ヴアルキユリアが、迷宮第五階層の結界に、虹色の光剣を叩きつける。隔壁のような分厚い結界は、その一撃で粉々に砕け散った。

　その斬ざん撃げきの余波によって迷宮カルケリ全体が激しく振動し、第五階層を支えていた壁や柱が崩れ落ちていく。瓦が礫れきの巻き添えになるのを恐れて、古城たちは慌てて奥へと進んだ。

「……まさかこんな形で、迷宮カルケリの最深部に入ることになるとは思いませんでしたわ」

　崩壊していく背後の洞窟を振り返りながら、雫しず梨りが醒さめた口調で言う。

　古城の眷獣がもたらす大規模破壊にも、そろそろ慣れてきたらしい。彼女の声には、怒りや呆あきれではなく、ただ諦あきらめの響きだけが滲にじんでいる。

　洞窟を塞ふさぐ隔壁の先には、石畳の広場になっていた。決して広くはない。そのくせ、視界の隅はぼんやりと霞んで、どこまで進めば果てがあるのか見通せない──そんな奇妙な空間だ。

　隔壁の内側は破獣デブリの巣になっていると聞かされていたが、そこに破獣デブリは存在しなかった。広場の中央には礼拝堂のような小さな建物が、ぽつんと一棟だけ建っている。どうやらそこが迷宮カルケリの終点らしかった。

「迷宮カルケリ……か」

　ぼそりと呟つぶやいたのは優ゆう麻まだった。どことなく物憂げな彼女の言葉に、古城と雫梨が振り返る。

「カルケリというのは、イタリア語で監獄という意味だね」

「……監獄？」

　古城が雫梨と顔を見合わせる。

　もし、ここに破獣デブリの巣が存在したなら、その名称に疑問を覚えることはなかっただろう。破獣デブリの檻おりという意味ならば、監獄カルケリという名称はむしろ相応ふさわしく感じられたはずだ。

　しかしここには破獣デブリはいなかった。彼らは真ま賀が斎とき禍か子こに操られていただけの存在なのだから、当然だ。ならばこの監獄に囚われているのは、誰なのか──

　古城のその疑問に答えたのは、どこか皮肉っぽい笑い含みの声だった。

「そう。監獄の中にいるのは、罪人だよ」

　霞がかった視界の中に溶け出すように現れたのは、喪服のような黒いドレスを着た魔女だった。真ま賀が斎とき禍か子こだ。

「真賀斎教官……！」

　雫しず梨りが咄とつ嗟さに剣の柄つかに手をかける。臨戦態勢の雫梨を見返し、禍子は愉快げに目を細めた。

「禍子ちゃんと呼んでくれても構わないよ？」

「うるせえよ、クソ教官！」

　口汚く禍子を罵ののしったのは古こ城じようだ。

「あんたが操っていたんだな。悪霊ラルヴアも破獣デブリも、恩おん萊らい島とうの島民も全部……宮みや住ずみや天あま瀬せを、俺たちにけしかけてきたのもあんたなんだろ！」

　古城が禍子を睨にらんで指摘する。

　恩萊島に散布されたナノ式神には、島民たちの記憶を奪い、彼らの意識を操る機能が内蔵されていた。結界世界を維持するだけなら、そんな機能は必要ない。つまりナノ式神は恩萊島を創造するためではなく、乗っ取るために、この島に持ちこまれたものなのだ。

「恩萊島は、本来、もっと小規模な……イロワーズの風景を再現するだけの、平和で小さな世界だったんじゃないのか？　悪霊ラルヴアも破獣デブリも、本当は存在しなかった。あんたたちはそれを乗っ取って、地下迷宮だの攻魔高専だのって恐ろしい場所に変えたんだ」

「それが依頼主スポンサーの要望だったからね」

　禍子は悪びれることなくそう言った。彼女のその言葉で、古城は、自分の推測が間違っていなかったことを知る。

「依頼主スポンサー……？」

「そう。監獄結界という魔術は、便利なものだね。壊しても、殺しても、何度でもやり直せる。おかげで依頼主スポンサーの要望を楽に果たせたよ」

　禍子はくすんだ色の髪を気け怠だるそうにかき上げた。

　彼女が古城の質問に律りち儀ぎに答えているのは、なにも親切心からの行動ではない。真実を知ることで、古城たちが余計に傷つくと理解して彼女は喋しやべっているのだ。

「依頼の内容は、きみに絶望を植えつけることさ。目の前で班パーテイの仲間が、次々に死んでいく気分はどうだった？」

「なん……だと……？」

　古城が低い唸うなりを洩もらす。

　脳裏に浮かび上がったのは、目の前で命を落とす琉る威いや大おお倉くら山やまの姿だった。たとえ魔術によって再現された仮かり初そめの死でも、彼らの恐怖と苦痛は本物だ。それらが古城を絶望させるためだけに用意されたものだとしたら、あまりにも無慈悲で残酷なやり口だ。

　しかし動揺する古城を眺めて、禍子は平然と笑っていた。

「覚えてないかもしれないけれど、きみが仲間を失ったのは一度や二度じゃない。短くても三カ月。長ければ半年──多くの時間をかけて打ち解け合った仲間を、きみは何度も奪われたんだ。その喪失感は、絶望は、きみの魂の奥底に刻まれている。世界に対する憎悪となって」

「そのために……そんなことのために……恩おん萊らい島とうを利用したのか……！」

　古こ城じようが禍か子こを睨にらんで拳を固めた。抑えきれずに洩もれ出した魔力が、稲いな妻ずまとなって周囲を包む。

「琉る威いさん!?　優ゆ乃のさん──!?」

　そんな古城の隣で、雫しず梨りが息を吞のんだ。

　広場を覆う霞の中から、禍子に従うように現れたのは、かつての香か菅すが谷や班の仲間たちだった。琉威が構えているのは、狙撃銃ではなく近接戦用の拳銃が二に挺ちよう。優乃もすでに装甲グローブを嵌はめている。感情をなくした彼らの瞳は、雫梨たちを敵として見つめていた。

「いい表情だね、香か菅すが谷や雫梨・カスティエラ」

　無意識に後ずさる雫梨を眺めて、禍子が満足げにうなずいた。

　そして禍子は、その場に第三の従者を召しよう喚かんする。全身を漆黒のローブに包んだ、小柄な影だ。かつて迷宮カルケリで古城たちを追い詰めた、正体不明の敵だった。その手には鞘さやに収められたままの、一振りの長剣が握られている。

「残念だけど、恩萊島はもう限界だ。だからきみたちに最後の絶望を与えてあげるよ。真実という名の絶望をね──なんちゃって」

　おどけたような口調で禍子が告げる。同時に、ローブの影が剣を抜いた。

　鞘から迸ほとばしったのは、炎のように波打つ深紅の刃やいば。そこから放たれた衝撃波を、雫梨は自らの剣でかろうじて受け止めた。それでも殺しきれなかった衝撃に、雫梨はよろよろと後退する。

「今の攻撃……まさか、〝炎喰蛇ハウラス〟の魔力放出……!?」

　攻撃を受け止めたままの姿勢で、雫梨は声を震わせていた。ローブの影が握っていたのは、雫梨のものと寸分違たがわぬ深紅の長剣だ。斬りつけた相手の魔力を喰くって、威力を増すという機能も同じ。それはまごうかたなき〝炎喰蛇ハウラス〟だった。

　新たな〝炎喰蛇ハウラス〟の持ち主が、漆黒のローブを脱ぎ捨てた。

　その下から現れたのは、雫しず梨りと瓜二つの容姿を持つ少女だった。

　純白の髪。青い瞳。そして側頭部に突きだした翡ひ翠すい色いろの角つの。唯一の違いは、彼女が着ている制服が、黒く染まっていることだろうか。鏡を見ているような、もう一人の自分自身の姿に、雫梨は声も出せずにいる。

「紹介するよ。彼女が恩萊島の創造主──本物の香菅谷雫梨・カスティエラだ」

　黒い雫梨の背後に回って、禍か子こが告げた。

「本物の……わたくし……詩し奈な子こではなく、わたくしが恩萊島の創造主……!?」

　雫梨の瞳が恐怖に揺れていた。黒い雫梨が、それを無感情に眺めている。

　古城と優ゆう麻まは、睨にらみ合う雫梨たちを無言で見守る。それを見て禍子が怪け訝げんそうに眉を上げた。

「驚かないんだね、暁あかつき古城？　そうか、きみは気づいていたのか。きみたちが南みな宮みや那な月つきの教え子だということを失念していたよ」

　禍か子こが残念そうに肩をすくめた。

　古こ城じようはなにも答えない。禍子の言葉は、半分だけ正解だ。

　南みな宮みや那な月つきが使う〝監かん獄ごく結けつ界かい〟は、自らの夢の中に異世界を構築するという、極めて特殊で複雑な魔術だ。その魔術の性質上、那月の本体は、結界の中で眠り続けていなければならない。

　つまり古城たちが現実世界で普段目にしている那月は、彼女が魔術によって創りだした分身なのだ。

　そして那月の〝監獄結界〟と、恩おん萊らい島とうは同種の魔術だった。だとすれば、恩萊島の創造主も、那月と同じように分身を操っていても不思議ではない。

　観測基地で雫しず梨りの血を吸ったとき、古城は、彼女の正体に気づいた。那月と同じ魔女である優ゆう麻まは、もっと早い段階で気づいていたのかもしれない。

　たとえ魔力によって造られた人形でも、その体内に実際に血が流れて、生命力が通っていれば、吸血鬼行為にはなんの支障もない。だから、血を吸われた雫梨本人は気づかなかった。

　自分自身が、創造主の分身であることに──

「監獄結界とは、創造主が見ている夢そのものだ。きみは夢の中の登場人物なんだよ。偽物の修女騎士パラデイネス──きみの存在は贋作フエイクそのものだ」

　雫梨を嘲あざけるように、禍子が続けた。黒い雫梨が、己の分身に向かって剣を振り下ろす。

「贋作フエイクなのはきみだけじゃない。天あま瀬せ優ゆ乃のも、宮みや住ずみ琉る威いも。恩萊島に住むすべての人間が偽物だ。彼らこそが悪あく霊りようさ！」

「──っ!?」

　黒い雫梨──創造主の攻撃を受け止めた雫梨の剣が、甲高い音とともに根元からへし折れた。

　折れた剣を握り締めたまま、雫梨はふらふらと後退する。彼女の表情からは生せい気きが消え、青い瞳は焦点を結んでいなかった。

「きみは聖団ギゼラが──香か菅すが谷や詩し奈な子こが、イロワーズの避難民を守れなかった事実を、認めなかった。だから自分だけの新たな〝魔族特区〟を作ったんだ。〝炎喰蛇ハウラス〟に蓄えられていた、四し聖せい獣じゆうの魔力を使ってね」

　戦意を喪失した雫梨に向かって、創造主が剣の切っ先を向ける。その刃やいばの色を古城は知っていた。かつて絃いと神がみ島じまの上空を──そして〝イロワーズ魔族特区〟の上空を多い尽くした禍まが々まがしい輝き。〝タルタロスの薔ば薇ら〟の花はな弁びらの色だ。

「この恩萊島で、きみだけは常に最後まで暁あかつき古城の傍そばに居続けた。だけどそれももう終わりだ。香菅谷雫梨・カスティエラは消える。本当の自分自身に殺されて──」

　恐怖を助長するような禍子の言葉に、雫梨は弱々しく首を振る。

　彼女の瞳に浮かんでいたのは、絶望だった。信じていた世界が作り物だと知らされて、自分自身が偽物であるという事実を突きつけられた。そして目の前には、本物の自分自身がいる。

　その状況で、なおも自我を保ち続けることなどできるはずもない。

　動きを止めた雫しず梨りへと、琉る威いが静かに銃口を向けた。

　無防備な雫梨の胸に照準を合わせ、引き金を引く。

　轟ごう音おんとともに吐き出された弾丸は、だが、雫梨に届く前に弾かれた。雫梨の眼前に出現した、巨大な金こん剛ごう石せきの結晶によって。

「──ざけんなっ！」

　古こ城じようが琉威に向かって跳んだ。琉威の拳銃が連続して火を噴いた。その弾丸は、古城が全身に鎧よろいのようにまとった、微細な金剛石の結晶にことごとく阻まれた。

　古城の拳こぶしが琉威の顎あごをとらえ、琉威はそのまま後方へと吹き飛ぶ。友人が相手だからこそ、古城は手加減をしなかった。琉威の実力を誰よりも理解しているからだ。最初の奇襲に失敗すれば、古城の実力では琉威を無傷では倒せない。

「たしかにはっきり覚えてるぜ。自分が仲間を失ったときの絶望はな。だけど──」

　着地した古城に向かって、優ゆ乃のが豪快な回し蹴りを仕掛けてくる。ブーツで強化された彼女の蹴りを、古城は交差させた両腕で受け止めた。優乃に一歩近づいて、打点をずらすのも忘れない。ほかならぬ優乃本人から、訓練で何度も教わったやり方だ。

「俺が恩おん萊らい島とうで学んだのは、絶望だけじゃないからな。おかげで、普通に生きてたら出会えたなかったこいつらとも知り合えた。攻魔師の訓練ってのも、なかなか新鮮で面白かったぜ」

　獰どう猛もうに笑う古城の姿を、雫梨が呆ぼう然ぜんと見つめている。おいおい、と古城は心の中で呆れた。琉威や優乃が本来の調子ならともかく、操られているだけの今の彼らに、古城が負ける理由はなかった。たとえ夢の中の出来事だとしても、彼らとともに過ごした時間は偽物ではない。

　空中でくるりと回転した優乃が、左右の掌てのひらを突き出してくる。彼女がもっとも得意とする、トリッキーな打撃技。虎こ王おう拳けん四番〝爪そう星せい〟──

「その動きも知ってる！　香か菅すが谷や班の荷物持ちを舐なめんな！」

　古城は魔力を帯びた拳で、優乃の攻撃を撃ち落とした。背中から地面に叩きつけられて、優乃の小柄な身体が撥はねる。

「こ、古城……!?」

　雫梨は驚きよう愕がくに固まっていた。まさか古城が、琉威と優乃を圧倒するとは夢にも思っていなかったのだろう。古城は、やれやれと溜ため息いきを洩もらして、呆あつ気けにとられたままの雫梨に向き直り、

「おまえも辛しん気きくせえ面ツラしてんじゃねえ！」

「うにゃあっ！」

　古城に角つのをつかまれた雫梨が、背筋を伸ばして真抜けた悲鳴を上げた。

「おまえの身体は魔力で実体化した偽物かもしれないけどな、おまえの人格まで偽物と決めつけられるいわれはねえだろうが！　俺が知ってる香菅谷雫梨はおまえだけで、それは誰にも否定させねえよ！　夢の中でも必死に生きていた人格が贋作フエイクで、夢を見ていただけのやつが本物だってどうして言い切れる!?」

　雫しず梨りの頭巾ウインプルに両手を突っこんだまま、古こ城じようは彼女の顔をのぞきこんだ。

　放心していたはずの雫梨の瞳に、再び生気が戻ってくる。

「他ヒ人トを救うために作り出したこの夢セカイを、おまえはもっと誇っていいんだよ。くだらない絶望なんてものを作り出すために、それを利用しようとするやつは俺が潰してやる！」

　古城が雫梨から手を放す。しかし雫梨がよろめくことはなかった。彼女はしっかりと両りよう脚あしで立って、自らの本体である創造主を睨にらみつけていた。

　ふふっ、と満足そうな笑しよう声せいを洩もらしたのは、それまで傍観していた優ゆう麻まだった。かつて同じように己を見失い、そして古城に諭された自分自身の姿を、雫梨に重ねていたのかもしれない。

　古城が振り返って禍か子こを睨にらんだ。不敵に唇の端を吊り上げ、牙を剝むく。

「さあ、始めようか、クソ教官──ここから先は、第四真祖オレの戦争ケンカだ！」

　古城の視線に射貫かれたように、ぐっ、と禍子が表情を引き攣つらせた。

　それはほんの刹せつ那なの変化だ。だが、その一瞬、たしかに〝逢おう魔まの魔ま女じよ〟は余裕を失った。まるでそれを恥じるかのように、禍子が大規模な魔術を発動する。

　巨大な魔法陣から生み出されたのは、破獣デブリ──迷宮カルケリを徘はい徊かいする、宿主を持たない眷けん獣じゆうだ。

　だが、その禍まが々まがしき怪物の姿は、銀色の閃せん光こうに斬り裂かれて四散した。

　破壊されたのではなく、消滅したのだ。最初から存在しなかったかのように、破獣デブリを生み出す魔力が消えている。破獣デブリを倒した閃光の正体は、小柄な少女が構えている銀色の槍やりだ。

「いいえ、先輩。わたしたちの聖戦ケンカ、です──！」

　白い霞の中から現れた姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが、静せい謐ひつな空気をまとって、禍子を凜りん然ぜんと睨みつけていた。
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「姫柊。悪い、遅くなった」

　雪菜を見つめて、古城は短く告げた。謝罪にもならない、素っ気ない言葉。

「はい。わたしも脱出に手間取りました」

　そして雪菜も短く答えた。古城がここに辿たどり着くまでにどれだけ傷つき、どれだけの無茶を繰り返してきたのか、すべて見透かしているような声だった。

　言葉を介さずともわかり合っているような二人の態度に、優麻は苦笑し、雫梨は啞あ然ぜんとしたような──あるいは呆れたような表情を浮かべた。

「今回は、わたしも少しだけ怒っています」

　雪菜が、冷え冷えとした視線を禍子に向ける。

　禍子は今にも舌打ちしそうな顔をしていた。雪菜が怒りをあらわにしている理由に、心当たりがあるのだろう。

　雪ゆき菜なが背後の空間に向けて、無造作に銀の槍やりを振る。眩まばゆい閃せん光こうが一条の軌跡を描き出し、広場の中央にあった礼拝堂と、霞に覆われていた空間が引き裂かれた。

　雪菜の槍の本来の威力ではない。〝雪せつ霞か狼ろう〟の能力は魔力の無効化。そして結界を斬り裂くことだ。空間そのものを引き裂くほどの威力はあり得ない。

　だが、ここは魔力によって構築された異世界だ。〝雪霞狼〟が持つ魔力無効化能力は、世界そのものを消し去る力と同義なのだ。

「監視役であるわたしの目を盗んで暁あかつき先輩を連れ去ったこと。偽物の絶望を作り出して、先輩を傷つけようとしたこと。そして、この期ごに及んで、香か菅すが谷やさんを騙だまし続けていることも！」

　雪菜が槍を振るたびに霞が晴れ、隠されていた世界があらわになっていく。

　誰も訪れたことがないといわれる迷宮カルケリ最深部。第七階層。

　石畳の広場の先にあったのは、花を敷き詰めた緑の大地だ。緩やかな斜面に、大勢の人々が目を閉じたまま横たわっている。その数は優に五千人を超えているだろう。

　埋葬を待つ死者のような姿だが、彼らの安らかな表情で、古こ城じようは気づく。

　彼らは眠っているだけだ。

　夢を見ながら、ただ眠り続けている──

「恩おん萊らい島とうの住人は悪霊なんかじゃありません。彼らは香菅谷さんと同じです。恩萊島の最深部で夢を見続けていたんです」

　結界の破壊を終えた雪菜が、最後に銀色の槍を地面へと突き立てた。

　禍か子こはどこかうんざりとしたように額に手を当てている。それでも彼女は雪菜の言葉を否定しようとはしなかった。

　六千人もの避難民をイロワーズの崩壊から救うため、聖団ギゼラは〝監かん獄ごく結けつ界かい〟の術式を使って、人々を〝結界世界〟へと移動させた。

　おそらく〝監獄結界〟の術式そのものは、香菅谷詩し奈な子こが用意していたのだろう。雫しず梨りは、術者である詩奈子の遺志を継いで、魔力の制御と、結界の維持を担当しただけだ。

　だが、術者である詩奈子の死によって、雫梨は〝結界世界〟を解除し、人々を解放することができなくなった。そして六年もの間、恩萊島は異世界を彷徨さまよい続けていたのだ。

　その恩萊島を見つけ出し、自らの目的のためにナノ式神を使って乗っ取ったのが、〝逢おう魔まの魔ま女じよ〟真ま賀が斎とき禍子だったというわけだ。

「香菅谷さんのやったことは無駄ではありませんでした。彼女は、イロワーズの避難民ひとびとを救っていたんです。聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスとして」

　雪菜の足下の地面に亀裂が走り、恩萊島の大地がひときわ激しく震動する。

　浅あさ葱ぎたちが撒まいたアンチ・ナノ式神の増殖と、雪菜の結界破壊によって、この世界の崩壊が加速しているのだ。結界世界の解放に必要な条件はあとひとつ──創造主である雫梨の覚醒だ。

「そう……でしたわね」

　雫しず梨りの唇から溜ため息いきがこぼれた。それはやがて笑しよう声せいに変わった。

　高飛車に見えるほど生真面目で、生意気に思えるほど一いち途ずで、どうしようもなくお人ひと好よしで世話焼きな、いつもどおりの香か菅すが谷や雫梨の声だった。

「たとえ夢の中にいても、わたくしはわたくし──ですが、いい加減、眠り続けるのも飽きましたの。そろそろわたくし自身の手であなたを叩き起こして差し上げますわ！」

　雫梨が剣の柄つかを両手で握り締める。根元から折れていたはずの長剣が、深紅の輝きに包まれ、元の形へと復元した。恩おん萊らい島とうの正体は創造主が見ている夢。それはすなわち、創造主の分身である雫梨の意思が現実となる世界でもあるのだ。世界に対する雫梨の干渉力は、今や創造主のそれを超えている。

「やれやれ、ちょっと失敗だったかな。せっかくいい実験場が手に入ったと思ったのだけどね」

　禍か子こは気け怠だるく首を振っていた。古こ城じようたちへの謝罪の言葉はない。引き際を見誤ったことに対する反省はあっても、抵抗をやめて降伏するつもりなど毛頭ないのだろう。

　実験場という言葉が、彼女の立ち位置を明確に表している。彼女はＬＣＯの元幹部だ。己の研究のためならば、いかなる犯罪も忌避しないという、独善的なＬＣＯの魔導師たちの習性を、彼女も忠実に受け継いでいるらしい。

「じゃあ、私はこの辺で──といっても、逃がしてくれるわけないわよね」

　虚こ空くうから取り出した魔導書を広げて、禍子は酷薄な笑みを浮かべた。

　彼女の魔術が発動すると同時に、創造主──黒い制服を着た雫梨の剣から、禍まが々まがしい魔力が噴出する。それは禍子たちの頭上で渦を巻き、巨大な獣の姿へと変わった。全長数十メートルにも達する三つ首の猛犬。炎に包まれた漆黒の破獣デブリだった。

「破獣デブリ……だと……!?　なんだ、この魔力……!?」

　荒れ狂う漆黒の猛犬を見上げて、古城は目つきを険しくした。

　魔女が、使い魔として召しよう喚かんできる規模の幻獣ではなかった。真祖の眷獣にも匹敵する膨大な魔力。それによく似た存在を古城は知っている。

「そうか……破獣デブリの正体は、タルタロス・ラプスの〝薔ば薇ら〟の眷けん獣じゆうか！」

　古城の驚きよう愕がくの呟つぶやきに、禍子は笑ってうなずいた。香菅谷詩し奈な子こが、命懸けで〝炎喰蛇ハウラス〟の中に封じこめた四し聖せい獣じゆうの魔力を、禍子は好き勝手に喚よび出して、破獣デブリという名で操っていたのだ。

「昼と夜、生と死、夢と現うつつ……この世の端は境ざかいにあるものを操るのが、彼女の本来の力なんだ。だから彼女は、黄昏たそがれを司つかさどる〝逢おう魔まの魔ま女じよ〟と呼ばれているのさ」

　優ゆう麻まがそう言って古城の前に歩み出た。

　彼女の背後に、ゆらりと顔のない青あお騎き士しが浮かび上がる。優麻の役目はＬＣＯの残党狩り。禍子を捕まえるのが、彼女の本来の目的なのだ。

「正解だよ、〝蒼あおの魔女〟。宿主を持たない眷けん獣じゆうや、死霊アンデツドの類たぐいは、すべからく私の忠実な下僕しもべだからね」

　禍か子こが不愉快そうに目を眇すがめた。同格の魔女である優ゆう麻まが、自らの〝守護者〟に命じて、禍子の空間制御を妨害していることに気づいたのだろう。

　優麻を倒さない限り、禍子は恩おん萊らい島とうから抜け出せない。破獣デブリを暴れさせている間に逃走するという禍子の作戦は、今のところ、不首尾に終わっている。

　だとすれば、禍子が次に取り得る行動はひとつだけだった。

「〝黄昏クリプスキユル〟！」

　禍子が自らの〝守護者〟を呼び出した。全身を黒い靄もやで覆った、骸骨のような姿の悪魔の眷けん属ぞくだ。その腕に握られているのは、死神を思わせる巨大な鎌。黄昏たそがれ時どきに現れるという魔物に似たその怪物は、〝逢おう魔まの魔女〟の〝守護者〟に相応ふさわしい。

「古こ城じよう、召喚獣の相手は任せるよ。彼女はボクが──！」

　優麻が青騎士に攻撃を命じた。振り下ろされた青騎士の剣がなにもない虚こ空くうに吸いこまれ、禍子の背後の空間から、その刃やいばだけが出現する。空間制御を応用した奇襲攻撃。いかなる達人にも予測不能なその一撃を、禍子は凄すさまじい反応速度で回避する。

「……っ!?」

　続けざまに放たれた〝黄昏クリプスキユル〟の大鎌の一撃を、青騎士はかろうじて受け止めた。大きく体勢を崩した青騎士に、禍子の〝守護者〟が猛攻を加える。

「〝雪せつ霞か狼ろう〟っ！」

　追い詰められた優麻を援護するため、雪ゆき菜なが横合いから禍子の〝守護者〟を襲った。だが、死神はそれすらあっさりと受け流し、逆に雪菜へと斬りつける。

　まるで未来を知っているような動きで、雪菜はその攻撃を防御する。一瞬先の未来を視るという、獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎの特殊能力だ。その未来視の能力をもってしても、禍子の〝守護者〟はとらえきれない。肉眼では視認できないほどの〝黄昏クリプスキユル〟の苛烈な斬ざん撃げきを、雪菜と優麻は二人がかりでかろうじて凌しのいでいる。

　そして古城にも、雪菜たちを援護する余裕はなかった。

　眠り続ける六千人の避難民の上で、漆黒の破獣デブリが暴れていたからだ。

　もとより破獣デブリに避難民を襲わせて、その隙すきに逃走するのが、禍子の狙いなのだろう。〝神羊の金剛メサルテイム・アダマス〟と〝双角の深緋アルナスル・ミニウム〟、そして〝麿羯の瞳晶ダビ・クリユスタルス〟──古城は、比較的、防御に優れた眷けん獣じゆう三体を喚び出して破獣デブリに対抗していたが、それでも避難民への被害を防ぐだけで手一杯だ。破獣デブリの三つの頭から交互に吐き出される炎のせいで、反撃の糸口がつかめない。嫌がらせに長たけた禍子らしい手口だった。

「優麻さん！　〝逢魔の魔女〟が持っている本は、おそらく時間制御術式の魔導書です！」

　死神の攻撃に耐えながら、雪菜が〝吸血王ザ・ブラツド〟に与えられた情報を伝える。

「時間制御術式!?　そうか、自己加速か──！」

　優ゆう麻まの瞳に理解の色が浮いた。

　他者を操ることに特化した禍か子この〝守護者〟は、決して戦闘向きではないのだろう。これほど一方的に攻め立てながら、優麻たちを倒せずにいるのが、その証拠だ。

　禍子の〝守護者〟を脅威たらしめているのは、圧倒的なその速度──それが魔導書によって与えられたものだとわかれば、対抗策を組み立てるのは難しくなかった。

「〝蒼ル・ブルー〟！」

　優麻の姿が〝守護者〟とともにかき消え、禍子の頭上へと現れる。そして振り下ろした腕の先から、優麻は不可視の衝撃波を放った。

　完全な死角からの奇襲だが、それはあっさりと禍子の死神に阻まれる。

「空間跳躍テレポートと、空間の歪ゆがみが生み出す衝撃波か。まるで南みな宮みや那な月つきの劣化コピーだね。そんな借り物の力で私を捕らえるつもりかい？」

　禍子が挑発的な口調で優麻に告げる。優麻は再び空間跳躍テレポートで禍子から距離を取った。一見すると優麻の攻撃はまったくの無意味。無駄に魔力を消費しただけだ。だが、

「借り物の力というのは否定しないけど、間違っているよ、真ま賀が斎とき禍子」

　優麻が足下の地面へと手を当てた。石畳の上に魔力を流し、表面の一部だけを変色させる。

　浮かび上がったのは、整然と並ぶ文字の羅列。魔導書に記された文字列だ。

「ボクの力の本来の持ち主は、南宮師匠じゃない。仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やさ──真賀斎禍子、あなたの魔導書は見せてもらったよ！」

　完全に実体化した文字の羅列が、強烈な魔力の波動を撒まき散らした。

　魔導書とは長い年月と人々の強い思念によって、自ら魔力を持つに至った〝力ある書物〟だ。普通なら、その文章を写し取ったからといって、それ自体が力を持つわけではない。

　にもかかわらず、優麻が描いた文字列は、禍子の魔導書と同じ波動を発している。

「魔導書の複写!?　そうか、おまえは、〝書記ノタリアの魔女〟の娘か……！」

　禍子の表情が、焦りに歪ゆがんだ。〝書記ノタリアの魔女〟と呼ばれた優麻の母──仙都木阿夜の能力は、記憶の中にある魔導書の再現だ。

　複製コピーした時間制御術式を使って、優麻が禍子の魔術を相そう殺さい。加速状態にあった禍子の〝守護者〟が、本来の時間の流れへと復帰する。

「獅し子しの神み子こたる高たか神がみの剣けん巫なぎが願い奉たてまつる──」

　その一瞬の隙すきを衝ついて雪ゆき菜なが舞った。彼女の唇が、粛しゆく々しゆくと祝詞のりとを紡ぎ出す。爆発的な霊力が銀色の槍やりに流れこみ、内部に刻印された術式が、それを更に増幅する。

「破は魔まの曙しよ光こう、雪霞せつかの神しん狼ろう、鋼はがねの神しん威いをもちて我われに悪あく神じん百ひやつ鬼きを討うたせ給たまえ！」

　魔力を無効化する雪菜の槍が、閃せん光こうと化して禍子の〝守護者〟を貫く。悪魔の眷けん属ぞくからの苦痛の逆流に、凄すさまじい悲鳴を上げた。

　その瞬間、禍か子こに操られていた破獣デブリの攻撃が止まる。反撃の機会をうかがい続けていた古こ城じようにとって、それは待望の一瞬だった。

「疾きくや在がれれ、〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟──！」

　古城が新たに喚び出した眷けん獣じゆうが、雷光と化して漆黒の破獣デブリを撃ち抜いた。

　爆散した破獣デブリの肉体は、無数の黒くろ薔ば薇らの花はな弁びらとなって宙を舞い、そのすべてがやがて粉々に砕けて虚こ空くうに散った。

「終わりだ、クソ教官……」

　苦く悶もんの表情で倒れた禍子を振り返り、古城が荒い息を吐く。雪ゆき菜なと優ゆう麻まもどうにか無事だ。二人ともかなり消耗しているが、目立つ外傷は見当たらない。

　しかし古城が安あん堵どする暇もなく、恩おん萊らい島とうの大地が震え始めた。

　結界を支えていた巨大な魔力の消滅によって、ついに崩壊が始まったのだ。

「お目覚めの時間、ですわね、雫しず梨り」

　古城たちが固かた唾ずを吞んで見守る中、雫梨が創造主に向かって呼びかけた。

　互いに剣を構えた白い髪の少女。二人の姿勢は鏡に映したようにそっくり同じだ。

　彼女たちは慎重に間合いを詰め、同時に剣を振り上げた。

　その瞬間、白い制服の雫梨の口から、静かな聖句が零こぼれ出す。

「──その牙は、我らの闇を裂く光。その吐息は魔を祓はらう炎。御おん身みの名は炎喰らう蛇。聖女の御み魂たまより生まれし、不滅の刃やいばなり」

　秘ひ蹟せき兵へい装そう〝炎喰蛇ハウラス〟の真の所有者、聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスにだけ許された聖句。それを雫梨が、自らの意思で初めて口にしたとき、創造主──もう一人の雫梨の瞳がかすかに揺れた。

　先に動いたのは、どちらの雫梨だったのか──

　彼女たちが剣を振り下ろす。二人の姿が重なって、ひとつの影になる。

　その瞬間、古こ城じようたちの視界が白く染まった。

　足下の大地が消滅し、浮遊感に包まれる。

　強烈な目め眩まいと酩めい酊てい感かんが襲ってくる。どこまでも果てしなく落ちていくような感覚。

　恩おん萊らい島とうが、長い夢から醒さめようとしているのだ。

　雫梨たちの姿はもう見えない。彼女たちの戦いの結末もわからない。

　だが、衝撃で意識を失う直前、古城はたしかに雫梨の声を聞いた気がした。

　わたくしの勝ち、ですわ──と。
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　香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラは、病院の談話室で立ち尽くしていた。

　目の前にあるのは自動販売機だ。大きな液晶ディスプレイには、有名コーヒーチェーンのロゴが入った各種飲料の写真が並んでいる。しかし機械の操作方法がわからない。ここが雫梨にとって見知らぬ異国だからか、それとも彼女が眠っていた六年の間に機械の操作体系が大きく変わってしまったのか、あるいはこの自販機が不親切なだけなのか。どう考えても三番目のパターンですわね、と雫梨は恨みがましく自販機を睨にらむ。と、

「こんにちは。初めまして。もしかして、なにか困ってる？」

　誰かに突然声をかけられて、雫梨は警戒しながら振り返った。

　にこにこと人懐こい笑みを浮かべて立っていたのは、パジャマ姿の小柄な少女だ。黒目がちの瞳が大きな、可愛らしい顔立ち。長い髪を短く結い上げて、頭の後ろでまとめている。

「え、ええ……この機械で飲み物が買えると教えてもらったのですけれど……」

　少し戸惑いながら雫梨が答えると、少女は同情したように深々とうなずいた。

　病院の中ということもあって、雫梨は頭巾ウインプルを被かぶっていない。角つのの存在にも気づいているはずだが、少女がそれを気にする素振りはなかった。

「この自販機、わかりづらいよね。まず最初にカードをセンサーに当てて、そしたら商品が選択できるようになるから、あとは好きな飲み物とサイズを選んで最後に決定ボタン。ＲとＬがレギュラーとラージで、こっちのボタンでトッピングが選べるよ」

「は、はあ」

　少女の説明は早口で多弁だが、不思議とわかりやすかった。幼さの残る見た目と裏腹に、頭のいい子なのだろう、と雫梨は思う。

　彼女の説明に従ってタッチパネル式のディスプレイを操作すると、さっきまでの困惑が噓のように、あっさりと目的の飲み物が出てきた。ホットのロイヤルミルクティーだ。

「ありがとう。ご親切に感謝いたしますわ」

「いえいえ、どういたしまして」

　にこやかに微ほほ笑えみながら、少女も自販機の操作を開始する。

　彼女が選んだのは生クリームがたっぷりと載ったチョコレートドリンクで、自分もそっちにすればよかったと、雫梨は密かに羨うらやんだ。

「お役に立ててよかったよ。あたしも最初は苦労したから」

「あなたも入院してますの……？」

　深く考えずに訊きき返したあと、少し無遠慮な質問だったと雫梨はすぐに後悔した。しかし、少女は特に気にした様子もなく、そうなんだよ、とわかりやすく落ちこんでみせる。

「もうすぐ一カ月かな。霊力の消耗がひどかっただけで、べつに病気じゃなかったんだけど。うちは兄が過保護だから。おかげでもう退屈しちゃって」

「わかりますわ。わたくしも今週は検査ばかりで。六年も眠り続けていたのですから仕方ないとはいえ、飽きますわ」

　雫しず梨りも思わずつられてそう言っていた。

　彼女を含めた六千人の人々が、恩おん萊らい島とうから解放されたのは一昨日のことだ。

　それだけの数の難民が一斉に押し寄せたら普通なら大混乱に陥るはずだが、藍あい羽ば浅あさ葱ぎの事前の手配で、目立つ騒ぎが起きることはなかった。〝咎きゆう神しんの方はこ舟ぶね〟と呼ばれる広大な人工島群に取り囲まれて、土地が余っていた、という事情もあるのかもしれない。

　難民のほとんどは健康体で、精神的な動揺もそれほど大きくなかった。

　ただ一人、衰弱が激しかった雫梨だけが、その日のうちに病院に収容され、こうして検査漬けになっているというわけだ。

　六年間、と雫梨の言葉を繰り返して、少女が遠くを見るような表情を浮かべる。

「そっか……あたしの友達も一人、眠り続けている子がいるんだ……彼女とは話したいことがたくさんあって、ずっと目を覚ますのを待ってるんだけど」

　少女の呟つぶやきには、迂う闊かつに踏みこめない深い苦悩と哀しみが感じられた。もしかしたら彼女は、自分以上に数奇な経験をしているのかもしれない、と雫梨は無意識に感じた。

　しかし少女はすぐに明るく笑って、哀しみの色を振り払う。

「でも、ありがとう。おかげで希望が湧いてきた」

「いえ。あの、わたくしも大切な友人に助けてもらいましたの」

　少女を励ますためというよりも、言い訳のような気分で雫梨は言った。

「わ、そうなの？　どんな人？」

　予想以上の勢いで少女が話題に喰いついてくる。長い入院生活で退屈していたというのは、どうやら本当なのだろう。

　雫梨は彼女の気迫に少し圧倒されながら、大切な友人の顔を思い浮かべて、

「ひと言で言えば、世話のやける男ですわ。ガサツで失礼で鈍感で凶暴で、ちょっと目を離すとすぐに面倒事を引き起こして……ですから、わたくしがちゃんと見張っていないと！」

「へ、へえ……」

　少女はなぜか複雑な表情を浮かべて頼りなくうめいた。世の中には似た人がいるもんだねえ、と悟ったような口調で独りごちる。どうやら彼女の身近な人物に、あの男に似た性格の持ち主がいるらしい。この少女もさぞ苦労しているのだろう、と雫梨が共感を覚えていると、

「でも、好きなんだ」

「は……!?」

　少女に唐突に指摘されて、雫梨は激しく咳きこんだ。

「す、好き……!?　い、いえ……違いますわ！　わたくしに限って、断じてそんなことは。たしかにあのときは触らせてあげたりしましたけど、ですけど、あれはあの男が無理やり……」

　雫梨が頭を抱えて屈かがみこむ。自らの意思に反して、雫梨の顔が真っ赤に染まっていく。そんな初うい々ういしい雫しず梨りの反応を、少女は興味深そうにのぞきこんでいる。

　その少女が、おや、と首を傾かしげた。彼女が見つめていたのは、雫梨の足下に置かれたトートバッグだ。バッグの中身は、ビニールに包まれた新品の服だった。着替えがないのは不便だろうと、浅あさ葱ぎが気を利かせて持ってきてくれたものだ。

「あれ、この制服って──」

「来月から転入することになってる学校の制服ですわ。編入の手続きや試験は、まだこれからなのですけれど。たしか、私立彩さい海かい学がく園えん、とか」

「え、そうなの!?　何年生？」

　少女が驚いたように身を乗り出してくる。雫梨は少し怯おびえたように仰のけ反ぞって、

「ちゅ……中等部の三年生、ですけれども」

「ふっふっふ。そうか。じゃあ、あたしのほうが先輩だね。暁あかつき凪なぎ沙さ、よろしくね」

　嬉しそうに笑って言いながら、パジャマ姿の少女が右手を差し出してくる。

　彼女の言葉に雫梨の心臓が跳ねた。

「あ、暁……？」

　じわり、と雫梨の背中に汗が浮く。暁という苗みよう字じが、この国でどれくらい多いのか、雫梨は知らない。しかし偶然で片付けるには、あまりにも不吉な一致だった。

　思えば、雫梨をこの病院に連れてきたのも、転入先の学校を手配したのもあの少年の関係者だ。そこに彼の妹がいたとしても、なにもおかしくはない。

　問題は、雫梨が彼のことを好きだと、この少女が誤解していることだ。

　もし、その彼というのが自分の兄のことだと彼女に気づかれてしまったら──

　そこまで想像したところで、雫梨の思考は停止した。

「ところで、さっきから気になってたんだけど……その角つの、ちょっと触っていい？」

　雫梨の頭を見つめながら、暁凪沙が両手を合わせる。え、と雫梨は固まった。

「お願い、ほんのちょっとだけ。先っちょだけでいいから！」

「……!?」

　可愛らしく頼みこんでくる凪沙を見つめて、雫梨は、彼らが間違いなく兄妹だと確信する。

　それは〝魔族特区〟絃いと神がみ島じまにおける香か菅すが谷や雫梨・カスティエラの、波は瀾らんと苦難と騒動に満ちた生活の第一歩だった。

　　　　　　　　　　†

「これが午後の予定です」

　絃神島の中枢部──キーストーンゲートにおける政庁舎の一室で、〝第だい四よん真しん祖そ〟暁古こ城じようは、ひどく険しい表情を浮かべていた。彼の目の前に置かれたタブレット端末には、目を凝らさなければ読めない小さな文字フオントで、予定がびっしりと書き連ねられている。

「企業との面談が六件。各国大使の表敬訪問が三件。人工島管理公社内の会議が八件。署名が必要な書類はこちら。来年度の予算案の作成は今月末が期限です。こちらの資料の内容はすべて頭に入れておいてください。明日までに」

　有能な秘書風のスーツを着た藍あい羽ば浅あさ葱ぎが、事務的な口調で告げてくる。その服装は、政府や企業の要人と顔を合わせたときに舐なめられないための一種のコスプレだが、華やかな彼女の顔立ちには、不思議とよく似合っていた。似合い過ぎておっかないほどに。

「あの……浅葱さん？」

　古こ城じようがびくつきながら手を挙げる。

「なんですか、第だい四よん真しん祖そ？」

　浅葱の返答は短く、冷淡なものだった。古城は挫くじけそうになりながらも、言葉を続ける。

「俺、春休みの補習が終わったばかりなんだけど」

「はい。それで？」

「なんなんだよ、この過密スケジュール！　食事時間が合計十五分、睡眠時間が二日で三時間って──殺す気か!?」

「あんたが勝手に三日も失しつ踪そうするからこんなことになってるんでしょ！　日程調整にあたしがどれだけ苦労したと思ってるのよ!?　あとこれ、イロワーズ出身の避難民、六千人ぶんの一時滞在許可証と生活保護の申請書。あとは仮設住宅の設営とか。明日までに署名しておいて」

　バン、と乱暴に机を叩いて浅葱が怒鳴りつけ、古城は返すべき言葉を失った。ビビってなにも言い返せなくなったというのが正確な表現だ。

「ひ、姫ひめ柊らぎ……」

　傍らに控えている雪ゆき菜なに、古城が頼りなく助けを求めた。

　ボディガード風の黒スーツを身に着けた姫柊雪菜は、そんな古城を冷ややかに見下ろして、

「わたしは獅し子し王おう機き関かんに、先輩の監視を命じられてるだけですから」

　突き放すような口調でそう言った。夜の帝国ドミニオンの領主である第四真祖としての業務に介入する気はない、という宣言だ。

　そうは言っても先日までは、なんだかんだで雪菜も古城を手伝ってくれていた。古城がどうにか進級を確定できたのも、彼女の助力によるところが大きい。逆に言えば、雪菜の手助けがなければ、どうにもならなかったということだ。

「ユ、ユウマ……」

「悪いけど、ボクはそろそろ攻魔局に戻らなきゃ。〝逢おう魔まの魔ま女じよ〟の取り調べも残ってるし、報告書も書かなきゃいけないからね」

　同じくスーツ姿の仙とこ都よ木ぎ優ゆう麻まが素っ気なく答えてくる。いつもと同じにこやかな表情だが、その瞳はなぜか笑っていなかった。

「おーい、古こ城じよう。イロワーズからの避難民対策の予算だけど、浅あさ葱ぎが見つけたナノ式神の解析データで特許を申請したから、そのパテント料で賄まかなうってことで──なんだ、この空気？」

　分厚いファイルを抱えて部屋に入ってきた矢や瀬ぜ基もと樹きが、室内に漂う険悪な空気に気づいて、ギョッとしたように眉を寄せた。

「なんで古城が睨にらまれてるんだ？　ああ……香か菅すが谷やちゃんの血をこっそり吸ったからか」

「馬鹿、矢瀬っ……！」

「っ！」「……！」「…………」

　矢瀬が無駄に察しのいい口調でそう言って、ただでさえギクシャクとしていた室内の空気を、決定的に軋きしませる。しかし矢瀬は空気を読まずに、わざとらしく大げさに肩をすくめて、

「まあ、仕方ないよな。非常事態だったんだし」

「お、おう」

　そうなんだよ、と小刻みに何度もうなずく古城。あの状況で雫しず梨りと恩おん萊らい島とうを救うためには、吸血は避けられない緊急避難的行為だったのだ。雪ゆき菜なたちが表立って古城に文句を言わないのも、それを理解しているからなのだろう。もっと言ってやってくれ、とアイコンタクトで告げる古城に、任せろ、と矢瀬はうなずいて、

「それにあんな子と一緒に温泉に入ったりしたら、そりゃ古城だってムラムラするだろ。色気はちょっと足りないけど、香菅谷ちゃんは美人だしな。若いし」

「……若い？」

　フォローになってねえよと思わず机に突っ伏した古城は、矢瀬の最後の言葉を訝いぶかしむように顔を上げた。

「知らなかったのか？　香菅谷ちゃん、年下だぞ。戸籍の上では今年二ハ十タ歳チだけど、肉体年齢は十四歳のままだ。〝監かん獄ごく結けつ界かい〟の術者は、基本的に時間静止状態で眠ってるからな」

「そう……か……」

　矢瀬が差し出してきた雫梨の資料を眺めて、古城はふっと微ほほ笑えんだ。

　偉そうな態度のせいで年下という印象はあまりなかったが、言われてみれば雫梨には、お姉さんぶった態度と裏腹の、妙に幼い一面がある。琉る威いと優ゆ乃のがつき合っていることに動揺したり、恋愛関係の知識が妙に幼稚だったり。それに体型も。

「そうか。じゃあ、まだ諦あきらめるには早いな」

　資料に印刷された雫梨のバストアップの写真を眺めて、古城はぼそりと呟つぶやいた。

「どこを見ながら言ってるんですか、先輩？」

　そんな古城をジト目で睨みながら、雪菜が拗すねたように唇を尖とがらせた。
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「姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な……姫柊、かあ……」

　ゆっくりと回転する立体映像を眺めて、彼女は愉たのしそうに目を細めた。

　ＣＧで再現された姫柊雪菜という名の少女の容姿は、かなり控え目に表現しても、綺麗と形容できるものだった。小柄だが均整の取れた体つき。華きや奢しやな手脚。強い意志の光を感じる瞳と、端整な顔立ち。ややクラシカルな髪型と制服も、それはそれで魅力的に感じられる。

「ていうか、若っ！　ねえ、萌もえ葱ぎちゃん、この映像、見たことある？」

　実験室のソファの上に、バスローブ姿のままごろりと仰向けになって、彼女は異母姉あねに呼びかけた。

　華やかな顔立ちをした白衣の少女が、端末のキーボードを叩く手を止めて振り返る。

「見たよ。若いって、今のあんたと同い年でしょうが」

「そうだけど。なんか、おかしいよね。あの女ヒトにもこんな時代があったなんて不思議な感じ」

　彼女はクスクスと笑って起き上がった。母親譲りの艶つややかな黒髪がふわりと舞う。形のいい唇の隙すき間まから、白い大きめの犬けん歯しがのぞく。

「真面目にやりなって。自分の仕事、わかってる？」

　白衣姿の異母姉あねが、呆あきれたように溜ため息いきをついた。端末の小さな画面の中では、ぬいぐるみを模した人工知能の現身アバターが、ケケッと不ぶ細さい工くに笑っている。

　異母姉あねの正面に置かれているのは、直径五メートルほどの金属製の台座だ。

　それは観測用のパラボラアンテナのようでもあり、なにかを射出するための電磁砲台のようでもあった。あるいは舞台のようにも見えた。巫み女こたちが神かぐ楽らを舞う神聖な舞まい殿どのだ。

「わかってるって。萌もえ葱ぎちゃんも心配性だなあ」

　そう言って彼女は端末を操作する。画面が切り替わり、新たな立体映像が次々に浮かぶ。制服を可愛らしく着崩した華やかな美少女。首にヘッドフォンを引っかけた軽薄な笑顔の少年。髪を結い上げた人懐こそうな少女。そして気け怠だるげな表情を浮かべた吸血鬼──

「それ全部、出発までに覚えないと。荷物は持って行けないからね」

「大丈夫だってば。もう覚えたし」

　満まん更ざら知らない人たちでもないしね、と彼女は心の中だけで呟つぶやいた。

　その声が聞こえたわけでもないのだろうが、異母姉あねが再び溜息を洩もらす。

　小さなアラームの音が鳴る。実験の開始予定時刻を知らせる端末の電子音だ。

「準備はいい？」

「いつでもね」

　心配そうな異母姉あねに向かって、彼女は強気に笑ってみせた。

　実験室の照明が暗くなったのは、異母姉あねの気き遣づかいというよりは、電力の供給を実験機材に回したせいだろう。彼女は特にためらうことなく、バスローブをするりと脱ぎ捨てた。

　非常灯の淡い光の中に、白い裸身が浮かび上がる。

　一いつ糸しまとわぬ姿の彼女の持ち物は、金色の槍やりだけだ。

　その槍を握り締めたまま、彼女は金属製の舞台へと上がる。

「──零れい菜な」

　異母姉あねが彼女の名前を呼んだ。

「なに、萌葱ちゃん？」

　彼女は微ほほ笑えんで異母姉あねを見つめる。

　カウントダウンを告げる合成音声が、実験室の中に鳴り響く。螺ら旋せん状に張り巡らされた太いケーブルが、膨大な魔力を流しこまれて淡く発光した。

　人工島全域から集められた魔力が、金属製の舞台へと集まってくる。

　それは時間転移術式を支援するための、大規模魔術装置だった。

　カウントダウンが終わる直前、はにかむように手を振る萌葱の姿が見えた。

「気をつけて。第四真祖パパたちにもよろしくね」

　優しい異母姉あねの声を聞きながら、彼女の意識は光に吞のまれていく──


　　　　　　　　あとがき

　解体工事をやってました。

　うちではなくて、うちの仕事場の隣となりのビルが。

　早朝から夕方まで、入れ替わり立ち替わりやってくるトラックと建設機械。鳴り響ひびく轟ごう音おん。舞い散るコンクリートの破片。仕事場の床は体感型シアターかと勘違いするくらい揺れまくり、うっかりカーテンを開けようものなら、見知らぬ作業員の兄ちゃんと目が合ってしまうという地獄。騒そう音おんに対抗するため、ヘッドフォンでガンガン音楽を鳴らしたり、途中で諦あきらめて自宅やファミレスに避難したりもしたのですが、ともかく本作がシリーズ中もっとも過酷な環境で書かれた作品なのは間違いありません。揺れない部屋で耳栓なしで執筆できるというのが、どれだけ幸せなことか思い知らされる貴重な体験でした。ホント酷ひどい目に遭あった。

　ともあれ、解体作業がようやく終わったので、次の巻からはもっとサクサク執筆できるはず、と期待したのも束つかの間ま、ビルの解体が終わったら、当然、今度は新しいビルの建設作業が始まるんですよね。そんな感じで、まだまだ過酷な日常は続いておりますが、次の巻はもっと早くお届けしたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

　というわけで、『ストライク・ザ・ブラッド16』です。お待たせしました、第二部です。

　正確には、第二部本ほん篇ぺんというよりも、少し大がかりな感じのプロローグみたいなイメージで今回執筆しておりました。このタイミングでなければ出来ない仕掛けを試してみましたので、楽しんでもらえたら嬉うれしいです。第二部と大々的に喧けん伝でんしておいて、まったく代わり映えのしない内容というのも、さすがにどうかと思うので。

　次回からはいよいよ新シリーズ本番です。どちらが先になるかわかりませんが、短篇集的な巻も並行して準備していますので、そちらも手に取っていただければ幸いです。

　すでにご存じかと思いますが、本巻の刊行と前後して『ストライク・ザ・ブラッド』第二期ＯＶＡが発売開始の予定になっております。まずは文庫九巻に収録されている『黒の剣けん巫なぎ篇』からスタートなのですが、個人的にも気に入っているエピソードなので、とても嬉しいです。楽しみ。初回特典として、私もちょっとした掌しよう篇へんを書き下ろさせてもらっています。

　また『月刊コミック電撃大王』誌上で連載中のコミック版『ストライク・ザ・ブラッド』も、単行本九巻が発売になっております。こちらもどうぞよろしくお願いします。

　それでは最後になりましたが。

　本作のイラストを担当してくださったマニャ子さま、コミカライズを担当してくださっているＴＡＴＥ先生、アニメ版関係者の皆様方、そして本書の制作・流通に関かかわってくださったすべての皆様に心からお礼を申し上げます。

　そして、もちろんこの本を読んでくださった皆様にも精一杯の感謝を。

　どうか、また次巻でお目にかかれますように。

三み雲くも岳がく斗と　
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三み雲くも岳がく斗と

大分県出身。主に小説などを書いてる人。幼いころから地下空間好き。好きな鍾乳洞は稲積水中鍾乳洞。好きな海底トンネルは東京湾アクアトンネル。ベトナムのソンドン洞窟を訪れるのが夢。
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イラスト／マニャ子こ

フリーのイラストレーター・原画家です。新章突入です！

相変わらずの青い表紙にヒロインですが、構図は意外と尽きません。これからも頑張ります！
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。

電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。

ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「三雲岳斗先生」係

「マニャ子先生」係

本書は書き下ろしです。


この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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陽かげ炎ろうの聖せい騎き士し

三み雲くも岳がく斗と
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